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1
EPMセンター・オブ・エクセレンスの作成および実行

EPMのベスト・プラクティスは、CoE (センター・オブ・エクセレンス)を作成することです。
EPM CoEは、導入およびベスト・プラクティスを確実にするための統合された取組みです。
パフォーマンス管理およびテクノロジ対応ソリューションの使用に関連するビジネス・プロセ
スの変革を促進します。
クラウドの導入により、組織がビジネス・アジリティを改善し、革新的なソリューションを促
進することが可能になります。EPM CoEはクラウド・イニシアチブを監督し、投資を保護お
よび維持し、効果的な使用を促進するのに役立ちます。
EPM CoEチーム:

• クラウドの導入を確実にし、組織が Oracle Fusion Cloud EPMの投資を最大限に活用する
ことを支援します

• ベスト・プラクティスの運営委員会として機能します
• EPM関連の変更管理イニシアチブをリードし、変革を促進します
すでに EPMを実装済の顧客を含めて、すべての顧客が EPM CoEからメリットを得られます。
使用を開始する方法
クリックして、EPM CoEのベスト・プラクティス、ガイダンスおよび戦略を取得します: EPM
センター・オブ・エクセレンスの概要。
さらに学習
• クラウド・カスタマ・コネクトWebセミナーを見る: Cloud EPMのセンター・オブ・エク
セレンス(CoE)の作成および実行

• ビデオを見る: 概要: EPMセンター・オブ・エクセレンスおよびセンター・オブ・エクセレ
ンスの作成。

• EPMセンター・オブ・エクセレンスの作成および実行の EPM CoEのビジネス上のメリッ
トおよび価値提案の確認。

 

1-1

https://community.oracle.com/customerconnect/events/604185-epm-creating-and-running-a-center-of-excellence-coe-for-cloud-epm
https://community.oracle.com/customerconnect/events/604185-epm-creating-and-running-a-center-of-excellence-coe-for-cloud-epm
https://apexapps.oracle.com/pls/apex/f?p=44785:265:0:::265:P265_CONTENT_ID:32425
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2
ようこそ

次も参照:

• Planningモジュールおよび戦略モデリングについて
• さらに学ぶ

Planningモジュールおよび戦略モデリングについて
Planningは、財務、要員、資本、プロジェクトおよび戦略モデリング用に、5つの完全にそろ
ったプランニングおよび予算作成ソリューションを提供します。これには、フォーム、計算、
ダッシュボード、ドライバ、キー・パフォーマンス・インジケータ(KPI)などの組込みのベス
ト・プラクティスの事前定義されたコンテンツが含まれます。必要な機能のみを有効にしてす
ぐに実行し、後から、追加の機能を有効にしてアプリケーションを拡張することができます。
統合して必要な詳細レベルでプランニングできます。構成可能なヘルプによってフォームとメ
ンバーのデフォルトの説明が提供されますが、これらはビジネス・ニーズに応じてカスタマイ
ズできます。
• 財務— ドライバ・ベースまたはトレンド・ベースの損益計算書、貸借対照表、キャッシ
ュ・フロー・プランニングを使用して、すべてのビジネス・レベルで財務の管理および分
析機能を強化します。あるいは、単純に収益と費用のプランニングを行います。ベスト・
プラクティス、即時利用可能なキー・パフォーマンス・インジケータ、ドライバおよび勘
定科目を備えた財務により、プランニング・プロセスが短縮されます。財務についてを参
照してください。

• プロジェクト— プロジェクト・プランニング・システムと財務プランニング・プロセスを
結び付けます。組織的なプロジェクトやイニシアチブが企業のリソース全体に及ぼす影響
を調査して、短期的および長期的な財務目標と一致することを確認します。プロジェクト
についてを参照してください。

• 要員—財務プランと要員プランを結び付ける人数および報酬のプランニング。将来の人数
と関連する人事費用(給与、福利厚生、税金など)の予算を作成します。要員についてを参照
してください。

• 資本— 財務プランに対する資本資産の長期的影響に関するプランニング。資本費用の管
理、優先付けおよびプランを行います。資本についてを参照してください。

• 戦略モデリング— 長期的な戦略プランニングのために、豊富な財務予測およびモデリング
機能と、ビルトインされたオンザフライのシナリオ分析およびモデリング機能を組み合せ
たソリューションです。戦略モデリングについてを参照してください。

機能を有効化すると、次のような事前定義済アーティファクトが作成されます。
• ディメンション(勘定科目を含む)

• フォーム
• ルール(計算)

• メンバーの式
• ダッシュボード
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フォームは、データ、プランおよび予測を動的に反映するダッシュボードやレポートと統合し
ています。
オラクル社は、提供するコンテンツのエクスポートおよびインポートを将来的に制限する権利
を有しています。
ビデオ

目的 視聴するビデオ
Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance
Managementでのプランニングの使用について学
習します。

 概要: EPM Standard Cloudの Planningの
ツアー

アプリケーションの有効化、構成および保守を行う
方法について学習します。  概要: Oracle Enterprise Planning and

Budgeting Cloudの管理

財務について
財務のツールを使用すると、プランや予測を迅速に作成でき、内部で分析するために、貸借対
照表、キャッシュ・フロー計算書、損益計算書などの主要な財務諸表を生成できます。財務で
は、ビジネス・ニーズを着実に満たすことができる次のコンポーネントが用意されています:

• 収益/総マージン
• 費用
• 貸借対照表
• キャッシュ・フロー
• 損益計算書
• 分析
財務は、資本、要員およびプロジェクトと統合されるため、プランナは、様々なタイプのデー
タを含む、非常にきめ細かいプラン、予測、財務レポートを作成できます。
財務についてさらに学習するには、このビデオをご覧ください。
ビデオ

目的 視聴するビデオ
財務について学習します。

 財務プランニングへようこそ

チュートリアル
チュートリアルには、トピックの学習に役立つ一連のビデオやドキュメントを使用した手順が
用意されています。

目的 方法の学習
財務でドライバ・ベースのデータを使用して計画す
る方法について学習します。組織の主要な要因ま
たは基準に焦点を当て、パフォーマンスを高めるた
めの影響を及ぼす、ビジネス・プランおよびモデル
を作成する方法について確認します。

 財務のドライバ・ベースのプランニング
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目的 方法の学習
財務でトレンド・ベースのプランニングを実行する
方法について学習します。トレンド・ベースの仮定
を入力し、トレンドに基づいてプランニングおよび
予測する方法について確認します。

 財務のトレンド・ベースのプランニング

デフォルトの KPI (キー・パフォーマンス・インジ
ケータ)を使用するか、独自の KPIを追加して、財
務で KPIを利用する方法について学習します。
KPIを使用すると、客観的で定量化可能なデータ、
またはパフォーマンスまたは戦略目標の進行状況
を示すデータを収集できます。KPIを使用して、組
織の主要な領域の健全性を反映します。

 財務での KPIの利用

実績を計算して、プランおよび予測を準備する方法
について学習します。財務を有効化したら、プラン
ニングおよび予測サイクルの開始点を構成および
設定します。デフォルトの計算を利用して、実績デ
ータ、プラン・データおよび予測データを集約して
準備する方法について確認します。

 財務での実績の計算およびプランと予測
の準備

要員について
要員を使用すると、プランナが企業のクリティカルなリソース (人材と資金)を、競争優位性を
最もよく引き出す戦略に合せることができます。各部門が要員を使用して、人数および関連す
る費用(給与、医療費、ボーナス、税金など)のプランニングを共同して行います。プランナは、
費用とトレンドを示す最新のグラフィックを見ることができます。
有効化した機能によって異なりますが、プランナは次のようにして、人数に関連する費用を管
理および追跡できます:

• 人数、給与、ボーナス、税金および医療費の費用を分析、計算および報告します
• 採用、異動、昇進、雇用終了などをプランニングします
• 国に適した税金と福利厚生を定義します
要員はスタンドアロンで有効化するか、または財務とプロジェクトに統合できます。統合のシ
ナリオおよびワークフローを参照してください。
データ統合を使用してデータをロードし、Oracle Human Capital Management Cloudのデータ
を調整およびプルすることもできます。データ統合は、Oracle HCM Cloudモデルの事前定義
済マッピングを要員のターゲット・ディメンションに適用できる、即時利用可能なソリューシ
ョンを提供します。(データ統合の管理の Oracle HCM Cloudとの統合および Oracle HCM
Cloudメタデータの統合を参照してください。)また、ビジネス・ニーズに合せて別のマッピン
グを適用するなど、この統合をカスタマイズおよび拡張できます。
要員では、要員プランニング・ニーズを着実に満たすことができる次のコンポーネントが用意
されています:

• 報酬プランニング
• その他費用
• デモグラフィクス
• 分析
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ビデオ

目的 視聴するビデオ
要員について学習します。

 概要: 要員へようこそ

プロジェクトについて
プロジェクトを使用して、企業のイニシアチブに関連する資産やリソースの配賦方法を評価し、
推定される投資利益率を分析します。プロジェクトは、企業財務プランニング・プロセスとプ
ロジェクト財務プランニング・プロセスの間で意思決定プロセスを統一します。プロジェクト
の承認プロセスは財務のプランおよび予測の承認と結び付いているため、プロジェクトを使用
して、プロジェクトのスポンサ、主要な出資者および財務の意思決定者間での合意を得ること
ができます。これにより、プロジェクト・プランおよび財務プランが、財務目標および企業の
長期財務プランと一致するように調整されます。
プロジェクトでは次のタイプのプロジェクトがサポートされます:

• 間接プロジェクトまたは内部プロジェクト - 企業内部で実行されるプロジェクト(IT、RD、
マーケティング・プロジェクトなど)。

• 契約プロジェクト—収益が生成するプロジェクト。契約プロジェクトによって金銭を得る
エンジニアリング企業などで使用されます。

• 資本プロジェクト—資本投資を管理するプロジェクト(資本資産に投資する会社用)。たと
えば、新しい施設を建設する会社は、コスト、労務、設備などを管理して、資産計上を管
理できます。

プロジェクトでは、プロジェクト・プランニング・ニーズを着実に満たすことができる次のコ
ンポーネントが用意されています:

• プロジェクト・サマリー
• 費用
• 収益
• 分析
ビデオ

目的 視聴するビデオ
プロジェクトについて学習します。

 概要: プロジェクトへようこそ

資本について
資本を使用して、資本費用の管理、優先付けおよびプランを行います。資本は、リクエスト、
理由、レビューおよび承認のプロセスすべてで、意思決定担当者と最前線のマネージャがコミ
ュニケーションを取るために役立ちます。資本では次のようなタスクを実行できます:

• ドライバ・ベースの計算を行い、利益の変化および追加における影響、キャッシュ・フロ
ーおよび資金調達を評価します。

• 資本費用プランのリクエストおよび承認を行います
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• 指定された譲渡、減損、除・売却および再取得による、財務諸表への影響を予測します
資本では、資本プランニング・ニーズを着実に満たすことができる次のコンポーネントが用意
されています:

• 投資
• 既存資産
• 無形資産
• 分析
ビデオ

目的 視聴するビデオ
資本について学習します。

 概要: Oracle Enterprise Planning Cloudの
資本

戦略モデリングについて
戦略モデリングは、豊富な財務予測およびモデリング機能と、ビルトインされたオンザフライ
のシナリオ分析およびモデリング機能を組み合せたソリューションです。これは、ユーザーが
財務シナリオを迅速にモデル化し評価するのに役立ち、洗練された債務と資本構成管理のため
の財務機能を標準装備しています。目標値の設定、迅速な財務影響分析の実行、情報に基づく
意思決定のための集中的な財務情報の提示に使用できる強力なソリューションを提供します。
戦略モデリングは、次の機能を提供します。
• 迅速に使用し実行できる組込み階層勘定体系。
• シナリオ・ロールアップ
• 予測モデリング
• ターゲット設定
• What-If分析
• 財務、資本、プロジェクトおよび要員との統合。ジョブ・コンソールからシナリオ・ロー
ルアップのステータスを確認する機能、およびナビゲーション・フローをカスタマイズす
る機能が含まれます。

既存のカスタム・アプリケーションおよび Planningモジュール・アプリケーションで使用する
戦略モデリングを有効にできます。
ビデオ

目的 視聴するビデオ
戦略モデリングについて学習します。

 概要: Planningの戦略モデリングおよび長
期予測

さらに学ぶ
詳細情報やヘルプを入手するには:
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• ホームページの「アカデミ」 をクリックして、ベスト・プラクティスを確認し、
チュートリアルや概要のビデオを視聴します。

• 「有効化」および「構成」で「ヘルプ」 をクリックして、コンテキスト依存ヘルプにアク
セスします。

• ヘルプを表示するには、画面右上隅のユーザー・アイコンの横の矢印を使用して、「ヘル
プ」をクリックします。

• Help Center (ヘルプ・センター)にある次の関連マニュアルを使用します:

スタート・ガイド
• 管理者向けのスタート・ガイド
• ユーザー向けのスタート・ガイド
• Oracle Smart View for Office (Mac and Browser)のデプロイと管理
• EPMセンター・オブ・エクセレンスの設置と運営
• Oracle Cloud Enterprise Performance Managementデジタル・アシスタント・スタート・
ガイド

• Oracle Enterprise Performance Management Cloudオペレーション・ガイド
設計
• Calculation Managerでの設計(Groovyルールの設計に関連する情報)

• Oracle Enterprise Performance Management Cloud Financial Reporting Studioでの設計
• Oracle Enterprise Performance Management Cloudレポートでの設計
ユーザー
• Planningモジュールの操作
• Planningの操作
• Smart Viewの操作
• Oracle Smart View for Office (Mac and Browser)の使用
• Smart Viewでの予測プランニングの操作
• Oracle Enterprise Performance Management Cloud Financial Reportingの操作
• Oracle Enterprise Performance Management Cloudレポートの操作
• アクセシビリティ・ガイド
管理
• Planningの管理
• データ統合の管理
• データ管理の管理
• アクセス制御の管理
• 移行の管理
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• EPM自動化の操作
• サードパーティの承認
開発
• Enterprise Performance Management Cloud Groovyルール Java APIリファレンス
• REST API

• Smart View for Office開発者ガイド

第 2章
さらに学ぶ

2-7

https://docs.oracle.com/en/cloud/saas/enterprise-performance-management-common/cepma/index.html
https://docs.oracle.com/en/cloud/saas/enterprise-performance-management-common/ethrd/index.html
https://docs.oracle.com/en/cloud/saas/enterprise-performance-management-common/groov/index.html
https://docs.oracle.com/en/cloud/saas/enterprise-performance-management-common/prest/index.html
https://docs.oracle.com/en/cloud/saas/enterprise-performance-management-common/svdcl/index.html


3
アプリケーションの設定

次も参照:

• スタート・チェックリスト
このチェックリストのタスクを実行して、資本、財務、プロジェクトおよび要員を設定し
ます。

• アプリケーションの作成
次のステップに従ってアプリケーションを作成します。

• 標準アプリケーションまたはレポート・アプリケーションの Enterpriseアプリケーション
への変換
このトピックではアプリケーションの変換について学習します。

• 統合のシナリオおよびワークフロー
Planningでは、データ・マップおよびスマート・プッシュを使用して、財務、要員、資本、
プロジェクトおよび戦略モデリングとの即時利用可能な統合を提供します。この項では、
統合シナリオと統合のプロセス全体を説明します。

• ユーザー変数の設定
• 13期間カレンダについて

12か月のかわりに 13期間を使用するアプリケーションのカレンダの設定について学習し
ます。

スタート・チェックリスト
このチェックリストのタスクを実行して、資本、財務、プロジェクトおよび要員を設定します。
戦略モデリングを設定するには、Planningの管理の戦略モデリングの開始チェックリストを参
照してください。
1. アプリケーションを作成します。アプリケーションの作成を参照してください。
2. アプリケーションが複数通貨の場合は、ディメンション・エディタを使用して各通貨のデ
ィメンション・メンバーを追加します。Planningの管理を参照してください。

3. 統合でサポートされているシナリオを確認し、有効化するオプションや必要なシーケンス
を決定します。統合のシナリオおよびワークフローを参照してください。

4. 機能を有効化します。
各モジュールに最大 3個のカスタム・ディメンションを追加できます。
参照:

• 資本の機能の有効化
• 財務の機能の有効化
• プロジェクトの機能の有効化
• 要員の機能の有効化
機能を有効化している間は、アプリケーションはメンテナンス・モードとなり、管理者し
かアプリケーションを使用できません。メタデータの変更が検出された場合、データベー
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スがリフレッシュされてから機能は有効になります。検証エラーが検出された場合、それ
らが表示されます。機能を有効にするには、このエラーを解決する必要があります。

5. 必要なルールを構成および実行します。参照:

• 資本の構成
• 財務の構成
• プロジェクトの構成
• 要員の構成

ノート:

エンティティはすべてのモジュールに共通のため、すべてのエンティティ・メン
バーを同時にインポートできます。

6. 構成の後では、構成の変更やメタデータのインポートを行うときに必ずデータベースをリ

フレッシュします。「アプリケーション」 、「構成」 の順にクリック
して、「アクション」メニューから「データベースのリフレッシュ」、「作成」、「データベー
スのリフレッシュ」の順に選択します。

7. 必要なユーザー変数を設定します。ユーザー変数の設定を参照してください。
8. データをインポートします。データのインポートを参照してください。
9. 必要なユーザーおよびグループ・アカウントを作成し、権限を付与します。管理者用スタート・ガイドを参照してください。
10. ルールおよび Groovyテンプレートのセキュリティを設定します。

a. 「ホーム」ページで、「ルール」、「フィルタ」の順にクリックし、キューブおよびアー
ティファクト・タイプを選択します。

b. ルールまたはテンプレートの横の「権限」をクリックし、「権限の割当」をクリックし
ます。

c. 「権限の割当」で、「権限」をクリックし、権限を割り当てます。
詳細は、ルール・セキュリティの管理を参照してください。

たとえば、プロジェクトおよび要員について、Groovyテンプレートのセキュリティを設定
します。Groovyテンプレートは、その他のテンプレートとともに、プロジェクトの「プロ
ジェクトの追加」と「プロジェクトの削除」、および要員の「要請の追加」と「要請の変
更」で使用されます。要員で使用される Groovyテンプレートのリストは、要員のルールを
参照してください。
Groovyルールの操作の詳細は、Groovyルールの使用を参照してください。

11. レポートを設計して操作します。参照:

• Oracle Enterprise Performance Management Cloud Financial Reporting Studioでの設
計

• Oracle Enterprise Performance Management Cloudレポートでの設計
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12. プランナがアプリケーションを使用できるようにします。ホームページで「アプリケーシ

ョン」 をクリックし、「設定」 をクリックします。「システム設定」で、「ア
プリケーションを使用可能にする対象」を「すべてのユーザー」に変更します。

13. 承認プロセスを定義するには、組織でプランを承認するための承認ユニットと移動パスを
定義します。承認の管理を参照してください。

14. 必要に応じて、統合に必要なデータ・マッピングを実行します。ビジネス・プロセスを統
合するためのデータのプッシュを参照してください。

必要に応じて、後続のタスクを実行します。後続の管理タスクを参照してください。
ビデオ

目的 視聴するビデオ
アプリケーションの有効化、構成および保守を行う
方法について学習します。  概要: Oracle Enterprise Planning and

Budgeting Cloudの管理

アプリケーションの作成
次のステップに従ってアプリケーションを作成します。
1. Oracle Fusion Cloud EPMを 2019年 6月 4日より前に購入した場合、ログインして
「Finance」の下の「開始」をクリックし、「Planning and Budgeting」をクリックしてか
ら「Enterprise」を選択します
Enterprise Performance Management Standard Cloud Serviceまたは Enterprise
Performance Management Enterprise Cloud Serviceを 2019年 6月 4日より後に購入し
た場合、ログインして「Planning」の下の「選択」をクリックし、「開始」をクリックした
プランニング・ビジネス・プロセスを作成します。詳細は、Planningの管理 の Cloud EPM
サービス・アプリケーションの作成を参照してください。

2. アプリケーション名および説明を入力し、「アプリケーション・タイプ」の「モジュール」
を選択し、「次」をクリックします。

3. この情報を指定します(月次プランニングしかサポートされないことに注意します)。
• 期間—12か月または 13期間のいずれのプランニング用カレンダを設定するのかを選
択します。13期間でのプランニングの詳細は、13期間カレンダについてを参照してく
ださい。

• 開始年と終了年—アプリケーションに含める年。プランニングと分析に必要な履歴実
績を含む年を指定してください。たとえば、2020年に開始するアプリケーションでは
開始年として 2019を選択し、トレンド分析とレポートで最新実績が使用できるように
します。

• 12か月カレンダの場合は、次のオプションを選択します:

– 会計年度の最初の月—会計年度が開始する月
1月以外を最初の月にしてアプリケーションを作成する場合、「会計年の開始日」
(「同じカレンダ年」または「前のカレンダ年」)も選択する必要があります。このパ
ラメータの選択は、年ディメンションを正しく作成し、基礎となる期間の計算を行
うために重要です。詳細は、カレンダについてを参照してください。
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– 週次配分—月の会計週数に基づいて月次配分パターンを設定します。
• 13期間カレンダの場合は、次のオプションを選択します:

– 配分—四半期内の期間の配分を定義して、どの四半期に 4つの期間があるかを示し
ます。(13期間カレンダでは、3つの四半期に 3つの期間があり、1つの四半期に
4つの期間があります。)
たとえば、3-3-3-4を選択すると、第 4四半期に追加の期間が追加されます。

– 会計年度末— 会計年度末を定義するには、「曜日」を選択し、会計年度末が、選択
した月の「会計年の最終発生日」か、「会計年の最終日に最も近い」かを選択しま
す。

– 余剰週を追加する会計期間—5週間を設定する期間を選択します。13期間のプラ
ンニングでは、各期間の長さは正確に 4週間になります(ただし、5、6年ごとに 1
期間が 5週間になります。)

– 会計年の開始日—会計年が「同じカレンダ年」または「前のカレンダ年」のどちら
で開始するかを選択します。このパラメータの選択は、年ディメンションを正しく
作成し、基礎となる期間の計算を行うために重要です。詳細は、カレンダについて
を参照してください。

これらのオプションによって、53週目が発生する年と、システム・メンバー式の計算
方法が決まります。
たとえば、会計年度末を「金曜日」、「会計年の最終発生日」、「12月」と定義し、「余剰
週を追加する会計期間」に 13を選択すると、2019年 12月 27日(2019年 12月の最終
金曜日)が会計年度の最終日としてカレンダが作成されます。この日付を基に、後続年
のカレンダが 13期間カレンダに基づいて設定され、数年ごとに発生する余剰週が 13
番目の期間に追加されます。
 

 
この例の選択に基づくと、FY19は 52週間(それぞれが 4週間の期間が 13個)ありま
す。FY20も 52週間(それぞれが 4週間の期間が 13個)あります。FY21は 53週間あ
ります。余剰週を期間 13に追加するように選択したため、最後の期間(11月 27日から
12月 31日)に第 5週があります。
アプリケーションを作成した後は、カレンダをプレビューして各期間の日付を表示で
きます。そのためには、ホーム・ページで、「アプリケーション」、「概要」、「アクショ
ン」、13期間プレビュー・カレンダの順にクリックします。最上部で、プレビューする
年のカレンダを選択できます。説明した例の FY21のカレンダを次に示します。P13
には第 5週(11月 27日から 12月 31日)があることに注意してください:
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• タスク・フロー・タイプ—アプリケーションの「タスク・フロー・タイプ」を選択し
ます:

– タスク・リスト—タスク・リストは、タスク、手順および終了日を一覧表示するこ
とで、ユーザーにプランニング・プロセスの手順を示す従来の機能です。
タスク・リストの詳細は、Planningの管理のタスク・リストの管理を参照してくだ
さい。

– EPM Task Manager—これは、新しいアプリケーションに対するデフォルト・オプ
ションです。EPM Task Managerは、すべてのタスクを集中モニタリングし、アプ
リケーションの実行を記録するための目に見える自動化された繰返し可能なシス
テムを提供します。
EPM Task Managerの詳細は、Planningの管理のタスク・マネージャを使用したタ
スクの管理を参照してください。

ノート:

既存のタスク・リストから EPM Task Managerへの移行はありません。従来
のタスク・リストを引き続き使用する場合は、アプリケーションの作成時に
「タスク・リスト」オプションを選択します。

• 主要通貨—複数通貨アプリケーションでは、これがデフォルトのレポート通貨で、為
替レートのロード対象の通貨です。

• 複数通貨—複数通貨のサポートは「通貨」ディメンションで提供されます。これによ
り、様々な通貨を使用したプランニングを行えるようになります。
「複数通貨」を選択した場合、「<メンバー>なし」という名前のメンバー(「エンティテ
ィなし」、「期間なし」、「バージョンなし」など)が、通貨情報を格納するすべてのディ
メンションに追加されます。このメンバーを編集または削除することはできません。
詳細は、簡易複数通貨についてを参照してください。
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• 接頭辞—13期間アプリケーションの場合は、期間の接頭辞を定義します。デフォルト
は TPです。デフォルトのままにすると、期間の名前は TP1、TP2などになります。

• 入力キューブの名前—データ・エントリ(ブロック・ストレージ)キューブの名前。キュ
ーブ名は後から変更することはできません。

• レポート・キューブの名前—レポート(集約ストレージ)キューブの名前。キューブ名は
後から変更することはできません。

• サンドボックス - アプリケーションの作成時に、「サンドボックス」オプションを選択
することでサンドボックスに対して有効にできるブロック・ストレージ・キューブが
作成されます。
アプリケーションにカスタム・ブロック・ストレージ・キューブを作成する場合、そ
のキューブでサンドボックスを使用できます。カスタム・キューブを作成する場合、
「サンドボックスの有効化」を選択します。(モジュールでデフォルトで作成されたキュ
ーブではサンドボックスはサポートされません。)サンドボックスの設定と使用につい
てさらに学習するには、Planningの管理および Planningの操作を参照してください。

4. 戦略モデリング—戦略モデリングを有効にします。
5. 「次へ」をクリックし、「作成」をクリックします。
アプリケーションの作成の詳細は、Planningの管理を参照してください。
表 3-1 ビデオ

目的 視聴するビデオ
複数通貨の設定について学習します。

 Oracle Enterprise Planning Cloudでの複数
通貨の設定.

カレンダについて
「会計年の最初の月」で 1月以外を選択する 12か月カレンダでは、「会計年の開始日」も選択
する必要があります。このパラメータの選択は、年ディメンションを正しく作成し、基礎とな
る期間の計算を行うために重要です。
「会計年の開始日」オプションは、Planningモジュールの 13期間カレンダにも必要です。
「会計年の開始日」オプション:

• 「同じカレンダ年」。会計年(FY)が現在のカレンダ年(CY)で始まるように設定します。
たとえば、12か月カレンダでは、開始期間が 6月の 2025年を選択すると、開始年が FY25
として作成され、Jun-CY25から May-CY26と定義されます。

• 「前のカレンダ年」。会計年(FY)が前のカレンダ年(CY)で始まるように設定します。
たとえば、12か月カレンダでは、開始期間が 6月の 2025年を選択すると、開始年が FY25
として作成され、Jun-CY24から May-CY25と定義されます。

次の表は、「会計開始年」を 2025と仮定して、「会計年の最初の月」および「会計開始年」オ
プションがアプリケーションのカレンダに与える影響の例を示しています。
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Table 3-2    12か月カレンダの「会計年の最初の月」と「会計年の開始日」のカレンダ・オプ
ションの例

会計年度の最初の月 会計年開始日 期間 - 年 年ディメンション
1月 該当なし。このオプショ

ンは、会計年の最初の月
として 1月が選択されて
いる場合は使用できませ
ん。

Jan-CY25から Dec-
CY25

FY25

7月 同じカレンダ年 Jul-CY25から Jun-CY26 FY25
7月 前のカレンダ年 Jul-CY24から Jun-CY25 FY25
2月 同じカレンダ年 Feb-CY25から Jan-CY26 FY25
2月 前のカレンダ年 Feb-CY24から Jan-CY25 FY25
12月 同じカレンダ年 Dec-CY25から Nov-

CY26
FY25

12月 前のカレンダ年 Dec-CY24から Nov-
CY25

FY25

「同じカレンダ年」が選択された 13期間カレンダの「会計年の開始日」の例
次の図は、開始年が 2022で、会計年が会計年の 3月の最終土曜日に終了すると仮定して、「会
計開始年」のオプションがアプリケーションのカレンダに与える影響の例を示しています。
次のオプションが選択された場合(「同じカレンダ年」が選択されていることに注意してくださ
い):

 

 
様々な会計年のプレビュー・カレンダを示します:

「同じカレンダ年」が選択された場合の FY22の 13期間プレビュー・カレンダ。
FY22 (「同じカレンダ年」): 2022年 3月 27日から 2023年 3月 25日:
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「同じカレンダ年」が選択された場合の FY23の 13期間プレビュー・カレンダ。
FY23 (「同じカレンダ年」): 2023年 3月 26日から 2024年 3月 30日:

 

 
「同じカレンダ年」が選択された場合の FY24の 13期間プレビュー・カレンダ。
FY24 (「同じカレンダ年」): 2024年 3月 31日から 2025年 3月 29日:
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「前のカレンダ年」が選択された 13期間カレンダの「会計年の開始日」の例
次の図は、開始年が 2022で、会計年が会計年の 3月の最終土曜日に終了すると仮定して、「会
計開始年」のオプションがアプリケーションのカレンダに与える影響の例を示しています。
次のオプションが選択された場合(「前のカレンダ年」が選択されていることに注意してくださ
い):

 

 
様々な会計年のプレビュー・カレンダを示します:

「前のカレンダ年」が選択された場合の FY22の 13期間プレビュー・カレンダ。
FY22 (「前のカレンダ年」): 2021年 3月 28日から 2022年 3月 26日:
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「前のカレンダ年」が選択された場合の FY23の 13期間プレビュー・カレンダ。
FY23 (「前のカレンダ年」): 2022年 3月 27日から 2023年 3月 25日:

 

 
「前のカレンダ年」が選択された場合の FY24の 13期間プレビュー・カレンダ。
FY24 (「前のカレンダ年」): 2023年 3月 26日から 2024年 3月 30日:
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標準アプリケーションまたはレポート・アプリケーシ
ョンの Enterpriseアプリケーションへの変換

このトピックではアプリケーションの変換について学習します。
• 2019年 6月 4日より後に Oracle Fusion Cloud EPMを購入した場合、アプリケーションを
新しいサービスに移行する方法について学習するには、管理者用スタート・ガイドの新し
い Cloud EPMサービスを参照してください。

• Cloud EPMを 2019年 6月 4日より前に購入した場合、標準アプリケーションまたはレポ
ート・アプリケーションを Enterpriseアプリケーションに変換できます。

標準アプリケーションまたはレポート・アプリケーションを変換するには:

1. 変換の考慮事項を確認します。変換の考慮事項を参照してください。
2. 標準アプリケーションまたはレポート・アプリケーションをバックアップします。

3. アプリケーションを開き、「アプリケーション」 、「概要」 の順に
クリックします。

4. 「アクション」、「Enterpriseに変換」、「続行」を順にクリックして次に進みます。アプリケ
ーションが Enterpriseに変換されたかどうかがメッセージで通知されます。成功した場合
はログオフします。
アプリケーション・タイプが「Enterprise」に変更されます。これには、Planningモジュー
ルを有効にして構成するオプションが含まれ、Groovyスクリプトが有効になります。メタ
データとデータは、変換中に変更されません。

5. ログオンして必要な機能を有効化します。
これらの検証は、次の機能を有効にしているときに実行されます:
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• すでに存在するカスタム・ディメンションや基本ディメンションと同じ名前のメンバ
ーを「ディメンションのマップ/名前変更」に指定することはできません。たとえば、
「市場」という名前のカスタム・ディメンションを財務に作成する場合、他のディメン
ションに「市場」というメンバーが存在することはできません。

• 実際のディメンション名として<<Dimension>>を指定した場合、名前が
NO_<<customDimension>>、Total_<Dimension>>、All_<<Dimension>>のメ
ンバーは存在できません。たとえば、財務の「プラン要素」をカスタム・ディメンシ
ョンとして「Element」という名前に変更した場合、「No Element」や「Total
Element」が存在することはできません。これは、接頭辞なしのメンバーに依存する
モジュールに固有です。

• 「期間」および「勘定科目」ディメンションのデータ・ストレージを「共有しない」に
設定する必要があります。

• 「年」ディメンション名は「年」にする必要があります。
• 18個の別名表が事前定義されています。サポートされる最大数は 32です(1個は内部
で使用されます)。変換プロセスが、事前定義済別名表を既存アプリケーション内の別
名表にマージしようとします。数が 30を超えると検証エラーになります。

• 変換プロセスは、アプリケーション内の既存ディメンションの数と、モジュールが初
期化された場合に作成される新しいディメンションの数を計算します。両方の合計が
32 (最大数)を超えると、検証エラーが表示されます。

• プロジェクトでは、「プログラム」に指定する名前(カスタム・ディメンション・オプシ
ョン)が、非属性ディメンションとしてすでに存在していてはなりません。

• 要員では、バージョン・メンバーを「ラベルのみ」にすることはできません。
6. ユーザー定義のナビゲーション・フローを再作成します。
「移行」を使用してオンプレミス Oracle Hyperion Planning R11.1.2.1 (サポート対象バージョ
ン)のアプリケーションを Planningに変換するときは、前述と同じルールが適用されます。

変換の考慮事項
次の場合に、標準アプリケーションまたはレポート・アプリケーションを Enterpriseアプリケ
ーションに変換できます:

• 「Enterprise」タイプのアプリケーションを実装する商用の許可を受けています。
• 週次期間、四半期期間またはカスタム期間が使用されていません。
• 変換の前に、年ディメンションの名前を年(複数)に変更します。
• 複数通貨アプリケーションである場合、簡易複数通貨を使用しています(つまり、標準通貨
アプリケーションではありません)。

• アーティファクト名で次の接頭辞が使用されていません:

– oep_: 共通アーティファクトの接頭辞
– ofs_: 財務アーティファクトの接頭辞
– owp_: 要員アーティファクトの接頭辞
– opf_: プロジェクト・アーティファクトの接頭辞
– ocx_: 資本アーティファクトの接頭辞

カスタム・ナビゲーション・フローは変換されません。アプリケーションの変換後に再度作成
する必要があります。
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統合のシナリオおよびワークフロー
Planningでは、データ・マップおよびスマート・プッシュを使用して、財務、要員、資本、プ
ロジェクトおよび戦略モデリングとの即時利用可能な統合を提供します。この項では、統合シ
ナリオと統合のプロセス全体を説明します。
統合シナリオ
次のシナリオを活用するためにモジュールを統合します:

• 財務で、要員の従業員詳細のロールアップを参照し、要員の費用(給与や福利厚生など)を財
務のレポートに統合します。

• 財務で、プロジェクトの詳細のロールアップを参照し、プロジェクトの費用と収益を財務
のレポートに統合します。財務とプロジェクトの統合は、プロジェクトから集約レベルの
データを移動するように設計されています。プロジェクト・レベルのデータを表示する場
合は、ルール(OFS_Rollup Project Integration Data)をカスタマイズできます。

• 財務では、資本資産詳細のロールアップを表示し、資本資産値(固定資産値、減価償却、そ
の他資産関連費用、キャッシュ・フローなど)を財務レポートに統合します。

• 要員で、プロジェクト全体または各プロジェクトの従業員稼働率を参照します。
• プロジェクトでは、プロジェクト費用を部分的または完全に配賦して、1つ以上の資本資
産を作成します。

• プロジェクトでは、労務費用プランニングのために要員のジョブ、従業員名および他の仮
定を使用します。

• プロジェクトで、資本からの設備レートを使用します。
• 資本で、プロジェクトの資産の使用状況を表示します。
• 戦略モデリングのモデルと財務の損益計算書の間でデータを統合します。
統合のタスク・フロー
統合を実装するには、次のプロセス全体を順序どおりに実行します:

ノート:

戦略モデリングのモデルと財務の損益計算書の間でデータをプッシュするには、
Planningの管理の戦略モデリングおよび財務の間のデータの統合を参照してくださ
い。

1. 財務を有効化して構成します。
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ノート:

エンティティはすべてのモジュールで共通です。理想としては、すべてのエンテ
ィティを一度にインポートしてください。
財務とプロジェクトを統合する場合は、プロジェクト全体の集約データが財務に
プッシュされることに注意してください。プロジェクト・ディメンションを財務
に追加する必要はありません。

2. 要員を有効化して構成します。
• 財務との統合の場合、要員の福利厚生と税金ウィザードでコンポーネントを財務勘定
科目(たとえば、財務の「給与計算税」、「給与合計」など)にマップします。

• プロジェクトとの統合: 稼働率機能は、プロジェクトとの統合に加えて、要員での「従
業員」モデルまたはジョブと従業員モデルに対する依存関係を持ちます。稼働率を有
効にするには、「有効化」ページの「粒度」で、「従業員」または「従業員とジョブ」
のいずれかを選択します。また、プロジェクトへの要員の統合も選択します。

• 「ディメンションのマップ/名前変更」で、「プロジェクト」という名前(プロジェクトで
のデフォルト・ディメンション名)のカスタム・ディメンションを追加します。名前を
変更して、プロジェクトの「プロジェクト」ディメンションで別の名前を使用する予
定がある場合は、そのディメンション名をここで使用します。

3. 資本を有効化します。
• プロジェクトとの統合では、「有効化」ページの「ディメンションのマップ/名前変更」
で、「プロジェクト」という名前(プロジェクトでのデフォルト・ディメンション名)の
カスタム・ディメンションを追加します。名前を変更して、プロジェクトの「プロジ
ェクト」ディメンションで別の名前を使用する予定がある場合は、そのディメンショ
ン名をここで使用します。

• 「構成」ページで、タスク「財務諸表への資本勘定科目のマップ」を選択します。各資
本勘定科目で、それぞれを財務の対応する勘定科目にマッピングします。水平タブを
選択して、「有形資産」、「無形資産」および「リース資産」の資産をマップします。

• 「アクション」メニューで「同期」を選択します。このルールは次のシナリオで実行し
ます:

– 新しい資産が追加されるとき。
– 資本と財務の統合マッピングが更新されるとき。
– planningyearRangeが増分されるとき(たとえば、FY14:FY15から FY15:FY24
へ)。

– 資産を移動した後(たとえば、部署から部署へ)。
4. プロジェクトを有効化します。

• 資本との統合では、「有効化」ページで、タイプが「資本」のプロジェクトを有効化し
ます。

• 「費用」では、「要員からの統合」および「従業員」(要員統合のため)を有効にします。
設備では、「資本からの統合」を有効にします(資本統合のため)。

• プロジェクトを要員に統合している場合、リソース・クラスをプロジェクトにインポ
ートする必要はありません。かわりに、要員のジョブ構成インポート・タスクを使用
して、要員のジョブを使用します。

• 「ディメンションのマップ/名前変更」に、「プロジェクト」と「プロジェクト」のマッ
ピングが表示されます。
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ヒント:

カスタム・ディメンションを要員または資本で作成したときに、誤って名前
を「Project」ではなく「Projects」とした場合は、ここで名前を変更できま
す。

• 「構成」ページで、タスク「プロジェクト財務マッピング」を選択します。各プロジェ
クト勘定科目で、それぞれを財務の対応する勘定科目にマッピングします。

5. 必要な場合には、作成されたデータ・マップを確認します。ホームページで「アプリケー

ション」 、「データ交換」 、「データ・マップ」の順にクリックします。
6. 「スタート・チェックリスト」の残りのステップを実行します。スタート・チェックリスト
を参照してください。

7. ユーザーがプランと予測を準備する際に、データをモジュール間で移動しようとするとき、
管理者は事前定義済データ・マップを使用してデータをプッシュする必要があります。ホ

ームページで「アプリケーション」 、「データ交換」 、「データ・マップ」
の順にクリックします。データ・マップを選択し、「アクション」メニューから「データの
プッシュ」を選択し、さらに「はい」をクリックして、データをクリアするオプションを
確認します。詳細は、ビジネス・プロセスを統合するためのデータのプッシュを参照して
ください。
一部のフォームには、データをプッシュするためのメニュー・オプションがあります。こ
れらのフォームの場合、ユーザーはデータ・マップを使用したデータのプッシュを管理者
にリクエストする必要がありません。

詳しい統合シナリオ
財務と要員
• 詳しい要員データを財務サマリー・データにフィードできます。財務から、要員の勘定科
目の詳細にドリルできます。

• 財務の費用のラインを要員に格納されている詳しい値で上書きできます。
財務とプロジェクト
• プロジェクトの財務情報を、勘定科目レベル・データについて財務に移動します
• プロジェクトでプランニングされた収益が、財務で契約プロジェクトについてロールアッ
プされます

• プロジェクト・レベルの財務データについて財務からプロジェクトにドリルできるように
なります

• 収益またはコストの影響が増加した場合に、間接プロジェクトのプロジェクト・ベネフィ
ットを、財務上の影響に割り当てます

財務と資本
• 資本の詳細な費用プランニングが、財務のサマリー・レベルにロールアップされます
• 費用に関連する資産(減価償却、償却、保険など)が移動されます
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• 資本のキャッシュ・フローが財務のキャッシュ・フローにプッシュされます
要員とプロジェクト
• ジョブ・レベル FTEがプロジェクトから要員に入力されます
• 割当てに基づくプロジェクト間での従業員稼働率および従業員のプロジェクトへの必要に
応じた再割当て

• プロジェクトに配賦された FTE、労務時間および費用を確認します
資本とプロジェクト
• プロジェクトから 1つまたは複数の資産を作成します
• プロジェクトでモデル化された詳細コストと、資産コストが、資本にプッシュされます
• 資本資産からプロジェクトへの設備の割当て
• プロジェクトの「資本的支出仮勘定」の値を確認します
• 資本で、資産の使用状況サマリーと、プロジェクト全体における資産の使用状況を確認し
ます。

ビデオ

目的 視聴するビデオ
財務と要員の統合について学習します。

 Oracle Enterprise Planning Cloudの要員デ
ータと財務の統合.

チュートリアル
チュートリアルには、トピックの学習に役立つ一連のビデオやドキュメントを使用した手順が
用意されています。

目的 方法の学習
このチュートリアルでは、資本と財務間でデータを
統合する方法を示します。資本の資産データが、各
エンティティごとに資産クラス別に要約されます。
資本の資産クラスを、財務の勘定科目にマップしま
す。複数の資産クラスを財務の同じ勘定科目にマ
ップできます。この場合、値は集約されます。たと
えば、「備品および設備」資産クラスと「オフィス
設備」資産クラスの両方を、財務の「オフィスの備
品および設備」勘定科目にマップできます。資本の
新規資産、既存資産またはリース資産に対してデー
タが変更された場合、更新されたデータを財務にプ
ッシュできます。

 資本データの財務との統合
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目的 方法の学習
このチュートリアルでは、プロジェクトと財務間で
データを統合する方法を示します。プロジェクト
を構成するときに、プロジェクトの勘定科目を財務
の勘定科目にマップします。プロジェクトの複数
の勘定科目を、財務の同じ勘定科目にマップできま
す。すべてのエンティティに適用されるグローバ
ル・マッピングを作成するか、エンティティに固有
のマッピングを作成できます。プロジェクト・デー
タの入力と計算後は、プロジェクトのロールアッ
プ・ビジネス・ルールを実行して、財務に要約済デ
ータをプッシュできます。

 プロジェクト・データの財務との統合

このチュートリアルでは、要員の勘定科目を財務の
勘定科目にマップして、要員のデータを財務にプッ
シュする方法を示します。財務で提供された勘定
体系を使用している場合は、要員の給与と功績の両
方の勘定科目が財務の給与勘定科目に自動的にマ
ップされます。その他の報酬データについては、福
利厚生と税金ウィザードを使用して要員の報酬項
目を構成するときに、各項目を財務の勘定科目にマ
ップします。その後、報酬データのデータ・マップ
を使用して、財務にデータをプッシュします。

 要員データの財務との統合

このチュートリアルでは、プロジェクトのデータを
資本と統合する方法を示します。資産計上可能な
プロジェクトをプロジェクトで作成するときに、ド
ライバ・ベースのプロジェクト費用と、直接入力す
るプロジェクト費用の両方を、部分的にまたは全部
資本の費用勘定科目および資産クラスにマップし、
データを資本にプッシュできます。プロジェクト
費用を複数の勘定科目および資産クラスにわたっ
て配賦できます。また、減価償却の計算も行えま
す。

 プロジェクト・データの資本との統合

このチュートリアルでは、プロジェクトと要員間で
データを統合する方法を示します。プロジェク
ト・データを要員にプッシュするために、プロジェ
クトと要員の両方で必要な設定を学びます。

 プロジェクト・データの要員との統合

ユーザー変数の設定
各プランナは、次に説明する変数を設定する必要があります。
1. ホームページで「ツール」、「ユーザー・プリファレンス」、「ユーザー変数」の順にクリッ
クします。

2. 次のユーザー変数を設定します:

• エンティティ
• シナリオ
• バージョン
• レポート通貨
• 年
財務の場合は、「勘定科目」ディメンションのために次のユーザー変数を設定します:
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• 「費用勘定科目」変数では、OFS_Total Expensesなどの、フォームに表示する勘定科
目を含む親勘定科目を選択します。

• 「費用ドライバ」変数では「OFS_Expense Drivers for Forms」を選択します。
• 「予算の改訂」が有効になっている場合は、「勘定科目グループ」変数を設定します。
「勘定科目グループ」ユーザー変数は、「現在の承認済予算」や「現在の純予算」など
の「予算の改訂」のフォームに表示される一連の勘定科目をフィルタします。たとえ
ば、ニーズに応じて、費用、収益、負債、資産勘定科目またはすべての勘定科目タイ
プの合計を選択できます。

財務では、「予算の改訂」を使用している場合は、「表示」の「日付フォーマット」を「yyyy-
MM-dd」に設定する必要があります。ホームページで「ツール」、「ユーザー・プリファレ
ンス」をクリックして、「表示」をクリックします。
要員では、次の追加のユーザー変数を設定します。
• 従業員の親—新規採用や既存の従業員など、選択した「従業員の親」メンバーに基づ
いてフォームに表示する従業員を含めるか除外することができるようにすることで、
フォームを管理しやすくします。

• 期間 - 新規採用に対するコメントを、すべての従業員/ジョブに対する「報酬合計」と
同様に、「一括更新」フォームに表示できます。

資本、要員およびプロジェクトには独自の動的な変数(「コンテキストの使用」オプションで定
義)があり、ユーザー変数は「視点」で使用できます。動的変数では、ユーザー変数の値はフォ
ームのコンテキストにより動的に変更されます。ユーザーはデフォルト値を設定する必要があ
りません。

13期間カレンダについて
12か月のかわりに 13期間を使用するアプリケーションのカレンダの設定について学習しま
す。
アプリケーションを作成する場合は、12か月(例: 1月から 12月)または 13期間に基づいてプ
ランニング・カレンダを設定できます。13期間のプランニングでは、各期間の長さは正確に 4
週間になります(ただし、5、6年ごとに 1つの期間が 5週間になります。)
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ノート:

13期間を使用して新規アプリケーションを作成できます。13期間を使用して新規ア
プリケーションを作成するには、ハイブリッド・ブロック・ストレージを有効にする
必要があります。
• レガシー・クラウド・サービスの顧客は、13期間アプリケーションを作成する前
に、ハイブリッド・ブロック・ストレージ(BSO)キューブを使用するためにアプ
リケーションを変換する必要があります。環境でハイブリッドが有効になった後
は、新規アプリケーションを 13期間で作成できます。ハイブリッド BSOキュー
ブを使用するためのアプリケーションの変換の詳細は、管理者用スタート・ガイドの Cloud EPMの Essbaseについてを参照してください。

• Enterprise Performance Management Enterprise Cloud Serviceおよび
Enterprise Performance Management Standard Cloud Serviceプランニング・ビ
ジネス・プロセスは、デフォルトでハイブリッド・ブロック・ストレージ(BSO)
キューブとともにデプロイされます。これらのお客様の場合は、13期間アプリケ
ーションを作成可能にするための追加ステップは必要ありません。

既存のアプリケーションに対して 13期間カレンダを有効にすることはできません。

13期間でのプランニングにはいくつかの利点があります。次に例を示します:

• 一連の休日が、毎年同じ期間の同じ週に発生します。これは、年をまたがると休日が異な
る週に発生する可能性がある 12か月アプリケーションとは対照的です。同様に、各期間末
が同じ曜日に発生します。この一貫性により、多くの場合にプランニングが簡素化されま
す。

• 年をまたがって重要なデータをより簡単に比較できます。たとえば、各損益計算書は、28
日分の実績売上と 28日分の実績支払を反映します。

• すべての期間に同じ数の平日と週末があるため、トレンドを容易に把握できます。特に、
小売ビジネスでは、年をまたがってこの一貫性を享受できます。

ヒント:

13期間でのプランを選択すると、期間 TP1から TP13が作成されます。ただし、ア
プリケーションの作成時に接頭辞 TPを名前変更できます。P1から P13のように、
1から 13の数字が接頭辞に追加されます。また、期間メンバーの名前をさらに見分
けやすくする場合は、別名を作成できます。

13期間アプリケーションでは、13個の子メンバーが期間ディメンションの「年合計」に追加
されます。デフォルトでは、最初の 3四半期に 3つの期間があり、最後の四半期に 4つの期間
があります(3-3-3-4)。ただし、どの四半期に 4つの期間を追加するかは、「アプリケーションの
作成: 詳細」ページで「配分」を設定する際に選択できます。各期間には開始日と終了日があ
ります。4-4-5、4-5-4および 5-4-4カレンダ(52週 x 7日 = 364日)の週次レイアウト、毎年余
る 1日、およびうるう年の発生に基づいて、53週目が年に追加されます。これは、5、6年ご
とに発生します。
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ノート:

アプリケーションの作成者は、53週目を追加する期間を「余剰週を追加する会計期
間」で設定します。(この設定は後で変更できません)。うるう年の 5週目は、アプリ
ケーションの作成時に定義した期間に自動的に適用されます。

アプリケーション作成時のカレンダ設定の詳細は、アプリケーションの作成を参照してくださ
い。

ヒント:

13期間カレンダを選択する場合は、各期間の日付を表示できます。そのためには、
ホーム・ページで、「アプリケーション」、「概要」、「アクション」、13期間プレビュ
ー・カレンダの順にクリックします。最上部で、プレビューする年のカレンダを選択
できます。例:

財務で、13期間アプリケーションの週次レベルでプランニングする場合、アプリケーションに
は 53週が追加されます。53週目が使用可能になるのは、うるう年のみで、これはアプリケー
ションの作成時に(「余剰週を追加する会計期間」で)指定する期間に追加されます。有効な交差
は自動的に作成されます。たとえば、月を週に変換する場合は、うるう年にのみ週 53が計算
されます。
要員での 13期間カレンダの使用の詳細は、13期間カレンダの計算を参照してください。
ビデオ

目的 視聴するビデオ
13期間カレンダの操作について学習します。

 概要: Cloud EPMでの 13期間カレンダを使
用したプランニング

第 3章
13期間カレンダについて

3-20

https://apexapps.oracle.com/pls/apex/f?p=44785:265:0:::265:P265_CONTENT_ID:28025
https://apexapps.oracle.com/pls/apex/f?p=44785:265:0:::265:P265_CONTENT_ID:28025


4
Planningモジュールの理解

次も参照:

• ナビゲート
• 変更済アーティファクトの確認
フォームやメニューなどのオリジナルのアプリケーション・アーティファクトのうちどれ
が変更されたかを確認できます。

• 事前定義済アーティファクトの説明の取得

ナビゲート
有用なナビゲーション・ヒント:

• ホームページ以外にナビゲートした後でホームページに戻るには、左上隅の Oracleロゴ
(またはカスタム・ロゴ)か、ホーム・アイコン をクリックします
。

• ナビゲータで追加の管理者タスクを表示するには、Oracleロゴ(またはカスタム・ロゴ)の
横の水平バー をクリックします。

• ダッシュボードの上部にある「表示/非表示」バーをクリックするとダッシュボードが全画
面に拡大され、再度クリックすると標準ビューに戻ります。

• カーソルをフォームまたはダッシュボードの右上隅に置くと、コンテキストに適したオプ
ションのメニュー(「アクション」、「保存」、「リフレッシュ」、「設定」、「最大化」など)

が表示されます。
• サブコンポーネントでは、水平タブおよび垂直タブを使用してタスクおよびカテゴリを切
り替えます。
たとえば、概要ダッシュボードの確認と費用のプランニングを切り替えるには、水平タブ
を使用します。垂直タブは、有効化した機能によって異なります。
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タスク内のカテゴリを切り替えるには、水平タブを使用します。たとえば、費用プランニ
ングで、費用ドライバを入力するか、トレンド・ベースのプランニング費用を確認するか
を選択します。
 

 

財務および資本の場合、アイコン はデータ入力用でなくデータ確認用のレポート・フォ
ームを示しています。アイコン は、フォームがプランニング詳細を入力するためのデ
ータ入力フォームであることを示しています。

変更済アーティファクトの確認
フォームやメニューなどのオリジナルのアプリケーション・アーティファクトのうちどれが変
更されたかを確認できます。
アプリケーションのアーティファクトを確認するには:

1. 「アプリケーション」 をクリックして「構成」 をクリックし、「財務」、「要
員」、「プロジェクト」または「資本」を選択します。

2. 「アクション」メニューで「変更されたアーティファクトの確認」を選択します。

3. 「フィルタ」 をクリックしてアーティファクト・タイプを選択し、「適用」をクリック
します。
変更されたアーティファクトがリストされます。
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事前定義済アーティファクトの説明の取得
機能を有効化した後で、機能や関連するアーティファクトの仕組みを理解するために、事前定
義済アーティファクト (メンバー、フォーム、ダッシュボードなど)の説明を確認できます。
事前定義済コンテンツの説明を表示するには:

1. 「ツール」 をクリックし、「アーティファクト・ラベル」 をクリックし
ます。

2. 「フィルタ」 をクリックします。
3. 「アーティファクト」から「メンバー」または「フォーム」を選択します。
4. 「メンバー」を選択した場合は、「ディメンション」リストから「勘定科目」を選択します。
5. 「プロパティ」では、メンバー式の場合は「式の説明」を選択するか、フォームの説明の場
合は「説明」を選択して、「適用」をクリックします。

6. 言語を「言語の追加」リストから選択します。
有効化した機能のアーティファクトは、次のいずれかの接頭辞が付いて表示されます:

• OFS — 財務
• OWP — 要員
• OPF — プロジェクト
• OCX — 資本

ノート:

「<言語>」列が表示されるまで右にスクロールします。

説明の変更、言語の変更、またはプランナ向け指示の追加の詳細は、事前定義済アーティファ
クトのヘルプのカスタマイズを参照してください。
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5
財務の構成

次も参照:

• 財務の機能の有効化
• 財務の構成
財務の機能を有効化した後で次の構成タスクを実行します。

• 予算改訂および予算管理との統合の設定
• 構成後のタスク
• 財務のルール

財務の機能の有効化
プランニングを開始する前に、財務の機能を有効化する必要があります。選択内容に基づいて、
ディメンション、ドライバ、フォームおよび勘定科目が作成されます。

ノート:

• 初めて機能を有効化するときに、すべてのカスタム・ディメンションを定義する
必要があります。後からこれらを定義することはできません。

• 機能は後で追加して有効化できるため、プランナが現在必要とする機能のみを有
効化することをお薦めします。

• 機能を後から無効化することはできません。

提供されたドライバによる勘定科目の計算方法の詳細は、内部集約ルールについて および「勘
定科目」およびプラン要素ディメンションについてを参照してください。
表 5-1 ビデオ

目的 視聴するビデオ
財務の有効化および構成について学習します。

 Oracle Enterprise Planning and Budgeting
Cloudの財務の構成

1. ホームページで「アプリケーション」 をクリックし、「構成」 をクリ
ックします。

2. 「構成」リストから「財務」を選択し、「機能を使用可能にする」をクリックします。
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3. 有効化する機能を選択します。
表 5-2 財務の機能の有効化

有効化 説明
収益/総マージン 収益プランニングを有効化します。独自の勘定科目を使用するか、提供され

た勘定科目およびドライバを選択します。
「収益」と「総マージン」の有効化を参照してください。

費用 費用プランニングを有効化します。独自の勘定科目を使用するか、提供され
た勘定科目およびドライバを選択します。
費用の有効化を参照してください。

損益計算書 損益計算書プランニングを有効化します。独自のフォーマットか、事前定義
済の損益計算書フォーマットを使用します。
損益計算書の有効化を参照してください。

貸借対照表 貸借対照表プランニングを有効化します。独自の勘定科目を使用するか、提
供された勘定科目およびドライバを選択します。
貸借対照表の有効化を参照してください。

キャッシュ・フロー計算書 キャッシュ・フロー・プランニングを有効化し、方法を選択します。独自の
勘定体系を使用するか、提供された勘定科目を選択します。
キャッシュ・フローの有効化を参照してください。

ローリング予測 (有効にした項目に応じて)収益、費用、貸借対照表およびキャッシュ・フロ
ーのローリング予測を有効にして、1年の時間枠を超える継続的な予測を可
能にします。
ローリング予測の有効化を参照してください。

予算の改訂 承認済予算に予算改訂を作成する機能を有効にする場合に選択します
また、予算管理との統合を有効にします。現在の消費の表示、提案された予
算変更がすでに消費済の予算を下回らないことの確認、および予算変更を更
新して使用可能資金に影響を与えることができます。予算変更が引き当て
られて承認されると、現在の承認済予算残高をドリルダウンして、予算管理
で予算改訂詳細を表示できます。
「予算の改訂」の有効化を参照してください。

週次プランニング プランナは、週次レベルでプランニングおよび予測できます。週次プランニ
ングはいつでも有効化できます。
週次プランニングの有効化を参照してください。

ディメンションのマップ/
名前変更

• 最大 5つのカスタム・ディメンションをアプリケーションに追加しま
す。

• カスタム・ディメンションごとに、適用先の機能(「収益」、「費用」、「貸
借対照表」、「キャッシュ・フロー」または「予算の改訂」)を指定しま
す。カスタム・ディメンションと財務の機能の関連付けを参照してくだ
さい。
「予算の改訂」を有効にしている場合は、ディメンションの 1つをエン
ティティ・ディメンションとともに「改訂の管理」フォームの表示のプ
ライマリ・ディメンションにすることもできます。

• カスタム・ディメンションを既存のディメンションにマップします。
• 基本ディメンションの名前を変更します。
このステップは、最初に財務を有効化するときに実行する必要があります。
これを後で行うことはできません。
「ディメンションのマップ/名前変更」の有効化を参照してください。

ディメンション、フォーム、勘定科目など、財務のアーティファクトが移入されます。
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財務の勘定体系について
財務には、すぐに使用できる堅牢で完全な勘定体系が含まれています。また、財務では独自の
勘定体系を使用でき、その場合も統合された財務フレームワークのメリットを活用できるとい
う柔軟性を備えています。
機能を有効化するときに、提供された勘定体系と独自の勘定体系のどちらを使用するかを選択
します。「機能を使用可能にする」で、次のようにします:

• 独自の勘定体系を使用する場合は、機能名の横のチェック・ボックスをクリックします。
独自の勘定体系を作成する場合、機能を有効化すると、キー・メンバーを含む勘定科目構
造が作成され、それに独自の勘定体系を追加できます。有効化した機能ごとに独自の勘定
科目をインポートします。このオプションを選択すると、直接入力およびトレンド・ベー
スのプランニングが有効になります。
最初に独自の勘定体系を作成した場合、提供された標準の勘定体系を追加で有効化できま
す。

• 提供された勘定体系を使用する場合は、各機能名の下の勘定科目およびドライバを選択し
ます。
標準の勘定体系を使用するか、ドライバ・ベースのプランニングを使用する場合、有効化
する勘定科目およびドライバを選択します。このオプションを選択すると、選択した機能
の完全な勘定体系が有効になり、ドライバ・ベースのプランニングが有効になります。

独自の勘定体系を作成するか、提供された勘定科目を使用するかに関係なく、次のことができ
ます:

• 既存のフォームおよびダッシュボードの使用
• 既存の統合財務諸表の使用
• 既存の計算(トレンド・ベースのプランニングなど)の使用
• 財務を資本、プロジェクトおよび要員と統合します。
独自の勘定体系を使用する場合は、次のことに注意してください:

• 勘定科目のインポートの詳細は、メタデータのインポートを参照してください。ディメン
ション・エディタを使用すると、提供された主要勘定科目を表示できます。

• 合計の結果をグラフィカルに示すダッシュボードを使用する場合は、勘定科目を適切な親
の下に共有メンバーとして追加する必要があります: OFS_Total Revenue、OFS_Total
Cost of Sales、OFS_Total Operating Expenses、OFS_Cash。ビジネスに必要な詳細の
レベルで共有を設定できます。
その他の表およびダッシュボードでは、提供されたキー・メンバーを使用してください。

ビデオ

目的 視聴するビデオ
独自の勘定体系を使用する財務の有効化および構
成について学習します。  Enterprise Planning Cloudに独自の勘定体

系を導入するための財務の構成
独自の勘定体系を使用する財務でのベスト・プラク
ティス・プランニングの利用について学習します。  独自の勘定体系を使用する財務でのベス

ト・プラクティス・プランニングの利用
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「収益」と「総マージン」の有効化
「収益/総マージン」を選択して、収益/総マージン・プランニングを有効化します。「収益/総マ
ージン」のみを選択すると、キー・メンバーを含む勘定科目構造が作成され、それに収益プラ
ンニング用の独自の勘定体系を追加できます。このオプションを選択すると、直接入力および
トレンド・ベースのプランニングが有効になります。
標準の勘定体系またはドライバ・ベースのプランニングを有効化するには、「勘定科目」または
「ドライバ」を選択し、有効化するドライバを選択します。

費用の有効化
「費用」を選択して、費用プランニングを有効化します。「費用」のみを選択すると、キー・メ
ンバーを含む勘定科目構造が作成され、それに費用プランニング用の独自の勘定体系を追加で
きます。このオプションを選択すると、直接入力およびトレンド・ベースのプランニングが有
効になります。
標準の勘定体系またはドライバ・ベースのプランニングを有効化するには、「勘定科目」または
「ドライバ」を選択し、費用ドライバ・カテゴリを選択します。たとえば、「報酬」を有効化す
ると、「人数」と「平均給与」を使用して「給与費用」が導出されます。

損益計算書の有効化
「損益計算書」を選択して、損益計算書プランニングを有効化します。「損益計算書」のみを選
択すると、基本的な損益計算書フォーマットが作成されます。
事前定義済の損益計算書フォーマットを使用するには、「総利益」または「貢献利益」および関
連するオプションを選択します。提供された「総利益」勘定科目または「貢献利益」勘定科目
を使用するには、提供された「収益」勘定科目および「費用」勘定科目も選択する必要があり
ます。損益計算書を有効にする際に選択したオプションは、損益計算書のロールアップに影響
します。
「追加オプション」によって、損益計算書階層にロールアップが追加されます。
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貸借対照表の有効化
「貸借対照表」を選択して、貸借対照表プランニングを有効化します。「貸借対照表」のみを選
択すると、キー・メンバーを含む勘定科目構造が作成され、それに貸借対照表プランニング用
の独自の勘定体系を追加できます。このオプションを選択すると、直接入力およびトレンド・
ベースのプランニングが有効になります。
標準の勘定体系またはドライバ・ベースのプランニングを有効化するには、「勘定科目」と「資
産」および/または「負債と資本」または「ドライバと関連勘定科目」を選択します。キャッシ
ュ・フロー・プランニングおよびドライバ・ベースの貸借対照表プランニングを行う場合は、
間接法キャッシュ・フローを有効化し、構成後にアプリケーションで期間の日数を定義する必
要があります。

キャッシュ・フローの有効化
「キャッシュ・フロー計算書」およびキャッシュ・フローの方法(「直接」または「間接」)を選択
します。
• 「直接」方法では、ソースを使用してキャッシュ・フローが計算され、現金が使用されま
す。この方法を使用できるのは、「収益」または「費用」(あるいは両方)のプランニングを
有効化した場合です。

• 「間接」方法では、営業活動、投資活動および融資活動からキャッシュ・フローが導出され
ます。この方法を使用するには、「損益計算書」と「貸借対照表」も有効化する必要があり
ます。

「キャッシュ・フロー計算書」と方法のみを選択すると、キー・メンバーを含む勘定科目構造が
作成され、それにキャッシュ・フロー・プランニング用の独自の勘定体系を追加できます。
勘定科目カテゴリを選択して、キャッシュ・フロー・レポートをサポートするための勘定科目
グループを追加します。

ローリング予測の有効化
ローリング予測を有効にすると、プランナは 1年の時間枠を超える継続的なプランニングを実
行できます。ローリング予測を有効にした後、「プランニングと予測の準備」構成タスクを使用
してローリング予測を構成することにより、週次レベル(13週、26週または 52週)、月次レベ
ル(12か月、18か月または 24か月、および財務の場合は 30か月、36か月、48か月、または
60か月)あるいは四半期レベル(4四半期、6四半期または 8四半期)で継続的なプランニングを
行います。13期間カレンダを使用した財務のアプリケーションでは、期間レベル(13期間また
は 26期間)で継続的にプランニングできます。
「プランニングと予測の準備」構成タスクを使用して、ローリング予測範囲を定義します。提供
されたフォームを使用すると、ローリング予測を簡単に実装できます。ローリング予測は、財
務では主にデータの入力および分析で使用しますが、プロジェクトでローリング予測を有効に
した場合、定義したローリング予測時間範囲にわたってプロジェクトを分析できます。
ローリング予測を有効化および構成すると:

• ローリング予測のプランニングおよび分析用のルール、フォームおよびダッシュボードが
作成されます。

• ローリング予測範囲全体が表示されるようにフォームおよびダッシュボードが設計されま
す。有効な交差を使用して表示内容が制御されます。

• 現在の期間を更新すると、フォームおよびダッシュボードが自動的に更新されます。必要
に応じて新しい期間が追加または削除され、更新されたローリング予測範囲を反映します。
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新しく追加された期間にトレンドおよびドライバが移入されます。有効な交差を使用して
フォームが動的になります。

• 財務の場合、新規メンバー(OEP_Rolling Forecast)がシナリオ・ディメンションに追加さ
れます。標準予測メンバー(OEP_Forecast)もまだ使用可能なので、1年の時間枠の予測を
可能にする標準予測手法およびローリング予測手法を使用できます。

• プロジェクトでは OEP_Rolling Forecastメンバーを使用して、対応する機関の予測シナ
リオ(OEP_Forecast)を参照することにより、ローリング予測範囲のデータを動的に表示し
ます。OEP_Rolling Forecastメンバーのデータ入力は許可されません。

• レポートのために、KPIに 2つのシナリオが追加されました:

– OEP_TTM (12か月の証跡)。このシナリオは、前の 12か月のフローに基づいた勘定科
目のアクティビティをレポートします。

– 「予測済 12」。フロー・タイプ勘定科目に対して、このシナリオは、(現在の期間 + 11
個の将来の期間)の合計についてレポートします。残高タイプ勘定科目に対して、この
シナリオは将来のメンバー値 12期間についてレポートします。

Oracle Fusion Cloud EPMを 2019年 6月 4日より前に購入した場合、標準アプリケーション
またはレポート・アプリケーションを Enterpriseアプリケーションへと変換できます。アプリ
ケーションを変換した場合、プランナは変換されたアプリケーションのローリング予測手法を
使用する既存のフォームを引き続き使用できます。ローリング予測を作成するフォーム・プロ
パティがカスタム・キューブで引き続き使用可能であるためです。
ビデオ

目的 視聴するビデオ
ローリング予測を使用したプランニングについて
学習します。  概要: Planningにおけるローリング予測.

ローリング予測の設定について学習します。
 Oracle Enterprise Planning Cloudでのロー

リング予測の設定.

週次プランニングの有効化
財務で、「週次プランニング」を選択して、プランナが週次レベルでプランニングおよび予測で
きるようにします。フォームは、プランナが週次レベルのプランおよび予測データを表示でき
るように設計されています。プランナは、週次の粒度でのローリング予測範囲を使用したり、
13、26または 52週の週次レベルで継続的にプランニングすることもできます。
12期間アプリケーションの場合は、月の会計週数(4-4-5、4-5-4または 5-4-4)に基づいて、週を
月にマップする方法も指定します。アプリケーションは、四半期の値をそれらが 13週に分割
されているかのように処理し、選択したパターンに従って週を分散します。たとえば、5-4-4を
選択すると、四半期の最初の月は 5週、最後の 2か月は 4週あることになります。分散方法を
後で変更することはできません。13期間アプリケーションの場合は、アプリケーションの作成
時にこれらの分散オプションを指定します。
財務で、12か月カレンダ・アプリケーションの週次レベルでプランニングしている場合は、53
週カレンダをサポートするオプションを追加で有効化できます。53週を有効化する際に指定
するオプションによって、53週目に当たる月と年が決まります。通常、53週目は、4または 5
カレンダ年ごとに発生します。一旦有効にすると、この機能を無効にすることはできません。
53週プランニングの有効化を参照してください。
週次予測を有効化した後、「プランニングと予測の準備」構成タスクを使用して、計画、予測、
あるいは週次、月次または年次プランニングのローリング予測を構成します。
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デフォルトでは、週次プランニングを有効化すると、エンティティと勘定科目のすべての組合
せが週次プランニングに設定されます。一部のエンティティ /勘定科目の組合せで月次プラン
ニングを使用するように指定できます。これは、大部分のエンティティで週次プランニングを
使用するが、特定のエンティティでは月次プランニングを使用する場合や、1つのエンティテ
ィで特定の勘定科目以外には月次レベルで計画する場合に便利です。これらのシナリオで週次
プランニングを構成するには、週次構成を参照してください。
週次プランニングを有効化または構成する場合:

• 月から週および週から月に変換する、週次プランニングおよび分析のルールが作成されま
す。

• フォームは、各期間の適切な粒度を表示できるように設計されています。たとえば、週次
データを表示できる年もあれば、月次または年次データを表示する年もあります。有効な
交差を使用して表示内容が制御されます。

• 現在の期間を更新すると、フォームが自動的に更新されます。必要に応じて新しい期間が
追加または削除され、更新された期間を反映します。新しく追加された期間にトレンドお
よびドライバが移入されます。有効な交差を使用してフォームが動的になります。

• 新規メンバー(OEP_Weekly Plan)が期間ディメンションに追加されます。
• 「グローバル仮定」構成タスクにおいて月次レベルで為替レートを入力した場合、フォーム
を保存すると、週から月へのマッピング方法(4-4-5、4-5-4または 5-4-4)に基づいて、月次
為替レートが週次レベルにコピーされます(財務キューブ(OEP_FS)のみ)。週次期間が財
務で有効になっていても、それ以外のキューブでは自動的には有効にはなりません。他の
キューブで週次期間を有効化した場合、週次期間で通貨換算を行うには、そのキューブに
対して週次期間の為替レートを入力する必要があります。
週次通貨換算は、BSOキューブでのみサポートされます。(ASOキューブで週次期間が有
効になっていても、ASOキューブではサポートされません。)

• 資本やプロジェクト、要員と統合する場合、その統合に関連するレポートを表示するには
それぞれのデータの粒度が一致している必要があります。

週を月にまたは月を週に変換するために、次のバッチ・ルールを、週次レベルのプランニング
の後に実行する必要があり、実績データが月次の粒度の場合、トレンドを求める式を実行する
前にこれを実行する必要があります。プランナにこれらのルールへのアクセス権を付与し、週
次プランニングの実行後にルールを実行するように指示します:

• 週次データの月次データへの変換。プランナがダッシュボードで月次データを表示できる
ようにするには、このルールを実行する必要があります。

• 月次データの週次データへの変換。
ルール「計画の準備」、「予測の準備」または「ローリング予測の準備」を実行する前に、必ず
月から週または週から月の必要な変換を実行してください。
ビデオ

目的 視聴するビデオ
週次プランニングについて学習します。

 Oracle Enterprise Planning Cloudでの複数
の期間の設定.

53週プランニングの有効化
財務で、12か月カレンダ・アプリケーションの週次レベルでプランニングしている場合は、53
週カレンダをサポートするオプションを追加で有効化できます。
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一旦有効にすると、この機能を無効にすることはできません。
「財務 - 機能を使用可能にする」で 53週プランニングを有効化するには:

1. 「週次」を選択してから(まだ有効化していない場合)、「53 週」を選択します。
2. 53週目に当たる月と年を決定するオプションを指定します。通常、53週目は、4または 5
カレンダ年ごとに発生します。
• 週から月へのマッピング。以前に週次プランニングを設定していない場合は、月の会
計週数(4-4-5、4-5-4または 5-4-4)に基づいて、週を月にマップする方法を指定します。
アプリケーションは、四半期の値をそれらが 13週に分割されているかのように処理
し、選択したパターンに従って週を分散します。たとえば、5-4-4を選択すると、四半
期の最初の月は 5週、最後の 2か月は 4週あることになります。分散方法を後で変更
することはできません。

• モデルの会計年度末—会計年度末を定義するには、「曜日」を選択し、会計年度末が
「会計年の最終発生日」か、「会計年の最終日に最も近い」かを選択します。

• 余剰週を追加する会計期間—53週目を設定する月を選択します。
週次プランニングと 53週プランニングを有効化した後、「プランニングと予測の準備」構成タ
スクを使用して、計画、予測、あるいは週次、月次または年次プランニングのローリング予測
を構成します。
53週プランニングを有効化する場合:

• 「プランニングと予測の準備」の「プラン」および「予測」タブでは、53週を有効化した
際の選択によって決定した年および期間の「現在の週」リストに 53週目が追加されます。

• 「プランニングと予測の準備」の「ローリング予測」タブでは(ローリング予測を使用して
いる場合)、「ローリング予測範囲」が、対象の範囲に週 53が含まれるように更新されま
す。

• 期間ディメンションの週次階層に 53週目(OEP_W53)が追加されます。
• 53週目が対象となる年でのみ有効になるように有効な組合せが更新されます。
• 週次範囲の代替変数が、「プランニングと予測の準備」での選択に基づいて 53週目に含ま
れるように更新されます。(OEP_WeeklyFCSTRange、OEP_WeeklyPlanRange、
OEP_WeeklyRange、OEP_WeeklyRFRange、OEP_WeeklyYr2Range)

• 次のルールが、53週目を考慮するように更新されます:

– 週次データへの変換
– 週次データからの変換
– フォームでの週次データへの変換
– フォームでの週次データからの変換

• フォームが、53週目が表示される年に週 53が含まれるように更新されます。

「ディメンションのマップ /名前変更」の有効化
この構成タスクは、最初に機能を有効化するときに実行する必要があります。「ディメンション
のマップ/名前変更」を次のように使用します:

• カスタム・ディメンションを追加します。
たとえば、チャネルと市場についてプランニングすることができます。このケースでは、
これら 2つのディメンションを追加し、チャネルおよび市場メンバーをインポートします。
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計算、フォームおよび他のアーティファクトには、指定する追加のディメンションが含ま
れます。

• 既存のディメンションの名前と有効化するモジュール内のディメンションの名前が同じ
で、両方のディメンションを保持する場合は、ディメンションの名前を変更します。

• 複数のモジュールで既存のディメンションを使用します。たとえば、財務を設定し、あと
からプロジェクトを有効にした場合、両者に共通の既存のディメンションを利用できます。
この機能を使用すると、新しいモジュールを有効化するときに共通ディメンションを再構
築する必要がありません。

• 変換済の Planningアプリケーションでディメンションを再利用します。

カスタム・ディメンションと財務機能の関連付け
財務機能を初めて有効化するときに、カスタム・ディメンション(製品、サービス、および最大
その他 3つのカスタム・ディメンション)を追加できます。カスタム・ディメンションを追加す
るときには、ディメンションを適用する機能(「収益」、「費用」、「貸借対照表」、「キャッシュ・
フロー」または「予算の改訂」)も指定します。たとえば、カスタム・ディメンションに費用の
みを適用したり、貸借対照表のみを適用したりできます。
カスタム・ディメンションは、適用する機能に対応するフォームのページに追加されます。た
とえば、費用のみに適用するカスタム・ディメンションは、費用フォームのページに表示され
ます。それ以外の機能(収益など)のフォームでは、ディメンションの NoMemberが POVに表
示されます。
最初に財務を有効化した後は、カスタム・ディメンションに関連付ける追加の機能を増やすこ
とができます。

ノート:

「予算の改訂」を有効にしている場合:

• カスタム・ディメンションを財務の機能に関連付ける必要があります。カスタ
ム・ディメンションの横にある編集ボタンを選択し、「予算の改訂」を選択しま
す。

• いずれかのカスタム・ディメンションで「予算改訂プライマリ・ディメンション」
を選択して、エンティティ・ディメンションとともにフォームの表示のプライマ
リ・ディメンションにします。
– プライマリ・ディメンションとして選択できるのは、1つのディメンション
のみです。

– 選択したディメンションは、フォーム上のページではなく行に表示されます。
– プライマリ・ディメンションを選択しない場合は、すべてのディメンション
がフォーム上のページに表示されます。

– プライマリ・ディメンションを選択した後に別のプライマリ・ディメンショ
ンを選択すると、最初の選択は解除されます。

• プラン要素ディメンションの名前は変更しないでください。
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ビデオ

目的 視聴するビデオ
カスタム・ディメンションと財務の機能の関連付け
について学習します。  Oracle Enterprise Planning Cloudの機能へ

のカスタム・ディメンションの追加.

内部集約ルールについて
財務では次のルールが使用されます:

実績 - 「実績の計算」ルールによってドライバが計算され、データが集計されます。
「プラン」および「予測」の場合 - 「ロールアップ」ルールはプランと予測を集計し、ビジネス
階層の様々なレベルでのレポートの実行またはデータの分析に必要です。収益ディメンション
を有効化した場合は、「収益合計」データを表示するためにこのルールを実行する必要がありま
す。
費用合計は、すべての親勘定科目グループのロールアップと集計によって判別します。たとえ
ば、「費用」では、「営業費用」および「減価償却および償却」が「費用合計」で集計されます。

「勘定科目」およびプラン要素ディメンションについて
「勘定科目」ディメンションには、有効化した機能に基づいて値が移入されます。勘定科目およ
びドライバを有効化した場合、各自のプランニングのタイプに対応して、勘定科目グループ・
メンバー、計算のドライバ・メンバー、KPI、およびフォームを含む完全な勘定体系が生成さ
れます。提供されたメンバーのうち接頭辞 OFSが付いたものはすべてロックされています。
提供されたメンバーを削除または変更することはできませんが、自分のビジネス勘定科目のた
めにメンバーを追加し、カスタム・ドライバおよび KPIを定義することはできます。独自の勘
定体系を使用するように選択した場合、機能を有効化すると、関連するフォームとともにキー・
メンバーを含む簡略的な勘定科目構造が作成され、それに独自の勘定体系を追加できます。
プラン要素ディメンションは、アプリケーションで使用される様々な種類やソースのデータを
説明します。例:

• 合計: 計算済 - すべてのドライバ導出計算の値を集計します。
• 修正合計 - トレンドまたはドライバ・ベースの計算によって計算された勘定科目値に対し
て、プランナが上書きや調整を行うことができます。

• ロード - インポートされる勘定科目の実績を含みます。
• キャッシュ・フローの影響 - 融資と投資の詳細から導出した現金を含みます。
• キャッシュ・フローの計算 - 顧客による代金の送金期限を指定する支払期間(30日以内に

50%、60日以内に 40%、90日以内に残りの 10%など)をプランナが定義できるようにしま
す。

• 直接入力 - プランまたは予測を入力します。
• キャッシュ・フロー・レポート - メンバーはキャッシュ・フロー直接方法が有効な場合の
みシードされます。キャッシュ・フロー直接入力は、「キャッシュ・フローの影響」の定義
に対応します。キャッシュ・フローの計算は、プランナがキャッシュ計算で使用される支
払期間を定義する「キャッシュ・フロー直接プランニング」の結果です。
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財務の構成
財務の機能を有効化した後で次の構成タスクを実行します。

1. ホームページで「アプリケーション」 をクリックし、「構成」 をクリック
します。

2. 「構成」リストで「財務」を選択します。「フィルタ」を使用して、構成アクションのステ
ータスを確認します。「アクション」 を使用して、タスクのステータスを更新しま
す。

3. 必須のタスクをすべて実行します。ビジネスで必要なオプションのタスクを実行します。
4. ビジネス・データをインポートしてアプリケーションに移入します。データのインポート
を参照してください。データをインポートした後、「実績の計算」と「ロールアップ」を実
行してから、アプリケーションをリフレッシュします。

5. 「ドライバ・ベースの貸借対照表」を有効化した場合は、ドライバ・ベースの貸借対照表の
期間中の日数の指定を参照してください。

6. 構成した後、および構成の変更やメタデータのインポートを行ったときは常に、データベ
ースをリフレッシュします。「構成」ページで、「アクション」メニューから「データベー
スのリフレッシュ」を選択します。「作成」をクリックしてから「データベースのリフレッ
シュ」をクリックします。

表 5-3 財務の構成

構成 説明
プランニングと予測の準
備

プランの時間枠および粒度を設定します。
プランニングおよび予測の時間枠、開始期間および粒度のレベルを構成しま
す。年ごとに異なる基準でプランニングおよび予測できます。
ローリング予測を有効にした場合、ローリング予測の期間を構成します。
財務プランニングと予測の準備を参照してください。

週次構成 週次プランニングを有効化して、エンティティと勘定科目の組合せに対する
プランニングの粒度をカスタマイズした後は、この構成タスクを使用できま
す。
週次構成を参照してください。

「収益勘定科目」、「費用勘
定科目」、「貸借対照表勘定
科目」、「キャッシュ・フロ
ー勘定科目」

有効化した機能に基づいて、勘定科目、ドライバおよび KPIを設定します。
これらのアーティファクトの追加、変更、インポートおよびエクスポートを
行うことができます。必要な場合には、カスタムの勘定科目やドライバに関
連する論理または計算を追加する必要があります。また、カスタム費用ドラ
イバ・カテゴリを追加することもできます。
勘定科目とドライバの追加および管理、KPIの追加およびカスタム費用ドラ
イバ・カテゴリの追加を参照してください。
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表 5-3 (続き) 財務の構成

構成 説明
エンティティ エンティティをインポートします。

部署、コスト・センター、事業部門など、ビジネス階層を反映する「エンテ
ィティ」ディメンション・メンバーをインポートします。
メンバーを含むファイルの場所(「ローカル」または「プランニング受信ボッ
クス」)を選択し、「参照」をクリックしてファイルを探し、ファイルの種類を
指定して「インポート」をクリックします。

ヒント:

エンティティはモジュール間で共通のため、す
べてのエンティティをまとめてインポートし
ます。

グローバル仮定 複数通貨アプリケーションの外国為替レートを入力します。グローバル仮定
の設定: 為替レートを参照してください。

製品 ビジネスの製品オファリングを表す製品ディメンション・メンバーをインポ
ートします。データのインポートを参照してください。

サービス ビジネスのサービス・オファリングを表すサービス・ディメンション・メン
バーをインポートします。データのインポートを参照してください。

<カスタム・ディメンショ
ン>

カスタム・ディメンションを有効化した場合は、そのディメンションに移入
するメンバーをインポートします。
データのインポートを参照してください。

財務プランニングと予測の準備
各モジュールについてプランの時間枠および粒度を構成できます。モジュールや年ごとに異な
る時間枠と粒度を設定できます。
プランの時間枠および粒度を構成するには:

1. 「現在の会計年度」で現在の会計年度を選択します。
2. 「期間」から、現在の実績月を選択します。 13期間アプリケーションの場合は、現在の期
間を選択します。この値は毎月更新する必要があります。

3. 「プラン開始年」には、プランナが現在の会計年度と次の計年度のどちらでプランニングを
行うかを指定します

4. 「プラン」、「年」列を順にクリックして、構成する年数を選択します。たとえば、10年の
アプリケーションの最初の 5年間を構成するには、5年間を選択します。

5. 構成する各年のプランニングの基準を選択します。毎年同じ間隔でプランを準備する場合
は、「すべて」をクリックしてから間隔(たとえば「月次」)を選択します。年によって異なる
間隔でプランを準備する場合は、各年の行で間隔を選択します。たとえば、FY20では月ご
と、FY21では四半期ごとにプランニングする場合、FY20の行では「月次」、FY21の行で
は「四半期ごと」を選択します。 13期間アプリケーションの場合は、「月次」のかわりに
「13 期間」を選択します。

6. 「予測」をクリックし、これまでの手順を繰り返して予測の基準を指定します。

第 5章
財務の構成

5-12



最初の年の「予測」に対するプランニング基準として「四半期ごと」を選択すると、該当
期間でのみ予測データの入力が許可されるように、指定された有効な交差が設定されます。
現在の月より前の四半期予測期間は更新できません。四半期ごとのプランニングを有効に
した場合は常に、代替変数 OEP_CurQtrが提供されます。
最初の年の「予測」に対するプランニング基準として「四半期ごと」を選択すると、現在
の月が四半期の最後の月の場合に財務で現在の四半期をどのように判別するかを選択でき
ます。
現在の月が四半期の最後の月の場合は、財務で現在の四半期をどのように定義するかにつ
いて、「プランニングと予測の準備」でオプションを選択します:

• 「予測で現在の期間をロック」を選択した場合、財務では次の四半期が使用されます。
たとえば、現在の月が 3月で、このオプションを選択した場合、財務では現在の四半
期を Q2として定義します。

• 「予測で現在の期間をロック」をクリアした場合、財務では現在の四半期が使用されま
す。たとえば、現在の月が 3月で、このオプションをクリア(選択を解除)した場合、財
務では現在の四半期を Q1として定義します。

ノート:

• 「予測で現在の期間をロック」は、最初の年の予測に対するプランニングの基準として
四半期を選択している場合にのみ使用可能になります。

• モジュールごとに「予測で現在の期間をロック」のオプションを選択できます。
財務について、週次プランニングを有効化した場合、オプションで「過去の期間(読取り専
用)」を選択できます。このオプションを選択した場合、週次レベルの過去の期間は予測シ
ナリオに対して読取り専用になります。たとえば、「現在の年」が FY21で、「今月」が「3
月」、「現在の週」がWeek10の場合、「過去の期間(読取り専用)」を選択すると、FY21の
Week1から 10が編集できなくなります。
財務で週次プランニングが有効化されている場合、このチェックボックスは「予測」タブ
にのみ表示されます。

7. 財務について、ローリング予測を有効にした場合、「ローリング予測」をクリックして、継
続的なプランニングのための基準を選択します。プランニング頻度(「月次」または「四半
期ごと」)、期間数、および実績期間数を選択します。
財務の場合、週次プランニング頻度を選択し、13、26または 52週のどの週次レベルでプ
ランニングするかを選択することもできます。
実績期間数では、フォームおよびダッシュボードにローリング予測期間と組み合せて表示
する実績データの期間数を定義します。
「ローリング予測範囲」は、選択した値に基づいて更新されます。
53週の 12期間カレンダを使用している場合、「ローリング予測範囲」は、対象の範囲に週
53が含まれるように更新されます。
ローリング予測を構成するとき、プランニング頻度と期間数に基づいてフォームおよびダ
ッシュボードが設定されます。現在のプランニング期間を変更すると、ローリング予測の
フォームおよびダッシュボードが更新されます。期間が追加または削除されて、新しいロ
ーリング予測範囲を反映して実績期間が更新されます。
標準予測とローリング予測を組み合せて使用してプランニングできます。

8. 財務の週次プランニングを有効化した場合、現在の週を指定します。この値は毎週更新す
る必要があります。
• 13期間アプリケーションでは、「アプリケーションの作成」で選択したオプションに基
づいて 5、6年ごとに 53週目があります。
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• 12期間アプリケーションの「プラン」および「予測」タブでは、53週を有効化した際
の選択によって決定した年および期間の「現在の週」リストに 53週目が追加されま
す。

9. 「予算の改訂」を有効にした場合、「採用済予算」タブをクリックして、採用済予算の各年
のプランニング基準を指定します。これにより、予算改訂に許可される時間枠が決まりま
す。これは、予算サイクルに許可される時間枠と異なる場合があります。

この構成タスクによって、必須代替変数がすべて設定されます。

ヒント:

ルールを作成または編集してプランニングおよび予測タスクをカスタマイズする場
合、
[[PlanningFunctions.getModuleStartPeriod("ModuleName","ScenarioName")]]お
よび
[[PlanningFunctions.isPlanStartYearSameAsCurrentFiscalYear("ModuleName")]
]のようにルールで Planning数式を使用して、構成済の時間範囲情報を呼び出すこと
ができます。
モジュール名は大小文字を区別せず、二重引用符で囲む必要があります。
• 資本
• 財務
• プロジェクト
• 要員

Calculation Managerでの設計のシナリオを参照してください。

週次構成
週次プランニングを有効化して、エンティティと勘定科目の組合せに対するプランニングの粒
度をカスタマイズした後は、この構成タスクを使用できます。
週次プランニングを有効化すると、デフォルトで、エンティティと勘定科目のすべての組合せ
が週次プランニングに設定されます。一部のエンティティ /勘定科目の組合せで月次プランニ
ングを使用するように指定できます。これは、大部分のエンティティで週次プランニングを使
用するが、特定のエンティティでは月次プランニングを使用する場合や、1つのエンティティ
で特定の勘定科目以外には月次レベルで計画する場合に便利です。たとえば、運用を週次レベ
ルで計画し、ITを月次レベルで計画する場合です。あるいは、営業(US)で、収益プランニング
を週次レベルで行い、費用プランニングを月次レベルで行うことができます。
週次構成を設定する前に、「プランニングと予測の準備」を実行して、プランの時間枠および粒
度を設定します。プランニングと予測の準備を参照してください。
エンティティおよび勘定科目のプランニング粒度にカスタム構成を設定するには:

1. 「構成」から「週次構成」をクリックします。
2. 「エンティティ」列で、変更するエンティティが表示されるまで「エンティティ」リストを
展開します。
有効化した機能のエンティティおよび勘定科目のみが表示されます。

3. エンティティまたはエンティティ /勘定科目の組合せに対するプランニング粒度を変更し
ます。
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• エンティティおよびエンティティのすべての 勘定科目を月次プランニングに切り替え
るには、そのエンティティの「週次プランニング」チェック・ボックスをクリアしま
す。すべてのエンティティ、または選択したエンティティのすべての勘定科目を週次
プランニングに戻すには、「アクション」メニューから「すべてのエンティティを週次
として設定」または「すべての勘定科目を週次として設定」を選択します。

• エンティティの一部の勘定科目のみを月次プランニングに切り替えるには、変更する
エンティティの「勘定科目」列でリンクをクリックし、変更する勘定科目が表示され
るまで展開して、その勘定科目の「週次プランニング」チェック・ボックスをクリア
します。エンティティのすべての勘定科目を週次プランニングに戻すには、「アクショ
ン」メニューから「すべての勘定科目を週次として設定」を選択します。

4. 「保存」をクリックします。
週次構成の考慮事項:

• フォームが更新され、エンティティ /勘定科目の組合せに対して指定した粒度で表示されま
す。

• エンティティおよび勘定科目の週次構成は、計画と予測のシナリオでのみサポートされま
す。ローリング予測シナリオではサポートされません。

• 計算に使用されるすべてのドライバの粒度は同じにする必要があります。
• 関連するすべてのドライバ勘定科目の粒度を同じにすることをお薦めします。たとえば、
ある特定のエンティティについて、すべての収益ドライバを週次に、すべての費用ドライ
バを月次にできます。ただし、すべての収益ドライバの粒度を同じにし、すべての費用ド
ライバの粒度を同じにする必要があります。

• 親エンティティに子の週次エンティティと月次エンティティが混在している場合は、結合
したデータをフォームやダッシュボードで確認する前に、エンティティごとに「週次デー
タの月次データへの変換」または「月次データの週次データへの変換」ルールを起動する
必要があります。

• 1つのフォームに月次データと週次データの両方が含まれる場合、無効な交差セルは編集
不可になります。

グローバル仮定の設定: 為替レート
複数通貨アプリケーションを作成した後で為替レートを設定します。為替レートはここで説明
するように手動で入力することもインポートすることもできます。為替レートのインポートの
詳細は、Planningの管理の簡易複数通貨アプリケーションの為替レート・タイプのインポート
を参照してください。
為替レートを手動で設定するには:

1. 通貨ディメンションに各通貨のためのメンバーを追加します。
2. 「グローバル仮定」をクリックして、<基本通貨>に対する為替レートタスクを開きます。こ
こで、プランナが使用する通貨の為替レートを入力します。

3. 「視点」からメンバーを選択します。
4. 各期間および各通貨について平均為替レートと終了為替レートを入力して、フォームを保
存します。

フォームの名前が<基本通貨>に対する為替レートに変更されます。<基本通貨>は、アプリケー
ションを作成したときに選択したレポート通貨です。たとえば、アプリケーションの基本通貨
が「円」の場合、フォームは円に対する為替レートになります。これは、データの変換に使用
される為替レートが対応する通貨をプランナに示し、プランナがシナリオ、年およびバージョ
ンに固有のレートを入力できるようにします。
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ノート:

新しいバージョン・メンバーを追加した場合は、そのバージョンに為替レートを入力
する必要があります。

為替レートおよび週次プランニングについて
財務で週次レベルでプランニングを行うときに、「グローバル仮定」構成タスクで月次レベルで
為替レートを入力した場合、フォームを保存すると、週から月へのマッピング方法(4-4-5、4-5-4
または 5-4-4)に基づいて、月次為替レートが週次レベルにコピーされます(財務キューブ
(OEP_FS)のみ)。それ以外のキューブでは、月次為替レートは自動的に週次レベルにコピーさ
れません。週次レベルで為替レートを入力するためのカスタム・フォームを作成できます。

アカウントとドライバの追加および変更について
追加または変更する必要のあるカスタム・ドライバ・メンバー、勘定科目メンバーおよび他の
アーティファクトの数に応じて、次のいずれかのタスクを実行します:

• 少数—構成ページで直接追加または編集を行います
• 多数—次によってインポートします:

– 既存のセットをエクスポートします。
– エクスポートされたスプレッドシートを変更して、カスタム・アーティファクトのた
めの行やデータを追加します。

– スプレッドシートをインポートします。
このエクスポートとインポートのプロセスにより、アプリケーションの設計とメンテナンスに
かかる時間が短縮されます。要件が変更されたときは、このプロセスを必要に応じて何回でも
繰り返すことができます。たとえば、実行をプランニングしている新しいソーシャル・メディ
ア・キャンペーン用のドライバと似ている、事前定義済マーケティング・ドライバを表示する
ことができます。容易に、ドライバをエクスポートし、マーケティング・ドライバのコピーを
作成し、必要に応じてソーシャル・メディア・キャンペーン用に変更してから再インポートで
きます。

勘定科目とドライバの追加および管理
勘定科目とドライバを追加または変更するには:

1. アカウントまたはドライバを設定する構成タスクを選択します。
2. リストからコンポーネントまたはカテゴリを選択します(ある場合)。
3. 次のタスクを実行します:

• アーティファクトを追加するには、「アクション」メニューから「追加」を選択して、
新しい行に詳細を入力します。

• 一連のアーティファクトの変更または多数のアーティファクトの新規追加を行うに
は、事前定義済アーティファクトのセットをエクスポートして (「アクション」メニュー
の「エクスポート」を選択)、エクスポート・ファイルを Microsoft Excelで変更しま
す。事前定義済アーティファクトの編集や、アーティファクトのコピー作成と変更を
行って、新しいアーティファクトを作成したり、新しいアーティファクトを追加した
りします。その後、変更したファイルをインポートします(「アクション」メニューから
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「インポート」を選択します)。可能な場合には、カテゴリやサブカテゴリを使用して、
関連する機能のアーティファクトをまとめます。

• カテゴリまたはグループに関係なく、すべてのドライバをエクスポートまたはインポ
ートするには、「バッチ・エクスポート」または「バッチ・インポート」を使用しま
す。

• 特定の種類のドライバのみをエクスポートまたはインポートするには、「カテゴリ」ま
たは「コンポーネント」を指定してから「インポート」または「エクスポート」を使
用します。

ノート:

• カスタム・メンバーについて一意のメンバー名と別名を指定して、提供されているメンバ
ーと競合しないようにします。

• ドライバを削除する必要がある場合は、グループ内の他の勘定科目ドライバの式を調べて、
削除しようとするドライバを参照するものがあるかどうか確認します。参照している場合
は、削除に対応するようにロジックを更新します。

KPIの追加
KPIの追加と編集は、勘定科目やドライバの追加または編集と同じ方法で行います。
KPIを追加または編集するには:

1. KPIメンバーの別名と名前が、提供されている KPIと競合しないことを確認します。
2. 「構成」ページで<Subcomponent>勘定科目を選択し、「カテゴリ」リストから「KPI」を
選択します。

3. 次のタスクを実行します:

• 少数の KPIを追加するには、「アクション」メニューから「追加」を選択して、新しい

行に詳細を入力します。「式の編集」 をクリックして、メトリックの式を入力し
ます。

• 一連の KPIを追加するには、事前定義済の KPIのセットをエクスポート(「アクション」
から「エクスポート」を選択)して、エクスポート・ファイルを Excelで変更します。
事前定義済 KPIの編集や、KPIのコピー作成と変更を行って、新しい KPIを作成した
り、新しい KPIを追加したりできます。その後、変更したファイルをインポートしま
す(「アクション」メニューから「インポート」を選択します)。

4. データベースをリフレッシュします。

プロジェクトと統合するための勘定科目の追加
財務とプロジェクトを統合するときに、財務に別の勘定科目を追加する場合、OFS_Financials
Integrationの下に共有メンバーを追加します。これにより、統合に使用される「財務諸表勘定
科目」スマート・リストに勘定科目が表示されるようになります。

カスタム費用ドライバ・カテゴリの追加
財務で、ドライバ・ベースのプランニングを有効化した場合、提供された費用ドライバ・カテ
ゴリ以外の追加の費用ドライバ・カテゴリが必要であれば、「構成」ページでカスタム・カテゴ
リおよびドライバを追加できます。メンバーは、適切な階層の下および費用ドライバ・フォー
ムに自動的に追加されます。
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カスタム費用ドライバ・カテゴリを追加するには:

1. 財務の「構成」ページで、「費用勘定科目」をクリックします。
2. 「アクション」メニューから、「カテゴリの追加」を選択します。
3. カテゴリ名を入力し、「OK」をクリックします。
入力した CategoryNameが「カテゴリ」リストに追加されます。CategoryNameおよび
Total <CategoryName>が「コンポーネント」リストに追加されます。

4. ドライバを新しいカテゴリに追加するには、カテゴリを選択し、追加先のコンポーネント
(CategoryNameまたは Total <CategoryName>)を選択します。
キューブが正常にリフレッシュされるように、ドライバを新しいカテゴリの下に追加して
ください。ドライバを新しいカテゴリの下に追加することが、キューブを正常にリフレッ
シュするために必要です。

5. 「アクション」メニューから「追加」を選択し、新しい費用ドライバの詳細を入力して、「保
存」をクリックします。
また、新しいカテゴリの費用ドライバを多数追加する場合は、「エクスポート」および「イ
ンポート」を使用することもできます。

6. データベースをリフレッシュします。

予算改訂および予算管理との統合の設定
関連リンク:

• 予算改訂および予算管理との統合について
• EPM Planning財務と予算管理の統合の設定
• 「予算の改訂」の有効化
• 予算改訂の記述的情報の構成
• 財務のディメンション・メンバーのインポート
• 予算改訂のカスタム・スマート・リスト・エントリの作成
• 接続の設定
• 財務の予算改訂のルール

予算改訂および予算管理との統合について
予算改訂により、プランナは EPM Planning財務で承認済予算を改訂できます。Oracle ERP
Cloudの予算管理モジュールと統合すると、現在の消費の表示、提案された予算変更がすでに
消費済の予算を下回らないことの確認、および予算変更を更新して使用可能資金に影響を与え
ることができます。予算変更が引き当てられて承認されると、プランナは現在の承認済予算残
高をドリルダウンして、予算管理で予算改訂詳細を表示できます。
予算管理がない場合でも、予算改訂を使用して予算改訂を作成および移入し、機能を拡張して
他の ERPソリューションと統合することで改訂を共有できます。
データ統合を使用して、EPM Planning財務と予算管理の間で予算改訂の統合を推進します。
データ統合で提供されるソリューションによって、EPM Planning財務のお客様は、予算管理
データ・モデルからターゲット・ディメンションにマップできるようになります。また、他の
マッピングを必要に応じてビジネス要件に合うように適用するなどして、これらの統合を構成
および拡張することもできます。

第 5章
予算改訂および予算管理との統合の設定

5-18



この統合により、完全なプランニングおよび改訂サイクルが、EPM Planning財務と予算管理
の間で統合されます:

• プランニングおよび予測プロセスを使用して EPM Planning財務で当初予算を作成し、こ
の当初予算を予算管理にプッシュします。

• 予算改訂を作成し、EPM Planning財務内から採用済予算の残余予算をチェックして、提案
している予算改訂が予算管理で設定された管理を満たしていることを確認します。

• EPM Planning財務内から予算管理の残余予算を引き当てて、予算管理の予算残高を更新し
ます。

• EPM Planning財務の「現在の承認済予算」フォームの承認済予算から予算管理までセル・
レベルでドリル・スルーして、残高を構成する予算改訂トランザクションを確認します。

予算管理の詳細は、公共部門での財務の使用の Enterprise Performance Managementを参照し
てください。

統合の考慮事項
EPM Planning財務と予算管理の統合の考慮事項:

• この機能を使用できるのは、Planningの財務モジュールが有効化されている次の Oracle
Fusion Cloud Enterprise Performance Managementのお客様です:

– 財務が有効化されている従来の Enterprise Planning and Budgeting Cloud Servicesの
お客様および Planning and Budgeting Cloud Service Plus One (PBCS +1)のお客様で、
Essbaseバージョンがハイブリッド Essbaseをサポートするバージョンにアップグレ
ードされ、ハイブリッド Essbaseが有効化されている場合。

– 「モジュール」アプリケーション・タイプの Enterprise Performance Management
Enterprise Cloud Serviceおよび Enterprise Performance Management Standard
Cloud Serviceのお客様で、ハイブリッド Essbaseが有効化されている場合。

• 「予算の改訂」は、EPM Planning財務モジュールで使用できます。
他の EPM Planningモジュール(要員、プロジェクトまたは資本)に詳細データがある場合
は、データを予算管理と統合する前に、このデータを EPM Planningの財務にプルする必
要があります。

• メンバーは、EPM Planningの財務と予算管理の間で一致する必要があります(ただし、デ
ータ統合で接頭辞および接尾辞を指定できます)。データ統合では、EPM Planning財務と
予算管理の間でディメンションをマップできます。

• 提供されている勘定体系を使用するのではなく、EPM Planning財務で独自の勘定体系を使
用する必要があります。財務の勘定体系についてを参照してください。これにより、ディ
メンションが一致するように、予算管理から既存の勘定科目構造を取り込むことができま
す。

• 月次、四半期および年次のプランニングのみがサポートされています。12か月と 13期間
の両方のカレンダがサポートされています。週次プランニングはサポートされていませ
ん。

• 開始する前に、Oracle ERP Cloudの予算管理モジュールを有効にする必要があります。
• EPM Planning財務の通貨が予算管理の通貨と一致する必要があります。単一通貨のアプ
リケーションのみがサポートされています。

• 予算管理では、この統合に、ソース予算タイプが「EPM Financialsモジュール」(「Hyperion
Planning」ではない)の新しい管理予算が必要です。通貨、カレンダおよび予算のセグメン
トは、元帳と一致している必要があります。将来のリリースでは、ソース予算タイプが「そ
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の他」または「Hyperion Planning」の既存の管理予算を「EPM Financialsモジュール」ソ
ース予算タイプに変更できます。

• 予算の同期エラーを回避するために、EPM Planning財務で予算管理の管理予算と同じ名前
の予算シナリオを作成します。

• EPM Planning財務の予算を、最下位レベルの詳細勘定科目およびカレンダを使用して管理
予算にロードします。要約管理予算を使用して、要約勘定および期間で管理します。

統合のワークフロー
EPM Planning財務と予算管理の統合では次のワークフローを使用します:

1. 統合を設定します(1回かぎりの管理者タスク)。EPM Planning財務と予算管理の統合の設
定を参照してください。

2. プランナはプランニングおよび予測サイクルを開始します。プランニングおよび予測が完
了したら、データ統合を使用して予算データを予算管理にプッシュします。データ統合の管理の Cloud EPMの予算残高を予算管理にライトバックを参照してください。
これが当初予算になります。

3. 予算改訂プロセスを開始する準備ができたら、「改訂の準備」ルールを実行します。このル
ールを実行すると、当初予算のデータが EPM Planning財務の採用済予算にコピーされま
す。
通常、このルールは予算プロセスで毎年実行されます。
採用済予算が改訂プロセスの出発点になります。

4. 予算改訂を作成して移入します。改訂は、バージョン・シナリオの改訂 Nの「OEP_Net
Current Budget」に保存されます。

5. 直接入力またはトレンド・ベースの改訂を使用して、予算改訂を入力します。
6. 予算改訂を分析します。
7. 残余予算をチェックします。このアクションは、予算管理を呼び出して残余予算をチェッ
クし、提案している予算改訂の変更が予算管理で設定された管理を満たしていることを検
証します。

8. 別のプランナが予算改訂プロセスに寄与する必要がある場合は、改訂を共有します。
9. 必要に応じて、Planningの承認プロセスを実行します。
10. 残余予算を引き当てます。これにより、予算管理の管理予算に残余予算が引き当てられま
す。また、このアクションにより、改訂が承認されてクリアされます。
EPM Planning財務では、改訂のデータの差分が採用済予算シナリオの作業バージョンにプ
ッシュされ、現在の純予算に反映されます。
データは、親メンバー「OFS_Total Expenses」、「OFS_Total Revenue」および
「OFS_Balance Sheet」のレベル・ゼロ・メンバーから予算管理に送信されます。

EPM Planning財務と予算管理の統合の設定
前提条件:

• 予算管理が Oracle ERP Cloudで有効です。公共部門での財務の使用の予算管理を参照し
てください。

• Planningモジュール・タイプのアプリケーションをすでに作成しています。アプリケーシ
ョンの作成を参照してください。
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既存の Planningモジュール・タイプのアプリケーションがある場合は、追加で「予算の改
訂」を有効にできます。「予算の改訂」では、アプリケーションが単一通貨であり、「ハイ
ブリッド」が有効になっている必要があることに注意してください。予算管理での既存の
EPM Planningアプリケーションの使用を参照してください。

次のタスクを実行して、「予算の改訂」を有効にし、EPM Planning財務と予算管理の統合を設
定します。
1. EPM Planning財務および「予算の改訂」オプションを有効にします。ホームページで「ア
プリケーション」,をクリックし、「構成」をクリックします。「構成」リストから「財務」
を選択し、「機能を使用可能にする」をクリックします。「予算の改訂」の有効化を参照し
てください。
既存の EPM Planning財務アプリケーションがある場合は、追加で「予算の改訂」を有効
にできます。予算管理での既存の EPM Planningアプリケーションの使用を参照してくだ
さい。

2. EPM Planning財務および「予算の改訂」を構成します。ホームページで「アプリケーショ
ン」,をクリックし、「構成」をクリックします。「構成」リストで「財務」を選択します。
次のタスクを実行します:

• 予算改訂の記述的情報。予算改訂の記述的情報の構成を参照してください。
• プラン(予算サイクル)、予測および採用済予算(改訂サイクル)の時間枠および粒度を設
定する「プランニングと予測の準備」。それぞれのサイクルは異なる場合があります。
財務プランニングと予測の準備を参照してください。

• 他の財務の構成オプションの詳細は、財務の構成を参照してください。
3. 財務のディメンション・メンバーをインポートして、予算改訂関連メタデータを設定しま
す。財務のディメンション・メンバーのインポートを参照してください。

4. 必要に応じて、実績データをインポートし、EPM Planning財務モジュールで予算策定プロ
セスを開始します。

5. 必要に応じて、「予算管理から残高をインポート」を有効にした場合は、予算管理からシナ
リオ・ディメンションの「OEP_Consumed」に予算引当データをロードします。このメ
ンバーを使用して、予算管理から EPM Planning財務に予算引当残高、債務負担残高また
は取引約定残高をインポートできます。データ統合を使用して、これらすべての残高を合
計し、この単一メンバーに取り込みます。データ統合の管理の予算管理の予算消費残高を
Planningにロードを参照してください。

6. 提供されたスマート・リストを更新して、管理予算名を追加します。プランナは、改訂を
作成するときにスマート・リストから管理予算を選択します。予算改訂のカスタム・スマ
ート・リスト・エントリの作成を参照してください。

7. (オプション)承認プロセスを設定します。既存の承認階層がある場合は、それを使用できま
す。2つのディメンション(エンティティや製品など)で承認できます。Planningの管理の
承認の管理を参照してください。各改訂の承認ユニット階層のシナリオとバージョンの組
合せを設定します。承認ユニット階層のシナリオとバージョンの組合せの割当てを参照し
てください。

8. EPM Planning財務のルールおよび他のアーティファクトへのアクセス権を割り当てます。
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ヒント:

ほとんどのアーティファクトの場合、ナビゲータからアクセスできます。Groovy
テンプレートの場合、「ルール」からのアクセス権を割り当てます。ルールの詳細
は、財務の予算改訂のルールを参照してください。

9. 予算管理で次のタスクを実行します。
a. ソース予算タイプが「EPM Financialsモジュール」(「Hyperion Planning」ではない)
の 1つ以上の管理予算を作成します。

ノート:

タイプが「Hyperion Planning」の既存の管理予算は、「予算の改訂」機能で
は動作しません。

b. (オプション)追加の予算明細属性を追加します。
c. (オプション)ヘッダー行にフィールドを追加する場合は、付加フレックスフィールドを
構成します。

ヒント:

「付加フレックスフィールドの管理」の「フレックスフィールド・コード」ボ
ックスに XCCと入力して、付加フレックスフィールド定義を検索します。

財務およびプロジェクト・ポートフォリオ管理の共通機能の実装の付加フレックスフ
ィールドの概要を参照してください。

10. データ統合で、追加で必要な設定タスクを実行します。データ統合の管理の予算改訂と予
算管理の統合を参照してください。

ノート:

追加の管理予算を作成する場合は、データ統合でソースを再初期化し、追加のタ
ーゲットを作成して、接続を更新する必要があります。

11. 環境を接続するための接続を設定します。接続の設定を参照してください。
12. オプションで、Oracle Fusion Cloud EPM環境と Oracle Fusion Cloud環境間のシングル・
サインオンを構成して、プランナが EPM Planning財務から予算管理にドリル・スルーで
きるようにします。管理者用スタート・ガイドのシングル・サインオンの構成を参照して
ください。
シングル・サインオンを有効にしない場合、プランナは作業にドリル・スルーするために
予算管理にログインする必要があります。

13. プランナはプランニングおよび予測サイクルを開始します。プランニングおよび予測が完
了したら、データ統合を使用して予算データを予算管理にプッシュします。データ統合の管理の Cloud EPMの予算残高を予算管理にライトバックを参照してください。
これが当初予算になります。
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この Cloud EPMとの統合には、ソース予算タイプが「EPM Financialsモジュール」
(「Hyperion Planning」ではない)の新しい予算管理の管理予算が必要です。予算管理では、
当初予算と予算改訂に同じ管理予算タイプを使用してください。

ノート:

プランナは、プランニングおよび予測サイクルを開始する前に、ユーザー変数を
設定する必要があります。また、「表示」の「日付フォーマット」を「yyyy-MM-
dd」に設定する必要があります。ユーザー・プリファレンスの設定の詳細は、ユ
ーザー変数の設定を参照してください。

14. プランニングおよび予測が完了し、予算が予算管理にプッシュされた後、「改訂の準備」ル
ールを実行してデータを EPM Planning財務の採用済予算にコピーします。財務の予算改
訂のルールを参照してください。
• このルールは、現在の年の改訂を開始する前に 1回のみ実行します。
• このルールは、選択したシナリオおよびバージョンを使用して、当初予算からデータ
をコピーします。通常、プラン・シナリオ(OEP_Plan)および作業バージョン
(OEP_Working)を、選択した期間および年の採用済予算シナリオ(OEP_Adopted
Budget)、当初バージョン(OEP_Original)および作業バージョン(OEP_Working)にコピ
ーします。

• このルールを実行すると、EPM Planning財務から予算管理の管理予算へのドリル・ス
ルーも可能になります。

ヒント:

接続 URLが変更されたか、新規管理予算を追加するためにパラメータを変更
した場合は、「改訂の準備」を再実行して、ドリル領域を更新してください。

ヒント:

「改訂の管理」フォームの場合は、改訂する必要があるよりも多くのメンバーがフ
ォームに表示される場合があります。有効な交差を作成して、フォームの表示を
制限できます。

チュートリアル
チュートリアルには、トピックの学習に役立つ一連のビデオやドキュメントを使用した手順が
用意されています。

目的 方法の学習
このチュートリアルでは、Oracle Enterprise
Performance Management (EPM) Planning財務
で予算改訂を設定し、それを Oracle Enterprise
Resource Planning (ERP) Cloud予算管理と統合
する方法を示します。

 EPM Planning財務の予算改訂と Oracle
ERP Cloud予算管理の設定
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ビデオ

目的 視聴
元帳またはプロジェクトに対して予算管理を有効
にし、EPM Planning財務統合の管理予算を定義す
る方法を学習します。

EPM統合に対する Oracle ERP Cloud予算
管理の設定

Oracle ERP Cloud予算管理統合の予算改訂の設定
方法について学習します。タスクには、予算の改訂
での財務の有効化、財務の構成タスクの実行、メタ
データのインポート、管理予算名スマート・リスト
へのエントリの追加、およびルールへのアクセス権
限の割当てが含まれます。

Oracle ERP Cloud予算管理統合の予算改訂
の設定

Oracle EPM Planning財務の予算改訂と Oracle
ERP Cloud予算管理統合の間のデータ統合要件の
設定方法について学習します。タスクには、接続、
データ・ソースおよびアプリケーションの登録が含
まれます。

予算改訂と予算管理の統合 PART 1

Oracle EPM Planning財務の予算改訂と Oracle
ERP Cloud予算管理統合の間のデータ統合要件の
設定方法について学習します。タスクには、統合の
作成、ディメンションのマッピングとそのオプショ
ンの定義、および EPM接続の作成が含まれます。

予算改訂と予算管理の統合 PART 2

予算管理での既存の EPM Planningアプリケーションの使用
既存の EPM Planningモジュール・タイプのアプリケーションがある場合
財務が有効になっている既存の EPM Planningモジュール・タイプのアプリケーションがある
場合は、追加で「予算の改訂」を有効にできます。
「予算の改訂」では、アプリケーションが単一通貨であり、「ハイブリッド」が有効になってい
る必要があることに注意してください。アプリケーションで「ハイブリッド」が有効になって
いない場合は、「予算の改訂」を有効にする前に「ハイブリッド」を有効にする必要がありま
す。
「予算の改訂」を追加で有効にする場合、および「トレンド・ベースの計算」ルールをカスタマ
イズした場合は、財務の更新を参照してください。

「予算の改訂」の有効化
「予算の改訂」を有効にする手順
1. ホームページで「アプリケーション」,をクリックし、「構成」をクリックします。
2. 「構成」リストから「財務」を選択し、「機能を使用可能にする」をクリックします。
3. 「予算の改訂」を選択し、EPM Planning財務で承認済予算の予算改訂を作成する機能を有
効にします。また、予算管理を有効にした場合は、追加オプションを使用できます。
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ノート:

「予算の改訂」を有効にするには、「費用」も有効にする必要があります。
有効化できる他の財務の機能の詳細は、財務の機能の有効化を参照してください。
提供されている勘定体系を使用するのではなく、EPM Planning財務で独自の勘
定体系を使用する必要があります。独自の勘定体系を使用するには、機能名の横
のチェック・ボックスをクリックします(「勘定科目」または「ドライバと関連勘
定科目」はクリックしないでください)。詳細は、財務の勘定体系についてを参照
してください。

「予算の改訂」のみを選択した場合、EPM Planning財務は、予算改訂の実行に必要なメタ
データを提供します。このオプションを使用すると、プランナは改訂を作成、移入および
共有できます。

4. 追加オプションを選択して、予算管理との統合を有効にします。現在の消費の表示、提案
された予算変更がすでに消費済の予算を下回らないことの確認、および予算変更を更新し
て使用可能資金に影響を与えることができます。予算変更が引き当てられて承認される
と、現在の承認済予算残高をドリルダウンして、予算管理で予算改訂詳細を表示できます。
予算管理を有効にした場合は、必要に応じて追加オプションを選択します:

• 予算管理から残高をインポート—予算引当会計の統合を有効にし、予算引当残高を追
跡できるようにします。シナリオ・ディメンションの「OEP_Consumed」というシナ
リオ・メンバー、および予算を改訂するための関連トレンドを作成します。このオプ
ションを使用して、予算管理から EPM Planning財務に予算引当残高、債務負担残高ま
たは取引約定残高をインポートできます。

• 予算管理の予算変更の更新—予算管理に対する「残余予算引当」を有効にして、EPM
Planning財務内から予算管理で使用可能な予算残高および残余予算を更新します。

• 予算変更を承認する前に予算管理の影響をレビュー—予算が承認される前に、EPM
Planning財務内から予算管理に対する「残余予算チェック」を有効にします。

5. また、次のオプションを指定します。これは、予算管理との統合は必要ありません:

• アクティブな改訂の数—保持できるアクティブな予算改訂の数を指定します(最大 30
個のアクティブな改訂)。(この数は、バージョン・ディメンションの合計メンバー数に
よっても制限されます。)残余予算を引き当てると、EPM Planning財務でこれを再利用
できるように、改訂がクリアされることに注意してください。この数を増減する必要
がある場合は、後で変更できます。

• 改訂番号の接頭辞—システム生成の改訂番号に追加する接頭辞を指定しますこの改訂
番号は、予算管理における改訂の一意の識別子です。

「予算の改訂」を有効にする際は、「ディメンションのマップ/名前変更」で、カスタム・ディメ
ンションを機能に関連付けて、そのディメンションの 1つをエンティティ・ディメンションと
ともにフォームの表示のプライマリ・ディメンションにするかどうかを指定できます。カスタ
ム・ディメンションと財務の機能の関連付けを参照してください。また、「ディメンションのマ
ップ/名前変更」を使用して、予算管理との統合に必要なディメンションの名前を変更します。

EPM Planning財務で「予算の改訂」を有効化した場合に起こる内容
「予算の改訂」を有効化すると、次の変更が発生します:

• EPM Planning財務に、予算改訂を作成するための新しいナビゲーション・フローが追加さ
れます。
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• 新しいフォームが追加されます。
• トレンド・ベースのプランニングに、現在の予算を調整するための新しいトレンドが追加
されます。
– 当期の実績
– 今年の予算引当
– 現在の純予算
– 今年の承認済予算
– 今年の当初予算

• 既存のフォームが更新され、予算の改訂メンバー、適切な承認済予算データ、実績データ
および予算引当データが含められます。

• 有効な交差が追加され、フォームに表示される情報が適切な組合せになるように制限され
ます。

• メタデータがアプリケーションに追加されます。
– 勘定科目ディメンションが更新され、新しい階層「OFS_Revision Detail for Forms」
が含められます。

– バージョン・ディメンションが更新され、「OEP_Revision Versions」、「OEP_Net
Current Budget」および有効にした各バージョンに関連付けられているメンバーが含
められます。

– シナリオ・ディメンションが更新され、「OEP_Adopted Budget」が含められます。ま
た、「予算管理から残高をインポート」を有効にした場合は、「OEP_Consumed」が含
められます。

• スマート・リスト(管理予算名)が作成されます。
• 「接続」に、新しい接続タイプ「Fusion Budgetary Control」が追加されます。
• ルールが追加されます。財務の予算改訂のルールを参照してください。

予算改訂の記述的情報の構成
「予算改訂の記述的情報」を使用して、「予算の改訂」のカスタム・フィールドを作成します。
これらのフィールドは「予算の改訂」フォームに追加されるため、ユーザーは改訂の詳細を追
加できます。この構成タスクを使用してメタデータを追加すると、メンバーが勘定科目ディメ
ンション階層の正しい場所に追加されます。
1. ホームページで「アプリケーション」,をクリックし、「構成」をクリックします。
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2. 「構成」リストで「財務」を選択します。
3. 「予算改訂の記述的情報」をクリックします。
4. コンポーネントを選択し、「アクション」メニューから「インポート」または「バッチ・イ
ンポート」を選択して、ファイルからメタデータをインポートします。
• ヘッダーの記述的な詳細—デフォルトでは、「ヘッダー・ノート」および「ヘッダー添
付 URL」が含まれています

• 行の記述的な詳細—デフォルトでは、「行ノート」および「行添付 URL」が含まれてい
ます

5. 摘要情報に別のメンバーを追加するには、「アクション」メニューから「追加」を選択し、
新しい行に詳細を入力します。

ノート:

• カスタム・フィールドを追加する場合は、データベースをリフレッシュする必要
があります。

• 「理由」および「ヘッダー摘要」はヘッダーの一部であり、必須フィールドです。
• これらのフィールドを有効にする場合は、データ統合で設定を完了した後、これ
らのフィールドをデータ統合の予算管理フィールドにマップする必要がありま
す。カスタム予算改訂属性のマッピングを参照してください。

財務のディメンション・メンバーのインポート
必要に応じて、財務ディメンションのディメンション・メンバーをインポートします。予算管
理と統合している場合は、データ統合を使用してディメンション・メンバーを財務にマップで
きます。

ノート:

「予算の改訂」を追加で有効化する場合は、データ統合を使用して財務の既存のディ
メンションと予算管理のディメンションをマップする必要があります。

予算改訂のカスタム・スマート・リスト・エントリの作成
「予算の改訂」を有効化すると、スマート・リスト(管理予算名)が作成されます。スマート・リ
ストのエントリを追加して、統合する各管理予算を定義します。これにより、ユーザーが特定
の管理予算の予算改訂を作成できるオプションがユーザー・インタフェースに表示されます。
1. 「ナビゲータ」アイコン をクリックし、「作成および管理」で、「スマート・リスト」を
クリックします。

2. 「管理予算名」をクリックして、 をクリックします。
3. 「エントリ」タブをクリックし、各管理予算のエントリを追加して、「保存」をクリックし
ます。
「ラベル」の値は、管理予算名と一致する必要があります。
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詳細は、スマート・リストの管理を参照してください。

接続の設定
EPM Planning財務とデータ管理の間の接続、および EPM Planning財務と予算管理の間の接続
を作成します
1. ホーム・ページで、「ツール」、「接続」の順にクリックします。
2. 「作成」をクリックして、「Fusion Budgetary Control」をクリックします。
3. 接続ごとに URL、ユーザー名およびパスワードを入力して、次の接続を作成します。

• EPMXCCDMINTEGRATION。データ管理への接続を作成し、データ管理ジョブを呼び
出します。各管理予算のパラメータを追加します。
– URLの形式: https://EPM Service connection Name/aif/rest。これは、「予算の
改訂」を有効にしたローカル・ホストです

– 「ユーザー」と「パスワード」: EPMサービス管理者のユーザー名(domain.userName
の形式)およびパスワード。Oracle Cloud Infrastructure環境では、domainを省略で
きます。

– 詳細設定オプション: データ統合および管理予算で使用される統合名の各組合せを
リンクさせるパラメータを追加します。「名前」には、管理予算名を入力します。
「値」には、統合名を入力します。

• EPMXCCFUNDS。ERPシステムで予算改訂を検証する資金チェックのため、および
残余予算引当のために、予算管理への接続を設定します。
– URLの形式: https://ERP Service Connection Name/fscmRestApi/resources/

11.13.18.05/budgetaryControlBudgetTransactions
– 「ユーザー」および「パスワード」: 予算管理のためのユーザー名およびパスワー
ド。
「ユーザー」には、予算管理者として割り当てられており、統合する予算管理予算
へのアクセス権を持っているユーザーの名前を入力します。

• EPMXCCVFR。ERPシステムの予算管理の結果を表示するために、予算管理への接続
を設定します。
– URLの形式: https://ERP Service Connection/fscmRestApi/resources/

11.13.18.05/budgetaryControlResultsBudgetTransactions
– 「ユーザー」および「パスワード」: 予算管理のためのユーザー名およびパスワー
ド。
「ユーザー」には、予算管理者として割り当てられており、統合する予算管理予算
へのアクセス権を持っているユーザーの名前を入力します。

ヒント:

接続 URLが変更されたか、新規管理予算を追加するためにパラメータを変更した場
合は、「改訂の準備」を再実行して、ドリル領域を更新してください。

詳細は、Cloud EPMの環境の接続を参照してください。
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財務の予算改訂のルール
財務には、予算改訂のデータを計算してプッシュするルールが含まれています。
財務の他のルールの詳細は、財務のルールを参照してください。
ルールおよび Groovyテンプレートのセキュリティを設定して、ユーザーに必要なルールへの
アクセス権を付与します。
1. 「ホーム」ページで、「ルール」、「フィルタ」の順にクリックし、キューブおよびアーティ
ファクト・タイプを選択します。

2. ルールまたはテンプレートの横の「権限」をクリックし、「権限の割当」をクリックしま
す。

3. 「権限の割当」で、「権限」をクリックし、権限を割り当てます。
詳細は、ルール・セキュリティの管理を参照してください。

表 5-4 財務の予算改訂のルール

ルール 説明
改訂の準備 プランニングおよび予測が完了し、予算が予算管理

にプッシュされた後、このルールを実行して当初予
算のデータを EPM Planning財務の採用済予算に
コピーします。
このルールは、現在の年の改訂を開始する前に 1回
のみ実行します。
このルールは、選択したシナリオおよびバージョン
を使用して、当初予算からデータをコピーします。
通常、プラン・シナリオ(OEP_Plan)および作業バー
ジョン(OEP_Working)を、選択した期間および年の
採用済予算シナリオ(OEP_Adopted Budget)、当初
バージョン(OEP_Original)および作業バージョン
(OEP_Working)にコピーします。
このルールを実行すると、EPM Planning財務から
予算管理の管理予算へのドリル・スルーも可能にな
ります。

改訂の作成および移入 「改訂の準備」を実行した後、改訂ヘッダーを作成
し、必要に応じて現在の承認済金額の割合を移入し
ます。

改訂の共有 改訂を他のプランナと共有して、改訂サイクルに寄
与します。

資金チェック 予算管理を呼び出して残余予算をチェックし、予算
改訂が予算管理で設定された管理を満たしている
ことを検証します。

予算引当 予算改訂の準備ができると残余予算チェックに成
功し、承認プロセスを使用している場合は必要に応
じて予算改訂が承認され、改訂に関連付けられた予
算管理の管理予算に残余予算を引き当てます。
予算改訂は予算管理にプッシュされ、予算管理の残
余予算引当プロセスが呼び出され、更新されたセル
値に残余予算が引き当てられます。
改訂もクリアします。

改訂のクリア 残余予算の引当を続行しない場合は、手動で改訂を
クリアします。
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表 5-4 (続き) 財務の予算改訂のルール

ルール 説明
資金の結果の取得 「残余予算チェック」ルールを実行するときに、チ

ェック対象のセルが多数あり、すぐに結果が表示さ
れない場合は、「資金の取得結果」を実行して、バ
ッチ・ジョブがいつ完了したかを確認して結果をレ
ビューします。

構成後のタスク
ドライバ・ベースの貸借対照表の期間中の日数の指定

「貸借対照表」 、「ドライバ・ベース」 、「期間中の日数」の順にクリックし、
各収集期間の日数を入力します。

別のレポート方法の勘定科目符号の変更
収益/資産を正のデータとして、費用/負債を負の値としてレポートする場合、ディメンション・
エディタを使用して、メンバーを次のように変更します:

• 「勘定科目」ディメンションのメンバーの「勘定科目タイプ」および「差異レポート」オプ
ションを編集します。

• 財務キューブ(OEP_FS)のディメンションのメンバーの集計演算子を編集します。

財務のルール
ルールを実行して、アプリケーションの値を計算します。ホームページで「ルール」をクリッ
クします。

ヒント:

財務ルールのみを表示するには、「フィルタ」の横の「すべてのキューブ」をクリッ
クし、「キューブ」リストで「OEP_FS」を選択します。

財務のルール:

• バッチ・トレンド・ベースの計算 - 特定の年の複数のエンティティにわたる複数の勘定科
目のトレンドおよび増加率または減少率を計算します。
– 任意のトレンド・タイプに対して、一度に 1年についてのみ「バッチ・トレンド・ベ
ースの計算」ルールを実行します。一度に複数の年について実行しないでください。

– 「バッチ・トレンド・ベースの計算」ルールでは、その年のプランニング/予測範囲に基
づいて計算されます。特定の年のプランニング基準が週次であり、特定のエンティテ
ィが週次プランニングから除外されている場合、ルールを実行すると、トレンドおよ
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びオプションの増加率または減少率はそれらのエンティティに対して計算されませ
ん。

• 実績の計算 - ドライバが計算され、データが集計されます。このルールを実行すると、確
実に最新の数字および計算を操作できます。

• キャッシュ・フローの計算 - 「直接法キャッシュ・フロー」のみで使用されます。ソース
に基づいて現金が計算され、現金が使用されます。

• 予測の準備 - 選択された実績結果の月が予測シナリオにコピーされ、実績結果の新しい期
間に基づいてドライバおよびトレンドが再計算されます。また、このルールは、新しい年
にロールオーバーするときに予測の開始点として使用できます。
実績を予測にコピーする前に、ルールはまず、前の予測バージョンをクリアしてデータを
コピーし、予測シナリオ作業バージョンをクリアし、実績を予測にコピーして再計算しま
す。

• 計画の準備 - アプリケーションで設定されたトレンドとドライバに基づいて、プランが計
算されます。これは、プランを作成または更新する場合にも使用できますし、新しい年に
ロールオーバーする際の開始点としても使用できます。

• ローリング予測の準備 - 「予測の準備」と同様に、「ローリング予測」機能が有効になって
いるときに使用します。

• トレンド・ベースの計算/トレンド・ベースのローリング計算 - ルールは、選択したトレン
ドに基づいて勘定科目を計算するドライバおよびトレンド・フォームに対して保存時に実
行されます。トレンド・ベースのローリング計算は、「ローリング予測」が有効になってい
るときのみ使用可能です。

• ロールアップ - 任意のシナリオ(実績、計画、予測またはローリング予測)で、値をロールア
ップします。このルールは、値をディメンション階層の一番上に表示する場合に実行しま
す。

• プロジェクト統合データのロールアップ/プロジェクト統合データのクリア - 財務をプロジ
ェクトと統合するときに使用します。財務とプロジェクトの統合は、プロジェクトから集
約レベルのデータを移動するように設計されています。プロジェクト・レベルのデータを
表示する場合は、ルールをカスタマイズできます。

「予算の改訂」を有効にすると追加される追加ルールについては、財務の予算改訂のルールを参
照してください。

ノート:

一部のルールは財務向けにカスタマイズされていて変更できないるため、これらのル
ールは Calculation Managerに表示されません。
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6
要員の構成

次も参照:

• 要員の機能の有効化
ユーザーが要員のプランニングを開始するためには、使用する要員機能を前もって有効化
します。

• 要員の構成
要員の機能を有効化した後で次の構成タスクを実行します。

• 構成後のタスク
• 要員のルール
要員のビジネス・ルールは、ここに記載されている状況で実行します。

要員の機能の有効化
ユーザーが要員のプランニングを開始するためには、使用する要員機能を前もって有効化しま
す。
選択内容に基づいて、ディメンション、ドライバ、フォームおよび勘定科目が移入されます。
ほとんどの場合、後から戻って、他の機能を有効化することができます。ただし、次の例外に
注意してください:

• 「従業員デモグラフィクス」を使用する場合は、初めて機能を有効にするときに選択する必
要があります。

• アプリケーションに含めるディメンションは、「ディメンションのマップ/名前変更」を使
用して最初に有効化するときにすべてを有効化し、名前を変更する必要があります。

ヒント:

会社が組合コードを使用しない場合は、「組合コード」ディメンションの名前を、
ビジネスにとって意味のある名前に変更できます。これは、初めて機能を有効に
するときに行う必要があります。

一度有効化した機能を後から無効化することはできません。
表 6-1 ビデオ

目的 視聴するビデオ
要員の有効化および構成について学習します。

 Oracle Enterprise Planning Cloudでの要員
プランニングの構成
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1. ホームページで「アプリケーション」 をクリックし、「構成」 をクリックし
ます。

2. 「構成」リストで「要員」を選択してから「機能を使用可能にする」をクリックします。
有効化する機能を選択します。特記しないかぎり、後から戻って追加の機能を有効化する
ことができます。現在使用する必要がある機能のみを有効化してください。

表 6-2 要員の機能の有効化

機能 説明
粒度 管理する要員の詳細レベルを選択します:

• 従業員 - 従業員レベルのみで要員費用を管理
します。

• ジョブ - ジョブ・レベルのみでジョブ要員費用
を管理します。

• 従業員とジョブ - 従業員とジョブの両方で要
員費用を管理します。

粒度のレベルは選択する必要があります。

ノート:

プロジェクトとの統
合: 稼働率機能は、プ
ロジェクトとの統合
に加えて、要員での
「従業員」モデルまた
はジョブと従業員モ
デルに対する依存関
係を持ちます。稼働
率を有効にするには、
「有効化」ページの「粒
度」で、「従業員」ま
たは「従業員とジョ
ブ」のいずれかを選択
します。また、プロジ
ェクトへの要員の統
合も選択します。

さらに学習するには、次を参照してください 取得す
る要員詳細レベルの指定

費用プランニング 管理する要員関連の費用を選択します
さらに学習するには、次を参照してください 費用プ
ランニングの有効化

フレキシブル勘定科目マッピング 要員および財務勘定科目のマッピングをより柔軟
に行うため、「フレキシブル勘定科目マッピング」
を有効にします。
さらに学習するには、次を参照してください フレキ
シブル勘定科目マッピングの有効化
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表 6-2 (続き) 要員の機能の有効化

機能 説明
人数プランニング 管理する人数関連の詳細を選択します。「人数プラ

ンニング」のオプション:
従業員デモグラフィクス - 退役軍人ステータス、性
別、年齢層などの従業員属性を分析する場合に選択
します。「従業員デモグラフィクス」を使用する場
合は、初めて機能を有効にするときに選択する必要
があります。

ノート:

2022年 10月更新か
ら、「Strategic
Workforce
Planning」オプショ
ンが「機能を使用可能
にする」から削除され
ました。2022年 10
月更新より前に
「Strategic
Workforce
Planning」を有効に
している場合、選択し
たオプションは引き
続き表示されます。
Strategic Workforce
Planningの機能は
Strategic Workforce
Planning製品で提供
され、これには既存の
Planningの「要員」
モジュール機能では
使用できない堅牢な
戦略要員機能が含ま
れています。
Strategic Workforce
Planningは、EPMテ
クノロジで構築され
た Oracle Human
Capital
Management (HCM)
製品です。Strategic
Workforce Planning
の詳細は、https://
www.oracle.comで
Strategic Workforce
Planningの情報を参
照してください。
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表 6-2 (続き) 要員の機能の有効化

機能 説明
要員管理 従業員またはジョブの採用、雇用終了および別の部

署への異動に基づいて費用をプランニングする場
合や、複数のディメンションで FTEを分割する場
合に選択します。
さらに学習するには、次を参照してください 要員管
理の有効化

ディメンションのマップ/名前変更 • アプリケーションで最大 3個のカスタム・ディ
メンションを使用できます。

• カスタム・ディメンションを既存のディメンシ
ョンにマップします。

• 基本ディメンションの名前を変更します。
このステップは、最初に要員を有効化するときに実
行する必要があります。
たとえば、最初のパスで、最上位レベルの「人数プ
ランニング」チェック・ボックスを選択し、その下
のオプション(「従業員デモグラフィクス」など)は選
択しません。後から、「従業員デモグラフィクス」
を有効にします。それに関連するディメンション
「年齢層」、「性別」および最終学歴を名前変更する
ことはできません。
要員をプロジェクトと統合する場合、「プロジェク
ト」という名前(プロジェクトでのデフォルト・デ
ィメンション名)のカスタム・ディメンションを追
加します。他の名前を付ける場合は、すべてのモジ
ュールで同じディメンション名になるようにして
ください。
一部のディメンションでは、それらをレポート・キ
ューブ(OEP_REP)に追加するかどうかを選択でき
ます。レポート・キューブへのカスタム・ディメン
ションの追加を参照してください。

取得する要員詳細レベルの指定
組織のプランニング・ニーズを反映するように要員を強化できます。
必要な粒度を判断するには:

第 6章
要員の機能の有効化

6-4



表 6-3 粒度レベルの概要

オプション 説明
従業員 「従業員」を選択すると、組織の従業員が格納され

る「従業員」ディメンションが追加されます。給与
や関連する報酬の計算は、既存の従業員に対して実
行することも、新規採用をプランニングする際に実
行することもできます。既存の従業員は、
PeopleSoftなどの人事システムからインポートさ
れていると予想されます。
このオプションを選択した場合は、「支払タイプ」
(「控除」または「非控除」など)と「従業員タイプ」
(「常勤」、「契約社員」および「臨時」)のデフォルト
を設定する必要があります。または、この情報を使
用しない場合は、null (No <member name>)に設定
します。デフォルトの設定を参照してください。

ジョブ 「ジョブ」を選択すると、従業員に割り当てられた
役割を格納する「ジョブ」ディメンションが追加さ
れます。ジョブの例: エンジニア、ソフトウェア開
発者、整備士。
このオプションを選択した場合は、「支払タイプ」
と「スキル・セット」にデフォルトを設定する必要
があります。または、この情報を使用しない場合
は、null (No <member name>)に設定します。
デフォルトの設定を参照してください。

従業員とジョブ このオプションでは、「ジョブ」ディメンションは、
組織内の役割の分析を容易にする、また、新規採用
要求を追跡し、役割別に従業員を識別するために、
「従業員」ディメンションとともに使用されます。
このオプションを選択した場合は、「ジョブ」と「組
合コード」にデフォルトを割り当てる必要がありま
す。デフォルトの設定を参照してください。
「組合コード」を追跡しない場合は、要員を有効に
すると、「ディメンションのマップ/名前変更」を使
用して、「組合コード」をビジネスに役立つ名前に
変更することができます。要員を有効にするとき
に組合コードの名前を変更する場合でも、名前変更
したディメンションのデフォルトを割り当てる必
要があります。

ノート:

要員を有効にすると
きに組合コードの名
前を変更する場合で
も、名前変更したディ
メンションのデフォ
ルトを割り当てる必
要があります。

「ディメンションのマップ/名前変更」で、「従業員」、「ジョブ」または「従業員とジョブ」の名
前を変更できます。
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費用プランニングの有効化
「費用プランニング」を選択し、管理する要員関連の費用を選択します。
報酬費用
「費用プランニング」を選択すると、デフォルトで「報酬費用」(給与プランニングを含む)も選
択されます。また、選択した粒度レベルごとに、「追加所得」、「福利厚生」、「税金」および「非
報酬費用」を有効化することもできます。
「追加所得」、「福利厚生」および「税金」に対しては、オプションを選択して有効化し、作成す
るメンバーの数を選択します。(デフォルトでは、有効化した各オプションに対して最小 1つの
メンバーが選択されます。)「追加所得」、「福利厚生」および「税金」の全体で、最大 30のメン
バーを構成できます。
従業員またはジョブが受け取れる最大のコンポーネント数に基づいて、「追加所得」、「福利厚
生」および「税金」を構成します。「追加所得」、「福利厚生」および「税金」の数を、将来では
なく現在のニーズに基づいて設定します。これらの値は後からでも変更できます。
たとえば、従業員 1が 3つの追加所得、3つの福利厚生および 2つの税金を受け取り、従業員
2が 5つの追加所得、2つの福利厚生および 4つの税金を受け取る場合、追加所得、福利厚生
および税金の数の構成として、5つの追加所得、3つの福利厚生および 4つの税金を設定する
必要があります。
報酬費用について:

• オラクルでは、「追加所得」、「福利厚生」および「税金」メンバーの別名を指定しないこと
をお薦めしています。これらのメンバーはプレースホルダであり、デフォルトをエンティ
ティに割り当てるときに使用されます。

• 「追加所得」、「福利厚生」または「税金」の数を減らした場合、対応するメンバーが「勘定
科目」ディメンションから削除されます。コンポーネントおよびそれに割り当てられてい
る費用を削除する前に、スナップショットを作成してバックアップしてください。また、
フォーム、メンバー式またはビジネス・ルール(メンバーが参照されているもの)上の削除さ
れたメンバーについて、関連するカスタマイズがある場合は、それらをレビューして必要
に応じて修正します。要員では、カスタマイズされたアーティファクト (フォームやメンバ
ー式など)内で参照されているメンバーは削除されません。

• 「追加所得」、「福利厚生」または「税金」の数を増やすと、メンバーが追加され、デフォル
トが新しいメンバーに割り当てられ、「デフォルトの同期」が実行されて報酬費用が再計算
されます。

• 「追加所得」、「福利厚生」または「税金」の数を減らすと、メンバーが削除され、「定義の
同期」が実行されて報酬費用が再計算されます。

• 「追加所得」、「福利厚生」または「税金」の数を減らした場合、階層の最下位からライン・
アイテムが削除されます。たとえば、「追加所得」に 10のメンバーがある状況で数を 5に
減らすと、「所得 6」から「所得 10」が削除されます。

その他のオプション
「功績ベースのプランニング」を使用すると、従業員の功績レートを指定できます。「従業員」
または「従業員とジョブ」のいずれかに粒度を有効にした場合のみ、「功績ベースのプランニン
グ」を選択できます。
功績ベースのプランニングについて:
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• 「功績ベースのプランニング」のみを選択した場合(「功績仮定」を選択しなかった場合)、功
績レートはエンティティ・レベルで設定されます。「功績ベースのプランニング」を使用す
るには、「功績月」および「パフォーマンス評点」を入力する必要があります。

• 18.04から、「デフォルト・レート」が提供されるようになり、ビジネス・ニーズに応じた
「パフォーマンス評点」を入力する必要がなくなりました。各従業員の「功績月」のみを入
力する必要があります。

• 新規採用の功績は、デフォルトの功績レートに基づいて計算されます。
• ユーザー入力のパフォーマンス評点を使用する「功績ベースのプランニング」は、既存の
従業員にのみ使用できます。

• 必要に応じて、「功績仮定」を有効にする場合、プランニングするレベルを指定できます:
「グローバル」または「エンティティ当たり」。「功績仮定」を選択すると、既存の従業員の
「功績レート」、「功績月」および「カットオフ日」の功績仮定を設定する追加オプションも
有効になります。仮定の設定を参照してください。

• 「功績仮定」を選択した場合、「グローバル」または「エンティティ当たり」の選択は、功
績レート、功績月およびカットオフ日を含むすべての功績ベースの仮定に適用されます。
選択したレベルに功績レートをロードしたことを確認します。

• 「功績仮定」を追加で有効にできます。

Note:

新規採用の功績をプランニングするには、「功績ベースのプランニング」を選択しま
す。「功績仮定」も選択し、グローバルまたはエンティティ当たりレベルでプランニ
ングすることをお薦めします。さらに、「要員管理」、「新規採用」および「新規採用
の功績ベースのプランニング」を選択します。詳細は、要員管理の有効化を参照して
ください。

フレキシブル勘定科目マッピングの有効化
要員勘定科目対財務勘定科目のマッピングをより柔軟に行うため、「フレキシブル勘定科目マッ
ピング」を有効にします。
要員では、デフォルトで、「定義の同期」または「デフォルトの同期」ルールのいずれかを実行
すると、基本給与と功績の両方が財務の OFS_Salariesにマップされます。
このデフォルトの統合に使用するデータ・マップの詳細は、ビジネス・プロセスを統合するた
めのデータのプッシュを参照してください。
「フレキシブル勘定科目マッピング」を有効にすると、要員の給与および功績データを財務の任
意の勘定科目にマップできます。給与および功績を同じ勘定科目にマップしたり、異なる勘定
科目にマップできます。通常、提供された勘定体系を使用するのではなく、財務で独自の勘定
体系を使用する場合、「フレキシブル勘定科目マッピング」を有効にしますが、これは必須では
ありません。独自の勘定体系の使用の詳細は、財務の勘定体系についてを参照してください。
「フレキシブル勘定科目マッピング」を追加で有効にできます。
この機能を有効にするために、財務および財務の「費用」プランニング・オプションを有効に
する必要があります。
マッピング・レベル - 「グローバル」レベル(すべてのエンティティに同じマッピング)または
「エンティティ」レベルのどちらでマッピングを実行する必要があるかを指定します。
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マッピング・ドライバ - マッピング・ドライバがアプリケーションの「等級」または「デフォ
ルト」のどちらに基づく必要があるかを指定します。「デフォルト」を選択した場合、デフォル
ト・ドライバ間でマッピングを変化させることができます。たとえば、「粒度」が「従業員とジ
ョブ」の場合、「ジョブ」および「組合コード」間でマッピングを変化させることができます。
デフォルトの場合:

• 粒度が「従業員とジョブ」の場合、デフォルトは「ジョブ」または「組合コード」です。
• 粒度が「従業員」の場合、デフォルトは「従業員タイプ」または「支払タイプ」です。
• 粒度が「ジョブ」の場合、デフォルトは「支払タイプ」または「スキル・セット」です。
機能を有効にした後、要員の給与および功績勘定科目を財務の勘定科目にマップします。要員
と財務の統合のマッピングのカスタマイズを参照してください。
提供されたデータ・マップを使用して要員から財務にデータをプッシュします。ビジネス・プ
ロセスを統合するためのデータのプッシュを参照してください。

要員管理の有効化
「要員管理」を選択し、必要なオプションを選択して、従業員またはジョブの採用、雇用終了お
よび別の部署への異動に基づいて費用をプランニングしたり、複数のディメンションで FTEを
分割します。
「要員管理」のオプション:

• 新規採用 - 新規採用および費用への影響をプランニングできます。
• 新規採用の功績ベースのプランニング - 新規採用の功績をプランニングできます。このオ
プションを有効にするには、「費用プランニング追加オプション」の「功績ベースのプラン
ニング」も選択する必要があります。「功績仮定」も選択し、グローバルまたはエンティテ
ィ当たりレベルでプランニングすることをお薦めします。

• 雇用終了 - 従業員の退職および費用への影響をプランニングできます。
• 異動 - 部署(エンティティ )間での従業員の異動を行うことができます。従業員の異動を行
うと、報酬費用が計算される対象の部署が変更されます。

• 分割資金調達 FTE - コスト・センター、エンティティ、プロジェクトなどの複数の疎ディ
メンションで分割資金調達する FTEをプランニングできます。

「要員管理」のオプションは、追加で有効にできます。
新規採用の功績ベースのプランニングについて
新規採用の功績をプランニングするには、「新規採用の功績ベースのプランニング」を選択しま
す。このオプションを有効にするには、「費用プランニング追加オプション」の「功績ベースの
プランニング」も選択する必要があります。「功績仮定」も選択し、「グローバル」または「エ
ンティティ当たり」レベルでプランニングすることをお薦めします。
「功績ベースのプランニング」を有効にするには、「粒度」が「従業員」または「従業員とジョ
ブ」である必要があります。
ユーザー入力のパフォーマンス評点を使用する「功績ベースのプランニング」は、既存の従業
員にのみ使用できます。
功績ベースのプランニングの詳細は、費用プランニングの有効化および Planningモジュールの
操作の功績レートのプランニングを参照してください。
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分割資金調達 FTEについて
「分割資金調達 FTE」オプションを使用すると、コスト・センター、エンティティ、プロジェ
クトなどの複数の疎ディメンションで FTEを分割資金調達できます。
「分割資金調達 FTE」が有効になっている場合、「値のタイプ」に「均等金額 FTE比率」が選択
され、「福利厚生」、「税金」および「追加所得」に「最大値タイプ」が選択されて「福利厚生と
税金」ウィザードが更新されます。さらに、「税金」では、「最大値タイプ」に「しきい値金額
FTE比率」を選択できるようになります。「福利厚生と税金」ウィザードの各コンポーネント
に対して、管理者は、福利厚生、税金および追加所得の計算に「均等金額」計算または「均等
金額 FTE比率」計算のどちらを使用するかを選択できます。たとえば、医療給付の料金は、
FTEが 1.0でも.5でも同じ金額になることがあるため、「均等金額 FTE比率」を選択します。
しかし、税金は FTEのパーセンテージに基づくことがあるため、「均等金額」を選択します。
「分割資金調達 FTE」を有効にするとき、「従業員マスター・データ」フォームで各従業員のマ
スター FTE値も入力する必要があります。既存の従業員のマスター FTEが欠落している場
合、誤った比率のコンポーネント費用が計算されます。詳細は、従業員マスター・データの入
力を参照してください。
ノート:

• 「分割資金調達 FTE」は追加で有効にできます。
• 「分割資金調達 FTE」を有効にするには、「粒度」が「従業員」または「従業員とジョブ」
である必要があります。

• FTE比率を使用する場合、「値のタイプ」と「最大値タイプ」が一致する必要があります。
FTE比率または FTE値が一貫して適用されるように、「福利厚生と税金」ウィザードでは
FTE比率のメソドロジの不一致は許可されません。

• 税金層が新規マスター FTEに基づいて変更される場合、税金層は「報酬の計算」で計算さ
れません。「デフォルトの同期」または「定義の同期」を実行して、税金層を計算します。

• マスター FTEが変更された場合、「定義の同期」ルールを実行します。

「ディメンションのマップ /名前変更」の有効化
この構成タスクは、最初に機能を有効化するときに実行する必要があります。「ディメンション
のマップ/名前変更」を次のように使用します:

• カスタム・ディメンションを追加します。
たとえば、チャネルと市場についてプランニングすることができます。このケースでは、
これら 2つのディメンションを追加し、チャネルおよび市場メンバーをインポートします。
計算、フォームおよび他のアーティファクトには、指定する追加のディメンションが含ま
れます。

• 既存のディメンションの名前と有効化するモジュール内のディメンションの名前が同じ
で、両方のディメンションを保持する場合は、ディメンションの名前を変更します。

• 複数のモジュールで既存のディメンションを使用します。たとえば、財務を設定し、あと
からプロジェクトを有効にした場合、両者に共通の既存のディメンションを利用できます。
この機能を使用すると、新しいモジュールを有効化するときに共通ディメンションを再構
築する必要がありません。

• 変換済の Planningアプリケーションでディメンションを再利用します。
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レポート・キューブへのカスタム・ディメンションの追加
デフォルトで、多くの要員ディメンションがレポート・キューブ(OEP_REP)に追加されます。
カスタム・ディメンションをレポート・キューブに追加するかどうかを選択できます。
新規アプリケーションの場合、初めて機能を有効化するときにこのタスクを 1回のみ実行でき
ます。
新規アプリケーションの場合、従業員デモグラフィクス・ディメンション(「最終学歴」、「スキ
ル・セット」、「性別」および「年齢層」)がレポート・キューブに追加されないようにするかど
うかも選択できます。(このオプションは、既存のアプリケーションには使用できません。)
既存のアプリケーションの場合、次回「機能を使用可能にする」で変更を加えるときにこのタ
スクを実行する 1回かぎりのオプションがあります。機能を有効にする前に、OEP_REPキュ
ーブ内のデータをクリアする必要があります。
ディメンションをレポート・キューブに追加するかどうかを選択するには:

1. 要員の「機能を使用可能にする」の「ディメンションのマップ/名前変更」セクションで、
ディメンション名の横にある をクリックします。

2. 「有効」セクションで、「要員レポート・キューブ」をクリックし、「OK」をクリックしま
す。
「選択された機能」列のラベルがWorkforceReportingCubeに更新されます。

3. 新規アプリケーションの場合、従業員デモグラフィクス・ディメンションがレポート・キ
ューブに追加されないようにするには、従業員デモグラフィクス・ディメンション名の横
にある をクリックし、「有効」セクションで「要員レポート・キューブ」の選択をクリア
し、「OK」をクリックします。
「選択された機能」列のラベルが更新されて、WorkforceReportingCubeが削除されます。

さらに、データをレポート・キューブにプッシュすると、功績データもプッシュされてレポー
ト・キューブの「功績昇給」にマップされます。

要員の構成
要員の機能を有効化した後で次の構成タスクを実行します。

1. ホームページで「アプリケーション」 をクリックし、「構成」 をクリック
します。

2. 「構成」リストで「要員」を選択します。
3. 必須のタスクをすべて実行します。ビジネスで必要なオプションのタスクを実行します。
「フィルタ」を使用して、構成アクションのステータスを確認します。「アクション」 
を使用して、タスクのステータスを更新します。

4. 構成した後、および構成の変更やメタデータのインポートを行ったときは常に、データベ
ースをリフレッシュします。「構成」ページで、「アクション」メニューから「データベー
スのリフレッシュ」を選択します。「作成」をクリックしてから「データベースのリフレッ
シュ」をクリックします。
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表 6-4 要員の構成オプション

構成 説明
コンポーネント オプション

選択した「等級」、「税金」、「福利厚生」および「追
加所得」をインポートします。これらが要員のコン
ポーネントとみなされます。コンポーネントをイ
ンポートしたら、適切な「構成」オプションを使用
して構成します。

ヒント:

バッチ・ファイルでメ
タデータとデータを
コンポーネントにイ
ンポートできます。
データをインポート
するためにテンプレ
ートを使用すること
もできます。データ
のインポートを参照
してください。

エンティティ 必須
部署、コスト・センター、事業部門など、ビジネス
階層を反映する「エンティティ」ディメンション・
メンバーをインポートします。

給与等級 必須
インポートした「給与等級」の給与基準(「年次」や
「1時間ごと」など)と支給レートを定義します。

オプションおよび層 オプション
「追加所得」のオプション(残業またはボーナスな
ど)および「福利厚生」のオプション(医療給付率な
ど)を設定します。「税金」の層(雇用主負担税など)
を設定します。オプションと層を設定したら、福利
厚生と税金ウィザードを使用して「追加所得」、「福
利厚生」および「税金」を構成します。
勘定科目とドライバの追加および管理および「福利
厚生」、「税金」および「追加所得」の構成を参照し
てください。

プランニングと予測の準備 必須
プランニングおよび予測の時間枠、開始期間および
粒度のレベルを設定します。年ごとに異なる基準
でプランニングおよび予測できます。
要員プランニングと予測の準備を参照してくださ
い。
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表 6-4 (続き) 要員の構成オプション

構成 説明
福利厚生と税金 必須

「福利厚生」、「税金」および「追加所得」を設定し
ます。コンポーネントは、税金、福利厚生または追
加所得です。ウィザードでは、ビジネスに基づく質
問に答えることでコンポーネントを設定できます。
「福利厚生」、「税金」および「追加所得」の構成を
参照してください。

要員仮定 必須
日、週および年当たりの作業時間数のデフォルトの
仮定を設定します。また、部分的な支払係数も設定
し、産休ステータスに適用する支払パーセンテージ
を設定します。これらの仮定は、シナリオ、バージ
ョン、エンティティおよび通貨別に設定できます。
詳細は、仮定の設定を参照してください。

従業員タイプ オプション
組織の従業員タイプをメンバーとして「従業員タイ
プ」ディメンションにインポートします。提供され
ている従業員タイプ・メンバーは、「常勤」、「契約
社員」および「臨時」です。このオプションは、従
業員のみレベルの粒度で使用可能です。

支払タイプ オプション
組織の支払タイプをメンバーとして「支払タイプ」
ディメンションにインポートします。提供されて
いる支払タイプは、「控除」と「非控除」です。こ
のオプションは、従業員のみレベルの粒度で使用可
能です。

従業員デモグラフィクス オプション
従業員デモグラフィクス(最終学歴など)を設定しま
す。デモグラフィクスを使用すると、個々の従業員
特性に基づいてデータを分析できます。エスニッ
ク・グループなどのデモグラフィクスを選択、追
加、インポートまたはエクスポートできます。
「従業員デモグラフィクス」を有効化すると、要員
によって「性別」、「年齢層」および「最終学歴」属
性が提供されます。退役軍人ステータスなどの従
業員デモグラフィクスを追加できます。通常は既
存の従業員のデモグラフィクス属性をインポート
し、新しい従業員が採用されるとプランナがデモグ
ラフィクスを割り当てます。
要員では、デモグラフィクスなどの情報のレポート
用にデータ・マップが提供されます。
勘定科目とドライバの追加および管理を参照して
ください。
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表 6-4 (続き) 要員の構成オプション

構成 説明
従業員プロパティ オプション

従業員プロパティ(従業員タイプなど)を設定しま
す。プロパティ(スキル・セット、FT/PT、開始月、
功績月、採用ステータスなど)を追加、インポート
またはエクスポートします。その後、従業員プロパ
ティを表示および編集するには、「報酬プランニン
グ」、次に「従業員の詳細の管理」タブを使用しま
す。
勘定科目とドライバの追加および管理を参照して
ください。

非報酬費用 オプション
非報酬費用(研修や出張費用など)を設定します。非
報酬費用を追加、インポートまたはエクスポートし
ます。非報酬費用を追加したら、フォームにデータ
を入力します(「その他費用」→「非報酬費用」)。
勘定科目とドライバの追加および管理を参照して
ください。

パフォーマンス・メトリック オプション
コンポーネントのパフォーマンス・メトリックを追
加、インポート、エクスポートまたは削除します。
たとえば、パフォーマンス評価(「期待を満たす」や
「期待を超える」など)を追加します。
勘定科目とドライバの追加および管理を参照して
ください。

功績レート 必須
年ごとの功績レートを定義します。功績レートを
適用するシナリオ、バージョンおよび通貨を選択し
ます。

従業員 オプション
組織の従業員名および従業員番号をメンバーとし
て「従業員」ディメンションにインポートします。

ジョブ オプション
組織のジョブをメンバーとして「ジョブ」ディメン
ションにインポートします。

スキル・セット ジョブの粒度には必須
メンバーのインポートによって、組織で使用される
スキル・セットを「スキル・セット」ディメンショ
ンにインポートします。

組合コード 従業員およびジョブの粒度には必須
メンバーのインポートによって、組織で使用される
組合コードを「組合コード」ディメンションにイン
ポートします。「組合コード」を追跡しない場合は、
ディメンションをビジネスに役立つ名前に変更で
きます。ただし、名前を変更したディメンションに
は、これまでどおりデフォルトを割り当てる必要が
あります。

性別 オプション
メンバーを「性別」ディメンションにインポートし
ます
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表 6-4 (続き) 要員の構成オプション

構成 説明
最終学歴 オプション

メンバーのインポートによって、組織で使用される
最終学歴を「最終学歴」ディメンションにインポー
トします。

年齢層 オプション
メンバーを「年齢層」ディメンションにインポート
します。従業員の年齢は、経時的な変化に伴って計
算され、年齢層に割り当てられます。

ノート:

独自の年齢層をロー
ドするのではなく、デ
フォルトの年齢層を
使用することをお薦
めします。

ノート:

既存の顧客は、引き続
き既存の年齢層およ
びメンバーを使用し
てください。

<カスタム・ディメンション名、「Projects」など> オプション
メンバーをディメンションにインポートすること
によって、追加したディメンション(プロジェクト
など)をアプリケーションに移入します。

グローバル仮定 必須
複数通貨アプリケーションの外国為替レートを設
定します。

インポート・データの詳細は、データのインポートを参照してください。ディメンション・エ
ディタを使用してメンバーを追加することもできます。
ディメンションとメンバーをインポートしたら、ディメンション・エディタで階層構造を確認
できます。
次の点に注意してください。
• 指定されたメンバーの順序を変更しないようにします。メンバーの順序を維持すること
は、指定された計算とロジックをサポートするために重要です。

• 「プロパティ」ディメンションにメンバーを割り当てることはできません。
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要員プランニングと予測の準備
要員モジュールについて、プランの時間枠および粒度を構成できます。計画および予測シナリ
オに対して、異なる時間枠および粒度を構成できます。
プランの時間枠および粒度を構成するには:

1. 「現在の会計年度」で現在の会計年度を選択します。
2. 「期間」から、現在の実績月を選択します。 13期間アプリケーションの場合は、現在の期
間を選択します。この値は毎月更新する必要があります。

3. 「プラン開始年」には、プランナが現在の会計年度と次の計年度のどちらでプランニングを
行うかを指定します

4. 「プラン」、「年」列を順にクリックして、構成する年数を選択します。たとえば、10年の
アプリケーションの最初の 5年間を構成するには、5年間を選択します。

5. 構成する各年のプランニングの基準を選択します。毎年同じ間隔でプランを準備する場合
は、「すべて」をクリックしてから間隔(たとえば「月次」)を選択します。年によって異なる
間隔でプランを準備する場合は、各年の行で間隔を選択します。たとえば、FY20では月ご
と、FY21では四半期ごとにプランニングする場合、FY20の行では「月次」、FY21の行で
は「四半期ごと」を選択します。 13期間アプリケーションの場合は、「月次」のかわりに
「13 期間」を選択します。

6. 「予測」をクリックし、これまでの手順を繰り返して予測の基準を指定します。
最初の年の「予測」に対するプランニング基準として「四半期ごと」を選択すると、該当
期間でのみ予測データの入力が許可されるように、指定された有効な交差が設定されます。
現在の月より前の四半期予測期間は更新できません。四半期ごとのプランニングを有効に
した場合は常に、代替変数 OEP_CurQtrが提供されます。
最初の年の「予測」に対するプランニング基準として「四半期ごと」を選択すると、現在
の月が四半期の最後の月の場合に、現在の四半期がどのように判別されるかを選択できま
す。
現在の月が四半期の最後の月の場合は、現在の四半期をどのように定義するかについて、
「プランニングと予測の準備」でオプションを選択します。
• 「予測で現在の期間をロック」を選択した場合、要員では次の四半期が使用されます。
たとえば、現在の月が 3月で、このオプションを選択した場合、要員では現在の四半
期を Q2として定義します。

• 「予測で現在の期間をロック」をクリアした場合、要員では現在の四半期が使用されま
す。たとえば、現在の月が 3月で、このオプションをクリア(選択を解除)した場合、要
員では現在の四半期を Q1として定義します。

ノート:

• 「予測で現在の期間をロック」は、最初の年の予測に対するプランニングの基準として
四半期を選択している場合にのみ使用可能になります。

• モジュールごとに「予測で現在の期間をロック」のオプションを選択できます。
この構成タスクによって、必須代替変数がすべて設定されます。
要員のルール、テンプレートおよびフォームでは、計画および予測シナリオに対して異なるプ
ランニング年を使用できます。
要員ビジネス・ルールおよびテンプレートでは、各モジュールの計画および予測シナリオに対
して、「プランニングと予測の準備」構成タスクから個別に開始年と終了年を読み取る方法を使
用します。
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要員のカスタム・ルールまたはテンプレートを作成するには、&OEP_YearRange代替変数で
はなく次の関数を使用します。
• [[PlanningFunctions.getModuleStartYear("Workforce","ScenarioName")]]
• [[PlanningFunctions.getModuleEndYear("Workforce","ScenarioName")]]

ノート:

モジュール名およびシナリオ名は二重引用符で囲む必要があります。

ヒント:

ルールを作成または編集してプランニングおよび予測タスクをカスタマイズする場
合、
[[PlanningFunctions.getModuleStartPeriod("ModuleName","ScenarioName")]]お
よび
[[PlanningFunctions.isPlanStartYearSameAsCurrentFiscalYear("ModuleName")]
]のようにルールで Planning数式を使用して、構成済の時間範囲情報を呼び出すこと
ができます。
モジュール名は大小文字を区別せず、二重引用符で囲む必要があります。
• 資本
• 財務
• プロジェクト
• 要員
Calculation Managerでの設計のシナリオを参照してください。

アカウントとドライバの追加および変更について
追加または変更する必要のあるカスタム・ドライバ・メンバー、勘定科目メンバーおよび他の
アーティファクトの数に応じて、次のいずれかのタスクを実行します:

• 少数—構成ページで直接追加または編集を行います
• 多数—次によってインポートします:

– 既存のセットをエクスポートします。
– エクスポートされたスプレッドシートを変更して、カスタム・アーティファクトのた
めの行やデータを追加します。

– スプレッドシートをインポートします。
このエクスポートとインポートのプロセスにより、アプリケーションの設計とメンテナンスに
かかる時間が短縮されます。要件が変更されたときは、このプロセスを必要に応じて何回でも
繰り返すことができます。たとえば、実行をプランニングしている新しいソーシャル・メディ
ア・キャンペーン用のドライバと似ている、事前定義済マーケティング・ドライバを表示する
ことができます。容易に、ドライバをエクスポートし、マーケティング・ドライバのコピーを
作成し、必要に応じてソーシャル・メディア・キャンペーン用に変更してから再インポートで
きます。
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勘定科目とドライバの追加および管理
勘定科目とドライバを追加または変更するには:

1. アカウントまたはドライバを設定する構成タスクを選択します。
2. リストからコンポーネントまたはカテゴリを選択します(ある場合)。
3. 次のタスクを実行します:

• アーティファクトを追加するには、「アクション」メニューから「追加」を選択して、
新しい行に詳細を入力します。

• 一連のアーティファクトの変更または多数のアーティファクトの新規追加を行うに
は、事前定義済アーティファクトのセットをエクスポートして (「アクション」メニュー
の「エクスポート」を選択)、エクスポート・ファイルを Microsoft Excelで変更しま
す。事前定義済アーティファクトの編集や、アーティファクトのコピー作成と変更を
行って、新しいアーティファクトを作成したり、新しいアーティファクトを追加した
りします。その後、変更したファイルをインポートします(「アクション」メニューから
「インポート」を選択します)。可能な場合には、カテゴリやサブカテゴリを使用して、
関連する機能のアーティファクトをまとめます。

• カテゴリまたはグループに関係なく、すべてのドライバをエクスポートまたはインポ
ートするには、「バッチ・エクスポート」または「バッチ・インポート」を使用しま
す。

• 特定の種類のドライバのみをエクスポートまたはインポートするには、「カテゴリ」ま
たは「コンポーネント」を指定してから「インポート」または「エクスポート」を使
用します。

ノート:

• カスタム・メンバーについて一意のメンバー名と別名を指定して、提供されているメンバ
ーと競合しないようにします。

• ドライバを削除する必要がある場合は、グループ内の他の勘定科目ドライバの式を調べて、
削除しようとするドライバを参照するものがあるかどうか確認します。参照している場合
は、削除に対応するようにロジックを更新します。

従業員デモグラフィクスの設定について
ビデオ

目的 視聴するビデオ
要員データを分析するための従業員デモグラフィ
クスの設定および使用について学習します。  Oracle Enterprise Planning Cloudでの要員

デモグラフィクスの設定
詳細は、勘定科目とドライバの追加および管理を参照してください。

従業員プロパティの追加について
「従業員プロパティ」の「構成」タスクまたはディメンション・エディタを使用して、「勘定科
目」ディメンションにカスタムの従業員プロパティを追加できます。
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新しいカスタム・プロパティを追加した後、プロパティを親の OWP_Workforce Planning
Accounts for Formsの下位に共有メンバーとして追加し、フォームに表示されるようにしま
す。変更を行った後にデータベースをリフレッシュします。
従業員のジョブを変更したり従業員を異動するときに、カスタム・プロパティが転送されるよ
うにするには、カスタム・テンプレートの OWP_Custom Templateを使用して、ルールおよ
びテンプレートをカスタマイズします。詳細は、カスタム要員テンプレートを使用した要員カ
スタマイズのサポートを参照してください。

グローバル仮定の設定: 為替レート
複数通貨アプリケーションを作成した後で為替レートを設定します。為替レートはここで説明
するように手動で入力することもインポートすることもできます。為替レートのインポートの
詳細は、Planningの管理の簡易複数通貨アプリケーションの為替レート・タイプのインポート
を参照してください。
為替レートを手動で設定するには:

1. 通貨ディメンションに各通貨のためのメンバーを追加します。
2. 「グローバル仮定」をクリックして、<基本通貨>に対する為替レートタスクを開きます。こ
こで、プランナが使用する通貨の為替レートを入力します。

3. 「視点」からメンバーを選択します。
4. 各期間および各通貨について平均為替レートと終了為替レートを入力して、フォームを保
存します。

フォームの名前が<基本通貨>に対する為替レートに変更されます。<基本通貨>は、アプリケー
ションを作成したときに選択したレポート通貨です。たとえば、アプリケーションの基本通貨
が「円」の場合、フォームは円に対する為替レートになります。これは、データの変換に使用
される為替レートが対応する通貨をプランナに示し、プランナがシナリオ、年およびバージョ
ンに固有のレートを入力できるようにします。

ノート:

新しいバージョン・メンバーを追加した場合は、そのバージョンに為替レートを入力
する必要があります。

「福利厚生」、「税金」および「追加所得」の構成
次の項では、福利厚生と税金ウィザードを使用して福利厚生、税金および追加所得を構成する
方法を説明します。最大 30のメンバーを追加所得、福利厚生および税金の任意の組合せで構
成できます。

ヒント:

「オプションおよび層」の有効な交差を、「コンポーネント」ディメンションのそれぞ
れの親に対して設定できます。有効な交差の設定の詳細は、Planningの管理の有効な
交差の定義を参照してください。
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チュートリアル
チュートリアルには、トピックの学習に役立つ一連のビデオやドキュメントを使用した手順が
用意されています。

目的 方法の学習
この 90分のチュートリアルでは、要員で追加所得、
福利厚生および税金を構成する方法を示します。  新しい追加所得の定義および福利厚生と

税金の構成

福利厚生と税金ウィザードを使用する前に
ウィザードを起動する前に、次のタスクを実行したことを確認します:

• 要員の「構成」ページの「コンポーネント」を使用して、「福利厚生」、「税金」および「追
加所得」をインポートしました。コンポーネントをインポートすると、そのコンポーネン
トがウィザードで使用できるようになります。

• 「構成」ページで「オプションおよび層」を構成して、「福利厚生」、「税金」(オプション)お
よび「追加所得」(層)を設定しました。これによってオプションと層が作成されます。

これで、福利厚生と税金ウィザードを起動して、「福利厚生」、「税金」および「追加所得」の各
オプションを定義する準備が整いました。

福利厚生と税金ウィザードについて
ウィザードは、ビジネスに基づく質問を使用して、「福利厚生」や「追加所得」のオプションを
定義し、税金(雇用主負担)の層を定義するステップを進めます。
例:

• 追加所得: 「残業手当て」、「功績昇給」
• 福利厚生: 「健康保険」、「住宅ローン」、「車両手当」
• 雇用主負担税: US FICA、Canada Pension Plan (CPP)

ウィザードでは、税率が均等金額か給与の割合か、発生するのが月、四半期、年かなど、ロジ
ックを指定します。また、ウィザードを使用して税金、福利厚生、追加所得を管理することも
できます。各コンポーネントはシナリオやバージョンによって変わります。

ノート:

アプリケーションが 13期間カレンダに基づいている場合は、「支払期間」を「月次」
に設定します。13期間カレンダの計算を参照してください。

ウィザードを起動するには、「構成」で「福利厚生と税金」リンクをクリックします。「フィル
タ」を使用して、構成するコンポーネントを選択します。3つのステップ、「詳細」、「レート」、
「確認」が順に表示されます。
ノート:

• すべてのエンティティがレートおよびしきい値を持っていることを確認してください(コ
ンポーネントでしきい値を使用する場合)。同じレートおよびしきい値をグローバルに適
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用する場合、ソース・エンティティから「すべてのエンティティでレートをコピー」ルー
ルを実行します。階層別のレートの適用を参照してください。

• 福利厚生、税金または追加所得のエンティティ・デフォルトを更新するたびに、「デフォル
トの同期」ルールを実行して、従業員/ジョブ・レベルでエンティティ・デフォルトを適用
する必要があります。ウィザードで既存のコンポーネント(福利厚生、税金または追加所
得)を更新した場合、「報酬の定義の同期」ルールを実行して、更新済の定義を従業員およ
びジョブにプッシュする必要があります。

コンポーネントの共通プロパティ
「追加所得」、「福利厚生」および「税金」では特定のプロパティが共通です。
各コンポーネントは次のプロパティを共有します。
• 「支払期間」(「月次」、「四半期ごと」、「年次」など)。

ノート:

アプリケーションが 13期間カレンダに対して設定されている場合は、「月次」を
選択します。これにより、期間 1から 13が支払期間になります。13期間カレン
ダの操作の詳細は、13期間カレンダの計算を参照してください。

• 「支払い頻度」(「一括支払い」または「期間最後に支払い」など)。「支払い頻度」は「支払
期間」に結び付けられます。

• コンポーネント・タイプ: 「標準」、「レート表」、しきい値を含むレート表および「カスタ
ム」。

ウィザードでのコンポーネントのタイプ
「詳細」画面で、福利厚生、税金または追加所得のコンポーネント・タイプ(計算レート・タイ
プ)を選択します。
コンポーネント・タイプ:

• 標準 - しきい値を含む年ごとの単純レート・オプション。次に、必要なオプションをデフ
ォルトとして適切なドライバに割り当てます。「標準」コンポーネント・タイプは、すべて
のデフォルトについてしきい値を含む単一レートのオプションまたは層であるため、1行
しかありません。「追加所得」と「福利厚生」では「オプションなし」、「税金」では「層な
し」です。

• レート表 - しきい値のない異なるレート・オプションが提供されます。このコンポーネン
ト・タイプでは、必要なオプションまたは層をデフォルトとして適切なドライバに割り当
てます。レート表には、オプションと層の行が表示され(これらのオプションと層の行は
「構成」ページの「オプションおよび層」で定義したもの)、しきい値は割り当てられてい
ません。

• レート表およびしきい値 - しきい値を含む様々なレート・オプションが提供されます。こ
のコンポーネント・タイプでは、必要なオプションまたは層をデフォルトとして適切なド
ライバに割り当てます。しきい値を含むレート表には、前に構成されたしきい値を含むオ
プションまたは層の行が表示されます。「追加所得」と「税金」では、「しきい値金額」の
「最大値タイプ」がサポートされます。デフォルトで割り当てられるオプションまたは層に
関係なくすべての層が対象になります。
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• カスタム - コンポーネントの追加所得、福利厚生または税金に対してカスタム計算ロジッ
クを作成できます。コンポーネントでのカスタム計算ロジックの作成を参照してくださ
い。

ヒント:

しきい値は、結果の費用値に対する上限または最大値です。たとえば、「車両手当」
は、しきい値の$4,000までは給与の割合です。これを超えると、「車両手当」福利厚
生は停止されます。上限に達するとレートが変わります。たとえば、最初の層(しき
い値$50,000まで)の税率は 4.5%、2番目の層($100,000まで)は 12.6%です。しきい
値が層構造に適用されるだけでなく、最大値を「追加所得」、「福利厚生」、「税金」の
計算に設定することもできます。

一括支払いオプションについて
一括支払いオプションを使用すると、追加所得、福利厚生または税金の支払月を指定できます。
これらのオプションは、コンポーネントに選択した「支払期間」に応じて変化します。
たとえば、2月と 8月の 6か月ごとに 1回、福利厚生を支払う必要がある場合、「半期ごと(カ
レンダ)」として「支払期間」を、「支払頻度」として「一括支払い」を、一括支払いオプショ
ンで 2番目の月を選択します。
別の例: 「支払期間」が「年次(会計年度)」である場合、「支払頻度」として「一括支払い」を
選択すると、会計年度で 1回、一括支払いが発生します。一括支払いオプションでは、費用を
計算するための会計年度の月(1番目から 12番目まで)を選択できます。会計年度が 7月に開
始する場合、11番目の月を選択すると、費用は 5月に追加されます。
福利厚生と税金ウィザードのこれらのオプションには、コンポーネントの「詳細」ページでア
クセスできます。

「値のタイプ」について
Table 6-5    「値のタイプ」のオプション

値のタイプ 説明
均等金額 使用可能:

• 福利厚生
• 追加所得
• 税金

給与の割合 使用可能:
• 福利厚生
• 追加所得
• 税金

総所得の割合 使用可能:
• 福利厚生
• 税金

課税所得の割合 使用可能:
税金
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Table 6-5    (Cont.) 「値のタイプ」のオプション

値のタイプ 説明
均等金額 FTE比率 分割資金調達 FTEで使用。使用可能:

• 福利厚生
• 追加所得
• 税金

「最大値タイプ」について
「最大値タイプ」で使用可能なオプションは、コンポーネントが「追加所得」、「福利厚生」、ま
たは「税金」のどれであるかに基づいています。
FTE比率を使用する場合、「値のタイプ」と「最大値タイプ」が一致する必要があります。FTE
比率または FTE値が一貫して適用されるように、「福利厚生と税金」ウィザードでは FTE比率
のメソドロジの不一致は許可されません。
「最大値タイプ」を「しきい値金額」に設定できるのは、「税金」の場合のみです(「追加所得」
または「福利厚生」では設定できません)。「最大値タイプ」を「しきい値金額」に設定した場
合、各層のしきい値によって層の計算が導出されます。アプリケーションは、デフォルトで割
り当てられている層には関係なく、必要に応じてすべての層をデフォルト割当てに適用します。
複数の層レートを持つ層型税金を適用する必要がある場合は、「コンポーネント・タイプ」とし
て「レート表およびしきい値」を、「最大値タイプ」として「しきい値金額」を選択します。
「コンポーネント・タイプ」として「標準」を選択する場合、「層なし」でレートを指定します。
この場合、「最大値タイプ」が「しきい値金額」である場合でも、層の計算ロジックは適用され
ません。
「最大値タイプ」はウィザードの「詳細」ページで設定します。

「最大値タイプ」が「しきい値金額」に設定されない場合は、各オプションまたは層の行の割当
てが関連するため、適切に割り当てる必要があります。
たとえば、「最大値タイプ」を「しきい値金額」に設定する例として、US FICA税を使用しま
す。すべての行が該当するため、デフォルトとして割り当てられる行はありません。税率は、
給与$118,500までは 7.65%、$118,500を超えて$200,000までは 1.45%です。$200,000を超
える分には税率 2.35%が適用されます。(デフォルトを割り当てるときもオプションまたは層
を選択する必要がありますが、計算で無視されます。)
例:
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表 6-6 「最大値タイプ」のオプション

値のタイプ 説明
均等金額 使用可能:

• 福利厚生
• 追加所得
• 税金

給与の割合 使用可能:
• 福利厚生
• 追加所得
• 税金

課税所得の割合 使用可能:
税金

総所得の割合 使用可能:
• 福利厚生
• 税金

しきい値金額 使用可能:
税金

均等金額 FTE比率 分割資金調達 FTEで使用。現在のデータの交差に
対する FTEが取得され、マスター FTEで除算され、
均等金額が乗算されます。使用可能:
• 福利厚生
• 追加所得
• 税金

しきい値金額 FTE比率 分割資金調達 FTEで使用。現在のデータの交差に
対する FTEが取得され、マスター FTEで除算され、
しきい値金額が乗算されます。使用可能:
税金

「所得タイプ」について
「所得タイプ」は「追加所得」のみで有効です。

所得タイプ「総支払に追加」および「総支払に追加しない」は、総所得から福利厚生と税金の
「値のタイプ」と「最大値タイプ」を導き出します。したがって、「所得タイプ」が「総支払に
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追加」に設定されると、それらの追加所得は「総所得の割合」に基づいて福利厚生と税金に組
み込まれます。
「所得タイプ」が「総支払に追加しない」に設定されると、「所得タイプ」と「最大値タイプ」
に「総所得の割合」を使用する福利厚生または税金は、「総所得の割合」に基づく福利厚生また
は税金からそれらの追加所得を除外します

「課税対象コンポーネント」について
「課税対象コンポーネント」は、「追加所得」または「福利厚生」が「はい」に設定されている
「所得タイプ」と同様に動作します。「課税対象コンポーネント」はすべての税金計算に含まれ
るためです。この場合、「値のタイプ」または「最大値タイプ」は「課税所得の割合」に設定さ
れています。

レートの入力について
福利厚生と税金ウィザードで、期間別およびエンティティ別にコンポーネントのレートとロジ
ックを入力できます。年間に変動するレートを考慮して、報酬費用に対するその影響をアセス
メントできます。たとえば、7月中に変動する税率を考慮できます。
福利厚生と税金ウィザードの「レート」ページが、「残高」に設定された「勘定科目」の「タイ
ム・バランス」プロパティで縮小された「年合計」メンバーとともに開かれます。「年合計」に
値を入力することができ、その値は自動的にその子の最後の期間に自動的に分散されます。既
存の配分が存在しない場合(つまり、すべての子の値がゼロであるかまたは欠落している場合)、
その値はすべての子に分散されます。または、「年合計」を展開して、レベル 0のメンバーのレ
ートを手動で入力または変更できます。

レートおよびしきい値のスコープについて
コンポーネントの「しきい値のスコープ」オプション(「YTD」または「月次」)では、月または
年ごとに独立して計算される追加所得、福利厚生または税金のレート層を設定できます。
たとえば、保険プログラムでは、月ごとにゼロから開始するレート層を適用できます。

ノート:

アプリケーションが 13期間カレンダに対して設定されている場合は、「月次」を選択
すると、計算ロジックが期間 1から 13に適用されます。

この例では、財務の従業員の所得が$4,000であり、税金が給与の割合として定義され、「しき
い値のスコープ」が「月次」で 3つのレート層があるとします。
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その税率は、最初の 1,000の月次報酬に対しては 12%、1,000から 3,000までの所得に対して
は 20%、3,000から 5,000までに対しては 30%です。

階層別のレートの適用
「すべてのエンティティでレートをコピー」ルールを使用して、エンティティ階層のセクション
内のメンバーに、同じレートおよびしきい値を適用できます。このルールを使用すると、レー
ト・データを手動で入力またはインポートする必要がなくなります。
「すべてのエンティティでレートをコピー」ルールは、エンティティのメンバーが追加所得、福
利厚生または税金に同じレートおよびしきい値を使用する場合、特に便利です。「レート」ペー
ジで、「アクション」メニューからこのルールを実行することで、コンポーネントのレートおよ
びしきい値を、あるエンティティから階層の別のセクションにコピーできます。「メンバー・セ
レクタ」で、レートをコピーするソース・レベル 0のエンティティ・メンバーと、レートのコ
ピー先となるターゲットの親またはレベル 0のメンバーを選択します。
たとえば、フランスの福利厚生のレート・データを入力し、「すべてのエンティティでレートを
コピー」を使用して、関係関数を通じて福利厚生レートをヨーロッパ合計のすべてのレベル 0
の子孫と、北ヨーロッパ合計のレベル 0の子孫にコピーできます。

13期間カレンダの計算
13期間カレンダ(12か月カレンダではなく)に対して要員が設定されている場合は、コンポーネ
ント計算が 13期間とどのように相互作用するかについて学習します。
カレンダ年支払条件および 13期間について:

• カレンダ日付は会計年と期間をまたがります。
• 「支払期間」(「月次」、「四半期ごと」、「年次」など)が「月次」に設定されている場合は、各
カレンダ月の最終日が発生する期間が支払期間になります。このため、通常、少なくとも
1つの期間に支払がありません。

• 計算ロジックでは、コンポーネントの費用は該当期間の月の最終日に発生すると想定しま
す。

例:

• 「支払期間」が「年次(カレンダ年)」で、「支払頻度」が「期間最初に支払い」の場合、費用
は該当期間の 1月 31日に発生します。

• 「支払期間」が「年次(カレンダ年)」で、「支払頻度」が「一括支払い」で、一括支払いオプ
ションが「最初の月」の場合、費用は該当期間の 1月 31日に支払われます。

• 「支払期間」が「年次(会計年)」で、「支払頻度」が「一括支払い」で、一括支払いオプショ
ンが「最初の月」の場合、費用は第 1期間(TP1)に支払われます。

関連項目:

• 53週の年について
• サマリー期間と 13期間

53週の年について
要員が 13期間カレンダで 53週を処理する方法を学習します。
デフォルトでは、最初の 3四半期に 3つの期間があり、最後の四半期に 4つの期間があります
(3-3-3-4)。ただし、管理者は、アプリケーションの作成時に 4つの期間を追加する四半期を選
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択できます。4-4-5、4-5-4および 5-4-4カレンダ(52週 x 7日 = 364日)の週次レイアウト、毎
年余る 1日、およびうるう年の発生に基づいて、53番目の期間はおよそ 5、6年ごとに発生し
ます。うるう年の 5番目の期間は、アプリケーションの作成時に定義した余剰期間に自動的に
適用されます。
給与基準のレートは、52週に基づいた週次レートによって計算された後、その期間の週数が乗
算されます。53週ある年では、13番目の期間での週次レートは 5で乗算されます。53番目の
週には、アプリケーションの作成時に指定した期間の追加の週次金額が支払われます。年合計
金額は、53週の年が 52週の年より 1週間分の値だけ多くなります。指定した給与基準レート
は、52週または 53週の年のいずれに対しても同じです。

サマリー期間と 13期間
13期間カレンダが要員のサマリー期間にどのように表示されるかを学習します。
給与基準のレートは、四半期ごとおよび半期ごとのサマリー期間(STP)には表示されません。
かわりに、給与基準レートは(52週の年に基づいたレートを想定して)週次レートに変換された
後、期間内の週数が乗算されます。うるう年では、構成済の余剰期間でのレートは 5で乗算さ
れます。

コンポーネントでのカスタム計算ロジックの作成
カスタム・コンポーネントで独自の要員計算を定義すると、非常に柔軟に条件ロジックを適用
して、追加所得、福利厚生または税金の計算に値ドライバを指定できます。
たとえば、カレンダ年の最初の 6か月に開始する新規採用には適用されるが、採用の初年にお
けるカレンダ年の最後の 6か月に開始する新規採用には適用されないボーナス計算を作成でき
ます。「均等金額」や「給与の割合」など、事前定義されたもの以外の値ドライバを選択するこ
ともできます。たとえば、コミッションなどの追加所得を、収益などの作成したカスタム・メ
ンバーに基づかせることができます。値タイプ・ドライバとしてメンバーを指定するには、カ
スタム・コンポーネントのメンバー式にそれを含めます。
カスタム・コンポーネントのロジックをカスタマイズするには:

1. 福利厚生と税金ウィザードの「詳細」ページで既存のコンポーネントを編集し、「コンポー
ネント・タイプ」で「カスタム」を選択します。

2. コンポーネントの設定を続けます(カスタム・ロジックで使用するレートをオプションで入
力します)。
メンバー式に任意のしきい値を含めます。

3. 「プロパティ」ディメンションの OWP_Custom Expenseメンバーに対してメンバー式を
作成します。
a. ホームページで「アプリケーション」、「概要」、「ディメンション」の順に選択します。
b. 「キューブ」の右側の下矢印をクリックし、OEP_WFPを選択します。
c. 「プロパティ」をクリックし、「メンバー名」列ヘッダーを右クリックして、「デフォル
ト・モード」をクリアします。

d. OWP_Custom Expenseメンバーを選択し、OEP_WFP Formula列まで右にスクロー
ルして、交差セルをクリックします。

e. グリッドの左上で、「メンバー式」アイコン

をクリックします。
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f. メンバー式を入力します。
ノート:

• カスタム計算ロジックを作成する前に、最初に事前定義済計算の使用を詳細に調査するこ
とをお薦めします。

• アプリケーションを本番環境に移行する前に、カスタム式のパフォーマンスを評価してく
ださい。

• 複数のカスタム・コンポーネントを作成して使用するには、各コンポーネントのカスタム・
ロジックを受け入れるように OWP_Custom Expenseメンバー式を変更します。たとえ
ば、各カスタム・コンポーネント・タイプに対してネストされた IF条件を使用します。

ヒント:

計算ロジックのカスタマイズの詳細といくつかのサンプル式については、次のトピッ
クを参照してください。

OWP_Custom Expenseのカスタム式の作成
次に示すヒントやサンプル式を使用すると、OWP_Custom Expenseのカスタム式を作成する
際に役立ちます。これらのヒントでは、アプリケーション粒度が「従業員とジョブ」であると
仮定します。
• 「支払期間」、「支払頻度」、「値のタイプ」などのプロパティのデータは、従業員とジョブの
組合せで、対応する「プロパティ」メンバー→通貨なし→「BegBalance」→「勘定科目」
(福利厚生 1:10/所得 1:10/税 1:税 10)に格納されます。

• レートは、従業員とジョブの組合せで、OWP_Value→「通貨」→「勘定科目」(福利厚生
1:10/所得 1:10/税 1:税 10)に格納されます。

• しきい値は、従業員とジョブの組合せで、OWP_Maximum Value→「通貨」→「勘定科目」
(福利厚生 1:10/所得 1:10/税 1:税 10)に格納されます。

• 期間を評価して、異なる「支払期間」オプションに応じて月の「暦期間-インデックス」に
基づき費用を計算するために、付属の式を参照できます。

• 複数のカスタム式を追加するには、OWP_Custom Expenseのメンバー式でそれらをネス
トします。

福利厚生と税金の計算のカスタマイズ
次の例を確認することで、福利厚生と税金の計算をカスタマイズする際に役立ちます。
使用例 1

コミッション基準勘定科目(要員に付属していないカスタムの勘定科目)のパーセンテージとし
てコミッションを計算するとします。コミッションは、福利厚生と税金ウィザードで入力され
たレートと、カスタムのコミッション基準勘定科目を掛けて計算します。
サンプル式
IF("No Property"->"BegBalance"==[OWP_EarningList.Commission])  
    IF(@ISMBR(@RELATIVE("OWP_Existing Employees",0)))  
        "Commission Basis"->"No Property" * ("OWP_Value"/100);  
    ELSE  
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        #Missing;  
    ENDIF  
ENDIF

使用例 2

前述の例を基盤として、「功績」勘定科目のパーセンテージとして計算される「保険」という福
利厚生を、福利厚生と税金ウィザードで選択した次の値とともに追加するとします。
• コンポーネント・タイプ - カスタム
• 支払期間 - 四半期ごと(カレンダ年)

• 支払頻度 - 期間最初に支払い
• 最大値タイプ - 均等金額
• しきい値のスコープ - YTD

• 課税対象コンポーネント - はい
• すべての月のレート - 10

• しきい値 - 400

• 値のタイプ - 福利厚生はカスタム・ロジックで「功績」のパーセンテージとして計算する
ため、「値のタイプ」には任意の値を選択できます。

サンプル式
IF("No Property"->"BegBalance"==[OWP_EarningList.Commission])  
    IF(@ISMBR(@RELATIVE("OWP_Existing Employees",0)))  
        "Commission Basis"->"No Property" * ("OWP_Value"/100);  
    ELSE  
        #Missing;  
    ENDIF  
ELSEIF("No Property"->"BegBalance"==[OWP_BenefitList.Insurance])
    IF("Cal TP-Index"==1 OR "Cal TP-Index"==4 OR "Cal TP-Index"==7 OR "Cal TP-
Index"==10)
        "OWP_Expense amount"="OWP_Merit"->"OWP_Expense amount"*("OWP_Value"/
100);
    ENDIF;
    IF("OWP_Expense amount"!=#MISSING)
        IF("OWP_Calculated Max Value"!=#MISSING)
            IF("OWP_CYTD(Prior)"+"OWP_Expense amount">"OWP_Calculated Max 
Value")
                IF("OWP_CYTD(Prior)"<="OWP_Calculated Max Value")
                    "OWP_Expense amount"="OWP_Calculated Max 
Value"-"OWP_CYTD(Prior)";
                ELSE
                    "OWP_Expense amount"=#MISSING;
                ENDIF;
            ENDIF;
        ENDIF;
    ENDIF;
    "Custom Expense"="OWP_Expense amount";
ENDIF;
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使用例 3

前述の例を基盤として、「福利厚生 1」、「福利厚生 2」、「福利厚生 3」および「福利厚生 4」の
パーセンテージとして計算される SUTAという税金(層型税金)を、福利厚生と税金ウィザード
で選択した次の値とともに追加するとします。
• コンポーネント・タイプ - カスタム
• 支払期間 - 月次
• 最大値タイプ - しきい値
• しきい値のスコープ - 月次
• 「レート」ページではレートを指定しません。
• カスタムの層型税金では、レートをカスタム式の一部として指定する必要があります。
サンプル式
IF("No Property"->"BegBalance"==[OWP_EarningList.Commission])  
    IF(@ISMBR(@RELATIVE("OWP_Existing Employees",0)))  
        "Commission Basis"->"No Property" * ("OWP_Value"/100);  
    ELSE  
        #Missing;  
    ENDIF  
ELSEIF("No Property"->"BegBalance"==[OWP_BenefitList.Insurance])
    IF("Cal TP-Index"==1 OR "Cal TP-Index"==4 OR "Cal TP-Index"==7 OR "Cal TP-
Index"==10)
        "OWP_Expense amount"="OWP_Merit"->"OWP_Expense amount"*("OWP_Value"/
100);
    ENDIF;
    IF("OWP_Expense amount"!=#MISSING)
        IF("OWP_Calculated Max Value"!=#MISSING)
            IF("OWP_CYTD(Prior)"+"OWP_Expense amount">"OWP_Calculated Max 
Value")
                IF("OWP_CYTD(Prior)"<="OWP_Calculated Max Value")
                    "OWP_Expense amount"="OWP_Calculated Max 
Value"-"OWP_CYTD(Prior)";
                ELSE
                    "OWP_Expense amount"=#MISSING;
                ENDIF;
            ENDIF;
        ENDIF
    ENDIF
    "Custom Expense"="OWP_Expense amount";
ELSEIF("No Property"->"BegBalance"==[OWP_TaxList.SUTA])
    IF("OWP_Benefit1"->"OWP_Expense amount"+"OWP_Benefit2"->"OWP_Expense 
amount"+"OWP_Benefit3"->"OWP_Expense amount"+"OWP_Benefit4"->"OWP_Expense 
amount"<=1000)
        ("OWP_Benefit1"->"OWP_Expense amount"+"OWP_Benefit2"->"OWP_Expense 
amount"+"OWP_Benefit3"->"OWP_Expense amount"+"OWP_Benefit4"->"OWP_Expense 
amount")*(10/100);
    ELSEIF("OWP_Benefit1"->"OWP_Expense amount"+"OWP_Benefit2"->"OWP_Expense 
amount"+"OWP_Benefit3"->"OWP_Expense amount"+"OWP_Benefit4"->"OWP_Expense 
amount"<=1200)
        (("OWP_Benefit1"->"OWP_Expense amount"+"OWP_Benefit2"->"OWP_Expense 
amount"+"OWP_Benefit3"->"OWP_Expense amount"+"OWP_Benefit4"->"OWP_Expense 
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amount")-1000)*(20/100) + 1000*(10/100);
    ELSEIF("OWP_Benefit1"->"OWP_Expense amount"+"OWP_Benefit2"->"OWP_Expense 
amount"+"OWP_Benefit3"->"OWP_Expense amount"+"OWP_Benefit4"->"OWP_Expense 
amount"<=1300)
        (("OWP_Benefit1"->"OWP_Expense amount"+"OWP_Benefit2"->"OWP_Expense 
amount"+"OWP_Benefit3"->"OWP_Expense amount"+"OWP_Benefit4"->"OWP_Expense 
amount")-1200)*(30/100) + (1200-1000)*(20/100) + 1000*(10/100);
    ELSE
        (1300-1200)*(30/100) + (1200-1000)*(20/100) + 1000*(10/100);
    ENDIF
ENDIF

ノート:

OWP_Expense Amountに値を割り当てないでください。計算値にさらにロジック
を適用する使用例がある場合、OWP_Expense Amountを OWP_Custom Expense
に割り当てます。類似した前述の使用例 2を参照してください。

ウィザードを使用して構成した後で
ウィザードを使用して「追加所得」、「福利厚生」および「税金」を構成した後で、次のタスク
を実行します:

• 給与、追加所得、福利厚生および税金のデフォルトを割り当てます。デフォルトの設定を
参照してください。

• 「新規採用」の「給与等級」のデフォルト値を割り当てます。
• デフォルトを従業員(「従業員」のみまたは「従業員とジョブ」の粒度)およびジョブ(「ジョ
ブ」のみの粒度)に割り当てるには、「デフォルトの同期」ルールを実行します。このルー
ルは、新規採用者と既存の従業員またはジョブの両方に適用されます。
単一の従業員またはジョブに対して、または従業員とジョブの組合せに対してルールを実
行するには、フォームでその行を選択し、「アクション」、「デフォルトの同期」の順にクリ
ックします。「報酬プランニング」、「従業員の管理」、「既存の従業員」の順にクリックしま
す。親レベルの従業員/ジョブに対してルールを実行するには、「アクション」、「ビジネス・
ルール」、「デフォルトの同期」の順にクリックします。

例 - 付加給付の追加
この例では、新しい付加給付を作成するステップを説明します。たとえば、福利厚生を従業員
の給与のパーセンテージに設定するとします。北米、EMEAおよび APACの従業員に、33%か
ら 35%の範囲で別々のパーセンテージを指定します。
開始前の前提条件は次のとおりです:

• 少なくとも「費用プランニング」、「報酬費用」および「福利厚生」に対して要員を有効に
しておきます。(3つの粒度レベルすべてで福利厚生がサポートされます。)

• アプリケーション・メタデータをインポートして、付加給付率コンポーネント・メンバー
を追加しておきます。

• ユーザー変数を設定しました。
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付加給付をコンポーネントとして追加
まず、福利厚生と税金ウィザードを使用して、新しい福利厚生を作成します。
1. ホームページで「アプリケーション」、「構成」の順にクリックします。
2. 「構成」リストで、 、「要員」の順にクリックします。
3. 構成: 要員で、「オプションおよび層」をクリックします。

 

 

4. 「オプションおよび層」の「コンポーネント」で、「オプション」を選択します。
5. 「アクション」から「追加」を選択し、テキスト・ボックスに「Fringe Rate – North

America」と入力します。繰り返して、EMEAおよび APACのオプションを追加します:

 

 

6. 「保存」、「次」、「閉じる」の順にクリックします。
付加給付の定義

次に、福利厚生と税金ウィザードを使用して、付加給付オプションのレートを設定します。
1. 構成: 要員で、「福利厚生と税金」をクリックします。

2. 「フィルタ」 をクリックします。
3. 「コンポーネント」から、付加給付のシナリオおよびバージョンを選択し、「福利厚生」、「適
用」の順にクリックします:
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4. 「詳細」で、付加給付パラメータを設定します:
 

 

5. 「保存」、「次」の順にクリックします。
6. 「レート」で、各年の給付レート・オプションごとに付加給付レートを入力します。

 

 

7. 「保存」、「次」の順にクリックします。
8. 新しい福利厚生オプションを確認します。
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9. 「保存」、「閉じる」の順にクリックします。
福利厚生のデフォルトの設定

次に、各親エンティティ (North America、EMEAおよび APAC)の子メンバーの福利厚生デフォ
ルトを設定します。
1. ホームページで「要員」をクリックします。
2. 「報酬プランニング」、「デフォルト」、「福利厚生」の順にクリックします。
3. 「POV」からエンティティ・メンバーを選択します。
この例では、「Sales Italy」の福利厚生デフォルトを設定します。

4. 「アクション」、「福利厚生のデフォルトの追加」の順にクリックします。
5. 「福利厚生のデフォルトの追加」の「福利厚生」で、付加給付レートを選択し、「オプショ
ン」で付加レート - EMEAを選択します。
 

 

6. 「起動」をクリックします。
これで、(「雇用予定者の追加」ビジネス・ルールを使用して) Sales Italyに採用要請を追加する
たびに、EMEAに設定した新しい付加給付レート(例: 2017年の 34%)が適用されます。付加給
付を含む報酬が自動的に計算されます。(付加給付レートは、「デフォルトの同期」ビジネス・
ルールを実行したときにも適用されます。)福利厚生と税金ウィザードを使用して付加給付レー
トを更新した場合、更新したレートを適用するために、「報酬の定義の同期」ビジネス・ルール
を実行します。

構成後のタスク
次も参照:

• 仮定の設定
仮定(とデフォルト)によって、要員関連の費用の計算が導き出されます。

• デフォルトの設定
デフォルト(と仮定)によって、要員関連の費用の計算が導き出されます。

• 従業員マスター・データの入力
• 要員と財務の統合のマッピングのカスタマイズ
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• デフォルトの同期
• カスタム要員テンプレートを使用した要員カスタマイズのサポート
要員は、カスタム・テンプレートである OWP_Custom Templateを提供します。このテン
プレートには、サポートされているルールごとに 3つの空白のスクリプト・ブロックがあ
り、サポートされているルールをカスタマイズできます。たとえば、従業員を異動したり
従業員のジョブを変更するときに、スクリプト・ブロックを使用してカスタムの従業員プ
ロパティを含めます。

仮定の設定
仮定(とデフォルト)によって、要員関連の費用の計算が導き出されます。

仮定を設定するには、「報酬プランニング」、「仮定」タブ の順にクリックします。次に、
「一般」、「給与等級」または「功績レート」のタブをクリックします。管理者は、構成の一環と
してこれらの要員仮定を設定します。権限を付与されている場合、プランナは必要に応じてそ
れらを更新できます。
仮定には次のようなものがあります。
• 日および週当たりの作業時間数、月当たり労働日数を含む「一般」仮定。時給従業員の給
与費用および一部支払係数(つまり、産休ステータスに適用する支払パーセンテージ)を導き
出します。
功績以外の仮定については、エンティティ別に、または「エンティティなし」レベル(デフ
ォルト仮定の場合)で、仮定を設定できます。仮定がエンティティに対して設定されている
場合、それが計算に使用されます。設定されていない場合、エンティティなし (組織レベ
ル)に設定されている仮定が使用されます。
「功績仮定」を有効にした場合、既存の従業員の「功績月」および「カットオフ日」の功績
仮定も設定できます。
– 「功績月」は、年ごとに功績昇給を付与する月を指定します。
– 既存の従業員の場合、「カットオフ日」は、功績昇給に適格になるためにそれまでに従
業員を採用する必要がある年ごとの日付を示します。

功績仮定は、どのように有効化されたかによって、グローバル・レベルまたはエンティテ
ィ・レベルのいずれかで設定されます。功績仮定の設定にグローバル・レベルまたはエン
ティティ・レベルのどちらが使用されるかの詳細は、費用プランニングの有効化を参照し
てください。

ノート:

既存の従業員の場合、「ロードされたデータの処理」を実行して、「功績月」およ
び「カットオフ日」の影響を確認する必要があります。
「功績月」または「カットオフ日」を更新するときは必ず、「ロードされたデータ
の処理」を実行して従業員レベルで同期する必要があります。

• 給与基準(たとえば、年次)および給与等級のレートを含む「給与等級」仮定。
エンティティ別に、または「エンティティなし」レベル(デフォルト仮定の場合)で、仮定を
設定できます。仮定がエンティティに対して設定されている場合、それが計算に使用され
ます。設定されていない場合、エンティティなし (組織レベル)に設定されている仮定が使用
されます。
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• 給与計算に追加される「功績レート」。
功績レートは、功績仮定がどのように有効化されたかによって、グローバル・レベルまた
はエンティティ・レベルで設定されます。功績仮定の設定にグローバル・レベルまたはエ
ンティティ・レベルのどちらが使用されるかの詳細は、費用プランニングの有効化を参照
してください。

「財務勘定科目マッピング」の詳細は、要員と財務の統合のマッピングのカスタマイズを参照し
てください。
仮定を設定した後で、「デフォルトの同期」ルールを実行します(デフォルトの同期を参照して
ください)。「給与」、「追加所得」、「福利厚生」および「税金」のデフォルトを設定するには、
デフォルトの設定を参照してください。

デフォルトの設定
デフォルト(と仮定)によって、要員関連の費用の計算が導き出されます。
特定ジョブの全従業員に給与、追加所得、福利厚生または税金のデフォルトを使用する場合は、
デフォルトの追加時にそのジョブを選択します。たとえば、ジョブのデフォルトの追加時に会
計士を選択した場合、会計士であるすべての従業員にそのデフォルトが割り当てられます。
従業員とジョブの粒度が有効になっている場合、ジョブと組合コードに基づいてデフォルトを
設定する必要があります。この設定により、特定ジョブの新規採用の報酬要素がデフォルト設
定されます。たとえば、組合コードがトラック運転手である倉庫作業者に対して、デフォルト
の給与等級を等級 3に設定するとします。
報酬要素のデフォルトをすべてのジョブの全従業員に適用するには、給与、追加所得、福利厚
生および税金のデフォルトを設定する場合などに、OWP_Allの<メンバーを選択します。たと
えば、すべてのジョブおよび組合の全従業員に対してデフォルトの報酬要素を使用する場合は、
OWP_All Union Codeメンバーおよび OWP_All Jobsメンバーを選択します。したがって、た
とえば、OWP_All Union Codeメンバーと OWP_All Jobメンバーを選択した場合、会計の Sue
Doe (組合コードがデフォルト(組合コードなし))と倉庫の Tom Blue (組合コードがトラック運
転手)の報酬要素のデフォルトは同じになります。

ノート:

要員では、「組合コードなし」という名前のレベル 0のメンバーが、「組合コード合
計」の兄弟にシードされます。ただし、給与、追加所得、福利厚生および税金のデフ
ォルトを追加する場合、実行時プロンプトで「組合コードなし」を選択することはで
きません。このニーズを満たすため、要員では、少なくとも 1つの兄弟の nullメタデ
ータ・メンバー(OWP_Unspecified Union Codeなど)を OWP_All Union Codeに追加
することが求められます。
会社が「組合コード」を使用しない場合は、要員を有効にするときに、ディメンショ
ンの名前をビジネスにとって意味のある名前に変更できます。要員を有効にしたと
きに「組合コード」の名前を変更しなかった場合は、「組合コード」ディメンション
に含めるメンバーを作成し、ディメンションの別名を好きな名前に変更できます。

「報酬プランニング」、「デフォルト」 タブの順にクリックまたはタップし、要員のデフ
ォルトを設定します。次に:
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• 「給与」のデフォルトを設定するには、「給与」をクリックします。これらのデフォルトは、

新規採用またはジョブ給与のデフォルトに使用されます。「仮定」、「給与等級」 の
順に使用して、プランナは、インポートした「給与等級」の給与基準(「年次」や「1時間ご
と」など)および給与レートを設定できます。
給与基準と給与レートを OEP_No Entityメンバーにインポートすると、それらがすべての
エンティティで使用されます。または、「OEP_No Entity」を選択します(「報酬プランニン
グ」、「仮定」、「給与等級」)。

• 「追加所得」のデフォルトを設定するには、「追加所得」をクリックします。
• 「福利厚生」のデフォルトを設定するには、「福利厚生」をクリックします。
• 「税金」のデフォルトを設定するには、「税金」をクリックします。

ノート:

デフォルトを追加するとき、親ドライバ・ディメンション・メンバーまたはレベル・
ゼロ・メンバーを選択できます。

「給与マッピング」および「功績マッピング」の詳細は、要員と財務の統合のマッピングのカス
タマイズを参照してください。

ヒント:

「給与」、「追加所得」、「福利厚生」および「税金」のデフォルト、またはエンティテ
ィ間の「基本給与」あるいは「功績」のマッピングをコピーするには、メンバーを右
クリックし、「すべてのエンティティでデータをコピー」を選択し、「OK」をクリッ
クします。元および先エンティティを選択し、「起動」をクリックします。このアク
ションにより、メンバーをコピーする前にターゲットがクリアされます。
「すべてのエンティティで等級のデータをコピー」を使用して、等級、レート情報お
よび等級の財務マッピングをコピーします。

チュートリアル
チュートリアルには、トピックの学習に役立つ一連のビデオやドキュメントを使用した手順が
用意されています。

目的 方法の学習
この 45分のチュートリアルでは、「給与のデフォル
ト」を無効にするために、即時利用可能なテンプレ
ートを変更する方法を示します。最初に新規の給
与オプション・スマート・リストを作成し、要員で
使用される Groovyテンプレートを変更し(「要請
の追加」、「要請の変更」および「既存の詳細の変
更」)、スマート・リストで指定された給与オプショ
ン: 「給与等級」および「給与基準とレート」を使
用します。

 給与のデフォルトの無効化
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従業員マスター・データの入力
「分割資金調達 FTE」を有効にするとき、「従業員マスター・データ」フォームで各従業員のマ
スター FTE値も入力する必要があります。
ホームページで「要員」、「報酬プランニング」、「従業員の管理」、「従業員マスター・データ」
の順にクリックします。
各会計年について、定義した周期性でマスター FTEを入力します。マスター FTEは「分割資
金調達 FTE」を使用する場合に必須です。

Tip:

「従業員マスター・データ」フォームに有効なすべての年の列が表示されます。複数
の期間の FTEの入力しやすくするには、YearTotalのデータを入力します。値が期間
に分散されます。期間を拡張して、特定の月または四半期のデータを変更できます。

「エンティティ」ディメンションの新規メンバー OEP_Home Entityに、マスター FTE値が格
納されます。OEP_Home Entityは、「要員」キューブおよび「要員」レポート・キューブで有
効です。管理者以外の誰かがマスター FTE値を入力または編集する場合、OEP_Home Entity
への書込みアクセス権を確実に付与してください。

Tip:

データ・インポート・テンプレートを使用して、マスター FTE値を従業員にすばや
くロードできます。要員データのインポートを参照してください。

ノート: 従業員の合計割当済 FTE値が様々なプロジェクト(または他のカスタム・ディメンショ
ン)で変更される場合、合計割当済 FTEと一致するようにマスター FTE値を更新して、計算が
正しいことを確認してください。
マスター FTEが変更された場合、「定義の同期」ルールを実行します。
マスター FTEが合計割当済 FTEと一致することの確認に役立つように、管理者は「FTE割当
分析」フォームを確認して、マスター FTEと比較して FTEが割当不足であるか割当過剰であ
るかを確認できます。(ホームページで「要員」、「報酬プランニング」、「検証」、「FTE割当分
析」の順にクリックします。)このフォームからデータを取得するには、データ・マップ「レポ
ート用の人数および FTEデータ」を実行します。正の値は FTEが割当不足であることを意味
し、負の値は FTEが割当過剰であることを意味します。マスター FTEまたは割当済 FTEを更
新して、割当不足または割当過剰を解決できます。
新規採用のノート:

• 新規採用には FTE比率が適用されます。
• 新規採用に対して、OEP_Home Entityにマスター FTE値を入力する必要はありません。
「要員」の計算で、新規採用の FTEはマスター FTEであると仮定されます。
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要員と財務の統合のマッピングのカスタマイズ
Note:

この機能は、「フレキシブル勘定科目マッピング」を有効にした場合のみ使用可能で
す。詳細は、フレキシブル勘定科目マッピングの有効化を参照してください。

デフォルトでは、要員と財務の統合に提供されているデータ・マップは、提供された財務勘定
体系を使用するように設定されています。
財務で独自の勘定体系を使用している場合、データ・マップがデータを正しい勘定科目にプッ
シュするようにマッピングを変更できます。これにより、必要に応じて、給与と功績を別々に
マップすることもできます。
財務に勘定科目を追加した後、OFS_Cross Module Integration→OFS_Workforce FinStmt
Integration→OFS_Total Compensationの下の共有メンバーとして勘定科目を必ず追加しま
す。このステップにより、マッピングの変更時に独自の勘定科目を選択できるようになります。
基本給与および功績勘定科目の要員と財務のメンバー・マッピングをカスタマイズするには:

1. ホームページで「要員」をクリックし、「報酬プランニング」をクリックします。
2. • 「等級」でフレキシブル勘定科目マッピング・ドライバを有効にした場合、「仮定」を

クリックし、「財務勘定科目マッピング」タブをクリックします。
• 「デフォルト」でフレキシブル勘定科目マッピングを有効にした場合、「デフォルト」
をクリックし、「給与マッピング」タブまたは「功績マッピング」タブをクリックしま
す。

POVは、要員の「フレキシブル勘定科目マッピング」を有効にするときに「マッピング・
レベル」および「マッピング・ドライバ」に対して選択した内容によって決まります。

3. • 「等級」でフレキシブル勘定科目マッピング・ドライバを有効にした場合、マップする
財務勘定科目を選択し、「保存」をクリックします。

• 「デフォルト」でフレキシブル勘定科目マッピングを有効にした場合、フォーム上の行
を右クリックし、「給与マッピングの追加」または「功績マッピングの追加」を選択し
ます。財務マッピングを適用する必要があるデフォルト・ドライバ・ディメンション
ごとに 1つ以上のメンバーを選択し、マップ先にする財務勘定科目を選択し、「起動」
をクリックします。

Note:

給与および功績メンバー・リストは、OFS_Total Compensationの財務共有メン
バーから移入されます。

4. マッピングが完了したら、ルール OWP_Synchronize Mappings For Financial Accounts
または「デフォルトの同期」を実行します。

等級によって給与をマップすることを選択し、ロードしたデータに給与基準とレートのみがあ
り、等級情報がない場合、これらの従業員のデータを正常に移動するには、コンポーネント・
ディメンションの OWP_No Gradeへのマッピングを定義します。
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「マッピング・ドライバ」が「デフォルト」に設定されているときにマッピングを削除するに
は、メンバーを右クリックして「財務マッピングの除去」を選択します。親メンバー勘定科目
を選択すると、親の下のすべてのマッピングが削除されます。

Tip:

「給与」、「追加所得」、「福利厚生」および「税金」のデフォルト、またはエンティテ
ィ間の「基本給与」あるいは「功績」のマッピングをコピーするには、メンバーを右
クリックし、「すべてのエンティティでデータをコピー」を選択し、「OK」をクリッ
クします。元および先エンティティを選択し、「起動」をクリックします。このアク
ションにより、メンバーをコピーする前にターゲットがクリアされます。
「すべてのエンティティで等級のデータをコピー」を使用して、等級、レート情報お
よび等級の財務マッピングをコピーします。

要員と財務の間でデータをプッシュするために使用するデータ・マップの詳細は、ビジネス・
プロセスを統合するためのデータのプッシュを参照してください。財務統合サマリーも確認で
きます: ホームページで「財務」、「分析」、「財務統合サマリー」の順にクリックします。

Tip:

要員と財務の間で勘定科目を統合用にマッピングするときに、「無効な財務マッピン
グの識別」フォームを使用して、欠落または無効なマッピングを特定できます。この
フォームを使用すると、必要なマッピングがコンポーネントで欠落している場合や値
が無効なときに発生するエラーを特定でき、要員から財務にデータをプッシュするデ
ータ・マップの実行が成功します。
フォームを使用するには:

1. ホームページで「要員」をクリックし、「報酬プランニング」をクリックします。
2. 「検証」タブをクリックし、「無効な財務マッピングの識別」をクリックします。
3. エラーを確認した後に、「財務勘定科目のマッピングの同期」ルールまたは「定義
の同期」ルールを従業員レベルで実行し、マッピングを修正します。

このフォームは要員とともに財務が有効な場合にのみロードされます。

デフォルトの同期
「構成」ページで福利厚生と税金ウィザードを使用して、福利厚生、税金または追加所得のエン
ティティ・デフォルトを更新するたびに、「デフォルトの同期」ビジネス・ルールを実行して、
更新したデータを入力フォームにプッシュする必要があります。
1. 「報酬プランニング」、「従業員の管理」、「既存の従業員」の順にクリックします。
2. 個人を含む行または空の行をハイライト表示します:

対象にあわせて次のようにビジネス・ルールを実行します:

• 1名のみの場合は、その人物の名前を含む行をハイライト表示してからルールを実行し
ます

• 複数の人物の場合、または実行時プロンプトを使用してディメンションを選択する場
合は、空の行をハイライト表示してからルールを実行します
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3. 「アクション」、「ビジネス・ルール」、「デフォルトの同期」の順にクリックします。
ビジネス・ルールによって、フォームのデータが再計算されて更新されます。

ノート:

コンポーネント(給与等級、福利厚生、税金、追加所得など)のメタデータを更新した
場合は、「報酬の定義の同期」ビジネス・ルールを実行して、更新した定義を割当て
済の従業員およびジョブにプッシュします。このルールは、エンティティ・デフォル
トを更新しません。

カスタム要員テンプレートを使用した要員カスタマイズのサ
ポート

要員は、カスタム・テンプレートである OWP_Custom Templateを提供します。このテンプ
レートには、サポートされているルールごとに 3つの空白のスクリプト・ブロックがあり、サ
ポートされているルールをカスタマイズできます。たとえば、従業員を異動したり従業員のジ
ョブを変更するときに、スクリプト・ブロックを使用してカスタムの従業員プロパティを含め
ます。
OWP_Custom Templateは更新の対象とは見なされないため、カスタムの柔軟なコードを 1
箇所で記述して保守できます。たとえば、カスタム・テンプレートを使用すると、「ジョブの変
更」や 2ステップの「異動」ルールを実行するときに、「勘定科目」ディメンションに追加した
カスタムの従業員プロパティがターゲット・ジョブにコピーされます。OWP_Custom
Templateでカスタマイズを実行するため、提供される他のルールやテンプレートを編集する
必要がありません。これにより、実行したカスタマイズを再適用する必要がないため、提供さ
れる他のルールやテンプレートを更新時に容易に保守できます。
次のルールは OWP_Custom Templateをサポートしており、カスタム・スクリプト・ブロッ
クに対するすべての変更を読み取ります。
• OWP_Change Job

• OWP_Transfer

• OWP_Transfer In

• OWP_Transfer Out

次のテンプレートは、カスタム・プロパティをコピーするために変更する必要はありません。
かわりに、OWP_Custom Templateを使用してください。
• OWP_Assign Target Defaults

• OWP_Change Job

• OWP_Transfer_T

• OWP_Transfer In_T

• OWP_Transfer Out_T

• OWP_Calculate Employee Compensation_Te

• OWP_Process Loaded Data_T

• OWP_Synchronize Defaults_T

• OWP_Synchronize Definition_T
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Note:

新しいカスタム・プロパティを追加した後、プロパティが親の OWP_Workforce
Planning Accounts for Formsの下位に共有メンバーとして追加され、フォームに表
示されていることを確認します。変更を行った後にデータベースをリフレッシュし
ます。詳細は、従業員プロパティの追加についてを参照してください。

カスタム・テンプレートの OWP_Custom Templateを使用するには:

1. ナビゲータから「作成および管理」の下にある「ルール」をクリックして、「Calculation
Manager」を開きます。

2. OWP_Custom Templateを開き、カスタマイズするルールに関連付けられたスクリプト・
ブロックにカスタム変更を加えます。
スクリプト・ブロックの説明によって、スクリプト・ブロックの使用方法の詳細を参照で
きます。

3. カスタマイズするルールのカスタム・スクリプト・ブロックをクリックし、カスタム・コ
ードを入力して、変更を保存します。
たとえば、カスタムの従業員プロパティ「採用日」をサポートするように OWP_Change
Jobルールをカスタマイズするには、ジョブの変更スクリプト 1で次のように変更を行い
ます:

FIX("No Property")
        "OWP_Action" ( 
            IF ( @ISMBR( {Year})) 
              IF ( "Fiscal TP-Index" >= @MEMBER(@CONCATENATE("HSP_ID_", 
@HspNumToString({StartMonth})))->"Fiscal TP-Index") 
                "Hire Date"->{TargetJob} = "Hire Date";
               ENDIF 
            ELSE
                "Hire Date"->{TargetJob} = "Hire Date";
            ENDIF 
            ;
        ) 
        ENDFIX

4. 関連するルール(1つまたは複数)を検証およびデプロイします。

要員のルール
要員のビジネス・ルールは、ここに記載されている状況で実行します。

ヒント:

ルールの実行パフォーマンスを向上する方法の詳細は、要員のルールにおけるパフォ
ーマンスの考慮事項を参照してください。

ビジネス・ルールを起動するには、「アクション」、「ビジネス・ルール」、ルールの順にクリッ
クします。
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• デフォルトの同期 - 福利厚生、税金または追加所得のエンティティ・デフォルトを更新し
た後、このルールを実行します。たとえば、新しい福利厚生を設定したり、既存の福利厚
生をエンティティ・デフォルトから削除します。「新規採用」または「既存の従業員の管
理」フォームからこのルールを実行すると、更新されたエンティティ・デフォルトが従業
員/ジョブ・レベルでプッシュされます。右クリック・メニューを使用して「デフォルトの
同期」を起動した場合は、選択されている従業員とジョブの組合せに対してこれを使用し
ます。
対象にあわせて次のように「デフォルトの同期」ルールを実行します:

– 1人のみの場合、その人の名前を含む行を強調表示してから、ルールを実行します。
– 複数の人の場合、または実行時プロンプトでディメンションを選択する場合、空白部
分を右クリックしてから、ルールを実行します。

• 報酬の定義の同期 - 既存の福利厚生、税金または追加所得を更新した後、このルールを実
行します。たとえば、レート表、支払い頻度、給与等級または最大値を更新したとします。
「報酬の定義の同期」を実行すると、更新されたコンポーネント定義が従業員およびジョブ
にプッシュされます。このルールは、エンティティ・デフォルトを更新しません。

• 報酬の計算 - フォームでデータを更新した場合、費用を再計算するために、「報酬の計算」
ルールを実行します。たとえば、従業員のステータスを変更した場合、その従業員の FTE
を確認してから、報酬の計算を実行します。
このルールを実行して、個々の従業員またはジョブの報酬を計算します。

• 「すべてのデータに関する従業員報酬の計算」および「すべてのデータに関するジョブ報酬
の計算」(ジョブのみのモデルの場合) - これらのルールを実行して、すべてのエンティティ
またはエンティティ内のすべての従業員またはジョブのデータを計算します。

• ロードされたデータの処理 - 新しい報酬データをインポートした後、「ロードされたデータ
の処理」ルールを実行して、データをプランニング年範囲の必要な期間にコピーします。
このルール・セットを実行すると、処理月に異なる値をロードしていないかぎり、すべて
の従業員について人数が 1、一部支払係数が 100%に設定されます。

ヒント:

4つの要員の「一括更新」フォームで既存の従業員、エンティティおよびジョブに関
してソース・データを迅速に変更できます。各フォームは、変更されたデータのみを
処理する Groovyルールに関連付けられています。Planningモジュールの操作の複
数の従業員およびジョブの詳細の更新を参照してください。

ノート:

「エンティティ合計」の下の親エンティティを選択することにより、ルール「デフォ
ルトの同期」、「報酬の定義の同期」および「ロードされたデータの処理」を複数のエ
ンティティに対して一度に実行できます。パフォーマンス上の理由から、1回のパス
ですべてのエンティティのルールを実行するかわりに、「エンティティ合計」で別の
子を選択してルールの複数インスタンスを実行することをお薦めします。
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ノート:

ビジネス・ルールの実行時に無効なデータに関するエラー・メッセージが表示された
場合、ルールのエラー・メッセージのトラブルシューティングを参照してください。

要員で使用される Groovyテンプレート
要員で使用される Groovyテンプレートのセキュリティを設定してください:

• OWP_Add Requisition_GT—「採用要請の追加」メニュー・アイテム
• OWP_Change Existing Details_GT—「既存の詳細の変更」および既存の従業員詳細の変更
メニュー・アイテム

• OWP_Change Requisition_GT—「要請の変更」メニュー・アイテム
• OWP_Enable Job_GT

—「ジョブの追加」メニュー・アイテム
• OWP_Change Salary_GT

—「給与の変更」メニュー・アイテム
• OWP_Incremental Process Data with Synchronize Definition_GT—フォームへの保存時に
実行

• OWP_Incremental Process Data with Synchronize Defaults_GT—フォームへの保存時に実
行

• OWP_Incremental Synchronize Defaults_GT—フォームへの保存時に実行
• OWP_Incremental Synchronize Definition_GT—フォームへの保存時に実行
• OWP_Copy Data across Entities_GT

• OWP_Copy Data Across Entities For Grades_GT

Groovyテンプレートのセキュリティを設定するには:

1. 「ホーム」ページで、「ルール」、「フィルタ」の順にクリックし、キューブおよびアーティ
ファクト・タイプを選択します。

2. ルールまたはテンプレートの横の「権限」をクリックし、「権限の割当」をクリックしま
す。

3. 「権限の割当」で、「権限」をクリックし、権限を割り当てます。詳細は、アクセス権限の
設定を参照してください。

FTEおよび人数の計算
人数および FTEは両方とも従業員をカウントするためのメトリックです。
• 人数は、実際の従業員数として計算されます。
• FTE (常勤換算)は、フルタイムの時間数として計算されます。フルタイムの従業員は FTE
が 1.0となります。パートタイムの従業員は FTEが 1.0より小さくなります。FTEが 0
より大きい場合は、従業員の人数は常に 1.0になります。

従業員の FTEが整数でない場合、FTEおよび人数が異なる結果となる場合があります。FTE
は最も近い整数に丸められます。唯一の例外は、0より大きく 1より小さい場合であり、FTE
は常に 1に丸められます。たとえば、0.25 FTEは 1.0に切り上げられます(0が最も近い整数で
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あっても、人数のために従業員をカウントする必要があります)。FTEが 1.25であるジョブの
場合は、人数は最も近い整数 1.0に丸められます。

報酬計算のチェックリスト
報酬を計算する前に、このチェックリストを使用して、報酬計算を成功させるのに必要な最小
要件を確認します。
Table 6-7    報酬計算のチェックリスト

勘定科目 チェックリスト
基本給与計算 1. 「従業員とジョブ」モデルの必須データ・ロー

ド・プロパティを確認します:
• OWP_FTE
• OWP_Start Date
• OWP_Applicable Union Code
• OWP_Employee Type

2. 「従業員」モデルの必須データ・ロード・プロ
パティを確認します:
• OWP_FTE
• OWP_Start Date
• OWP_Employee Type
• OWP_Pay Type

3. 「ジョブ」モデルの必須データ・ロード・プロ
パティを確認します:
• OWP_Regular Headcount
• OWP_Temporary Headcount
• OWP_Contractor Headcount
• OWP_Pay Type
• OWP_Skill Set

4. 給与等級がロードされた場合は、等級に対して
基本給与およびレートが使用可能であること
を確認します。

共通チェック プランニング・シナリオと予測シナリオの範囲を変
更した場合は、給与、所得、福利厚生および税金の
対応するレートが新しい範囲に対して使用可能で
あることを確認します。
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Table 6-7    (Cont.) 報酬計算のチェックリスト

勘定科目 チェックリスト
功績計算 1. 「功績レート」フォームで「功績レート」が使

用可能で、従業員に「功績月」が割り当てられ
ていることを確認します。

2. 「功績仮定」が有効な場合は、「功績仮定」フォ
ームで「カットオフ日」および「功績月」が年
レベルで使用可能であることを確認します。
• 「功績仮定」が「グローバル」レベルで設

定されている場合は、「功績月」、「功績レ
ート」および「カットオフ日」がグローバ
ル・エンティティ・レベルで使用可能であ
ることを確認します。

• 「功績仮定」が「エンティティ」レベルで
設定されている場合は、「功績月」、「功績
レート」および「カットオフ日」がエンテ
ィティ・レベルで使用可能であることを確
認します。

所得、福利厚生および税金の計算 1. 所得、福利厚生および税金が構成され、福利厚
生と税金ウィザードにレートが入力されてい
ることを確認します。

2. 所得、福利厚生および税金に対して、エンティ
ティのデフォルトが設定されていることを確
認します。

3. 「カスタム」の「コンポーネント・タイプ」の
場合は、OWP_Custom Expenseメンバーの
カスタム式をレビューして、OWP_Expense
Amountメンバーへの割当てがないことを確
認します。

4. 「分割資金調達 FTE」を有効にした場合は、
OEP_Home Entityに対してそのデータがロ
ードされていることを確認します。

財務の柔軟なマッピング 1. 「等級」で「マッピング・ドライバ」が有効な
場合は、等級に対して給与および功績マッピン
グが使用可能であることを確認します。

2. 「デフォルト」で「マッピング・ドライバ」が
有効な場合は、「財務」フォームの給与および
功績マッピングで、すべてのデフォルトに対す
る給与および功績マッピングを確認します。

異動関連のチェック 「ソース」および「ターゲット」の RTPは同一にで
きません。少なくとも 1つのターゲット・ディメン
ションは異なる必要があります。

エラーの解決の詳細は、オペレーション・ガイドのWorkforceでのルール実行中の
HSP_ID_xxxxエラーの解決を参照してください。

要員のルールにおけるパフォーマンスの考慮事項
これらのベスト・プラクティスのヒントを考慮することで、要員のルールの実行パフォーマン
スを向上できる可能性があります。
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環境でハイブリッド Oracle Essbaseが有効になっていない場合、このトピックの情報を使用し
てください。
ハイブリッド Essbaseが有効になっている場合は、最適な FIXPARALLELディメンションが実行
時にルールによって自動的に決定されます。
• 有効な Essbaseがない環境の要員のルールでは、FIXPARALLEL文が「エンティティ」ディ
メンションで実行されると仮定されますが、これは大量のデータを「エンティティ」ディ
メンションにロードする場合に理想的です。ただし、大量のデータを別のディメンション
(たとえば、「プロジェクト」などのフレックス・ディメンション)にロードする場合、
FIXPARALLEL文を変更してかわりに「プロジェクト」ディメンションに適用することで、
パフォーマンスを向上できます。要員には、いくつかのルールおよびテンプレートで使用
される OWP_Fix Parallel_Tという名前のテンプレートが用意されています。OWP_Fix
Parallel_Tに依存するルールおよびテンプレートの詳細なリストは、表表 1を参照してく
ださい。最適なディメンションを反映するように FIXPARALLEL文を変更すると、すべての
依存ルールおよびテンプレートでパフォーマンス向上が実現します。

ヒント:

FIXPARALLEL文に含める最適なディメンションを決定するには、現実的で代表的
なデータを使用してテストを実行してみることをお薦めします。

OWP_Fix Parallel_Tテンプレートを変更するには:

1. たとえば、FIXPARALLEL文で使用するディメンションとして、Entityではなく Flex
Dim1を設定すると仮定します:

a. OEP_WFPキューブの Calculation Managerで OWP_Fix Parallel_Tテンプレー
トを開きます。

b. 「テンプレート・デザイナ」で、"Flex Dimension 1"-
>"FlexDim1Fix=,@RELATIVE(…"設計時プロンプト割当てオブジェクトを選択し
ます。
等式の右側から先頭のカンマを削除して、",@RELATIVE({FlexDim1},0)"から
"@RELATIVE({FlexDim1},0)"のみにします。

c. 「テンプレート・デザイナ」で"Member selection of…"設計時プロンプト割当てオ
ブジェクトを選択します。
i. "@RELATIVE({Department},0)"および"[FlexDim1Fix]",の FixParDimSelお
よび FixStmtMbrSel式の等式の右側をそれぞれ入れ替えます。
変更前
FixParDimSel = @RELATIVE({Department},0)
FixStmtMbrSel = {Scenario}, {Version} [FlexDim1Fix] 
[FlexDim2Fix] [FlexDim3Fix] [CurrencyDTP]

変更後
FixParDimSel = [FlexDim1Fix]
FixStmtMbrSel = {Scenario}, {Version} ,@RELATIVE({Department},0) 
[FlexDim2Fix] [FlexDim3Fix] [CurrencyDTP]
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ii. FixStmtMbrSel式に含まれるようになった"@RELATIVE({Department},0)"の
前に先頭のカンマがあることを確認してください。

d. テンプレートを保存します。
ノート: Fix Parallelは複数のディメンションを持つことができます。"Template
Designer"->"Member selection of…"の FixParDimSelの右側に 1つ以上のディメン
ションを指定できます。エンティティ、従業員、ジョブまたは最適な結果のために有
効化されたカスタム・ディメンションから、右側のディメンションを選択します。

2. OWP_Fix Parallel_Tを変更した後に、次のルールおよびテンプレートを再デプロイし
ます。
表 6-8 OWP_Fix Parallel_T依存ルールおよびテンプレート

ルール/テンプレート 名前
ルール OWP_Process Loaded Data

ルール OWP_Synchronize Defaults

ルール OWP_Synchronize Definition

テンプレート OWP_Incremental Process Data with
Synchronize Defaults_GT

テンプレート OWP_Incremental Process Data with
Synchronize Definition_GT

テンプレート OWP_Incremental Synchronize
Defaults_GT

テンプレート OWP_Incremental Synchronize
Definition_GT

ノート:

– 本番環境で変更を適用する前に、テスト・インスタンスで変更をテスト
してください。

– テンプレートを変更する場合、設計時プロンプト(DTP)を確認して、構文
(カンマの配置など)が有効でバランスがとれていることを確認します。

• 組織の通常のプラクティスで、「ロードされたデータの処理」を実行した直後に「デフォル
トの同期」を実行する場合、同じ相対位置の「定義の同期」テンプレートのかわりに「デ
フォルトの同期」テンプレートを使用するように「ロードされたデータの処理」ルールを
変更することで、実行時間を短縮できます。これを行うことで、「ロードされたデータの処
理」ルールに「デフォルトの同期」テンプレートを含める場合には不要となる「定義の同
期」テンプレートの実行時間を排除できます(「デフォルトの同期」には「定義の同期」の
ロジックが含まれているため)。

• Oracle Fusion Human Capital Managementなどの人事または給与計算システムのソース
から追加所得、福利厚生および税金の割当てを直接ロードする場合、「デフォルトの同期」
や「報酬の計算」を実行する必要はありません。この使用例で、ロードされたすべてのデ
ータに対して報酬を計算する場合、「ロードされたデータの処理」を実行するのみで十分で
す(これには「報酬の定義の同期」が含まれるため)。

• すべての要員データの一括ロードに対して、データ統合を使用して、増分データ・ロード・
プロセスを使用することをお薦めします。このプロセスは、要員データをロードおよび計
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算するための最も効率的で最適なソリューションです。増分要員データのロードおよび計
算を参照してください。
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7
プロジェクトの構成

次も参照:

• プロジェクトの機能の有効化
• プロジェクトの構成
プロジェクトの機能を有効化した後で次の構成タスクを実行します。

• EPM Planningプロジェクトとプロジェクト管理の統合
• 構成後のタスク
• プロジェクトのルール

プロジェクトの機能の有効化
プロジェクトのプランニングを開始する前に、プロジェクトの機能を有効化する必要がありま
す。使用する予定がある機能のみを有効化します。選択内容に基づいて、ディメンション、ド
ライバ、フォームおよび勘定科目が移入されます。後から戻って追加の機能を有効化すること
ができますが、アプリケーションに含めるディメンションは最初に機能を有効化するときにす
べてを有効化する必要があります。

ノート:

一度有効化した機能を後から無効化することはできません。

ビデオ

目的 視聴するビデオ
プロジェクトの有効化および構成について学習し
ます。  Oracle Enterprise Planning Cloudのプロジ

ェクトの構成

チュートリアル
チュートリアルには、トピックの学習に役立つ一連のビデオやドキュメントを使用した手順が
用意されています。

目的 方法の学習
この 90分のチュートリアルでは、プロジェクトの
機能を構成して有効にする方法を示します。  プロジェクトの構成
このチュートリアルでは、契約プロジェクトおよび
収益プランニングの追加での有効化、費用の計画、
収益の計画、および計画の分析の方法を示します。  契約プロジェクトおよび収益の追加での

有効化
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1. ホームページで「アプリケーション」 をクリックし、「構成」 をクリ
ックします。

2. 「構成」リストで「プロジェクト」を選択してから「機能を使用可能にする」をクリックし
ます。

3. 有効化する機能を選択してから、「有効化」をクリックします。特記しないかぎり、後から
戻って追加の機能を有効化することができます。現在使用する必要がある機能のみを有効
化してください。

表 7-1 プロジェクトの機能の有効化

有効化 説明
プロジェクト・タイプ プランニングのためにプロジェクト・タイプを選択

します。
必要なプロジェクト・タイプのみを有効化します。
必要であれば、後から追加してプロジェクト・タイ
プを有効化することができます。
資本プロジェクトを有効化する前に、資本を有効化
し、「プロジェクト」という名前(プロジェクトでの
デフォルト・ディメンション名)のカスタム・ディ
メンションを資本に追加します。名前を変更して、
プロジェクトの「プロジェクト」ディメンションで
別の名前を使用する予定がある場合は、それと同じ
ディメンション名を資本で使用します。
プロジェクト・タイプの有効化を参照してくださ
い。

収益 収益を管理できるようになります。
契約プロジェクトのみで選択できます。収益を追
跡するには、直接入力するか(「直接入力」)、収益ド
ライバを設定します(「ドライバ・ベース」)。収益プ
ランニングに対応するアーティファクト (フォー
ム、計算およびレポート)を追加します。
プロジェクト収益の有効化を参照してください。

プロジェクト・ベネフィット 定性的および定量的のプロジェクト・ベネフィット
を追跡します。
プロジェクト・ベネフィットの有効化を参照してく
ださい。
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表 7-1 (続き) プロジェクトの機能の有効化

有効化 説明
費用 プランニングするプロジェクト関連の費用を選択

します。
費用を入力して(「直接入力」)、または費用ドライバ
を設定して(「ドライバ・ベース」)、費用を追跡しま
す。費用プランニングに対応するフォーム、計算お
よびレポートを追加します。
要員のジョブ・レートを使用するには最初に要員を
有効化する必要があります。
従業員の稼働率を追跡するには、要員をプロジェク
トの前に有効化して、粒度に「従業員」または「従
業員とジョブ」を選択する必要があります。
資本の設備レートを使用するには、最初に資本を有
効化する必要があります。
プロジェクト費用の有効化を参照してください。

ローリング予測 ローリング予測が有効になり、ローリング予測期間
範囲にわたるプロジェクトのレポートおよび分析
が可能になります。
ローリング予測の有効化を参照してください。

プロジェクト・レポート プロジェクトに対してレポート・キューブを有効化
します。
「プロジェクト管理クラウド統合」を選択する場合、
この選択は必須です。このオプションは、ハイブリ
ッド Essbaseが有効であるアプリケーションにの
み使用可能です。

プロジェクト管理クラウド統合 Oracle Project Management Cloudとの統合を有
効化します。統合をすべてサポートするには、「プ
ロジェクト・レポート」も選択する必要がありま
す。
このオプションは、ハイブリッド Essbaseが有効で
ある 12か月カレンダを使用するアプリケーション
にのみ使用可能であり、間接および資本プロジェク
トに対してのみサポートされます。
EPM Planningプロジェクトとプロジェクト管理の
統合および「プロジェクト管理クラウド統合」の有
効化を参照してください。

ディメンションのマップ/名前変更 • アプリケーションで最大 3個のカスタム・ディ
メンションを使用できます。プロジェクトで
は、提案されるディメンション(「ベンダー」、
「フェーズ」および「プログラム」)が提供され
ます。

• カスタム・ディメンションを既存のディメンシ
ョンにマップします。

• 基本ディメンションの名前を変更します。
このステップは、最初にプロジェクトを有効化する
ときに実行する必要があります。
「ディメンションのマップ/名前変更」の有効化を参
照してください。

ディメンション、フォーム、勘定科目など、プロジェクトのアーティファクトが移入されます。
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プロジェクト・タイプの有効化
「プロジェクト・タイプ」を選択し、有効化するプロジェクトのタイプを指定します:

• 契約 - 契約プロジェクトは顧客に対して実行される作業で、顧客は企業に払戻しを行いま
す。契約プロジェクトでは、基礎となる契約に基づいて収益が発生します。そのためにか
かるコストをプランニングします。契約プロジェクトの費用、収益および請求を、クライ
アントが実行および払戻しを行うサービス用にすることができます。契約プロジェクト
は、「実費清算」、「固定価格」、「コスト加算」および「その他」のいずれかにすることがで
きます。

• 資本 - 資本プロジェクトは、長期間または短期間の投資プロジェクトで、資本資産の工事
(建物、堤防、道路など)のために請け負われます。プロジェクトに資本の分類がある場合、
プロジェクトの費用予算策定のみを行うことができます。ただし、プロジェクトの財務ま
たは非財務ベネフィットを取得できます。資本プロジェクトの費用は、資産の開発中に貸
借対照表で建設仮勘定(CIP)として追跡されます。資本プロジェクトが開始され、資産の準
備が整ったら、CIP資産を既存の資産と照合する必要があります。資本プロジェクトを有
効化する前に、資本を有効化し、「プロジェクト」という名前(プロジェクトでのデフォル
ト・ディメンション名)のカスタム・ディメンションを資本に追加します。名前を変更し
て、プロジェクトの「プロジェクト」ディメンションで別の名前を使用する予定がある場
合は、それと同じディメンション名を資本で使用します。

• 間接 - 内部プロジェクトとも呼ばれるように、間接プロジェクトにはコスト影響がありま
すが、収益は発生しません。たとえば、人事チーム向けの、従業員の個人情報を追跡する
ためのポータルを作成する ITプロジェクトは、間接プロジェクトです。プロジェクトが間
接として分類される場合、プロジェクトの費用予算策定のみを行うことができます。ただ
し、プロジェクトの財務または非財務ベネフィットをプランニングできます。

プロジェクト収益の有効化
プロジェクト収益をプランニングできるのは契約プロジェクトのみです。
契約プロジェクトに関連する収益をプランニングする場合は「収益」を選択し、収益プランニ
ングのオプションを選択します。収益プランニング方法を選択します:

• 直接入力—ユーザーがプランニング・フォームに値を直接入力できます。
直接入力を使用すると、事前定義済計算は使用されません。

• ドライバ・ベース—ユーザーが収益計算のレートとドライバを入力できます。
ドライバ・ベースの収益プランニングを行うときは、入力する標準レートや収益ドライバ
が使用され、事前定義済の式に基づいて収益が計算されます。たとえば、オンサイトおよ
びオフショアの請求可能リソースを使用して建設プロジェクトの収益ドライバを設定でき
ます。オンサイトおよびオフショア・リソースの請求可能レートを指定します。労務収益
は、リソース数、請求可能時間および請求可能レートに基づいて計算されます。

プロジェクト・ベネフィットの有効化
間接プロジェクトや資本プロジェクトでは、プロジェクト資産を分析するもう 1つの方法とし
てプロジェクト・ベネフィットの追跡があります。プロジェクト・ベネフィットをプランニン
グすることで、財務ベネフィットを数値化することができ、プロジェクトのニーズの正当化に
役立ちます。プロジェクトの非財務ベネフィットをプランニングすることもできます。これ
は、プロジェクトを正当化し、プロジェクトの成功を判断するために役立ちます。
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「プロジェクト・ベネフィット」を選択し、有効化するプロジェクト・ベネフィットのタイプを
指定します:

• 財務—プロジェクトに関連付ける財務ベネフィットを定義します。ユーザーはプロジェク
トのパフォーマンスを追跡できます。たとえば、新しいWebサイトを設定する場合、プロ
ジェクトから得られる可能性がある財務ベネフィットを追跡できます。たとえば、Webサ
イトのリードから徐々に収益が上がることがあります。または、Webサイトで問合せを扱
うと、コール・センターの費用を節約することができます。あるいは、新しいビデオ会議
施設によって出張費用を節約できるようになることがあります。

• 財務以外—非財務ベネフィットも定義できます。たとえば、新しいWebサイトによって顧
客満足指数が改善することや、プロジェクトへの投資によってユーザー・ベースが次第に
増加することがあります。ベネフィットを数値化して、様々なプロジェクト勘定科目にマ
ッピングできます。

ベネフィットを定義したら、パフォーマンスを追跡できます。
ユーザーは、これらの他に質的プロジェクト・ベネフィットを取得することもできますが、こ
れはプロジェクトの正当化に役立つ数値で追跡することはできません。たとえば、Webサイト
のデザインの改善により顧客のユーザー・エクスペリエンスが向上することに気が付く場合が
あります。

プロジェクト費用の有効化
すべてのプロジェクト・タイプの費用をプランニングできます。
プロジェクトに関連する費用をプランニングする場合は、「費用」を選択してから、費用プラン
ニング方法を選択します:

• ドライバ・ベース—ユーザーが費用計算のドライバを入力します。
ドライバ・ベース・プランニングを行うときは、入力する標準レートや費用ドライバが使
用され、事前定義済の式に基づいて費用が計算されます。
いくつかの費用ドライバ・タイプを有効かできます:

– 労務 - プランナが、様々な労務関連コストの計算、開始日付と終了日付の設定、FTE
のプランニングなどを行うことができます。その他のオプションも選択できます:

* 要員からの統合—要員から労務コードおよびコードのレートを取り込みます。
* 従業員 - ジョブ・レベルではなく指定した従業員レベルでのプランニングを実行で
きます。従業員稼働率の追跡に使用されます。

– 設備—プランナが、開始日付と終了日付やユニット数など、プロジェクトの設備費用
をプランニングできます。「資本からの統合」を選択すると、資本資産を取り込んで、
プロジェクトに配賦することもできます。

– 材料—プランナがプロジェクトの材料費用をプランニングできます。たとえば、建設
プロジェクトでは製材、コンクリートおよび鉄筋が必要になります。

• 直接入力—ユーザーがプランニング・フォームに値を直接入力できます。
直接入力を使用すると、事前定義済計算は使用されません。

ローリング予測の有効化
ローリング予測を有効にすると、プランナは 1年の時間枠を超える継続的なプランニングを実
行できます。ローリング予測を有効にした後、「プランニングと予測の準備」構成タスクを使用
してローリング予測を構成することにより、週次レベル(13週、26週または 52週)、月次レベ
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ル(12か月、18か月または 24か月、および財務の場合は 30か月、36か月、48か月、または
60か月)あるいは四半期レベル(4四半期、6四半期または 8四半期)で継続的なプランニングを
行います。13期間カレンダを使用した財務のアプリケーションでは、期間レベル(13期間また
は 26期間)で継続的にプランニングできます。
「プランニングと予測の準備」構成タスクを使用して、ローリング予測範囲を定義します。提供
されたフォームを使用すると、ローリング予測を簡単に実装できます。ローリング予測は、財
務では主にデータの入力および分析で使用しますが、プロジェクトでローリング予測を有効に
した場合、定義したローリング予測時間範囲にわたってプロジェクトを分析できます。
ローリング予測を有効化および構成すると:

• ローリング予測のプランニングおよび分析用のルール、フォームおよびダッシュボードが
作成されます。

• ローリング予測範囲全体が表示されるようにフォームおよびダッシュボードが設計されま
す。有効な交差を使用して表示内容が制御されます。

• 現在の期間を更新すると、フォームおよびダッシュボードが自動的に更新されます。必要
に応じて新しい期間が追加または削除され、更新されたローリング予測範囲を反映します。
新しく追加された期間にトレンドおよびドライバが移入されます。有効な交差を使用して
フォームが動的になります。

• 財務の場合、新規メンバー(OEP_Rolling Forecast)がシナリオ・ディメンションに追加さ
れます。標準予測メンバー(OEP_Forecast)もまだ使用可能なので、1年の時間枠の予測を
可能にする標準予測手法およびローリング予測手法を使用できます。

• プロジェクトでは OEP_Rolling Forecastメンバーを使用して、対応する機関の予測シナ
リオ(OEP_Forecast)を参照することにより、ローリング予測範囲のデータを動的に表示し
ます。OEP_Rolling Forecastメンバーのデータ入力は許可されません。

• レポートのために、KPIに 2つのシナリオが追加されました:

– OEP_TTM (12か月の証跡)。このシナリオは、前の 12か月のフローに基づいた勘定科
目のアクティビティをレポートします。

– 「予測済 12」。フロー・タイプ勘定科目に対して、このシナリオは、(現在の期間 + 11
個の将来の期間)の合計についてレポートします。残高タイプ勘定科目に対して、この
シナリオは将来のメンバー値 12期間についてレポートします。

Oracle Fusion Cloud EPMを 2019年 6月 4日より前に購入した場合、標準アプリケーション
またはレポート・アプリケーションを Enterpriseアプリケーションへと変換できます。アプリ
ケーションを変換した場合、プランナは変換されたアプリケーションのローリング予測手法を
使用する既存のフォームを引き続き使用できます。ローリング予測を作成するフォーム・プロ
パティがカスタム・キューブで引き続き使用可能であるためです。
ビデオ

目的 視聴するビデオ
ローリング予測を使用したプランニングについて
学習します。  概要: Planningにおけるローリング予測.

ローリング予測の設定について学習します。
 Oracle Enterprise Planning Cloudでのロー

リング予測の設定.
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「ディメンションのマップ /名前変更」の有効化
この構成タスクは、最初に機能を有効化するときに実行する必要があります。「ディメンション
のマップ/名前変更」を次のように使用します:

• カスタム・ディメンションを追加します。
たとえば、チャネルと市場についてプランニングすることができます。このケースでは、
これら 2つのディメンションを追加し、チャネルおよび市場メンバーをインポートします。
計算、フォームおよび他のアーティファクトには、指定する追加のディメンションが含ま
れます。

• 既存のディメンションの名前と有効化するモジュール内のディメンションの名前が同じ
で、両方のディメンションを保持する場合は、ディメンションの名前を変更します。

• 複数のモジュールで既存のディメンションを使用します。たとえば、財務を設定し、あと
からプロジェクトを有効にした場合、両者に共通の既存のディメンションを利用できます。
この機能を使用すると、新しいモジュールを有効化するときに共通ディメンションを再構
築する必要がありません。

• 変換済の Planningアプリケーションでディメンションを再利用します。

プロジェクトの構成
プロジェクトの機能を有効化した後で次の構成タスクを実行します。

1. ホームページで「アプリケーション」 をクリックし、「構成」 をクリ
ックします。

2. 「構成」リストで「プロジェクト」を選択します。
3. 必須のタスクをすべて実行します。ビジネスで必要なオプションのタスクを実行します。
「フィルタ」を使用して、構成アクションのステータスを確認します。「アクション」 
を使用して、タスクのステータスを更新します。
ファイルのインポートやファイル・フォーマットの詳細は、データのインポートを参照し
てください。

4. 構成した後、および構成の変更やメタデータのインポートを行ったときは常に、データベ
ースをリフレッシュします。「構成」ページで、「アクション」メニューから「データベー
スのリフレッシュ」を選択します。「作成」をクリックしてから「データベースのリフレッ
シュ」をクリックします。

表 7-2 プロジェクトの構成

構成 説明
プロジェクト プロジェクトをインポートします。

メンバーを「プロジェクト」ディメンションにイン
ポートすることにより、アプリケーションにプロジ
ェクトを移入します。
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表 7-2 (続き) プロジェクトの構成

構成 説明
リソース・クラス リソース・クラスをインポートします。リソース・

クラスは、労務、材料および設備コードで構成され
ます。
プロジェクト費用をプランニングするために使用
する詳細ジョブをインポートします。メンバーを
インポートするか、あるいは要員が有効化されてい
る場合は、要員のジョブを使用できます。

ノート:

要員とプロジェクト
を統合している場合、
ジョブをインポート
する必要はありませ
ん。ジョブは要員か
ら自動的にインポー
トされます。

エンティティ エンティティをインポートします。
部署、コスト・センター、事業部門など、ビジネス
階層を反映する「エンティティ」ディメンション・
メンバーをインポートします。
メンバーを含むファイルの場所(「ローカル」または
「プランニング受信ボックス」)を選択し、「参照」を
クリックしてファイルを探し、ファイルの種類を指
定して「インポート」をクリックします。

ノート:

エンティティはモジ
ュール間で共通のた
め、すべてのエンティ
ティをまとめてイン
ポートします。

費用勘定科目 費用勘定科目を構成します。
使用する定義済アーティファクトを選択します。
ビジネス・ニーズに合せてプロジェクト費用を管理
するために、カスタム・ドライバまたは勘定科目を
追加またはインポートします。必要な場合には、カ
スタムの勘定科目に関連する論理または計算を追
加する必要があります。
勘定科目とドライバの追加および管理を参照して
ください。
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表 7-2 (続き) プロジェクトの構成

構成 説明
収益勘定科目 収益勘定科目を構成します。

使用する定義済アーティファクトを選択します。
ビジネス・ニーズに合せてプロジェクト収益を管理
するために、カスタム・ドライバまたは勘定科目を
追加またはインポートします。必要な場合には、カ
スタムの勘定科目に関連する論理または計算を追
加する必要があります。
勘定科目とドライバの追加および管理を参照して
ください。

プランニングと予測の準備 プランの時間枠および粒度を設定します。
プランニングおよび予測の時間枠、開始期間および
粒度のレベルを構成します。年ごとに異なる基準
でプランニングおよび予測できます。
プロジェクト・プランニングと予測の準備を参照し
てください。

プロジェクトのプロパティ プロジェクトのプロパティを構成します。
使用する定義済アーティファクトを選択します。
勘定科目やドライバの追加とインポートで使用し
たのと同じプロセスを使用して、カスタム・プロジ
ェクト・プロパティを追加またはインポートしま
す。
勘定科目とドライバの追加および管理を参照して
ください。

グローバル仮定 為替レートを設定します。
複数通貨アプリケーションの外国為替レートを入
力します。
さらに、標準労務レート、諸経費、労働日数および
時間数、割引率など、プロジェクトのグローバル仮
定を入力します。
グローバル仮定の設定: 為替レートおよびグローバ
ル・プロジェクト・レートの入力を参照してくださ
い。

プロジェクト財務マッピング プロジェクトと財務を統合している場合、各プロジ
ェクト勘定科目について、対応する財務勘定科目を
「スマート・リスト」で選択します。
マッピングは「エンティティなし」レベル(デフォ
ルト)で行うことができ、これはエンティティ・レ
ベル・マッピングが設定されていない場合に使用さ
れます。
財務が有効化されている場合のみ使用できます。

<customName>ディメンション <customName>ディメンションのメンバーをイン
ポートします。
<customName>ディメンションを有効化した場合
に、プロジェクトとドライバの関連付けなどのため
に使用します。
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プロジェクト・プランニングと予測の準備
各モジュールについてプランの時間枠および粒度を構成できます。モジュールや年ごとに異な
る時間枠と粒度を設定できます。
プランの時間枠および粒度を構成するには:

1. 「現在の会計年度」で現在の会計年度を選択します。
2. 「期間」から、現在の実績月を選択します。 13期間アプリケーションの場合は、現在の期
間を選択します。この値は毎月更新する必要があります。

3. 「プラン開始年」には、プランナが現在の会計年度と次の計年度のどちらでプランニングを
行うかを指定します

4. 「プラン」、「年」列を順にクリックして、構成する年数を選択します。たとえば、10年の
アプリケーションの最初の 5年間を構成するには、5年間を選択します。

5. 構成する各年のプランニングの基準を選択します。毎年同じ間隔でプランを準備する場合
は、「すべて」をクリックしてから間隔(たとえば「月次」)を選択します。年によって異なる
間隔でプランを準備する場合は、各年の行で間隔を選択します。たとえば、FY20では月ご
と、FY21では四半期ごとにプランニングする場合、FY20の行では「月次」、FY21の行で
は「四半期ごと」を選択します。 13期間アプリケーションの場合は、「月次」のかわりに
「13 期間」を選択します。

6. 「予測」をクリックし、これまでの手順を繰り返して予測の基準を指定します。
最初の年の「予測」に対するプランニング基準として「四半期ごと」を選択すると、該当
期間でのみ予測データの入力が許可されるように、指定された有効な交差が設定されます。
現在の月より前の四半期予測期間は更新できません。四半期ごとのプランニングを有効に
した場合は常に、代替変数 OEP_CurQtrが提供されます。
最初の年の「予測」に対するプランニング基準として「四半期ごと」を選択すると、現在
の月が四半期の最後の月の場合にプロジェクトで現在の四半期をどのように判別するかを
選択できます。
現在の月が四半期の最後の月の場合は、プロジェクトで現在の四半期をどのように定義す
るかについて、「プランニングと予測の準備」でオプションを選択します:

• 「予測で現在の期間をロック」を選択した場合、プロジェクトでは次の四半期が使用さ
れます。たとえば、現在の月が 3月で、このオプションを選択した場合、プロジェク
トでは現在の四半期を Q2として定義します。

• 「予測で現在の期間をロック」をクリアした場合、プロジェクトでは現在の四半期が使
用されます。たとえば、現在の月が 3月で、このオプションをクリア(選択を解除)した
場合、プロジェクトでは現在の四半期を Q1として定義します。

ノート:

• 「予測で現在の期間をロック」は、最初の年の予測に対するプランニングの基準として
四半期を選択している場合にのみ使用可能になります。

• モジュールごとに「予測で現在の期間をロック」のオプションを選択できます。
7. プロジェクトについて、ローリング予測を有効にした場合、「ローリング予測」をクリック
して、継続的なプランニングのための基準を選択します。プランニング頻度(「月次」また
は「四半期ごと」)、期間数、および実績期間数を選択します。
実績期間数では、フォームおよびダッシュボードにローリング予測期間と組み合せて表示
する実績データの期間数を定義します。
「ローリング予測範囲」は、選択した値に基づいて更新されます。
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ローリング予測を構成するとき、プランニング頻度と期間数に基づいてフォームおよびダ
ッシュボードが設定されます。現在のプランニング期間を変更すると、ローリング予測の
フォームおよびダッシュボードが更新されます。期間が追加または削除されて、新しいロ
ーリング予測範囲を反映して実績期間が更新されます。
標準予測とローリング予測を組み合せて使用してプランニングできます。

この構成タスクによって、必須代替変数がすべて設定されます。

ヒント:

ルールを作成または編集してプランニングおよび予測タスクをカスタマイズする場
合、
[[PlanningFunctions.getModuleStartPeriod("ModuleName","ScenarioName")]]お
よび
[[PlanningFunctions.isPlanStartYearSameAsCurrentFiscalYear("ModuleName")]
]のようにルールで Planning数式を使用して、構成済の時間範囲情報を呼び出すこと
ができます。
モジュール名は大小文字を区別せず、二重引用符で囲む必要があります。
• 資本
• 財務
• プロジェクト
• 要員
Calculation Managerでの設計のシナリオを参照してください。

アカウントとドライバの追加および変更について
追加または変更する必要のあるカスタム・ドライバ・メンバー、勘定科目メンバーおよび他の
アーティファクトの数に応じて、次のいずれかのタスクを実行します:

• 少数—構成ページで直接追加または編集を行います
• 多数—次によってインポートします:

– 既存のセットをエクスポートします。
– エクスポートされたスプレッドシートを変更して、カスタム・アーティファクトのた
めの行やデータを追加します。

– スプレッドシートをインポートします。
このエクスポートとインポートのプロセスにより、アプリケーションの設計とメンテナンスに
かかる時間が短縮されます。要件が変更されたときは、このプロセスを必要に応じて何回でも
繰り返すことができます。たとえば、実行をプランニングしている新しいソーシャル・メディ
ア・キャンペーン用のドライバと似ている、事前定義済マーケティング・ドライバを表示する
ことができます。容易に、ドライバをエクスポートし、マーケティング・ドライバのコピーを
作成し、必要に応じてソーシャル・メディア・キャンペーン用に変更してから再インポートで
きます。

勘定科目とドライバの追加および管理
勘定科目とドライバを追加または変更するには:
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1. アカウントまたはドライバを設定する構成タスクを選択します。
2. リストからコンポーネントまたはカテゴリを選択します(ある場合)。
3. 次のタスクを実行します:

• アーティファクトを追加するには、「アクション」メニューから「追加」を選択して、
新しい行に詳細を入力します。

• 一連のアーティファクトの変更または多数のアーティファクトの新規追加を行うに
は、事前定義済アーティファクトのセットをエクスポートして (「アクション」メニュー
の「エクスポート」を選択)、エクスポート・ファイルを Microsoft Excelで変更しま
す。事前定義済アーティファクトの編集や、アーティファクトのコピー作成と変更を
行って、新しいアーティファクトを作成したり、新しいアーティファクトを追加した
りします。その後、変更したファイルをインポートします(「アクション」メニューから
「インポート」を選択します)。可能な場合には、カテゴリやサブカテゴリを使用して、
関連する機能のアーティファクトをまとめます。

• カテゴリまたはグループに関係なく、すべてのドライバをエクスポートまたはインポ
ートするには、「バッチ・エクスポート」または「バッチ・インポート」を使用しま
す。

• 特定の種類のドライバのみをエクスポートまたはインポートするには、「カテゴリ」ま
たは「コンポーネント」を指定してから「インポート」または「エクスポート」を使
用します。

ノート:

• カスタム・メンバーについて一意のメンバー名と別名を指定して、提供されているメンバ
ーと競合しないようにします。

• ドライバを削除する必要がある場合は、グループ内の他の勘定科目ドライバの式を調べて、
削除しようとするドライバを参照するものがあるかどうか確認します。参照している場合
は、削除に対応するようにロジックを更新します。

グローバル仮定の設定: 為替レート
複数通貨アプリケーションを作成した後で為替レートを設定します。為替レートはここで説明
するように手動で入力することもインポートすることもできます。為替レートのインポートの
詳細は、Planningの管理の簡易複数通貨アプリケーションの為替レート・タイプのインポート
を参照してください。
為替レートを手動で設定するには:

1. 通貨ディメンションに各通貨のためのメンバーを追加します。
2. 「グローバル仮定」をクリックして、<基本通貨>に対する為替レートタスクを開きます。こ
こで、プランナが使用する通貨の為替レートを入力します。

3. 「視点」からメンバーを選択します。
4. 各期間および各通貨について平均為替レートと終了為替レートを入力して、フォームを保
存します。

フォームの名前が<基本通貨>に対する為替レートに変更されます。<基本通貨>は、アプリケー
ションを作成したときに選択したレポート通貨です。たとえば、アプリケーションの基本通貨
が「円」の場合、フォームは円に対する為替レートになります。これは、データの変換に使用
される為替レートが対応する通貨をプランナに示し、プランナがシナリオ、年およびバージョ
ンに固有のレートを入力できるようにします。
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ノート:

新しいバージョン・メンバーを追加した場合は、そのバージョンに為替レートを入力
する必要があります。

グローバル・プロジェクト・レートの入力
収益および費用の計算を促進する標準レートについて、諸経費、労働日数および時間数、労務
レート、設備レートなど、グローバル・プロジェクト仮定を入力します。プロジェクトの設定
で「標準労務レートの上書き」、「標準設備レートの上書き」または「標準材料レートの上書き」
が「はい」になっている場合、プランナがプロジェクトのこれらの値を上書きできます。
グローバル・プロジェクト仮定を入力するには:

1. 「グローバル仮定」をクリックします。
2. 入力するグローバル仮定に対応する水平タブを選択し、仮定の詳細を入力します。

• 標準レート—設備、労務および材料のレートを指定します。
• 諸経費—様々な勘定科目の諸経費を指定します。たとえば、エンジニアリングまたは
製造の諸経費レートのプランニングや、施設諸経費の配賦を行うことができます。

• 割引率—NPV計算で使用される年ごとの割引率を指定します。
• 労務の標準レート - 様々なジョブのレートを指定します。
• 労働日数および労働時間数—1か月の労働日数および時間数を指定します(これはエン
ティティごとに変わる場合があります)。たとえば、様々な地域や部署に応じて、異な
る稼働日数および時間数を設定できます。

ロードされるフォームは、有効化した機能と統合に基づきます。

EPM Planningプロジェクトとプロジェクト管理の統合
次も参照:

• EPM Planningプロジェクトとプロジェクト管理の統合について
• EPM Planningプロジェクトとプロジェクト管理の統合の設定(1回かぎりの設定)

• 「プロジェクト管理クラウド統合」の有効化
• EPM Planningプロジェクトとプロジェクト管理の統合用のカスタム・スマート・リスト・
エントリの作成

• レポート・キューブへの接続の設定
• ジョブを使用した EPM Planningプロジェクトとプロジェクト管理の間のデータのインポ
ートおよびエクスポート

• 既存の実装の移行(1回かぎりの設定)

• プロジェクト管理との統合のための EPM Planningプロジェクト・ルール

EPM Planningプロジェクトとプロジェクト管理の統合について
EPM Planningプロジェクト・モジュール(プロジェクト)と Oracle Fusion Cloud Project
Management (プロジェクト管理)を統合して、組織のプランニングおよび予算作成を行い、プ
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ロジェクトを実行できます。EPM Planningプロジェクトを使用して戦略的企業プランおよび
予算を開発し、プロジェクト管理を使用して承認済プロジェクトの実行およびコストの収集を
行います。実績コストは、EPM Planningプロジェクトを使用して、予算分析、予測および再
プランニングに含められます。
この相互的な統合を利用して、通常は EPM Planningプロジェクトで新規プロジェクトを開発
し、プロジェクト予算を作成して、プロジェクト・プランニング全体を実行します。続いて、
プロジェクト管理を使用して実績を取得します。実績を EPM Planningプロジェクトに取り込
んで、予算の差異分析を行います。
この統合により、同期の頻度に応じて EPM Planningプロジェクトとプロジェクト管理の両方
に同じ間接および資本プロジェクトが表示されるようになります。次の機能があります:

• EPM Planningプロジェクトで作成したプロジェクトおよび予算をプロジェクト管理に転
送します。リソース・クラス・レベルのベースライン予算として、プロジェクト管理で戦
略的予算が作成されます。

• 予算承認検証を使用して、プロジェクト・マネージャが作成した詳細予算と、EPM Planning
プロジェクトで作成された戦略的予算を比較検証します(オプション)。

• プロジェクト管理から EPM Planningプロジェクトにリソース・クラス・レベルで実績コ
スト金額を転送します。

• EPM Planningプロジェクトからプロジェクト管理に、再プランニングされた予算をリソー
ス・クラス・レベルで転送します。

データ管理およびデータ統合は、EPM Planningプロジェクトとプロジェクト管理の間のデー
タ統合を推進します。データ管理およびデータ統合で提供される即時利用可能なソリューショ
ンによって、EPM Planningプロジェクトのお客様はプロジェクト管理データ・モデルからタ
ーゲット・ディメンションへの事前定義されたマッピングを適用できます。また、他のマッピ
ングを必要に応じてビジネス要件に合うように適用するなどして、これらの統合をカスタマイ
ズおよび拡張することもできます。
さらに、EPM Planningプロジェクトは、ワンクリック自動化を提供し、統合を簡素化する次
の 3つのジョブ・タイプを管理者に提供します: 「プロジェクトと予算のエクスポート」、「プ
ロジェクト実績のインポート」および「プロジェクトと予算のインポート」。
このガイドの他に、EPM Planningプロジェクトとプロジェクト管理の統合に必要な設定につ
いて説明したホワイト・ペーパーを参照できます。統合されたプランニングおよび予算作成の
実行とプロジェクトの分析のホワイト・ペーパー(文書 ID 2739200.1)を参照してください
(Oracleサポートへのアクセスが必要です)。

実装シナリオ
一般的な統合の実装シナリオ:

• EPM Planningプロジェクトとプロジェクト管理がどちらも新規です。この統合の設定に
ついては、EPM Planningプロジェクトとプロジェクト管理の統合の設定(1回かぎりの設
定)を参照してください。

• EPM Planningプロジェクトがすでに実装済で、既存のプロジェクトがあります。そして、
プロジェクト管理を実装して 2つを統合したいと考えています。この場合、統合をサポー
トするためにアプリケーションを更新し、データを移行する必要があります。EPM
Planningプロジェクトとプロジェクト管理の統合の設定(1回かぎりの設定)およびプロジ
ェクト管理への既存の EPM Planningプロジェクト実装の移行(1回かぎりの設定)を参照
してください
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• プロジェクト管理がすでに実装済で、プロジェクト管理にプロジェクトが存在しています。
そして、EPM Planningプロジェクトを実装して 2つを統合したいと考えています。この場
合、データ移行を実行して、プロジェクト管理から EPM Planningプロジェクトに、リソ
ース・クラス・レベルでプロジェクト、予算および実績コストを移行する必要があります。
この移行が完了した後は、このプロセスを継続的に実行しないでください。これ以降は、
EPM Planningプロジェクトでプロジェクトのプランニングおよび予算作成を開始し、プロ
ジェクトおよびプロジェクト予算をプロジェクト管理にプッシュします。EPM Planning
プロジェクトとプロジェクト管理の統合の設定(1回かぎりの設定)および EPM Planning
プロジェクトへの既存のプロジェクト管理実装の移行(1回かぎりの設定)を参照してくだ
さい。

ノート:

会社ですでに EPM Planningプロジェクトとプロジェクト管理の両方を実装済であ
り、カスタム統合を構築しているか互いに無関係にアプリケーションを操作している
場合は、この統合を使用する前に前提条件としてプロジェクトを調整する必要があり
ます。

統合の考慮事項
EPM Planningプロジェクトとプロジェクト管理の統合に関する考慮事項:

• ハイブリッド Essbaseが有効である EPM Planningプロジェクト・アプリケーションに対
してのみサポートされます。

• 標準の SKU顧客は、データをインポートおよびエクスポートするために、データ管理の統
合ではなくプランニング・ジョブを使用する必要があります。ハイブリッド Essbaseが有
効である必要があります。

• 12か月カレンダのみを使用する EPM Planningプロジェクト・アプリケーションに対して
サポートされます。

• EPM Planningプロジェクトでは、間接および資本プロジェクトのみサポートされます。
• EPM Planningプロジェクトで有効になっているプロジェクトのタイプは、プロジェクト管
理で使用されているプロジェクトのタイプと一致する必要があります。

• EPM Planningプロジェクト・キューブとのみ統合されます。カスタム・キューブはサポー
トされません。

• EPM Planningプロジェクトで、統合が正しく機能するためには、日付フォーマットの設定
が MM/DD/YYである必要があります。

• プロジェクト管理では、月次、4-4-5、5-4-4および 4-5-4を含む 12期間の会計カレンダが
サポートされます。4-4-4会計カレンダはサポートされません。

• プロジェクト管理では、間接、資本および非スポンサード・プロジェクトがサポートされ
ます。契約プロジェクトおよび助成金はプロジェクト管理でサポートされていますが、対
象範囲外です。

• 計画済費用(プロジェクト管理の予算)および実績コストは、リソース・クラス・レベル(労
務、設備、材料、その他のリソースなど)で共有されます。

• 確定コストではなく、実績コストのみがインタフェースされます。
• 詳細予算は戦略的予算に対して合計金額でのみ検証できます。
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• EPM Planningプロジェクト・アプリケーションが複数通貨アプリケーションである場合、
すべての通貨がプロジェクト管理の財務プラン・タイプにも含まれていることを確認して
ください。金額は、入力通貨を使用して EPM Planningプロジェクトから転送されます。

• 統合する前に、EPM Planningプロジェクトのエンティティ階層をプロジェクト管理のプロ
ジェクト所有組織とあわせてください。

統合のワークフロー
EPM Planningプロジェクトとプロジェクト管理の統合では次のワークフローが使用されます:

1. 統合を設定します(1回かぎりの管理者タスク)。
2. EPM Planningプロジェクトでプロジェクトおよびプロジェクト予算を作成およびプラン
ニングします。

3. EPM Planningプロジェクトでプロジェクトが承認されたら、EPM Planningプロジェクト
からプロジェクト管理にプロジェクトおよびプロジェクト予算をエクスポートします。
プランナは、データ統合の統合を使用してこのタスクを実行できます。または、管理者は
EPM Planningプロジェクト・ジョブを実行またはスケジュールして、このタスクを実行で
きます。

4. プロジェクト管理でプロジェクトを処理します。
プロジェクト・マネージャがプロジェクト管理で、オプションで戦略的予算に対して検証
される詳細予算を準備します。プロジェクトが実行されると、プロジェクト管理で実績コ
ストが収集されます。

5. プロジェクト管理から EPM Planningプロジェクトにプロジェクトの実績をインポートし
ます。
プランナは、データ統合の統合を使用してこのタスクを実行できます。または、管理者は
EPM Planningプロジェクト・ジョブを実行またはスケジュールして、このタスクを実行で
きます。

6. EPM Planningプロジェクトで、実行されているプロジェクトのモニター、プロジェクト予
算の確認と更新および差異分析の実行を行います。

7. 定期的にポートフォリオ・マネージャが組織の予算を再プランニングして、別の予算バー
ジョンをプロジェクト管理に送信します。
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EPM Planningプロジェクトとプロジェクト管理の統合の設定(1
回かぎりの設定)

次のタスクを実行して、EPM Planningプロジェクトとプロジェクト管理の統合を有効にしま
す。
EPM Planningプロジェクトまたはプロジェクト管理をすでにスタンドアロンで実装している
場合は、移行を使用できます。
EPM Planningプロジェクトとプロジェクト管理の統合を設定するには:

1. EPM Planningプロジェクトおよび統合オプションを有効にします。「プロジェクト管理ク
ラウド統合」の有効化を参照してください。
「プロジェクト管理クラウド統合」、「プロジェクト・レポート」,および「費用」を有効に
する必要があります。
既存の EPM Planningプロジェクト・アプリケーションがある場合、追加でプロジェクト
管理クラウド統合を有効にできます。このオプションを追加で有効にする場合は追加ステ
ップが必要で、その内容はこのチェックリストに含まれています。

2. EPM Planningプロジェクトを構成します(まだ構成されていない場合)。プロジェクトの構
成を参照してください。
プロジェクト管理クラウド統合を追加で有効にする場合、必要な新規構成タスクはありま
せん。

3. 提供されているスマート・リストを更新して、プロジェクト管理からプロジェクト・テン
プレート名を追加します。EPM Planningプロジェクトとプロジェクト管理の統合用のカ
スタム・スマート・リスト・エントリの作成を参照してください。

4. レポート・キューブへの接続を設定します。レポート・キューブへの接続の設定を参照し
てください。
このステップは、プランナがデータのインポートおよびエクスポートのためにデータ統合
の統合を実行する場合のみ必要です。このステップは、管理者がデータのインポートおよ
びエクスポートのために EPM Planningプロジェクトのジョブを使用する場合は必要あり
ません。
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5. データ統合で、追加で必要な設定タスクを実行します。データ統合の管理の EPM Planning
プロジェクトと Oracle Project Managementの統合プロセスの説明を参照してください。

6. 必要に応じて、提供されているルールおよび統合へのアクセスをユーザーに付与します。
プロジェクト管理クラウド統合を有効にする際に提供されるルール・リストについては、
プロジェクト管理との統合のための EPM Planningプロジェクト・ルールを参照してくだ
さい。
データ統合で統合を初期化する際に提供される統合リストについては、データ統合の管理
の統合プロジェクト・ファイル参照を参照してください。

7. オプションで、ジョブを実行するか、スケジュールしてインポートおよびエクスポート・
プロセスを自動化します。ジョブを使用した EPM Planningプロジェクトとプロジェクト
管理の間のデータのインポートおよびエクスポートを参照してください。

8. EPM Planningプロジェクトの既存のスタンドアロン実装がある場合は、統合をサポートす
るために既存のプロジェクトおよび予算を移行します。プロジェクト管理への既存の
EPM Planningプロジェクト実装の移行(1回かぎりの設定)を参照してください。

9. プロジェクト管理の既存のスタンドアロン実装がある場合は、統合をサポートするために
既存のプロジェクト、予算および実績を移行します。EPM Planningプロジェクトへの既存
のプロジェクト管理実装の移行(1回かぎりの設定)を参照してください。

ノート:

データのロードに新規メンバー OPF_Loadを使用することをお薦めします。詳細
は、プロジェクトの更新を参照してください。

プロジェクトの準備が完了し、ユーザーがプロジェクトおよびプロジェクト予算を入力できる
ようになります。プロジェクト、プロジェクト予算およびプロジェクト管理の操作の詳細は、
Planningモジュールの操作の統合された EPM Planningプロジェクトとプロジェクト管理の操
作タスクの概要を参照してください。
プロジェクト管理での作業の詳細は、プロジェクト財務管理および助成金管理の実装の
Enterprise Performance Managementとプロジェクト管理の連携方法を参照してください。
統合後にプロジェクト管理でプロジェクト所有組織を変更する場合は、EPM Planningプロジ
ェクトでデータを新規エンティティに手動で移動した後、古いエンティティからプロジェクト
および予算データを削除する必要があります。このオプションは、EPM Planningプロジェク
トのプロジェクトに対応するエンティティのみが存在する場合に機能します。(プロジェクト
管理では、1つのプロジェクトが 1つのエンティティのみに対応します。)
チュートリアル
チュートリアルには、トピックの学習に役立つ一連のビデオやドキュメントを使用した手順が
用意されています。

第 7章
EPM Planningプロジェクトとプロジェクト管理の統合

7-18

https://docs.oracle.com/en/cloud/saas/project-management/20d/oapfm/project-integrations.html#OAPFM4294434


目的 方法の学習
Planningのプロジェクトモジュールを Oracle
Fusion Cloud Project Management (プロジェク
ト管理)と統合する方法について学習します。EPM
Planningプロジェクトで、プロジェクトを作成し、
サマリー予算データを入力し、プロジェクトを承認
してから、プロジェクトおよび予算データをプロジ
ェクト管理にプッシュする統合ジョブを実行しま
す。プロジェクト管理で、プロジェクト・マネージ
ャを割り当て、詳細なプロジェクト予算を作成し、
プロジェクトの実績データを収集します。次に、
EPM Planningプロジェクトで、プロジェクト管理
からプロジェクトの実績をインポートし、実績と計
画データの間の差異分析を実行できるようにそれ
らを計算します。

EPM Planningのプロジェクトとプロジェクト管理
の統合

Oracle Fusion Cloud Project Management (プロ
ジェクト管理)と統合するための EPM Planningプ
ロジェクトの構成方法を確認します。即時利用可
能なプロジェクト管理の統合機能の有効化、プロジ
ェクト・テンプレート名でのプロジェクト・スマー
ト・リストの更新、「エンティティ」ディメンショ
ンへのプロジェクト組織の追加、プロジェクトのレ
ポート・キューブへの内部接続の設定の方法につい
て学習します。

 プロジェクト管理の統合のための EPM
Planningの構成

Planningと統合するための、Oracle Fusion Cloud
Project Management (プロジェクト管理)での要件
の設定方法を学習します。セキュリティを構成す
る必要があるロールおよび権限について、および財
務プラン・タイプ、プロジェクト・テンプレートお
よび予算承認ワークフローの定義方法について学
習します。

 EPM Planningの統合のためのプロジェ
クト管理の構成

Planningと Oracle Fusion Cloud Project
Management (プロジェクト管理)の間でデータを
コピーするために使用するデータ統合ジョブの構
成方法について確認します。統合の定義を初期化
した後、実装要件に基づいてそれらを確認および更
新する必要があります。各統合定義について、ソー
スおよびターゲット・ディメンションのマップ、フ
ィルタ・オプションの設定、およびカレンダ統合オ
プションの設定の方法について学習します。

 EPM Planningとプロジェクト管理のマ
ッピングおよび統合オプションの構成

Planningと Oracle Fusion Cloud Project
Management (プロジェクト管理)の間のデータ統
合要件の設定方法について確認します。ソース・シ
ステムとしてのプロジェクト管理の登録、ソース接
続の構成、アプリケーションの登録、アプリケーシ
ョン詳細でのディメンションのマップ、データのプ
ッシュに使用する統合ジョブの初期化、および期間
マッピングの定義の方法について学習します。

 EPM Planningとプロジェクト管理のデ
ータ統合の設定

「プロジェクト管理クラウド統合」の有効化
「プロジェクト管理クラウド統合」を選択し、Oracle Project Management Cloudとの統合を有
効にします。統合をサポートするには、「プロジェクト・レポート」および「費用」も選択する
必要があります。
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このオプションは、12か月カレンダを使用し、ハイブリッド Essbaseが有効であるアプリケ
ーションにのみ使用可能です。これは、間接および資本プロジェクトに対してのみサポートさ
れます。
既存の EPM Planningプロジェクト・アプリケーションがあり、追加でプロジェクト管理クラ
ウド統合を有効にする場合は、EPM Planningプロジェクトを有効化および構成して設定タス
クを実行した後に、追加のタスクを実行する必要があります。プロジェクト管理クラウド統合
を使用するための既存の EPM Planningプロジェクト・アプリケーションの更新を参照してく
ださい。
EPM Planningプロジェクトの有効化の詳細は、プロジェクトの機能の有効化を参照してくだ
さい

「プロジェクト管理クラウド統合」を有効化した場合に起こる内容
プロジェクト管理クラウド統合およびプロジェクト・レポートを有効にすると、次の変更が発
生します:

• CapitalProjectTemplateおよび IndirectProjectTemplateの 2つのスマート・リストがア
プリケーションに追加されます。

• ルールがアプリケーションに追加されます。プロジェクト管理との統合のための EPM
Planningプロジェクト・ルールを参照してください。

• ジョブ・タイプはアプリケーション「プロジェクトと予算のエクスポート」、「プロジェク
ト実績のインポート」および「プロジェクトと予算のインポート」に追加されます。

• レポート・キューブ(PFP_REP)がアプリケーションに追加されます。レポート・キューブ
に対して有効化されるディメンションは、有効にした機能に応じて異なります。

• 一部の勘定科目が「勘定科目」ディメンションに追加されます。
• メンバーが「リソース・クラス」ディメンションに追加されます(OPF_Loadおよび

OPF_Adjustment (+/-))。
• 既存のスマート・リストが変更されます。プロジェクト優先度が「優先度なし」を含むよ
うに更新されます。「ランク」がランクなしを含むように更新されます。

• 有効な交差ルールであるリソース・クラスが変更されます。
• 一部のルールおよびフォームは統合をサポートするために変更されています。プロジェク
トの更新を参照してください。

データ統合で統合を初期化すると、追加のアーティファクトがアプリケーションに追加されま
す。

EPM Planningプロジェクトとプロジェクト管理の統合用のカス
タム・スマート・リスト・エントリの作成

EPM Planningプロジェクトとプロジェクト管理の統合を有効にすると、
CapitalProjectTemplateおよび IndirectProjectTemplateの 2つのスマート・リストがアプリ
ケーションに追加されます。EPM Planningプロジェクトで、プロジェクトに関連付けるプロ
ジェクト管理テンプレートごとにスマート・リスト・エントリを追加します。
プランナが「プロジェクト詳細」フォームでスマート・リストを使用して各 EPM Planningプ
ロジェクトをプロジェクト管理のプロジェクト・テンプレートに関連付けます。
1. ホームページで、「ナビゲータ」アイコン をクリックします。
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2. 「作成および管理」で「スマート・リスト」をクリックします。
3. 作業するプロジェクトのタイプに応じて、「CapitalProjectTemplate」または
「IndirectProjectTemplate」を選択し、「編集」 をクリックします。

4. 「エントリ」タブをクリックします。
5. 「追加」 をクリックします。
6. スマート・リスト・エントリとして表示される名前とラベルを追加します。ラベルはプロ
ジェクト管理のプロジェクト・テンプレート名に対応している必要があります。
プロジェクト管理のプロジェクト・テンプレートのエクスポート・レポート BIPレポート
で、プロジェクト・タイプごとにプロジェクト・テンプレートのリストを取得できます。

7. 必要な数のエントリを追加して、「保存」をクリックします。
詳細は、スマート・リストの管理を参照してください。

レポート・キューブへの接続の設定
このステップは、プランナがデータのインポートおよびエクスポートのためにデータ統合の統
合を実行する場合のみ必要です。このステップは、管理者がデータのインポートおよびエクス
ポートのために EPM Planningプロジェクトのジョブを使用する場合は必要ありません。
プロジェクト管理クラウド統合で使用するために提供されているレポート・キューブへの接続
を設定するには:

1. ホーム・ページで、「ツール」、「接続」の順にクリックします。
2. 「作成」、「その他のWebサービス・プロバイダ」の順にクリックします。
3. 「接続名」に「プロジェクト・レポート」と入力します。
4. URLに、接続を設定しているマシンへの URLを次の書式で入力します。https://

ServerName:Port/HyperionPlanning/rest/v3/applications/Application Name/jobs。
ここで、Application Nameは、この統合用に作成した Planningアプリケーションの名前で
す。

5. 「詳細設定オプション」をクリックし、次のパラメータを設定します:

• 「タイプ」リストから「ヘッダー」を選択します。
• 「名前」に「Content-Type」と入力します。
• 「値」に「application/json」と入力します。

6. ユーザー名とパスワードを入力し、「保存して閉じる」をクリックします。

第 7章
EPM Planningプロジェクトとプロジェクト管理の統合

7-21



ノート:

接続が成功しなかった場合は、ユーザー名を入力するときにドメイン名を含めてくだ
さい。たとえば、domainName.userNameです。ここで、domainNameは、管理者から
提供された URLの一部です。
たとえば、us1データ・センター領域のアイデンティティ・ドメイン exampleDoMで
プロビジョニングされた、epmidが exampleの Oracle Fusion Cloud EPM環境の場
合、URLは次のようになります:

本番環境: https://example-exampleDoM.epm.us1.oraclecloud.com/epmcloud

テスト環境: https://example-test-exampleDoM.epm.us1.oraclecloud.com/epmcloud

ジョブを使用した EPM Planningプロジェクトとプロジェクト管
理の間のデータのインポートおよびエクスポート

プロジェクトとプロジェクト管理の統合を有効にすると、ワンクリック自動化を提供し、統合
を簡素化するジョブ・タイプを管理者が使用できるようになります:

• プロジェクトと予算のエクスポート。このジョブを継続的に使用して、EPM Planningプロ
ジェクトからプロジェクト管理にプロジェクトおよびプロジェクト予算をエクスポートし
ます。プロジェクトと予算のエクスポート(進行中のタスク)を参照してください。

• プロジェクト実績のインポート。このジョブを継続的に使用して、プロジェクト実績が使
用可能になれば、プロジェクト管理から EPM Planningプロジェクトにプロジェクト実績
をインポートします。プロジェクト実績のインポート(進行中のタスク)を参照してくださ
い。

• プロジェクトと予算のインポート。このジョブを 1回のみ使用して、既存のプロジェクト
管理実装を EPM Planningプロジェクトに移行します。ジョブを使用したプロジェクトと
予算のインポート(1回かぎりの設定)を参照してください。

各ジョブ・タイプには、「プロジェクト管理クラウド統合」を有効にした際に設定した統合に対
するデータ統合からの情報が事前に移入されます。プロジェクト管理に送信されるデータの量
を制限するために、EPM Planningプロジェクトで使用可能なデータに基づいて開始期間と終
了期間が移入されます。
ジョブを使用すると統合プロセスが簡素化されます:

• 複数の統合を実行するためにデータ統合を使用する必要はありません。EPM Planningプ
ロジェクト・モジュールでジョブを直接起動できます。

• 「データベースのリフレッシュ」や「インポート済プロジェクトの計算」などの必要な追加
ルールがジョブに含まれているため、ステップ数は少ないです。

• ジョブをスケジュールして都合のよい時間に実行し、プロセスを自動化できます。
管理者のみがジョブを実行およびスケジュールできます。プランナは引き続きデータ統合の統
合を使用して、データをインポートおよびエクスポートできます。プランナがこれらの統合タ
スクを実行するための指示は、Planningモジュールの操作の EPM Planningプロジェクトとプ
ロジェクト管理の統合を参照してください。
ジョブの詳細は、Planningの管理のジョブの管理を参照してください。

第 7章
EPM Planningプロジェクトとプロジェクト管理の統合

7-22

https://example-exampleDoM.epm.us1.oraclecloud.com/epmcloud
https://example-test-exampleDoM.epm.us1.oraclecloud.com/epmcloud


プロジェクトと予算のエクスポート(進行中のタスク)
プロジェクトを作成し、プロジェクト費用を入力し、プロジェクト予算の準備ができて EPM
Planningプロジェクトで承認されたら、プロジェクトおよびプロジェクト予算を EPM
Planningプロジェクトからプロジェクト管理にエクスポートします。管理者は継続的に「プロ
ジェクトと予算のエクスポート」ジョブを使用して、プロジェクトおよびプロジェクト予算を
エクスポートでき、ジョブを定期的に実行するようにスケジュールできます。
管理者のみがジョブを実行およびスケジュールできます。または、プランナはデータ統合の統
合を使用して、プロジェクトおよび予算をエクスポートできます。プランナがプロジェクトお
よび予算をエクスポートするための指示は、Planningモジュールの操作の EPM Planningプロ
ジェクトからプロジェクト管理へのプロジェクト・データおよび予算のエクスポートを参照し
てください。
ジョブを使用するとプロセスが簡素化されます。ジョブ「プロジェクトと予算のエクスポート」
を実行すると、次のタスクがジョブの一部として実行されます:

• データベースのリフレッシュ
• プロジェクトのエクスポート
• プロジェクト予算のエクスポート
EPM Planningプロジェクトからプロジェクト管理にプロジェクトおよびプロジェクト予算を
エクスポートするには:

1. ホームページで「アプリケーション」をクリックし、「ジョブ」をクリックします。
2. 「ジョブのスケジュール」をクリックし、「プロジェクトと予算のエクスポート」をクリッ
クします。

3. 「今すぐ実行」をクリックするか、ジョブをスケジュールするオプションを指定し、「次」
をクリックします。
ジョブには、「プロジェクト管理クラウド統合」を有効にした際に設定した統合に対するデ
ータ統合からの情報が事前に移入されます。「統合ジョブ名(プロジェクトのエクスポー
ト)」および「統合ジョブ名(予算のエクスポート)」のリストには、すべてのプロジェクト
管理カレンダに対して定義されたすべての統合が含まれます。「シナリオ」、「バージョン」
および「エンティティ」は移入されますが、変更できます。プロジェクト管理に送信され
るデータの量を制限するために、EPM Planningプロジェクトで使用可能なデータに基づい
て開始期間と終了期間が移入されます。

4. 「統合ジョブ名(プロジェクトのエクスポート)」および「統合ジョブ名(予算のエクスポー
ト)」の統合ジョブ名を選択します。

Note:

プロジェクト管理に複数のカレンダがある場合、「統合ジョブ名(プロジェクトの
エクスポート)」および「統合ジョブ名(予算のエクスポート)」に使用可能な統合
が複数あります。これらはそれぞれ異なる名前で始まり、それぞれ異なる事業部
門に関連付けられます。実装に必要な統合を実行します。

5. 必要に応じて、「シナリオ」、「バージョン」および「エンティティ」の選択と、開始期間と
終了期間を変更し、「次」をクリックします。

6. ジョブ詳細を確認し、「終了」をクリックします。
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EPM Planningプロジェクトでプロジェクトおよびプロジェクト予算を追加または更新する場
合は、必要に応じてこのジョブを実行またはスケジュールします。

プロジェクト実績のインポート(進行中のタスク)
EPM Planningプロジェクトのプロジェクトを作成および承認し、プロジェクトおよび予算を
プロジェクト管理にエクスポートすると、プロジェクト・マネージャがプロジェクト管理で、
オプションで戦略的予算に対して検証される詳細予算を準備します。プロジェクトが実行され
ると、プロジェクト管理で実績コストが収集されます。
プロジェクト管理で実績の準備ができたら、EPM Planningプロジェクトに実績データをイン
ポートします。
管理者は継続的に「プロジェクト実績のインポート」ジョブを使用して、プロジェクト実績を
プロジェクト管理から EPM Planningプロジェクトにインポートでき、ジョブを定期的に実行
するようにスケジュールできます。
管理者のみがジョブを実行およびスケジュールできます。または、プランナはデータ統合の統
合を使用して、実績をインポートできます。プランナが実績をインポートするための指示は、
Planningモジュールの操作のプロジェクト管理から EPM Planningプロジェクトへの実績デー
タのインポートを参照してください。
ジョブを使用するとプロセスが簡素化されます。ジョブ「プロジェクト実績のインポート」を
実行すると、次のタスクがジョブの一部として実行されます:

• プロジェクト実績のインポート
• インポート済プロジェクトの計算
さらに、日付範囲に代替変数を使用して、このジョブを定期的に実行するようにスケジュール
することを簡素化できます。代替変数を使用する場合、実績に最新の日付範囲を使用するよう
に、ジョブ定義を定期的に更新する必要はありません。かわりに、代替変数の値を更新します。
プロジェクト管理から EPM Planningプロジェクトに実績をインポートするには:

1. ホームページで「アプリケーション」をクリックし、「ジョブ」をクリックします。
2. 「ジョブのスケジュール」をクリックし、「プロジェクト実績のインポート」をクリックし
ます。

3. 「今すぐ実行」をクリックするか、ジョブをスケジュールするオプションを指定し、「次」
をクリックします。
ジョブには、「プロジェクト管理クラウド統合」を有効にした際に設定した統合に対するデ
ータ統合からの情報が事前に移入されます。「統合ジョブ名(プロジェクト実績)」のリスト
には、すべてのプロジェクト管理カレンダに対して定義されたすべての統合が含まれます。
「シナリオ」、「バージョン」および「エンティティ」は移入されますが、変更できます。
デフォルトでは、開始期間と終了期間は代替変数を使用します。

4. 「統合ジョブ名(プロジェクト実績)」の統合ジョブ名を選択します。

Note:

プロジェクト管理に複数のカレンダがある場合、「統合ジョブ名(プロジェクト実
績)」に使用可能な統合が複数あります。これらはそれぞれ異なる名前で始まり、
それぞれ異なる事業部門に関連付けられます。実装に必要な統合を実行します。

5. 必要に応じて、「シナリオ」、「バージョン」および「エンティティ」の選択を変更し、「次」
をクリックします。
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現在ジョブを実行している場合、開始期間と終了期間も変更できます。ジョブをスケジュ
ールする場合、代替変数を使用して、様々な期間に対するこのジョブの実行を簡素化でき
ます。
ここで選択するエンティティ値は、「インポート済プロジェクトの計算」ルールの入力とし
て使用されます。(その事業部門に対応する値をフェッチするために、エンティティ値がプ
ロジェクト管理に渡されることはありません。データ統合で、フィルタを設定してプロジ
ェクト管理事業部門のデータを取得します。)

6. ジョブ詳細を確認し、「終了」をクリックします。

既存の実装の移行(1回かぎりの設定)

プロジェクト管理への既存の EPM Planningプロジェクト実装の移行(1
回かぎりの設定)

既存の EPM Planningプロジェクト・アプリケーションがあり、プロジェクト管理および統合
を実装する場合は、最初に EPM Planningプロジェクト・アプリケーションに対する更新を実
行してから、プロジェクトおよび予算をプロジェクト管理にエクスポートする必要があります。
EPM Planningプロジェクトとプロジェクト管理の統合の設定(1回かぎりの設定)に記載された
設定ステップを完了した後でこれらのタスクを実行します。
EPM Planningプロジェクトで作成した既存のプロジェクトおよびプロジェクト予算を移行し
てプロジェクト管理で使用できるようにするには:

1. 統合をサポートするために、既存の EPM Planningプロジェクトアプリケーションに対す
る更新を実行します。プロジェクト管理クラウド統合を使用するための既存の EPM
Planningプロジェクト・アプリケーションの更新を参照してください。

2. EPM Planningプロジェクトからプロジェクト管理にプロジェクトおよびプロジェクト予
算をエクスポートします。
• ジョブを使用してこのタスクを実行するには、プロジェクトと予算のエクスポート(進
行中のタスク)を参照してください。

• データ統合の統合を使用してこのタスクを実行するには、Planningモジュールの操作
の EPM Planningプロジェクトからプロジェクト管理へのプロジェクト・データおよび
予算のエクスポートを参照してください。

この初期設定後、EPM Planningプロジェクトで新規プロジェクトの作成または予算の更新
を行う場合はいつでも、必要に応じて定期的にプロジェクトおよびプロジェクト予算をエ
クスポートできます。

プロジェクト管理クラウド統合を使用するための既存の EPM Planningプロジェ
クト・アプリケーションの更新

既存の EPM Planningプロジェクト・アプリケーションがあり、追加でプロジェクト管理クラ
ウド統合を有効にする場合、次のステップを実行してアプリケーションを更新します:

1. 既存のプロジェクトにプロジェクト名の別名がない場合は、別名を指定します。ディメン
ション・エディタを使用するか、アウトライン・ロード・ユーティリティを使用できます。
プロジェクトの別名は、プロジェクト管理のプロジェクト名に対応します。

2. 統合するプロジェクトごとに、「名前」というプロジェクト・プロパティに別名と同じ値を
移入します。「名前」は、「勘定科目」ディメンションの OPF_Required Propertiesの下に
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あります。ディメンション・エディタを使用するか、アウトライン・ロード・ユーティリ
ティを使用できます。

3. 25文字以下になるように既存のプロジェクト・メンバー名を変更します。
プロジェクト・メンバー名は、プロジェクト管理のプロジェクト番号に対応します。
プロジェクト管理クラウド統合が有効な場合、作成する新規プロジェクトにプロジェクト
番号を入力する必要があります。これは、EPM Planningプロジェクトでプロジェクト・メ
ンバー名として保存されます。

4. プロジェクト管理のプロジェクト・テンプレートを、EPM Planningプロジェクトの既存す
る各プロジェクトに関連付けます。これは、「プロジェクト詳細」フォームで実行するか、
またはアウトライン・ロード・ユーティリティを使用できます。

5. EPM Planningプロジェクトで提供されているプロジェクトの承認(OPF_Approve
Projects)ルールを使用して、プロジェクトを承認します。承認されているプロジェクトの
みプロジェクト管理にエクスポートできます。
プロジェクトを承認すると、プロジェクト管理にエクスポートする準備が完了しているこ
とを示す統合ステータスが設定されます。
アウトライン・ロード・ユーティリティを使用して、プロジェクト承認ステータスおよび
統合ステータスを変更することもできます。

6. プロジェクト管理クラウド統合を追加で有効にしている場合、プロジェクトのレポート・
キューブ(PFP_REP)はカスタム・メンバーに対して自動的には有効になりません。必要に
応じて、次に対してプロジェクトのレポート・キューブを有効にします:

• エンティティ、プロジェクトなどのカスタム・メンバー。
• ジョブや従業員などの要員が有効な場合に使用される、ディメンション内で使用可能
なカスタム・メンバー。

7. 一部のルールおよびフォームはこの統合をサポートするために変更されます。ルールまた
はフォームをカスタマイズしてある場合は、プロジェクトの更新を参照してください。

8. データのロードに新規メンバー OPF_Loadを使用することをお薦めします。詳細は、プロ
ジェクトの更新を参照してください。

次に、EPM Planningプロジェクトからプロジェクト管理にプロジェクトおよびプロジェクト
予算をエクスポートします。EPM Planningプロジェクトからプロジェクト管理へのプロジェ
クト・データおよび予算のエクスポートを参照してください。

EPM Planningプロジェクトへの既存のプロジェクト管理実装の移行(1
回かぎりの設定)

既存のプロジェクト管理実装があり、EPM Planningプロジェクトおよびこの 2つの間の統合
を実装する場合は、プロジェクト管理から EPM Planningプロジェクトに、サマリー・レベル
でプロジェクト、予算および実績を移行する必要があります。これは 1回かぎりのタスクです。
EPM Planningプロジェクトには、この 1回かぎりのデータ移行を実行するための 2つの方法
が用意されています:

• EPM Planningプロジェクトから実行するジョブ「プロジェクトと予算のインポート」。こ
の方法を使用するには、ジョブを使用したプロジェクトと予算のインポート(1回かぎりの
設定)を参照してください。

• データ統合から実行する統合。この方法を使用するには、データ統合の統合を使用したプ
ロジェクトと予算のインポートを参照してください。
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データ移行の完了後に、EPM Planningプロジェクトでプロジェクトのプランニングおよび予
算作成を開始し、プロジェクトおよびプロジェクト予算をプロジェクト管理にエクスポートす
る必要があります。戦略的予算を作成するためのプロジェクト管理でのプロジェクトの操作。
プロジェクトが実行されるとプロジェクト管理で実績コストが収集され、これを後で EPM
Planningプロジェクトにインポートできます。
EPM Planningプロジェクトとプロジェクト管理の統合の設定(1回かぎりの設定)に記載された
設定ステップを完了した後でこれらのタスクを実行します。

ジョブを使用したプロジェクトと予算のインポート(1回かぎりの設定)

「プロジェクトと予算のインポート」ジョブにより、サマリー・レベルでのプロジェクト管理か
ら EPM Planningプロジェクトへのプロジェクト、予算および実績の移行の 1回かぎりのタス
クが簡素化されます。
ジョブ「プロジェクトと予算のインポート」を実行すると、次のタスクがジョブの一部として
実行されます:

• 「プロジェクトのインポート」統合を実行します。
• プロジェクト予算のインポート統合を実行します。
• ルールセット「インポート済プロジェクトの計算」を実行します。
ジョブを使用して、プロジェクト管理から EPM Planningプロジェクトにプロジェクト、予算
および実績をインポートするには:

1. ホームページで「アプリケーション」をクリックし、「ジョブ」をクリックします。
2. 「ジョブのスケジュール」をクリックし、「プロジェクトと予算のインポート」をクリック
します。

3. 「今すぐ実行」をクリックするか、ジョブをスケジュールするオプションを指定し、「次」
をクリックします。
ジョブには、「プロジェクト管理クラウド統合」を有効にした際に設定した統合に対するデ
ータ統合からの情報が事前に移入されます。「統合ジョブ名(プロジェクトのインポート)」
および「統合ジョブ名(予算のインポート)」のリストには、すべてのプロジェクト管理カレ
ンダに対して定義されたすべての統合が含まれます。「シナリオ」、「バージョン」および
「エンティティ」は移入されますが、変更できます。データの量を制限するために、EPM
Planningプロジェクトのカレンダ設定に基づいて開始期間と終了期間が移入されます。
ここで選択するエンティティ値は、「インポート済プロジェクトの計算」ルールの入力とし
て使用されます。(その事業部門に対応する値をフェッチするために、エンティティ値がプ
ロジェクト管理に渡されることはありません。データ統合で、フィルタを設定してプロジ
ェクト管理事業部門のデータを取得します。)

4. 「統合ジョブ名(プロジェクトのインポート)」および「統合ジョブ名(予算のインポート)」
の統合ジョブ名を選択します。

Note:

プロジェクト管理に複数のカレンダがある場合、「統合ジョブ名(プロジェクトの
インポート)」および「統合ジョブ名(予算のインポート)」に使用可能な統合が複
数あります。これらはそれぞれ異なる名前で始まり、それぞれ異なる事業部門に
関連付けられます。実装に必要な統合を実行します。

5. 必要に応じて、「シナリオ」、「バージョン」および「エンティティ」の選択と、開始期間と
終了期間を変更し、「次」をクリックします。
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6. ジョブ詳細を確認し、「終了」をクリックします。
7. 実績をインポートします(継続実行するタスク)。プロジェクト管理から EPM Planningプ
ロジェクトに最初にプロジェクトを移行するときにこのタスクを実行し、プランニング・
サイクルの必要に応じて繰り返し実行します。
2つの方法のいずれかで、このタスクを実行できます:

a. ジョブの使用。プロジェクト実績のインポート(進行中のタスク)を参照してください。
b. 統合の実行。Planningモジュールの操作のプロジェクト管理から EPM Planningプロ
ジェクトへの実績データのインポートを参照してください。

データ統合の統合を使用したプロジェクトと予算のインポート

Note:

プロジェクト管理に複数のカレンダがある場合、プロジェクトのインポートおよびプ
ロジェクト予算のインポート用に複数の統合ジョブが構成されています。これらは
それぞれ異なる名前で始まり、1つのカレンダと関連付けられ、それぞれ異なる事業
部門に関連付けられます。1つの事業部門に対するプロジェクトのインポートおよ
びプロジェクト予算のインポートの統合を実行してから、別の事業部門に対するプロ
ジェクトのインポートおよびプロジェクト予算のインポートを続行します。

プロジェクト管理から EPM Planningプロジェクトにプロジェクト、予算および実績をインポ
ートするには:

1. ホームページで、「アプリケーション」、「データ交換」の順にクリックします。
2. プロジェクト組織をインポートします(オプション、1回かぎりのタスク)。「データ統合」
でプロジェクト組織のインポートを選択し、「実行」 をクリックします。オプションを指
定し、「実行」をクリックします。
オプション:

• インポート・モード - 置換
• エクスポート・モード - マージ
• 開始期間 - BegBalance

• 終了期間 - BegBalance

この統合に関連するフィルタは管理者によって設定されています。
デフォルトでは、この統合によって OEP_Total Entityの下の「エンティティ」ディメンシ
ョンにメンバーがインポートされます。
このオプションのステップでは、プロジェクト管理から EPM Planningプロジェクトのエ
ンティティ階層に組織構造がインポートされます。または、プロジェクト管理からインポ
ートせずに、EPM Planningプロジェクトでエンティティ階層に移入できます。
この統合が完了するまで待ってから次に進みます。

3. プロジェクト定義およびプロジェクト・プロパティを含めてプロジェクトをインポートし
ます(1回かぎりのタスク)。「データ統合」で「プロジェクトのインポート」を選択し、「実
行」 をクリックします。オプションを指定し、「実行」をクリックします。
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Note:

プロジェクト管理に複数のカレンダがある場合、プロジェクト予算のインポート
に使用可能な統合が複数あります。これらはそれぞれ異なる名前で始まり、それ
ぞれ異なる事業部門に関連付けられます。実装に必要な統合を実行します。

オプション:

• インポート・モード - 置換
• エクスポート・モード - マージ
• 開始期間 - BegBalance

• 終了期間 - BegBalance

この統合に関連するフィルタは管理者によって設定されています。
この統合によって、EPM Planningプロジェクトの「プロジェクト」ディメンションにメタ
データ・メンバーがインポートされます。プロジェクトのタイプに応じて、メンバーは「プ
ロジェクト合計」→「すべてのプロジェクト」→「内部プロジェクト」→「間接プロジェ
クト」または「プロジェクト合計」→「すべてのプロジェクト」→「内部プロジェクト」
→「資本プロジェクト」のいずれかにインポートされます。統合時にプロジェクト・タイ
プを識別するためのマッピングが設定されます。
プロジェクトのインポートが完了すると、プロジェクト・プロパティのインポートが自動
的に実行されます。この統合によって、プロジェクト名、プロジェクトの説明、プロジェ
クト開始日などのプロジェクト・プロパティ・データがインポートされます。
この統合が完了するまで待ってから次に進みます。

4. プロジェクト予算をインポートします(1回かぎりのタスク)。「データ統合」でプロジェク
ト予算のインポートを選択し、「実行」 をクリックします。オプションを指定し、「実行」
をクリックします。

Note:

プロジェクト管理に複数のカレンダがある場合、プロジェクト予算のインポート
に使用可能な統合が複数あります。これらはそれぞれ異なる名前で始まり、それ
ぞれ異なる事業部門に関連付けられます。実装に必要な統合を実行します。

オプション:

• インポート・モード - 置換
• エクスポート・モード - マージ
• 開始期間 - 開始日を選択します
• 終了期間 - 終了日を選択します
この統合に関連するフィルタは管理者によって設定されています。
この統合によって、OEP_Planに予算データがインポートされます。
プロジェクト予算のインポートが完了すると、EPMプロジェクト・ステータスのエクスポ
ートが自動的に実行されます。この統合によって、EPM Planningプロジェクトでこれらの
プロジェクト管理のプロジェクトに統合済のマークが付けられ、同じプロジェクト予算デ
ータが再インポートされなくなります。
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この統合が完了するまで待ってから次に進みます。
5. プロジェクトのロール・アップ・ルールを実行します。
6. 実績をインポートします(継続実行するタスク)。プロジェクト管理から EPM Planningプ
ロジェクトに最初にプロジェクトを移行するときにこのタスクを実行し、プランニング・
サイクルの必要に応じて繰り返し実行します。
2つの方法のいずれかで、このタスクを実行できます:

a. ジョブの使用。プロジェクト実績のインポート(進行中のタスク)を参照してください。
b. 統合の実行。Planningモジュールの操作のプロジェクト管理から EPM Planningプロ
ジェクトへの実績データのインポートを参照してください。

プロジェクト管理との統合のための EPM Planningプロジェク
ト・ルール

プロジェクト管理クラウド統合を有効にすると、ルールおよびルールセットが追加されます。
ルール
• プロジェクト統合エラー・ステータスの変更(OPF_Change Project Integration Error

Status): 「プロジェクト詳細」フォームの「アクション」メニューからこのルールを実行
して、統合ステータスを「エラー」から「初期」または「準備完了」のいずれかに変更し
ます。

• 四半期ごとおよび年次から月次への分散 - 調整(OPF_Spread Qrtly and Yearly to Months
- Adjustments): このルールは、「プロジェクト費用の調整」フォームで「保存時に実行」
に設定されており、四半期ごとおよび年次の費用を月次に分散します。

ルールセット
• インポート済プロジェクトの計算(OPF_Calculate Imported Projects)

インポートされたデータをロールアップし、材料費用/収益のキャッシュ・フローを計算し
ます。このルールは統合シナリオの範囲外でも使用できます。
入力: 通貨、エンティティ、シナリオ、バージョン、プロジェクト。すべてのレベル・ゼロ
のメンバーが計算に含まれる場合は、通貨、エンティティおよびプロジェクトに親メンバ
ーを指定できます。
ルールの構成:

– OPF_Calculate Cash Flow for Loaded Projects: 材料費用/収益のキャッシュ・フロー
を計算します。

– OPF_Rollup Project Cube: データをロールアップします(既存のルール)。
– OPF_Set Missing Properties for Reporting: インポートされたプロジェクトの欠落
したプロジェクト統合ステータス、ランクおよび優先度を設定します(該当する場合)。

• 承認済プロジェクトのエクスポート(OPF_Export Approved Projects)

プロジェクト管理との統合のために、「承認済」(プロジェクト・ステータス)および「内部」
または「準備完了」(プロジェクト統合ステータス)であるすべてのプロジェクトをエクスポ
ートします。このルールセットはデータ管理によって呼び出されます。
入力: シナリオ、バージョン、エンティティ。親メンバーの下にあるすべてのレベル・ゼロ
のメンバーが計算に含まれるように、エンティティに親メンバーを指定できます。
ルールの構成:
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– OPF_Prepare Data For Reporting: レポート・キューブに移動するためのデータを準
備します。

– OPF_Set Missing Properties for Reporting: インポートされたプロジェクトの欠落
したプロジェクト統合ステータス、ランクおよび優先度を設定します(該当する場合)。

– OPF_Execute Project Reporting Data Maps: データ・マップを実行して、OEP_PFP
キューブから PFP_REPレポート・キューブにプロジェクト・データを移動します。

– OPF_Merge Data Slice: ゼロをクリアし、PFP_REPレポート・キューブのデータ・
スライスをマージします。

– OPF_Export Project Properties To File: 統合ステータスが「初期」または「準備完
了」である承認済プロジェクトを、プランニング送信ボックスのファイルにエクスポ
ートします。エクスポートはレポート・キューブから実行されます。

– OPF_Reset Integration Properties: 統合ステータスの説明をクリアします。
• 統合プロジェクト・リストのエクスポート(OPF_Export Integrated Project List)

統合ステータスで統合済ステータスになっているプロジェクトをエクスポートします。こ
のルールはデータ管理によって呼び出されます。
入力: シナリオ、バージョン、エンティティ。親メンバーの下にあるすべてのレベル・ゼロ
のメンバーが計算に含まれるように、エンティティに親メンバーを指定できます。
ルールの構成:

– OPF_Set Missing Properties for Reporting: インポートされたプロジェクトの欠落
したプロジェクト統合ステータス、ランクおよび優先度を設定します(該当する場合)。

– OPF_Execute Project Reporting Data Maps: データ・マップを実行して、OEP_PFP
キューブから PFP_REPレポート・キューブにプロジェクト・データを移動します。

– OPF_Merge Data Slice: ゼロをクリアし、PFP_REPレポート・キューブのデータ・
スライスをマージします。

– OPF_Export Integrated Project List To File: 統合ステータスが統合済であるプロジ
ェクトを、レポート・キューブからプランニング送信ボックスのファイルにエクスポ
ートします。

• プロジェクト予算のエクスポート(OPF_Export Project Budget)

プロジェクト予算をプランニング受信ボックスのファイルにエクスポートします。このル
ールは統合には使用されませんが、ユーザーが費用をファイルにエクスポートできるよう
に用意されています。ただし、ファイルが大きくなりすぎないようにするためにプロジェ
クトの数が制限されています。
入力: シナリオ、バージョン、エンティティ。親メンバーの下にあるすべてのレベル・ゼロ
のメンバーが計算に含まれるように、エンティティに親メンバーを指定できます。
ルールの構成:

– OPF_Prepare Data For Reporting: レポート・キューブに移動するためのデータを準
備します。

– OPF_Set Missing Properties for Reporting: インポートされたプロジェクトの欠落
したプロジェクト統合ステータス、ランクおよび優先度を設定します(該当する場合)。

– OPF_Execute Project Reporting Data Maps: データ・マップを実行して、OEP_PFP
キューブから PFP_REPレポート・キューブにプロジェクト・データを移動します。

– OPF_Merge Data Slice: ゼロをクリアし、PFP_REPレポート・キューブのデータ・
スライスをマージします。
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– OPF_Export Project Budget To File: すべてのプロジェクトの個々の費用合計レベル
の費用をプランニング受信ボックスのファイルにエクスポートします。エクスポート
はレポート・キューブから実行されます。

また、プロジェクト管理クラウド統合を有効にすると、一部のルールが変更されます。プロジ
ェクトの更新を参照してください。

構成後のタスク
プロジェクトとプログラムのマッピング

「プログラム」ディメンションを有効化した場合は、分析のためにプロジェクトを 1つのプログ
ラムにまとめることができます。このタスクを実行するには、あらかじめプロジェクトを追加
しておく必要があります。
「プログラム」ディメンションを有効化すると、属性ディメンションとして追加されます。ディ
メンション・エディタでプロジェクトをプログラムにマッピングします。
プロジェクトをプログラムにマッピングするには:

1. ホームページでナビゲータ をクリックし、「作成および管理」カテゴリから「ディメ
ンション」を選択します。

2. 「ディメンション」ドロップダウン・リストから「プロジェクト」を選択します。
3. 「アクション」メニューで「カスタム属性」を選択します。
4. 「プログラム」をクリックして、「属性値」ペインに移します。
5. 「+」をクリックしてプログラム・メンバーを追加します。
6. プログラムを選択し、そのプログラムに関連付けるプロジェクトを「属性値」で選択しま
す。

7. データベースをリフレッシュします。
チュートリアル
チュートリアルには、トピックの学習に役立つ一連のビデオやドキュメントを使用した手順が
用意されています。

目的 方法の学習
このチュートリアルでは、プログラムをプロジェク
トに割り当てて、プログラム別にプロジェクトを分
析する方法を示します。  プログラムへのプロジェクトの割当て

プロジェクトのルール
ルールを実行して、アプリケーションの値を計算します。ホームページで「ルール」をクリッ
クします。
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ヒント:

プロジェクトのルールのみを表示するには、「フィルタ」の横の「すべてのキューブ」
をクリックし、「キューブ」リストで「OEP_PFP」を選択します。

プロジェクトのルール:

• OPF_Add Project - 新規プロジェクトをオンザフライで追加します。
• OPF_Add Expense Line Item - 新規費用ライン・アイテムをプロジェクト内に追加しま
す。

• OPF_Add Revenue Line Item - 新規収益ライン・アイテムをプロジェクト内に追加しま
す。

• OPF_Approve Project - プロジェクトのステータスを「承認済」に設定します。このプロ
ジェクトは推進される可能性が高いため、計画データを予測シナリオにコピーします。

• OPF_Calculate Capitalized Expense - 資本プロジェクトの資産計上可能費用を計算しま
す。

• OPF_Calculate Direct Expense - すべてのプロジェクトの直接費を計算します。
• OPF_Calculate EVM - プロジェクトの収益値メジャー(設定されたターゲットに基づくス
ケジュールおよびコスト差異)を計算します。

• OPF_Calculate Expense CashFlow - プロジェクトに設定された仮定に基づいて、費用に
関連するキャッシュ・フローを計算します。

• OPF_Calculate Expense - 設定されたドライバ・ベースの仮定に基づいて、労務、材料お
よび設備に対するドライバ・ベースの費用を計算します。

• OPF_Calculate Financial Benefits - 集計された財務ベネフィットを計算します。
• OPF_Calculate Non Financial Benefits - 年合計を計上して、非財務ベネフィットを計算
します。

• OPF_Calculate Overhead Expenses - 指定されたドライバに基づいて、諸経費費用を計
算します。

• OPF_Calculate Payback period - プロジェクトに計画された費用とベネフィットに基づ
いて、回収期間を計算します。

• OPF_Calculate Payback period Revenue - プロジェクトの費用と収益に基づいて、回収
期間を計算します。

• プロジェクトの計算
• OPF_Calculate Project Benefits - 間接プロジェクトおよび資本プロジェクトのプロジェ
クト・ベネフィットを計算します。

• OPF_Calculate Revenue - プロジェクト・タイプ(実費清算、コスト加算または直接)に基
づいて、契約プロジェクトの収益を計算します。

• OPF_Calculate Revenue cash flows - 収益実現のためのキャッシュ・フローを計算しま
す。

• OPF_Calculate Revenues

• OPF_Copy Data to Finstmt - すべてのプロジェクトのデータ集計後、定義されたマッピン
グに基づいて、プロジェクトから財務にデータを移動します。

• OPF_Delete Project - プロジェクトを削除します。
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• OPF_Execute Project to Capital Map Reporting - プロジェクト費用から資本資産を作成
します。

• OPF_Execute Project to Capital Map Reporting - Capitalized - リソース・クラスに基づ
いて、プロジェクト費用から資本資産を作成します。

• OPF_Execute Project to WFP Map Reporting - 割り当てられたジョブ・コードと従業員
FTE、労務時間および費用を要員に移動します。

• OPF_Prepare Detailed Forecast Data - 月と年の予測のデータを編成します。
• OPF_Prepare High Level Forecast Data - 月および年の概要レベル予測のデータを編成
します。

• OPF_Push data to capex from Projects - 配賦された費用に基づいて、プロジェクトから
資本に、計画された資本的支出仮勘定にデータを移動します。

• OPF_Recognize Revenue - 割り当てられた収益認識ドライバに基づいて、収益認識を計
算します。

• OPF_Refresh Project Dates - インポートされたプロジェクトの費用または収益を直接入
力する前に、またはプロジェクト日付が変更されたときに、このルールを実行します。

• OPF_Remove Line items - プロジェクトからライン・アイテムを削除します。
• OPF_Rollup Project Cube - 階層全体にわたるプロジェクトの集計を計算します。
• プロジェクトのロール・アップ - プロジェクトを集計し、勘定科目マッピングに基づいて
データを財務にプッシュします。

プロジェクト管理クラウド統合を有効にすると、ルールが追加されます。プロジェクト管理と
の統合のための EPM Planningプロジェクト・ルールを参照してください。

ノート:

一部のルールはプロジェクト向けにカスタマイズされていて変更できないるため、こ
れらのルールは Calculation Managerに表示されません。
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8
資本の構成

次も参照:

• 資本の機能の有効化
• 資本の構成
資本の機能を有効化した後で次の構成タスクを実行します。

• 構成後のタスク
• 資本のルール
• カスタム減価償却または償却方法の作成

資本の機能の有効化
資本資産のプランニングを開始する前に、資本の機能を有効化する必要があります。使用する
予定がある機能のみを有効化します。選択内容に基づいて、ディメンション、ドライバ、フォ
ームおよび勘定科目が移入されます。後から戻って追加の機能を有効化することができます
が、アプリケーションに含めるディメンションは最初に機能を有効化するときにすべてを有効
化する必要があります。最初に資本の機能を有効化するときに「名前付き資産」も指定する必
要があります。

ノート:

一度有効化した機能を後から無効化することはできません。

ビデオ

目的 視聴するビデオ
資本の有効化および構成について学習します。

 Oracle Enterprise Planning Cloudの資本の
構成

チュートリアル
チュートリアルには、トピックの学習に役立つ一連のビデオやドキュメントを使用した手順が
用意されています。

目的 方法の学習
この 60分のチュートリアルでは、資本の機能を構
成して有効にする方法を示します。  資本の構成
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1. ホームページで「アプリケーション」 をクリックし、「構成」 をクリ
ックします。

2. 「構成」リストで「資本」を選択し、「機能を使用可能にする」をクリックします。
3. 有効化する機能を選択します。特記しないかぎり、後から戻って追加の機能を有効化する
ことができます。現在使用する必要がある機能のみを有効化してください。

表 8-1 資本の有効化

有効化 説明
新規設備投資 新規設備投資を選択します。

「新規設備投資」の有効化を参照してください。
既存資産の管理 既存の資本資産を選択します。

「既存資産の管理」の有効化を参照してください。
ディメンションのマップ/名前変更 • アプリケーションで最大 3個のカスタム・ディ

メンションを使用できます。
• カスタム・ディメンションを既存のディメンシ
ョンにマップします。

• 基本ディメンションの名前を変更します。
このステップは、最初に資本を有効化するときに実
行する必要があります。
資本をプロジェクトと統合する場合、「プロジェク
ト」という名前(プロジェクトでのデフォルト・デ
ィメンション名)のカスタム・ディメンションを追
加します。他の名前を付ける場合は、すべてのモジ
ュールで同じディメンション名になるようにして
ください。
「ディメンションのマップ/名前変更」の有効化を参
照してください

ディメンション、フォーム、勘定科目など、資本のアーティファクトが移入されます。

「新規設備投資」の有効化
固定資産の新規設備投資を行うことができます。オプションで、リース資産(車両など)または
無形資産(著作権など)についてプランニングすることもできます。「名前付き資産」を選択し
て、資産の名前を詳細レベルでプランに追加し、プランニング・サイクルで追加する予定があ
る名前付き資産の概数を指定します。
「名前付き資産」を使用する場合は、最初に資本を有効化するときに選択する必要があります。
後で戻って有効化することはできません。名前付き資産の数を後から増やすことはできます。
リース資産プランニングの IFRS16

リース資産プランニングを実行している場合、「リース資産」の「IFRS16標準」を選択して、
IFRS16のサポートを付加的に有効化できます。
「IFRS16標準」を有効化すると、次の変更が発生します:
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• リース資産の計算に新しい標準を使用するために、「リース資産の計算」ルールが更新され
ます。(「IFRS16標準」を有効化しない場合、ルールは更新されません。)

• 「減価償却および償却の仮定」 – 短期リース期間(月)および少額リース金額の 2つの新しい
メンバーが使用可能になります。少額/短期資産の場合、貸借対照表で資産価値を処理する
のではなく、利益と損失で資産を償却できます。たとえば、12か月のリース期間また
は$5000の値のリース資産が少額/短期資産と考えられますが、各資産タイプの値を変更で
きます。入力した少額/短期のしきい値に一致するリース資産は、少額/短期資産の IFRS16
標準を使用して計算され、他の資産のように処理されるのではなく、利益と損失で償却さ
れます。

• リース資産が少額/短期資産であるかどうかを判断する際は、支払頻度が考慮されます。資
産価値は(lease payment x payment frequency)として計算されます。計算された値が少額
リース金額より小さい場合、その資産は少額/短期リース資産とみなされます。
たとえば、少額リース金額が$5000で、リース資産に支払頻度が月次の$500の支払がある
場合、リース資産価値は$500 x 12か月 = $6000として計算されます。$6000が少額リー
ス金額の$5000よりも高いため、このリースは少額/短期資産とみなされません。ただし、
この同じ資産の支払頻度が半期ごとである場合、リース資産価値は$500 x 2 = $1000とし
て計算され、これは少額リース金額の$5,000よりも低いため、少額/短期資産とみなされま
す。

• 新しい勘定科目 - 少額/短期のオーバーライドが作成されます。資産の少額リース金額をオ
ーバーライドして、資産を少額/短期リース資産として計算するように強制できます。「リ
ース資産プランニング」フォームに少額/短期のオーバーライド列が追加されます。デフォ
ルトでは、各資産の少額/短期のオーバーライドの値は「いいえ」です。資産のこの値を
「はい」に変更すると、リース資産の価値に関係なく、資産は少額/短期資産として計算さ
れます。

• 新規資産勘定科目「インデックス・レート」が追加されました。新規リース資産の作成時
に「インデックス・レート」を設定できます。
– 「インデックス・レート」を設定した場合、リース金額は「インデックス・レート基
準」(選択内容に応じて、年次または支払い頻度に応じた基準)に基づき、インフレーシ
ョンに応じて増加します。

– 「リース資産の計算」ビジネス・ルールでは、資産の NPVの計算時にインデックス・
レートおよびインデックス・レート基準が考慮されます。インデックス・レートを設
定しない場合、リース支払額は各期間に対して同じです。

– 既存の資産の場合、「投資」、「リース資産プランニング」の「新規リース資産」フォー
ムに「インデックス・レート」を入力できます。

• 新規勘定科目「インデックス・レート基準」が追加されました。
– 「年次」および「支払頻度」のエントリを持つ「インデックス・レート基準」で、新し
いスマート・リストが使用可能です。
* 年次—支払の頻度にかかわらず、インフレーションを年次で適用します。
* 支払頻度—支払頻度に基づいてインフレーションを適用します。

– リース資産の追加で新規リース資産を追加するときに、「インデックス・レート基準」
で「年次」または「支払頻度」を選択します。デフォルトでは、新規リース資産の「イ
ンデックス・レート基準」は「年次」です。

– 「インデックス・レート基準」は、「リース資産プランニング」フォームでいつでも変
更できます。

• 賃貸無料期間(リース・ホリデーとも呼ばれます)が使用可能です。
– 新しいフォーム「賃貸無料期間」が使用可能です。
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– 新規勘定科目 OCX_LeaseRentFreePeriodを使用して、期間が賃貸無料かどうかを取
得できます。

– 賃貸無料期間は、日付範囲ではなく、リースの支払頻度(月次、四半期ごと、年次)に応
じた期間に基づきます。

– 各リース資産について、「賃貸無料期間」フォームに新規リース資産を追加したら、賃
貸無料にするすべての期間について「はい」を選択します。

– 賃貸無料期間のリース支払はゼロに設定され、リースを計算するときには、賃貸無料
期間を考慮して現在価値とキャッシュ・フローの値が計算されます。

– 次の新しいルールが使用可能です:

* OCX_Free Rent Asset BeforeLoad。「賃貸無料期間」フォームに添付され、すべ
てのセルを読取り専用にし、支払頻度に従って該当するセルのみが編集可能になり
ます。

* OCX_Free Rent Period Spread。「賃貸無料期間」フォームに添付され、四半期/
半年ごと/年次を月次に分散します。

• リース資産減価償却は、リースの所有権に基づいて異なります。所有権が賃貸人にある場
合、減価償却はリース期間に対して、または資産の耐用年数が終わるまでのどちらか早い
方まで請求されます。所有権が賃借人にある場合、減価償却は資産の耐用年数に対して請
求されます。

• リース資産に対して、12か月または 13期間のカレンダを使用して計画できます。
• 勘定科目 OCX_Operating_Lease_Paymentsの別名は、「オペレーティング・リース支払」
から「リースの支払」に変更されます。

「IFRS16標準」を有効化した後、「減価償却および償却の仮定」の短期リース期間(月)および少
額リース金額の値を入力します。資本資産仮定の入力を参照してください。
ビデオ

目的 視聴するビデオ
資本の IFRS16について学習します。

 概要: IFRS 16用の資本プランニングのリー
ス資産

チュートリアル
チュートリアルには、トピックの学習に役立つ一連のビデオやドキュメントを使用した手順が
用意されています。

目的 方法の学習
このチュートリアルでは、IFRS16標準のサポート
が有効な資本のリース資産の計画と、既存のリース
資産のインポートを行う方法について説明します。
いくつかの使用例が含まれます。

 IFRS16を使用するリース資産プランニ
ング

「既存資産の管理」の有効化
資産関連の費用、既存の資産の除・売却、移動および改善のプランニングを行うことができま
す。必要に応じて、既存の無形資産についてプランニングすることもできます。
標準パーセント仮定を設定してプランニングできる高度なメンテナンスや高価な資産につい
て、資産レベルでの費用をプランニングする場合は、このオプションを使用します。
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「ディメンションのマップ /名前変更」の有効化
この構成タスクは、最初に機能を有効化するときに実行する必要があります。「ディメンション
のマップ/名前変更」を次のように使用します:

• カスタム・ディメンションを追加します。
たとえば、チャネルと市場についてプランニングすることができます。このケースでは、
これら 2つのディメンションを追加し、チャネルおよび市場メンバーをインポートします。
計算、フォームおよび他のアーティファクトには、指定する追加のディメンションが含ま
れます。

• 既存のディメンションの名前と有効化するモジュール内のディメンションの名前が同じ
で、両方のディメンションを保持する場合は、ディメンションの名前を変更します。

• 複数のモジュールで既存のディメンションを使用します。たとえば、財務を設定し、あと
からプロジェクトを有効にした場合、両者に共通の既存のディメンションを利用できます。
この機能を使用すると、新しいモジュールを有効化するときに共通ディメンションを再構
築する必要がありません。

• 変換済の Planningアプリケーションでディメンションを再利用します。

資本の構成
資本の機能を有効化した後で次の構成タスクを実行します。

1. ホームページで「アプリケーション」 をクリックし、「構成」 をクリ
ックします。

2. 「構成」リストで「資本」を選択します。
3. 必須のタスクをすべて実行します。ビジネスで必要なオプションのタスクを実行します。
「フィルタ」を使用して、構成アクションのステータスを確認します。「アクション」 
を使用して、タスクのステータスを更新します。
提供されるメンバーから資産クラス(および無形資産が有効な場合は無形資産)を追加する
か、ファイルからそれらをインポートする必要があります。これはダッシュボードとフォ
ームをロードするために必要です。
インポート・ファイルのフォーマットの詳細は、データのインポートを参照してください。

4. 構成した後、および構成の変更やメタデータのインポートを行ったときは常に、データベ
ースをリフレッシュします。「構成」ページで、「アクション」メニューから「データベー
スのリフレッシュ」を選択します。「作成」をクリックしてから「データベースのリフレッ
シュ」をクリックします。
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表 8-2 資本の構成

構成 説明
エンティティ エンティティをインポートします。

部署、コスト・センター、事業部門など、ビジネス
階層を反映する「エンティティ」ディメンション・
メンバーをインポートします。
メンバーを含むファイルの場所(「ローカル」または
「プランニング受信ボックス」)を選択し、「参照」を
クリックしてファイルを探し、ファイルの種類を指
定して「インポート」をクリックします。

ノート:

エンティティはモジ
ュール間で共通のた
め、すべてのエンティ
ティをまとめてイン
ポートします。

資産 資産クラスを設定します。
有形資産クラス・メンバーを追加またはインポート
します。資産クラスの定義済リストから選択する
か、独自のカスタム資産クラスを追加できます。資
産クラス・ディメンションは、企業が所有する資産
のカテゴリを詳述します。
勘定科目とドライバの追加および管理を参照して
ください。

無形資産 無形資産を設定します。
無形資産クラス・メンバーを追加またはインポート
します。資産クラスの定義済リストから選択する
か、「スマート・リスト」から追加するか、独自の
カスタム資産クラスを追加できます。資産クラス・
ディメンションは、企業が所有する資産のカテゴリ
を詳述します。
勘定科目とドライバの追加および管理を参照して
ください。

費用 定義済アーティファクトを選択して、管理する費用
勘定科目を構成します。
資本の費用勘定科目は削除できますが、追加または
インポートすることはできません。
勘定科目とドライバの追加および管理を参照して
ください。

資産の詳細 資産の詳細をインポートします。
「資産詳細」ディメンションに資産の詳細をインポ
ートします。これは、要件に応じて個々の資産また
は資産のグループとして資産詳細の追跡に使用さ
れます。資産は、新規所有、既存所有、新規リース
または既存リースになります。
詳細は、データのインポートを参照してください。
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表 8-2 (続き) 資本の構成

構成 説明
プランニングと予測の準備 プランの時間枠および粒度を設定します。

プランニングおよび予測の時間枠、開始期間および
粒度のレベルを構成します。年ごとに異なる基準
でプランニングおよび予測できます。
資本プランニングと予測の準備を参照してくださ
い。

費用およびキャッシュ・フローの仮定 有形資産費用、減価償却および償却の仮定、および
資金調達仮定を設定します。有形資産の費用計算
のドライバとして使用されます。
事前定義済費用仮定は削除することしかできませ
ん。新たに追加またはインポートすることはでき
ません。
勘定科目とドライバの追加および管理を参照して
ください。

無形資産の仮定 減価償却の方法と規則、耐用年数、キャッシュ・フ
ローおよび資金調達の仮定を設定します。無形資
産の費用計算のドライバとして使用されます。
事前定義済費用仮定は削除することしかできませ
ん。新たに追加またはインポートすることはでき
ません。
勘定科目とドライバの追加および管理を参照して
ください。

グローバル仮定 為替レートを設定します。
複数通貨アプリケーションの外国為替レートを入
力します。グローバル仮定の設定: 為替レートを参
照してください。

資本勘定科目の財務へのマップ 資本の資産勘定科目を財務の勘定科目にマップし
て、資本の詳細資産から財務の勘定科目レベルへの
データの統合および移動を許可します。各資産勘
定科目について、対応する財務勘定科目を「スマー
ト・リスト」で選択します。
水平タブを選択して、「有形資産」、「無形資産」お
よび「リース資産」の資産をマップします。
財務が有効化されている場合のみ使用できます。

<customName Dimension>のインポート <customName Dimension>をインポートします。
<customName Dimension>ディメンションに移入
するメンバーをインポートします。有効なカスタ
ム・ディメンションがある場合に使用します。

資本プランニングと予測の準備
各モジュールについてプランの時間枠および粒度を構成できます。モジュールや年ごとに異な
る時間枠と粒度を設定できます。
プランの時間枠および粒度を構成するには:

1. 「現在の会計年度」で現在の会計年度を選択します。
2. 「期間」から、現在の実績月を選択します。 13期間アプリケーションの場合は、現在の期
間を選択します。この値は毎月更新する必要があります。
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3. 「プラン開始年」には、プランナが現在の会計年度と次の計年度のどちらでプランニングを
行うかを指定します

4. 「プラン」、「年」列を順にクリックして、構成する年数を選択します。たとえば、10年の
アプリケーションの最初の 5年間を構成するには、5年間を選択します。

5. 構成する各年のプランニングの基準を選択します。毎年同じ間隔でプランを準備する場合
は、「すべて」をクリックしてから間隔(たとえば「月次」)を選択します。年によって異なる
間隔でプランを準備する場合は、各年の行で間隔を選択します。たとえば、FY20では月ご
と、FY21では四半期ごとにプランニングする場合、FY20の行では「月次」、FY21の行で
は「四半期ごと」を選択します。 13期間アプリケーションの場合は、「月次」のかわりに
「13 期間」を選択します。

6. 「予測」をクリックし、これまでの手順を繰り返して予測の基準を指定します。
最初の年の「予測」に対するプランニング基準として「四半期ごと」を選択すると、該当
期間でのみ予測データの入力が許可されるように、指定された有効な交差が設定されます。
現在の月より前の四半期予測期間は更新できません。四半期ごとのプランニングを有効に
した場合は常に、代替変数 OEP_CurQtrが提供されます。
最初の年の「予測」に対するプランニング基準として「四半期ごと」を選択すると、現在
の月が四半期の最後の月の場合に資本で現在の四半期をどのように判別するかを選択でき
ます。
現在の月が四半期の最後の月の場合は、資本で現在の四半期をどのように定義するかにつ
いて、「プランニングと予測の準備」でオプションを選択します:

• 「予測で現在の期間をロック」を選択した場合、資本では次の四半期が使用されます。
たとえば、現在の月が 3月で、このオプションを選択した場合、資本では現在の四半
期を Q2として定義します。

• 「予測で現在の期間をロック」をクリアした場合、資本では現在の四半期が使用されま
す。たとえば、現在の月が 3月で、このオプションをクリア(選択を解除)した場合、資
本では現在の四半期を Q1として定義します。

ノート:

• 「予測で現在の期間をロック」は、最初の年の予測に対するプランニングの基準として
四半期を選択している場合にのみ使用可能になります。

• モジュールごとに「予測で現在の期間をロック」のオプションを選択できます。
この構成タスクによって、必須代替変数がすべて設定されます。
資本のフォームおよびルールでは、プランおよび予測シナリオに対して異なるプランニング年
を使用できます。
資本の「プランニングと予測の準備」構成中、計画シナリオと予測シナリオの両方に対して
&OEP_YearRange代替変数を設定するかわりに、資本では、シナリオごとに個別に「プラン
ニングと予測の準備」構成の開始年と終了年を読み取る方法を使用するようビジネス・ルール
が構成されます。シナリオの開始期間と終了期間に基づいてデータを表示するためのフォーム
が作成されます。
資本のカスタム・ルールを作成するには、&OEP_YearRange代替変数ではなく次の関数を使
用します。
• [[PlanningFunctions.getModuleStartYear("CAPITAL",{Scenario})]] - 特定のシナリオ
の開始年を返します

• [[PlanningFunctions.getModuleENDYear("CAPITAL",{Scenario})]] - 特定のシナリオの
終了年を返します
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資本のカスタム・フォームを作成するには、&OEP_YearRangeのかわりに「すべての年」の
ILvl0Descendantsを使用します。

ヒント:

ルールを作成または編集してプランニングおよび予測タスクをカスタマイズする場
合、
[[PlanningFunctions.getModuleStartPeriod("ModuleName","ScenarioName")]]お
よび
[[PlanningFunctions.isPlanStartYearSameAsCurrentFiscalYear("ModuleName")]
]のようにルールで Planning数式を使用して、構成済の時間範囲情報を呼び出すこと
ができます。
モジュール名は大小文字を区別せず、二重引用符で囲む必要があります。
• 資本
• 財務
• プロジェクト
• 要員
Calculation Managerでの設計のシナリオを参照してください。

アカウントとドライバの追加および変更について
追加または変更する必要のあるカスタム・ドライバ・メンバー、勘定科目メンバーおよび他の
アーティファクトの数に応じて、次のいずれかのタスクを実行します:

• 少数—構成ページで直接追加または編集を行います
• 多数—次によってインポートします:

– 既存のセットをエクスポートします。
– エクスポートされたスプレッドシートを変更して、カスタム・アーティファクトのた
めの行やデータを追加します。

– スプレッドシートをインポートします。
このエクスポートとインポートのプロセスにより、アプリケーションの設計とメンテナンスに
かかる時間が短縮されます。要件が変更されたときは、このプロセスを必要に応じて何回でも
繰り返すことができます。たとえば、実行をプランニングしている新しいソーシャル・メディ
ア・キャンペーン用のドライバと似ている、事前定義済マーケティング・ドライバを表示する
ことができます。容易に、ドライバをエクスポートし、マーケティング・ドライバのコピーを
作成し、必要に応じてソーシャル・メディア・キャンペーン用に変更してから再インポートで
きます。

勘定科目とドライバの追加および管理
勘定科目とドライバを追加または変更するには:

1. アカウントまたはドライバを設定する構成タスクを選択します。
2. リストからコンポーネントまたはカテゴリを選択します(ある場合)。
3. 次のタスクを実行します:
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• アーティファクトを追加するには、「アクション」メニューから「追加」を選択して、
新しい行に詳細を入力します。

• 一連のアーティファクトの変更または多数のアーティファクトの新規追加を行うに
は、事前定義済アーティファクトのセットをエクスポートして (「アクション」メニュー
の「エクスポート」を選択)、エクスポート・ファイルを Microsoft Excelで変更しま
す。事前定義済アーティファクトの編集や、アーティファクトのコピー作成と変更を
行って、新しいアーティファクトを作成したり、新しいアーティファクトを追加した
りします。その後、変更したファイルをインポートします(「アクション」メニューから
「インポート」を選択します)。可能な場合には、カテゴリやサブカテゴリを使用して、
関連する機能のアーティファクトをまとめます。

• カテゴリまたはグループに関係なく、すべてのドライバをエクスポートまたはインポ
ートするには、「バッチ・エクスポート」または「バッチ・インポート」を使用しま
す。

• 特定の種類のドライバのみをエクスポートまたはインポートするには、「カテゴリ」ま
たは「コンポーネント」を指定してから「インポート」または「エクスポート」を使
用します。

ノート:

• カスタム・メンバーについて一意のメンバー名と別名を指定して、提供されているメンバ
ーと競合しないようにします。

• ドライバを削除する必要がある場合は、グループ内の他の勘定科目ドライバの式を調べて、
削除しようとするドライバを参照するものがあるかどうか確認します。参照している場合
は、削除に対応するようにロジックを更新します。

グローバル仮定の設定: 為替レート
複数通貨アプリケーションを作成した後で為替レートを設定します。為替レートはここで説明
するように手動で入力することもインポートすることもできます。為替レートのインポートの
詳細は、Planningの管理の簡易複数通貨アプリケーションの為替レート・タイプのインポート
を参照してください。
為替レートを手動で設定するには:

1. 通貨ディメンションに各通貨のためのメンバーを追加します。
2. 「グローバル仮定」をクリックして、<基本通貨>に対する為替レートタスクを開きます。こ
こで、プランナが使用する通貨の為替レートを入力します。

3. 「視点」からメンバーを選択します。
4. 各期間および各通貨について平均為替レートと終了為替レートを入力して、フォームを保
存します。

フォームの名前が<基本通貨>に対する為替レートに変更されます。<基本通貨>は、アプリケー
ションを作成したときに選択したレポート通貨です。たとえば、アプリケーションの基本通貨
が「円」の場合、フォームは円に対する為替レートになります。これは、データの変換に使用
される為替レートが対応する通貨をプランナに示し、プランナがシナリオ、年およびバージョ
ンに固有のレートを入力できるようにします。

ノート:

新しいバージョン・メンバーを追加した場合は、そのバージョンに為替レートを入力
する必要があります。
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構成後のタスク
構成タスクを完了したら、次のタスクを実行します。
• 構成の後やメタデータをインポートした後でキューブをリフレッシュします。
• 「投資」および「無形資産」の下、および「エンティティなし」レベルや「エンティティ合
計」レベルのメンバーでの「既存資産」で、仮定フォームを確認します。必要であれば、
プランナがプランニングのスタート地点として使用できるように「エンティティなし」レ
ベルで仮定を設定します。「エンティティなし」を「読取り専用」に設定すると、プランナ
のために「エンティティなし」仮定値を編集不可にすることができます。こうした場合、
プランナはグローバル仮定を見ることができますが変更できません。

• 「資産詳細」ディメンションの OCX_Total Newおよび OCX_New Leaseメンバーについ
て、「動的な子に対して使用可能」プロパティと「使用可能な動的な子の数」プロパティを
変更しないでください。これらのプロパティは「読取り専用」にする必要があります。

• ビジネスに必要な場合、カスタム減価償却および償却方法を作成できます。カスタム減価
償却または償却方法の作成を参照してください。

資本のルール
ルールを実行するには、ホーム・ページで「ルール」をクリックします。

ヒント:

資本のルールのみを表示するには、「フィルタ」の横の「すべてのキューブ」をクリ
ックし、「キューブ」リストで「OEP_CPX」を選択します。

資本のルール:

• 資産の追加 - 資産クラス(有形資産)に対して新規資産を追加します。
• 資産の動的な追加 - 実行時プロンプトに表示されているメンバー名を持つ新しい資産を追
加します。

• 無形資産の追加 - 資産クラスに対して無形資産を追加します。
• 無形資産の追加 - 「機能を使用可能にする」で「名前付き資産」が選択されていない場合
に新しい資産を追加します

• OCX_Add Intangibles Dynamic - 実行時プロンプトに表示されているメンバー名で新し
い資産を追加します。

• リース資産の追加 - リース資産をエンティティ・レベルで追加し、それがオペレーティン
グ・リースかキャピタル・リースかを決定します。

• リース資産の追加 - 名前付きリース資産をエンティティ・レベルで追加し、それがオペレ
ーティング・リースかキャピタル・リースかを決定します。

• プラン年のドライバの割当て - ソース年に基づいて、または単純に指定された値に基づい
て、ターゲット年のパーセンテージ・ドライバを設定します。

• OCX_Add LeasedAsset Dynamic - 実行時プロンプトに表示されているメンバー名でリ
ース資産を追加します。
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• すべての既存の無形資産の計算 - このルールは現在、廃止されています。かわりに「無形
資産の計算」ルールを使用してください。

• すべての既存の有形資産の計算 - このルールは現在、廃止されています。かわりに「有形
資産の計算」ルールを使用してください。

• 既存の無形資産の計算 - 指定した既存の無形資産について、償却とその他すべての費用、
およびキャッシュ・フローを計算します。

• 無形資産の計算 - 指定した無形資産について、償却とその他すべての費用、およびキャッ
シュ・フローを計算します。

• 有形資産の計算 - 指定した資産について、減価償却とその他すべての費用、およびキャッ
シュ・フローを計算します。

• すべてのリース資産の計算 - エンティティのすべてのリース資産について、リースの PV
値、減価償却、利率およびキャッシュ・フローを計算します。

• リース資産の計算 - 指定したリース資産について、リースの PV値、減価償却、利率および
キャッシュ・フローを計算します。

• 無形資産の減損 - 無形資産の減損(資産価値の減少)を計算します。
• 資産の改良 - 資産を分割し、改良の値を作成することにより、既存の資産に対する改良を
許可します。

• 資産の照合 - 既存資産に対して新規資産要求を照合します。すべての値は、割り当てられ
た資産にプッシュされます。

• リース資産の照合 - 既存リース資産に対して新規リース資産要求を照合します。すべての
値は、割り当てられた資産にプッシュされます。

• 名前付き資産の削除 - 関連がなくなった名前付き資産を削除します。
• OCX_Remove Asset Dynamic - 関連がなくなった計画済名前付き資産投資を削除しま
す。

• リース資産の削除 - 関連がなくなった計画済リース資産投資を削除します。
• OCX_Remove Leased Asset Dynamic - 関連がなくなった計画済名前付きリース資産投
資を削除します。

• 資産の除・売却 - 既存資産を除・売却します。資産は売却または償却でき、対応する会計
情報が示されます。

• 無形資産の除・売却 - 既存無形資産を除・売却します。資産は売却または償却でき、対応
する会計情報が示されます。

• 資本のロール・アップ - 勘定科目、資産詳細、資産クラス、エンティティをロール・アッ
プします。

• FS勘定科目のマッピングの同期 - 資本と財務の間で財務諸表勘定科目のマッピングを同
期します。

• ドライバの同期 - 資産仮定をレベル 0の資産に同期します。
• 資産の譲渡 - エンティティ間で既存の有形資産を譲渡し、すべてのコスト /費用が新しいエ
ンティティにプッシュされます。

• 無形資産の譲渡 - エンティティ間で無形資産を譲渡し、すべてのコスト /費用が新しいエン
ティティにプッシュされます。

• データの財務へのプッシュ - データ・マップ「財務諸表統合」を実行し、データを資本か
ら財務にプッシュします。
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• OCX_Free Rent Asset BeforeLoad。IFRS-16サポートが有効な場合に使用可能です。
「賃貸無料期間」フォームに添付され、すべてのセルを読取り専用にし、支払頻度に従って
該当するセルのみが編集可能になります。

• OCX_Free Rent Period Spread。IFRS-16サポートが有効な場合に使用可能です。「賃貸
無料期間」フォームに添付され、四半期/半年ごと/年次を月次に分散します。

カスタム減価償却または償却方法の作成
ビジネスに必要な場合、カスタム減価償却および償却方法を定義できます。資本には、「カスタ
ム」と呼ばれるスマート・リスト・エントリが用意されています。ビジネスに必要な減価償却
または償却を計算するためのビジネス・ルールを定義し、新しいビジネス・ルールを「カスタ
ム」スマート・リスト・エントリに関連付けることができます。「カスタム」スマート・リス
ト・エントリは、減価償却および償却の仮定で使用できます。
カスタム減価償却または償却方法を作成するには:

1. Calculation Managerを使用して、新しい減価償却または償却ルールを定義します。
ビジネス・ルールを定義する場合、deprMethod = 5に設定するか、amortMethod = 3に
設定します。これらは、「カスタム」エントリのスマート・リスト・エントリ番号です。
ビジネス・ルールの設計を参照してください。

2. アクション・メニュー・メニュー・オブジェクト(名前付きカスタム減価償却またはカスタ
ム償却など)を作成し、作成したビジネス・ルールをこのメニューに関連付けます。ホーム
ページで、「ナビゲータ」クリックし、「アクション・メニュー」をクリックします。
アクション・メニューの管理を参照してください。

3. 新しいメニュー・オプション(「新規有形資産」など)を関連付けるフォームを編集し、この
フォームにメニュー・オプションを追加します。フォームの管理を参照してください。

4. 減価償却および償却の仮定フォームで、カスタム方法が必要な資産クラスについて、「カス
タム」を選択します。

ここで、ユーザーが新しい資産を作成している場合、新しい資産にカスタム方法が必要な場合、
「アクション」メニューで定義したカスタム・ルールを選択できます。

ノート:

カスタム減価償却または償却スマート・リスト・エントリとともにカスタム・ルール
を使用し、提供されている方法に対して提供されているルールを使用する必要があり
ます。

ヒント:

「カスタム」方法の名前を変更するには、アーティファクト・ラベルを変更します。
ホームページで、「ツール」、「アーティファクト・ラベル」の順にクリックし、フィ
ルタを適用して「スマート・リスト・エントリ」を表示します。言語を選択し、カス
タム OCX_AmortizationMethodまたは OCX_DeprMethodエントリのラベルを変
更します。

第 8章
カスタム減価償却または償却方法の作成
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9
後続の管理タスク

Related Topics

• データ・マップを使用するデータのプッシュ
Planningモジュールのデータ・マップを使用して、モジュール間、モデル間またはキュー
ブ間でデータをプッシュします。

• 仮定の入力
• アプリケーションのメンテナンス
• Planningモジュールの更新
• 事前定義済アーティファクトのカスタマイズ
• ナビゲーション・フローのカスタマイズ

データ・マップを使用するデータのプッシュ
Planningモジュールのデータ・マップを使用して、モジュール間、モデル間またはキューブ間
でデータをプッシュします。
次のシナリオのデータ・マップを使用します:

表 9-1 データ・マップ・シナリオ

データ・マップ・シナリオ リファレンス
データを財務、要員、プロジェクトおよび資本と統
合します。

ビジネス・プロセスを統合するためのデータのプッ
シュ.

要員でレポート用のデータをマップします。 要員でのレポート用のデータのマッピング
次の間でデータをプッシュします:
• 戦略モデリングと Planning。
• 戦略モデリングと財務。
• 戦略モデリング・モデル。
• 戦略モデリング・シナリオ・ロールアップ。

Planningの管理の:
• データ・マップを使用した戦略モデリングと

Planning間でのデータのプッシュ
• 戦略モデリングおよび財務の間のデータの統
合

• 1つの戦略モデリング・モデルから複数の戦略
モデリング・モデルへのデータのプッシュ

• 戦略モデリング・シナリオ・ロールアップから
戦略モデリング・シナリオ・ロールアップへの
データのプッシュ

データ・マップを使用してデータをプッシュするには:

1. ホームページで「アプリケーション」 、「データ交換」 、「データ・マ
ップ」の順にクリックします。

2. データ・マップを選択し、「アクション」の「データのプッシュ」をクリックします。
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ノート:

データ・マップにラベルが変更されたソースがあり、ラベルがターゲットで一致しな
い場合、データ・マップは一致しない年について警告を表示します。ただし、プッシ
ュはデータをプッシュしていません。データ・マップにラベルが変更されたターゲッ
トがあり、ラベルがターゲットで一致しない場合、データ・マップは成功し、ソース
の年は期間 IDを使用して照合されます。

Groovyルールを使用して、複雑なマッピングを定義することもできます。Groovyルールは、
Groovyスクリプト言語を使用して複雑なデータ・マップを作成するための強力なルールベース
のメソッドを提供します。Groovyルールを使用して、複雑なマッピングを定義します。たとえ
ば、編集したセルからのみなど、現在のフォームに基づいて対象領域に関するデータを
Planningからプルする Groovyルールを定義できます。また、スケーリング係数の適用など、
データをプッシュする前にデータに対して計算を実行することもできます。Groovyビジネ
ス・ルールについてを参照してください。
要員では、エンティティ、シナリオおよびバージョンの実行時プロンプトを使用して事前定義
済データ・マップを実行する Groovyルールを提供します。要員の Groovyルールを参照してく
ださい。

Groovyビジネス・ルールについて
Groovyビジネス・ルールを使用すると、通常のビジネス・ルールでは解決できないユース・ケ
ースを解決する高度なルールを設計できます。たとえば、フォーム上のデータ値が事前定義済
のしきい値を超える場合に、そのデータの保存を禁止するルールを設計できます。

ノート:

Groovyは、Cloud EPMプラットフォームに付属する高度なカスタマイズ可能なルー
ル・フレームワークであり、Enterprise PBCSおよび PBCS Plus Oneとともに
Enterprise Performance Management Enterprise Cloud Serviceで使用できます。
Groovyルールは次で作成および編集できます:

• Planning (次のアプリケーション・タイプを含む: カスタム、モジュール、フリー
フォーム、Sales Planning、Strategic Workforce Planningおよび資金予測)

• Enterprise Profitability and Cost Management

• Financial Consolidation and Close

• フリーフォーム
• Tax Reporting

Groovyルールは、Calculation Managerで作成し、「ルール」ページ、フォームのコンテキスト
内、ジョブ・スケジューラ、ダッシュボード、タスク・リストなど、アプリケーションで計算
スクリプト・ルールを実行できる任意の場所から実行します。
Groovyルールはルールセットでもサポートされています。ルールセット内では計算スクリプ
ト・ルールと Groovyルールを併用できます。
Groovyルールは複合フォームではサポートされません。

Chapter 9
データ・マップを使用するデータのプッシュ
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Groovyルールから、タイプがルール、ルールセットおよびテンプレートのジョブを同期的に実
行できます。
Groovyスクリプトを作成し、EPM自動化クライアントをクライアント・マシンにインストー
ルせずに、Oracle Enterprise Performance Management Cloud内で直接 EPM自動化コマンド
の選択を実行できます。Groovyを介して実行できる EPM自動化コマンドおよびスクリプト
例は、EPM自動化の操作の EPM自動化をインストールしないコマンドの実行およびサポート
されているコマンドを参照してください。
Oracleでは、次の 2つのタイプの Groovyルールをサポートしています。
• 実行時プロンプト以外のコンテキストに基づいて実行時に計算スクリプトを動的に生成
し、Oracle Essbaseに対して実行される計算スクリプトを返すルール。
たとえば、プロジェクトの期間(開始日から終了日まで)のみを対象としたプロジェクト費用
を計算するルールを作成できます。
また、フォーム上にある勘定科目のみを対象としたトレンドベースの計算も同様の例の 1
つです。収益、費用、貸借対照表およびキャッシュ・フローの各種フォームで同じ計算を
使用できます。これにより、最適化と再利用が可能になります。

• データ検証を実行し、入力されたデータが会社のポリシーに違反する場合に操作を取り消
すような純粋な Groovyルール。

ビデオ

目的 視聴するビデオ
Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance
Managementで Groovyルールを作成するための
トレーニング・オプションについて学習します。

 Oracle Cloud EPMにおける Groovyを学ぶ

要員の Groovyルール
要員では、エンティティ、シナリオおよびバージョンの実行時プロンプトを使用して事前定義
済データ・マップを実行する Groovyルールを提供します。さらに、これらの Groovyルール
は、シナリオごとに「プランニングと予測の準備」構成タスクで定義された年を使用します。
逆に、データ・マップはすべてのエンティティ、すべてのバージョン、すべてのシナリオおよ
びすべての年に対して実行されます。
表 9-2 要員の Groovyルール

データ・マップ Groovyルール
レポート用の報酬データ レポート用の報酬データ
レポート用の非報酬データ レポート用の非報酬データ
レポート用の人数および FTEデータ レポート用の人数データ
財務諸表への報酬データ 財務諸表への報酬データ
財務諸表への非報酬データ 財務諸表への非報酬データ
これらの Groovyルールを実行できるのはサービス管理者のみです。Groovyルールを使用す
ると、プッシュするデータのスコープに焦点を当てて、パフォーマンスを向上させることがで
きます。

Chapter 9
データ・マップを使用するデータのプッシュ

9-3

https://docs.oracle.com/en/cloud/saas/enterprise-performance-management-common/cepma/epm_auto_groovy.html
https://docs.oracle.com/en/cloud/saas/enterprise-performance-management-common/cepma/epm_auto_groovy_supported_commands.html
https://docs.oracle.com/en/cloud/saas/enterprise-performance-management-common/cepma/epm_auto_groovy_supported_commands.html
https://www.youtube.com/watch?v=uzmAMAzoxwo


ビジネス・プロセスを統合するためのデータのプッシュ
財務、要員、プロジェクトおよび資本間で統合を有効化し構成する場合に、統合のシナリオお
よびワークフローの説明に従い、このタスクを実行します。ユーザーがプランと予測を準備す
る際に、データを移動する準備が整うと、管理者は事前定義済データ・マップを使用してデー
タをプッシュする必要があります。
Table 9-3    統合のためのデータ・マップ

統合シナリオ 説明/プランナのアクション 管理者ルール/実行するデータ・マ
ップ

プロジェクトから財務 プランナが「プロジェクト」キュ
ーブをロールアップすると
(「OPF_Rollup Projects」および
「プロジェクト・キューブのロール
アップ」のルールを使用)、データ
は財務に移されます。

必要ありません。

プロジェクトから資本 プランナがフォーム「プロジェク
ト資産計上」を保存すると、デー
タが資本に移されます。
資本で資産の使用状況を確認する
には、プランナがプロジェクトに
設備コストを追加し、「プロジェク
トの計算」ルールを実行して、「資
本のロール・アップ」ルールを実
行します。

必要ありません。

プロジェクトから要員 プランナがドライバ・ベース労務
を含むプロジェクトでルール費用
の計算を実行すると、データは要
員に移されて稼働率計算で使用さ
れます。
要員では、プランナは「集約」ル
ールを実行する必要があります。

必要ありません。

Chapter 9
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Table 9-3    (Cont.) 統合のためのデータ・マップ

統合シナリオ 説明/プランナのアクション 管理者ルール/実行するデータ・マ
ップ

要員から財務 報酬データまたは非報酬データが
計算され、プランナが「同期」ル
ールを実行すると、データが移動
されます。

「データ・マップ」で「財務諸表へ
の報酬データ」または「財務諸表
への非報酬データ」、「データのプ
ッシュ」の順に選択し、「はい」を
クリックして、データをクリアす
るオプションを確認します。
非報酬データをプッシュしている
場合は、詳細なメンバー・レベル
のマッピングとスマート・プッシ
ュによるデータ・マップを使用し
た要員から財務への非報酬データ
のプッシュを参照してください。
財務で独自の勘定体系を使用して
いる場合、または給与と功績のマ
ッピングにさらに柔軟性が必要な
場合、マッピングをカスタマイズ
できます。要員と財務の統合のマ
ッピングのカスタマイズを参照し
てください。
要員では、これらのデータ・マッ
プを実行する管理者に Groovyル
ールが提供されます。要員の
Groovyルールを参照してくださ
い。

資本から財務 プランナが資産を追加して「資産
の計算」を実行すると、データが
移されます。プランナが資産を移
動しても、データが移されます。

• 資本の「構成」ページで「資
本勘定科目の財務へのマッ
プ」を選択し、「アクション」
メニューから「同期」を選択
します。

• 「データ・マップ」で「財務諸
表統合」、「データのプッシュ」
の順に選択し、さらに「はい」
をクリックして、データをク
リアするオプションを確認し
ます。

データを一括してプッシュするようにシステムを構成できます。
詳細なメンバー・レベルのマッピングとスマート・プッシュによるデータ・マップを使用した
要員から財務への非報酬データのプッシュ
非報酬データを要員から財務にプッシュするには、詳細なメンバー・レベルのマッピングを提
供されたデータ・マップ「財務諸表への非報酬データ」に定義し、要員の勘定科目名を財務の
勘定科目名にマップして、データをプッシュする場所を定義します。変更後のデータ・マップ
をスマート・プッシュを使用してフォームに添付し、フォームで変更を保存すると必ずデータ
がプッシュされるようにします。
ステップの概要:

1. データ・マップ「財務諸表への非報酬データ」を「データ・マップ」で開き、詳細マッピ
ングを変更して要員の勘定科目名を財務の勘定科目名にマッピングします。

Chapter 9
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ヒント: データ・マップを Excelにエクスポートし、詳細なメンバー・レベルのマッピング
を変更しやすくします。次に、データ・マップを「データ・マップ」にインポートします。

2. 要員で新しいフォームを作成するか、「すべての従業員の非報酬費用の管理」など、既存の
フォームを変更します。
a. 「レイアウト」タブで、財務にプッシュする非報酬勘定科目の行ごとにレベル 0のメン
バーを追加します。

b. 「スマート・プッシュ」タブで、「OWP_Non Compensation Data to FinStmt」を追加
し、「保存後に実行」を選択します。

これで、フォーム上のデータを更新した場合は常に、保存後にスマート・プッシュで非報酬デ
ータが要員から財務にプッシュされるようになります。
詳細なメンバー・レベルのマッピングをスマート・プッシュと使用することで、メンバー名が
一致しなくても、要員と財務間で非報酬データをプッシュできます。
詳細なメンバー・レベルのマッピングは、現在、フォーム上でスマート・プッシュでのみ機能
します。
詳細は、データ統合の管理の次のトピックを参照してください:

• データ・マップの管理
• 詳細なメンバー・レベルのマッピングの使用
• Excelへのデータ・マップのエクスポート
• データ・マップのインポート
トラブルシューティング
Smart Pushのトラブルシューティングの詳細は、オペレーション・ガイドのスマート・プッシ
ュによる問題の解決を参照してください。

要員でのレポート用のデータのマッピング
データの完全なレポートを行うために、要員には、あるキューブからレポート・キューブに統
合済データをプッシュするためのデータ・マップが用意されています。たとえば、報酬データ
をレポート・キューブにプッシュできます。
要員では、これらのデータ・マップを実行する管理者に Groovyルールも提供されます。Groovy
ルールは、エンティティ、シナリオおよびバージョンの実行時プロンプトを使用して事前定義
済データ・マップを実行します。
表 9-4 レポート用の要員のデータ・マップおよび Groovyルール

データ・マップ Groovyルール
レポート用の報酬データ レポート用の報酬データ
レポート用の非報酬データ レポート用の非報酬データ
レポート用の人数および FTEデータ レポート用の人数データ
必要な場合に既存のデータ・マップを変更するか、アプリケーションに加えるカスタマイズに
合せて新規データ・マップを作成することもできます。必要に応じてデータを同期するかプッ
シュします。データ・マップの詳細は、Planningの管理のデータ・マップの定義を参照してく
ださい。
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仮定の入力
財務、要員、プロジェクトおよび資本では、プランナは、収益ドライバ、費用ドライバ、レー
トなど、計算を推進する仮定を定義できます。管理者は、プランナが出発点として使用できる
ようにこのような仮定を定義できます。プランナは必要に応じてそれらを変更できます。
仮定の設定の詳細は、Planningモジュールの操作を参照してください。

アプリケーションのメンテナンス
ビジネスの変化に応じて、ドライバ、勘定科目、ユーザーなどの更新を続けて、アプリケーシ
ョンを最新状態に保ちます。
構成タスクに戻ると、これらのタスクを容易に実行できます。
毎月、現在のプランニング期間を更新する必要があります:

1. ホームページで「アプリケーション」をクリックし、「構成」をクリックして、それからモ
ジュールを選択します。

2. 「構成」ページで「プランニングと予測の準備」を選択します。
3. 現在のプランニング月を「期間」リストから選択して「保存」をクリックします。

ディメンションの順序の最適化のベスト・プラクティス
Planningモジュールのディメンションの順序を最適化するには、次のベスト・プラクティスに
従います。
時間の経過に伴って、メタデータをロードする際に、ディメンションの順序が最適ではない場
合があります。
アプリケーションのパフォーマンスを最適化するベスト・プラクティスに従うように、ディメ
ンションの順序を構成できます。順序は、アプリケーションがハイブリッドに対応しているか
どうかに応じて、ベスト・プラクティスに基づいて自動的に構成されます。
機能を有効にしたときに設定されていた順序にディメンションを復元することもできます。
考慮事項:

• ディメンションの順序を最適化する前に、データベースをリフレッシュし、アプリケーシ
ョンをバックアップしてスナップショットをダウンロードします。管理者用スタート・ガイドのメンテナンス・スナップショットを使用した環境のバックアップと復元を参照して
ください。この手順により、ディメンションの順序が変更されます。

• 本番環境でこのタスクを実行する前に、テスト環境で実行します。
• この機能は、財務およびプロジェクトに対してのみ使用可能で、有効化および構成時に作
成された指定した BSOキューブに対してのみ使用可能です。

• この新しい順序は、追加機能または他のモジュールを有効化した場合でも維持されます。
ディメンションの順序を最適化するには:

1. ホームページで「アプリケーション」をクリックし、「構成」をクリックします。
2. 「構成」リストから、「財務」または「プロジェクト」を選択します。
3. 「アクション」メニューから、「ディメンションの順序の最適化」をクリックします。
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4. 既存のディメンションの順序を確認し、推奨された提案の順序と比較します。
5. ディメンションを並べ替えるには、「適用」をクリックします。
ディメンションに必要な変更がない場合、「適用」は使用できません。

6. データベースをリフレッシュし、アプリケーションをバックアップし、スナップショット
をダウンロードしたことを確認してから、「続行」をクリックします。

7. データベースをリフレッシュして変更を適用します。
機能を有効にしたときに設定されていた順序にディメンションを復元する場合、「ディメンショ
ンの順序のリストア」をクリックすることもできます。このアクションにより、適用済のディ
メンションの順序変更がロール・バックされたり元に戻されることはないことに注意してくだ
さい。復元されたディメンションの順序は、新規アプリケーション内の順序と同じになります。

別名表の管理
Planningモジュールを有効にすると、サポートされているすべての言語ではなく、デフォルト
言語の別名表のみがロードされます。
新規アプリケーションの場合、モジュールを有効にした後、新しいオプションの「既存の別名
表の管理」を使用して他の言語の別名表をロードできます。
既存のアプリケーションの場合、必要がない言語の別名表を削除できます。
別名表を追加または削除するには:

1. ナビゲータから「作成および管理」の「別名表」をクリックします。
2. 「アクション」メニューから、 「既存の別名表の管理」(モジュールを有効にすると使用
可能)をクリックします。

3. ロードする言語を選択するか、削除する言語の選択をクリアし、「OK」をクリックします。
4. 言語がロードされた後、キューブをリフレッシュします。
別名表の管理に関するノート。
• Planningモジュールに 30までの別名表をロードできます。
• 機能または新しいモジュールを追加で有効にすると、新規メンバーに対して選択した言語
の別名表がロードされます。

• 別名表でラベルをカスタマイズした場合、それらのカスタマイズは、機能を追加で有効に
したときに追加された新規メンバーに適用されます。

Planningモジュールの更新
Planningモジュールを更新した場合、行ったカスタムの変更は維持されます。たとえば、ロッ
ク解除済の事前定義済アーティファクト (フォームなど)への変更は、内部的に追跡されます。
アップグレード時、これらの変更済アーティファクトは変更されません。
一部の更新での一部の製品の機能拡張では、特定のアーティファクトを変更した場合、これら
の更新が必要です。アーティファクトをカスタマイズしている場合、新機能の使用方法の重要
な詳細は、Planningモジュールの更新を参照してください。
戦略モデリングを使用している場合、カスタム・テンプレートおよびカスタム・レポートは、
アプリケーション更新時に影響を受けません。Oracleに付属する任意のテンプレートでは、コ
ンテンツの更新中に変更が適用される可能性があります。
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ノート:

ナビゲーション・フローを変更する予定がある場合は、事前定義済ナビゲーション・
フローのコピーを作成して、オリジナルではなくコピーを変更することをお薦めしま
す。更新時には、更新は元のナビゲーション・フローに適用され、変更したナビゲー
ション・フローには適用されません。
戦略モデリングのスナップショットに下位互換性はありません。

更新の前にアプリケーションはメンテナンス・モードとなり、管理者しかアプリケーションを
使用できません。
メタデータの変更が検出された場合、コンテンツの更新前にデータベースがリフレッシュされ
ます。検証エラーが検出された場合、コンテンツを更新するには、エラーを解決する必要があ
ります。
ジョブ・コンソールを使用して、エラーを確認します。
トラブルシューティング
コンテンツ更新の問題のトラブルシューティングの詳細は、オペレーション・ガイドのコンテ
ンツ・アップグレードの問題の管理を参照してください。

事前定義済アーティファクトのカスタマイズ
財務、要員、プロジェクトおよび資本の場合: 「ディメンションのマップ/名前変更」タスクを
使用して最初に有効化および構成する際に、追加のカスタム・ディメンションを追加できます。
有効化して構成すると、事前定義済アーティファクトがアプリケーションに追加されます。次
のアーティファクトをカスタマイズできます :

• 勘定科目 - 勘定科目を追加できます。事前定義済勘定科目の場合、別名やメンバー式を変
更したり、他のキューブについてメンバーを有効にしたりできます。事前定義済メンバー
の削除や名前の変更はできません。

• フォーム - 新規フォームを追加したり、事前定義済のフォームのレイアウトを変更できま
す。事前定義済フォームの名前の変更や削除はできません。

• 計算 - メンバー式/ルールの追加や事前定義済メンバー式/ルールの変更を行えます。ルー
ルをカスタマイズした場合は、Calculation Managerで再デプロイする必要があります。

• ダッシュボード - ダッシュボード・レイアウトの変更やダッシュボードの追加を行えます。
事前定義済ダッシュボードの名前の変更や削除はできません。

• ナビゲーション・フロー—タスクの名前変更や新規タスクの追加によるナビゲーション・
フローの変更。変更したナビゲーション・フローをコンテンツの更新時に保持するための
要件の詳細は、ナビゲーション・フローのカスタマイズを参照してください。

• (事前定義済ドライバの)別名 - 変更のみ行えます。削除や名前の変更はできません。
• マップ・レポート定義(統合の場合) - 変更のみ行えます。削除や名前の変更はできません。
• ドライバと KPI式 - 変更のみ行えます。削除や名前の変更はできません。
• ラベル - すべての事前定義済アーティファクトのラベルを変更できます。
• 変数 - 新規変数を追加できます。
アーティファクトのカスタマイズに関するノート:
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• アーティファクトをカスタマイズすると、場合によっては、アプリケーションの整合性を
保証するために計算や関連するコンテンツを調整する必要があります。

• アーティファクトを変更すると、内部で追跡されます。Oracleでは、コンテンツの更新時
にこれらのカスタマイズが維持されます。

• プランニング・モジュール・ダッシュボードをダッシュボード 2.0に変換してカスタマイ
ズする際、まだ有効化されていない機能に関連するダッシュボード・コンポーネントがあ
る場合、それらは空として表示されます。ダッシュボードをカスタマイズするには、空の
コンポーネントを削除してから、編集するダッシュボードを保存してください。

• 一部のアーティファクトは、内部の計算が正しく実行されるようにロックされているため、
変更できません。

• 一部のアーティファクト・プロパティはロックされており、メンバーをエクスポートして
も、プロパティはエクスポートされません。

アーティファクトのカスタマイズの詳細は、Planningの管理を参照してください。

変更済アーティファクトの確認
フォームやメニューなどのオリジナルのアプリケーション・アーティファクトのうちどれが変
更されたかを確認できます。
アプリケーションのアーティファクトを確認するには:

1. 「アプリケーション」 をクリックして「構成」 をクリックし、「財務」、「要
員」、「プロジェクト」または「資本」を選択します。

2. 「アクション」メニューで「変更されたアーティファクトの確認」を選択します。

3. 「フィルタ」 をクリックしてアーティファクト・タイプを選択し、「適用」をクリック
します。
変更されたアーティファクトがリストされます。

カスタマイズを元に戻す
事前定義済アーティファクトのカスタマイズを元に戻すには:

1. ホームページで「アプリケーション」をクリックし、「構成」をクリックして、それからモ
ジュールを選択します。

2. 「アクション」メニューで「変更されたアーティファクトの確認」を選択します。「フィル
タ」 をクリックして、異なるアーティファクト・タイプを選択します。

3. アーティファクトを選択し、「復元」をクリックします。
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事前定義済アーティファクトのカスタマイズ

9-10



表 9-5 ビデオ

目的 視聴するビデオ
アーティファクトを事前定義の状態に戻す方法に
ついて学習します。  Oracle Enterprise Planning Cloudでのアー

ティファクトの復元

事前定義済アーティファクトのヘルプのカスタマイズ
ビジネスのニーズに適用するように、事前定義済アーティファクト (メンバー、フォーム、ダッ
シュボード)に提供されるヘルプをカスタマイズできます。表示されるヘルプの言語を変更す
ることもできます。
事前定義済の内容について説明を編集したり、言語を変更したりするには:

1. 「ツール」 をクリックし、「アーティファクト・ラベル」 をクリックし
ます。

2. 「フィルタ」 をクリックします。
3. 「アーティファクト」から「メンバー」または「フォーム」を選択します。
4. 「メンバー」を選択した場合は、「ディメンション」リストから「勘定科目」を選択します。
5. 「プロパティ」では、メンバー式の場合は「式の説明」を選択するか、フォームの説明の場
合は「説明」を選択して、「適用」をクリックします。

6. 言語を「言語の追加」リストから選択します。
7. ヘルプをカスタマイズするには、「アクション」と「エクスポート」を順にクリックしてか
ら、必要に応じて内容を変更し、「インポート」をクリックしてヘルプをアプリケーション
に統合します。

8. ヘルプの言語を変更するには、「言語の追加」をクリックして言語を選択します。
他のアーティファクトの説明やプランナへの指示を追加することもできます。Planningの管
理を参照してください。

ナビゲーション・フローのカスタマイズ
Planningモジュールは、プランナが使用しやすいプランニング・プロセスを実装するカスタマ
イズ・ナビゲーション・フローに対応するように設計されています。ナビゲーション・フロー
をカスタマイズするか、組織の必要に応じて独自のナビゲーション・フローを追加できます。
詳細は、Planningの管理を参照してください。
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ノート:

ナビゲーション・フローを変更する予定がある場合は、事前定義済ナビゲーション・
フローのコピーを作成して、オリジナルではなくコピーを変更することをお薦めしま
す。コンテンツの更新時には、更新は元のナビゲーション・フローに適用され、変更
したナビゲーション・フローには適用されません。

追加の機能を段階的に有効化する場合、新しいフォームやその他のアーティファクトはオリジ
ナルのナビゲーション・フローに追加されます。
Planningモジュール・ナビゲーション・フローの複製について
各モジュール(財務、資本、プロジェクト、要員)が有効化されると、そのカード、タブおよび
サブタブがデフォルトのナビゲーション・フローに自動的に追加されます。すべてのモジュー
ルが有効化される前にデフォルトのナビゲーション・フローを複製した場合、複製ナビゲーシ
ョン・フローには、有効化されているモジュールのカードおよびタブのみが含まれます。複製
ナビゲーション・フローにすべてのモジュールのカードおよびタブを含める必要がある場合、
最初にすべてのモジュールを有効にしてからデフォルトのナビゲーション・フローを複製する
必要があります。デフォルトのナビゲーション・フローを複製した後にモジュールを有効にす
ると、新しく有効になったモジュールのカード、タブおよびサブタブは複製ナビゲーション・
フローに伝播されません。
たとえば、財務モジュールを有効にすると、デフォルトのナビゲーション・フローに財務モジ
ュールに関連するカードおよびタブが表示されます。この時点でデフォルトのナビゲーショ
ン・フローを複製した場合、複製フローに財務カードおよびタブが表示されます。その後、資
本モジュールを有効にした場合、デフォルトのフローは資本のカードおよびタブで更新されま
すが、複製ナビゲーション・フローには資本モジュールに関連するカードおよびタブは含まれ
ません。
必要なのは、ナビゲーション・フローをコピーする前に、すべてのモジュールを有効にするこ
とです。その後、デフォルトのフローを複製した場合、新しくコピーされたフローに、デフォ
ルトのフローに表示されるすべてのカード、タブおよびサブタブが表示されます。
ナビゲーション・フローをコピーする前にすべてのモジュールを有効にせず、その後に新しい
モジュールを有効にした場合、ナビゲーション・フローのコピーを変更して、新しく有効にし
たモジュールのカードおよびクラスタを手動で追加できます。カードおよびクラスタを手動で
追加するには、「ナビゲーション・フロー」ページを開いて編集するナビゲーション・フローの
名前をクリックし、リストのカードまたはクラスタを右クリックし、「既存のカード/クラスタ
の追加」をクリックし、デフォルトのナビゲーション・フローからカードまたはクラスタを選
択します。詳細は、Planningの管理のカスタム・ナビゲーション・フローの設計を参照してく
ださい。
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A
ビジネス・シナリオ
EPM for Sustainability

EPM for Sustainabilityを使用すると、環境、社会およびガバナンス(ESG)における組織のポジ
ションのフレキシブルでデータ駆動型の分析、プランニングおよび予測を実行できます。
Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance Management上に構築された EPM for
Sustainabilityは、事前作成された KPI、メトリック、カーボン排出量計算、入力テンプレート、
ダッシュボード、および排出量、社会、ガバナンス、その他すべての必要な開示メトリックを
含むレポートを使用して、現在および将来の ESGレポートおよびプランニングの単一の情報
源を提供します。
EPM for Sustainabilityは、短期間で価値を創出する、ESGプランニングおよびレポート・プロ
セスの促進に役立つ、高度に構成可能なベスト・プラクティスのカスタム Planningアプリケー
ションです。
Cloud EPMプラットフォーム上に構築されているため、タスク・マネージャおよび承認プロセ
スもサポートされており、組織内のすべてのレベル間でのコラボレーションを実現します。

Note:

EPM for Sustainabilityは、ベスト・プラクティス構成可能アプリケーションであり、
サポートされている Planningモジュールではありません。「モジュール」と「ソリュ
ーション」の両方でベスト・プラクティスを提供します。ただし、「モジュール」は
Cloud EPMで完全にサポートされる機能です。一方、「ソリューション」は短期間で
の価値創出を実現する構成済アプリケーションとなることが意図されています。
EPM for Sustainabilityの詳細は、クラウド・カスタマ・コネクトに問い合せてくださ
い

Note:

EPM for Sustainabilityには、サンプル・データ・セットが含まれており、エンド・ツ
ー・エンド・プロセスをレビューできます。

エンド・ユーザーのカスタム・ナビゲーション・フローおよびコントローラにより、ESGレポ
ートの収集、作成、計算、整合性およびリリースのエンドツーエンド・プロセス・コントロー
ルが提供され、すべてに埋込みタスク管理および承認プロセスが付属しています。
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カスタマイズ可能な事前構築されたダッシュボードを使用すると、組織全体の排出量データを
スコープ 1、スコープ 2およびスコープ 3の排出タイプに編成して、表示できます。
 

 
ダッシュボード・ウィジェットを最大化して、表示する情報に焦点を当て、チャートをドリル
ダウンして詳細を表示します。
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チャートの裏にあるフォームを開くと、そのデータの理解が深まります。ここから、市場をリ
ードする Excelベースのソリューションである Oracle Smart View for Officeでデータを開い
て、さらに分析できます。
 

 
ユーザー制御のドロップダウン・リストでコントロール係数を定義し、raw排出量データに適
用し、カーボン排出量計算を使用してスコープ・ポジション、レポート・データおよび出力メ
トリックを生成します。
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排出量データの他に、EPM for Sustainabilityには、組織の財務、社会およびガバナンスの側面
など、レポートに必要なすべての追加スコープ要素を含むことができます。
 

 
Cloud EPMでは、ビジネス所有のデータ統合、ネイティブ・データ入力、および Smart View
を使用した Excelからの入力を使用して、任意のソースからのデータ収集を容易にすることが
できます。
これらのすべての要素をまとめて単一の情報源にすると、実際のデータを検証できるのみでな
く、将来を見据えたプランを作成し、次のような質問への回答を見つけることができます:

• 排出量の影響をどのように削減しますか。
• 社会およびガバナンスの側面が、組織の将来のプランおよびターゲットと結び付いている
ことをどのように確認しますか。

• 組織全体でどのように ESGイニシアチブをプランニングしますか。
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EPM for Sustainabilityを使用すると、ポジションを分析し、過去および将来の両方において組
織全体で起こることを理解できます。
ESG機能を動作させる Oracle EPMエンジンの力により、組織のすべての側面で ESGデータ
をレビューおよび共有する必要があるすべての内部および外部レポートを生成できます。
 

 
また EPM for Sustainabilityは、企業サステナビリティ報告指令(CSRD)など、ESGデータの重
要なフレームワークをサポートします。ESGへのボトムアップ・アプローチにより、標準
CSRDおよびその他のレポート・フレームワーク・テンプレートを移入し、必要なサステナビ
リティ・レポートを生成できます。
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Cloud EPMの ESGデータを、より広範なプランニング機能に完全に統合し、財務、非財務の
両方と ESGメトリックを組み合せることができます。たとえば、再生不能エネルギ・メトリ
ックをプランニングしている場合、太陽光発電の資本支出プロジェクトにどのように考慮され
るかを確認します。
最後に、IPMインサイトは、ESGデータを評価して異常をハイライト表示できるパターン認識
エンジンであるため、注意が必要な領域に注力して ESGデータ・セット内で起こっているこ
とを検出して理解できます。
 

 
EPM for Sustainabilityは、Cloud EPMに構築された次のような革新的な機能を活用します:

• プレディクティブ・プランニング
• IPMインサイト
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• セルフサービス、リアルタイム、ドリル可能ダッシュボード
• 内部および外部レポートのレポート・テンプレートおよび出力
• Smart View(これにより、使い慣れた Microsoft Excel環境での操作が可能)

現在および将来において、次を含む ESGレポートおよびプランニングの単一の情報源を提供
します:

• 事前作成された KPI、メトリック、カーボン排出量計算、入力テンプレート、ダッシュボ
ードおよびレポートを含みます

• スコープ 1、2および 3 (購入した商品およびサービス、水および廃棄物)別に排出量を表示
します

• 排出量、社会、ガバナンスおよび他のすべての必要な開示メトリックを含みます
• 共通温室効果ガス(GhG)プロトコル出力にマップされます
• すべての ESGフレームワークおよび組織レポート・タイプ(CSRD、TCFD、ESRS、

IFRS、GRIなど)のサポート
• 法的エンティティ、組織、ビジネス・ユニット、事業部門レポートをサポートします
• プラン/予測および将来のイニシアチブを迅速に作成できます
• 組織の要件へのマップおよび時間の経過に伴う拡張のための俊敏性および柔軟性を備えて
います

ビデオ
Table A-1    ビデオ

目的 視聴するビデオ
Cloud EPM上に構築された EPM for
Sustainabilityが、事前作成された KPI、メトリッ
ク、カーボン排出量計算、入力テンプレート、ダッ
シュボード、および排出量、社会、ガバナンス、そ
の他すべての必要な開示メトリックを含むレポー
トを使用して、現在および将来の ESGレポートお
よびプランニングの単一の情報源を提供する方法
を確認します。

 概要: EPM for Sustainability、ESGレポート
およびプランニング

財務を使用したヘルスケア・プランニング
Oracleでは、財務モジュールを使用して構成されたヘルスケア・プランニングのベスト・プラ
クティス・ソリューションを提供しています。これは、ヘルスケア・プランニングの財務およ
び運用の両面の課題を管理するのに役立ちます。ヘルスケア・プロバイダ向けに設計された、
この柔軟なプランニングおよび予測ツールは、マネージャが重要な決定を下すのに役立つトレ
ーサビリティと可視性を提供します。施設、コスト・センター、サービス明細および支払人レ
ベルで、データ駆動型のプランニングと予測がサポートされます。このソリューションでは、
プランの可変領域と固定領域にドライバと予測および分散方式を活用しながら、ビジネスのす
べての領域に対してトップダウンおよびボトムアップのプランニングの両方がサポートされま
す。Cloud EPMプラットフォーム上に構築されているため、承認プロセスもサポートされてお
り、組織内のすべてのレベル間でのコラボレーションを実現します。
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Note:

ヘルスケア・プランニング・ソリューションは、実装のアクセラレータであり、サポ
ートされる Planningモジュールではありません。「モジュール」と「ソリューショ
ン」の両方でベスト・プラクティスを提供します。ただし、「モジュール」は Oracle
Fusion Cloud Enterprise Performance Managementで完全にサポートされる機能で
す。一方、「ソリューション」は実装のスターター・キット・アクセラレータとなる
ことが意図されており、サポートされていません。ヘルスケア・プランニング・ソリ
ューションの詳細は、クラウド・カスタマ・コネクトに問い合せてください。

ヘルスケア・プランニング・ソリューションは、次を含む予算、予測および長期的なプランの
迅速な開発を可能にする、実績のあるヘルスケア・メソッドを提供します:

• 事前作成された KPI、ダッシュボード、入力テンプレートおよびレポート
• ドライバ・ベースのボリューム、払戻、費用および労務
• エンティティ、部署、支払人およびサービス明細のモデリング
ヘルスケア・プランニング・ソリューションは、Cloud EPMプラットフォームに構築された、
次のような革新的な機能を活用します:

• プレディクティブ・プランニングおよびモンテ・カルロ・シミュレーション
• IPMインサイト
• シナリオ・モデリング
• ダッシュボードおよびインフォレット
• Oracle Smart View for Office(これにより、使い慣れた Microsoft Excel環境での操作が可能)

• レポート
ナビゲーションと設計は、業界のベスト・プラクティスを使用して構築されており、標準のヘ
ルスケア・オペレーション・プランニングおよび予測フローに従っています。ロール・ベース
のナビゲーション・フローは、システムおよび予算の管理者向けと、プランナ(臨床と非臨床)
向けに用意されています。
システム管理者および予算管理者向けのナビゲーション・フロー:
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プランナ(臨床と非臨床)向けのナビゲーション・フロー:

 

 

プランナは、提供されるフォームを使用して収益(エンティティ・レベルまたはサービス明細レ
ベル)および費用(給与関連および非給与関連)を計画します。次に、給与以外の費用入力用フォ
ームの例を示します:
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プランナは、次に示すダッシュボードのような、提供されるダッシュボードと KPIを使用して
分析および意思決定を行います。
概要ダッシュボード:

 

 
収益ダッシュボード:
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費用ダッシュボード:

プランナは、提供される分析レポートを使用して、最適な患者ケア戦略のための分析および計
画を行えます:
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Oracle Healthcare Planningソリューションは、業界のベスト・プラクティスに構築されてお
り、固有のビジネス要件を満たすために高度に構成可能です。このソリューションは、エンド・
ユーザーを念頭に置いて設計されており、これを利用することで、迅速な価値の実現と実装タ
イムラインの短縮が可能になります。
ヘルスケア・プランニング・ソリューションの詳細は、 クラウド・カスタマ・コネクトに問い
合せてください。
ビデオ
Oracle Healthcare Planningソリューションは、実装のアクセラレータであり、サポートされる
プランニング・モジュールではありません。「モジュール」と「ソリューション」の両方でベス
ト・プラクティスを提供します。ただし、「モジュール」は Oracle Enterprise Performance
Management Cloudで完全にサポートされる機能であり、一方、「ソリューション」は実装のス
ターター・キット・アクセラレータとなることが意図されています。

目的 視聴するビデオ
この概要では、ヘルスケア・プランニング・ソリュ
ーションの機能に焦点を当てています。Oracle
Healthcare Planningソリューションは、プランニ
ング・プロセスの促進に役立つように、Oracle EPM
Planning財務の上に開発された高度に構成可能な
実装アクセラレータです。ロール・ベースのナビゲ
ーション・フローはエンド・ユーザーを念頭に置い
て設計され、エンド・ユーザーが完了する必要があ
るタスクに基づいています。

 概要: EPM Financialsを使用したヘルスケ
ア
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目的 視聴するビデオ
このチュートリアルでは、EPM Financialsを使用
して、ヘルスケア組織のスタッフ配属および非スタ
ッフ配属費用を計画する方法について学習します。
プランナは、提供されるフォームおよびダッシュボ
ードを使用して、給与関連および非給与関連費用を
計画します。Oracle Healthcare Planningソリュ
ーションは、プランニング・プロセスの促進に役立
つように、Oracle EPM Planning財務の上に開発
された高度に構成可能な実装アクセラレータです。

 EPM Financialsを使用したヘルスケアの費
用のプランニング

このチュートリアルでは、EPM Financialsを使用
して、ヘルスケア組織のボリューム、払戻および収
益を計画する方法について学習します。プランナ
は、提供されるフォームおよびダッシュボードを使
用して、エンティティ・レベルまたはサービス明細
レベルの収益を計画します。Oracle Healthcare
Planningソリューションは、プランニング・プロ
セスの促進に役立つように、Oracle EPM Planning
財務の上に開発された高度に構成可能な実装アク
セラレータです。

 EPM Financialsを使用したヘルスケアのボ
リュームおよび収益のプランニング

Cloud EPMの IT財務管理
Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance Managementは、今日の組織において 1人の CIO
が担う、ビジネスを運営するための支出面の役割と、ビジネスを成長させ、変革するための投
資面の役割の両方をサポートします。
Profitability and Cost Managementにはカスタマイズされたソリューションを、Planningモジ
ュールにはプロジェクトと財務を実装し、一般会計のデータを統合することで、IT財務部門
は、Cloud EPMを使用した IT財務管理プランニングでビジネスの戦略的なパートナになるこ
とができます。
Profitability and Cost Managementと ITコスト計算およびチャージバック・テンプレートを使
用すると、ビジネス・サービス・プロバイダとして、財務データをモデリングし、ITを分析で
きます。(ITサービス・カタログを使用して)組織が提供するサービスや、組織の IT資産および
リソース(ハードウェアやソフトウェア、従業員など)を定義し、一般会計からデータをインポ
ートしたら、サービスのコスト計算とチャージバックのルールを定義します。これにより、資
産をサービスにリンクして、IT運用のコストを見極めることができます。この方法でモデリン
グすると、現在のコストを分析して、将来のコストを計画することが可能になります。ビジネ
スに必要な場合には、プロジェクトまたは部門にサービス・コストや諸経費コストを配賦し、
各プロジェクトと部門の ITサービスやリソースのチャージバックを決定することも可能です。
データのフローは、Profitability and Cost Managementで「ルールの管理」を使用してモデル化
します(「ルールの管理」では、データの変更やマッピングのルールを定義します)。勘定科目や
エンティティ、プロジェクト、リソース、サービス、コンシューマを含むディメンションを使
用してデータをモデリングすると、次のことが可能になります。
• プロジェクトへの諸経費の配賦。
• 一般会計データとプロジェクト・データの取得と、リソースまたはサービスへの転送。
• リソース・コストの取得とサービスへの転送(サービスで使用されるサーバーの数など)。
• オプションで、コンシューマへのサービス・コストのチャージ・バック。(モデルでは、チ
ャージバックかショーバックのどちらかを実行できます。)
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ビジネス・ユーザーは、ルール・バランシングを使用して、ルールと、データに対するその影
響を確認できます。詳細を表示するには、Smart Viewリンクをクリックします。詳細にアクセ
スしながら、ルールをステップごとに検証できるため、透過性と監査性があります。これによ
り、一般会計以外の運用データにアクセスすることができ、一般会計に影響を与えることなく、
あらかじめ組み込まれた分析機能を使用してデータをモデリングできます。
 

 
ルールを定義したら、ITコスト計算およびチャージバック・テンプレートを使用して作成され
る 10以上のレポートを確認できます。レポートには次のものが含まれます。
• ITサービス関連の請求 - チャージバック、請求レートおよびドライバが表示されます。使
用している組織にチャージ・バックするかどうかを選択できます。チャージバックを実行
する場合は、そのチャージ・バックを一般会計にプッシュできます。
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• サービス・コスト計算 - サポート・ユーザー当たりのコストと、プロジェクトやリソース
の使用量が表示されます。
 

 

• プロジェクト・コスト計算 - 実行とビルド、資本支出と営業費用の分析が可能です。
 

 

Profitability and Cost Managementで ITコストのモデリングとコストの配賦が完了したら、
Oracle Enterprise Data Management Cloudまたはデータ統合を使用してデータを Planningモ
ジュールに転送し、財務やプロジェクトでさらにプランニングと分析を行います。
財務では、サービスやアプリケーション別に、大まかな IT支出のプランニングを実行できま
す。
プロジェクトでは、より詳細なプロジェクト・プランニングを行ってリソース別に計画を立て
ることが可能で、プロジェクトのコストと利益を確認してからプランを送信して承認を求める
ことができます。その後、このプランを実際の支出と比較し、ITコスト計算を使用して差異や
偏差を確認できます。
カスタム・フォームやダッシュボード、ドライバ、ナビゲーション・フローでは、プロジェク
トを IT用にカスタマイズできます。サービス用にカスタム・ディメンションを追加し、
Profitability and Cost Managementの ITサービス・カタログのメンバーを共有します。
所属している組織の要件に合うよう、ナビゲーション・フローをカスタマイズします。
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たとえば、プロジェクトのこのカスタム・ナビゲーション・フローには、次のようなワークフ
ローがあります。
• サービス・アプリケーションの IT支出の入力。
• プロジェクトへの IT支出の配賦。
• ITプロジェクトのコストと利益の分析。
• チャージバック・プランニングの実行。
• ダッシュボードでの IT支出の概要確認。
サービス・アプリケーションの IT支出をデータ入力フォームで入力します。
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プロジェクトに IT支出を配賦します。
 

 
プロジェクトの利益を定義することもできます。
IT支出や差異分析を全体的に把握できるカスタム・ダッシュボードを設計します。
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一般会計からデータをインポートして、Profitability and Cost Managementでモデリングとコス
トの配賦を行い、Oracle Enterprise Data Management Cloudまたはデータ統合を使用してその
データを Planningモジュールに転送することにより、使いやすい分析機能があらかじめ組み込
まれた IT財務管理システムを作成でき、結果の透過性と監査性を確保して、IT関連投資の意思
決定の最適化と、事業との協調の促進を実現できます。
ビデオ

目的 視聴するビデオ
Cloud EPMの IT財務管理について学習します。

 概要: Cloud EPMの IT財務管理
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ITプランニングのための Planningモジュールの構成
包括的で堅牢な IT財務管理プロセスを実装することにより、企業の ITサービス・ポートフォ
リオ、ベンダーとの関係、リソース割当てが企業のコスト構造全体にどのように影響するかに
関するインサイトを得られます。ITプロジェクトを管理するための事前定義済のフォーム、ダ
ッシュボード、勘定科目およびドライバを変更することで、プロジェクトをカスタマイズし、
IT型プロジェクトのプランニングを最適化できます。
さらに、カスタマイズされたナビゲーション・フローを設計することで、ユーザーが ITプロジ
ェクトのプランニングおよび分析、成果の計測ならびに支出のモニターを実行できる完全なシ
ステムを作成できます。ニーズに合せて、カスタム・ナビゲーション・フローでカードを作成
できます:

• IT、業務および財務部門間で連携し、プロジェクト・プランを構築できるコラボレーショ
ンおよびプランニング

• 最大利得を目指した、予算制約内のリソースの評価および最適化
• 測定可能ターゲット、プロジェクトの理由、およびプロジェクトに投資の価値があるかど
うかの決定に役立つその他の財務ベネフィットの管理

• プロジェクトの承認後の進行状況およびパフォーマンスのモニター
ビデオ

目的 視聴するビデオ
ITプランニングのための Planningモジュールの
構成について学習します。  Oracle IT Financial Management Cloudを

使用した ITプロジェクトのプランニング。
次にカスタマイズされたナビゲーション・フローを示します:

 

 
各カードおよびそのカスタム・ダッシュボードおよびフォームを見てみましょう。
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IT支出
IT支出タブでは、新規および既存の ITプロジェクトの費用をモニターできます。
IT支出ダッシュボードでは、カテゴリおよびトレンド別の IT支出など、概要レベルの費用をモ
ニターできます。トップダウンの IT支出ターゲットを確認し、信頼できる IT支出予測を設計
できます。
 

 
「費用」および「損益計算書」タブで費用および損益計算書に関連する追加詳細をモニターしま
す。

「ドライバおよびトレンド・ベース」タブ で、費用は、ドライバ・ベースまたはトレン
ド・ベースの仮定を使用して計算されます。

付録 A
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たとえば、サーバー・マシンの取得は、ITサーバー・マシンの数およびマシン当たりのメンテ
ナンス・コストのドライバが必要です。

ドライバ・トレンドを管理すると、コスト削減の機会を識別できます。

「直接入力」タブ で、他の支出をプランニングできます。

「損益計算書」タブで財務パフォーマンスを確認できます。

付録 A
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.

分析
「分析」では、進行状況およびパフォーマンスをモニターし、財務および非財務ベネフィットを
確認できるため、特定の ITプロジェクトに対して投資の価値があるかどうかを判断できます
「分析」ダッシュボードには、プロジェクトのモニターに使用されるチャートのサマリーが含ま
れます。

ITプロジェクト・サマリー
ITプロジェクト・サマリーでは、ITプロジェクトおよび関連労務費をモニターできます。

付録 A
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このセクションでは、リソース割当てを管理およびプランニングできます。

プロジェクトのコストおよびベネフィット
プロジェクトのコストおよびベネフィットにより、仮定、直接費、プロジェクト費用合計なら
びに請求レートおよびコストをモニターできます。

付録 A
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このセクションでは、プロジェクトに関連する他のコストを識別し、ITプロヘクトへの投資の
正当化に役立つ財務および非財務ベネフィットを判断できます。

付録 A
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カスタム・ナビゲーション・フローの詳細は、Planningの管理のカスタム・ナビゲーション・
フローの設計を参照してください。
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B
データのインポート

データをインポートする前に、このヘルプ・システムの説明に従ってアプリケーションを構成
し、ディメンション・メタデータをインポートします。
アプリケーション内から、データ・インポート・テンプレートをダウンロードできます。テン
プレートは、有効化した機能および追加されているカスタム・ディメンションに基づいて生成
されます。
データ・インポート・テンプレートをダウンロードするには:

1. ホームページで「アプリケーション」をクリックし、「構成」をクリックします。
2. 「構成」リストから、テンプレートをダウンロードするモジュールを選択し、「アクション」
メニューから「データ・ロード・テンプレートのダウンロード」を選択します。

3. ZIPファイルをローカルに保存し、次に CSVファイルを抽出します。
次のタスクを実行して、データをインポートします。
1. 適切なデータ・インポート設定を指定します。データ・ロード設定の管理を参照してくだ
さい。

2. オプション: 必要な場合に元に戻すことができるように、データ・インポート・テンプレー
トのバックアップ・コピーを作成します。

3. オプション: アプリケーションをバックアップします。
4. カスタム・スマート・リストを作成した場合は、関連データの前にそれらをインポートし
ます(一部のモジュールにおいてのみ可能)。
インポートするスマート・リストとそれらのエントリ名を特定するには:

a. 「ナビゲータ」 をクリックしてから、「作成および管理」の「スマート・リスト」
をクリックします。

b. スマート・リストを選択して「編集」をクリックし、「エントリ」を選択します。
c. 関連付けられている名前を書き留めます。

5. Microsoft Excelでテンプレートを開き、ビジネス・データを指定してカスタマイズします。

ヒント:

13期間アプリケーションの場合は、13番目の期間の行が含まれるようにテンプ
レートをカスタマイズできます。

6. オプション: データのインポートと計算を確実に正しく行うためには、まずテスト・アプリ
ケーションにインポートします。

7. データを本番アプリケーションにインポートします。
8. 最初のデータ・インポートでは、データの処理と計算に必要なルールを実行します。
テンプレートをカスタマイズする場合:
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• ゼロを入力しないでください。
• データをインポートするには、インポートするファイルのすべてのディメンションに少な
くとも 1つのメンバーが必要です。

• データがない列は削除します。たとえば、期間設定が月次の場合は、Qtrly 1 - 4の列を削除
できます。

• メンバー名がゼロ(0)で始まる場合は、数値の列をテキストに変更してください。

データのインポートについて
アプリケーション内から、データ・インポート・テンプレートをダウンロードできます。テン
プレートは、有効化した機能および追加されているカスタム・ディメンションに基づいて生成
されます。
ビデオ

目的 視聴するビデオ
データのインポートについて学習します。

 Oracle Enterprise Planning Cloudでのデー
タのロード

財務データのインポート
財務テンプレートは、アプリケーションのディメンションに基づいて作成され、機能を有効化
したときに追加したカスタム・ディメンションが含まれます。
有効化した機能に応じて、次のテンプレートが zipファイルで使用可能になります:

• FinStmt Expense Data Load Template.csv
• FinStmt Expense Weekly Load Template.csv - 週次レベルでプランニングしてい
る場合、このテンプレートを使用します

• FinStmt Revenue Data Load Template.csv
• FinStmt Revenue Load Weekly Template.csv - 週次レベルでプランニングしてい
る場合、このテンプレートを使用します

• FinStmt Balance Sheet Load Template.csv
• FinStmt Cash Flow Direct Assumptions.csv
• FinStmt Cash Flow Indirect Load Template.csv
テンプレートでは、有効なディメンションすべてに対してプレースホルダーがあり、各ディメ
ンションは NoMemberメンバーがデフォルト設定されます。ロードしている各レコード・デー
タに対して適切なディメンション・メンバーを指定します。ディメンションがデータのレコー
ドに対して適用不可の場合、NoMemberを使用します。
FinStmt Cash Flow Direct Assumptions.csv以外のすべてのテンプレートでは、次の
ガイドラインを使用してデータをインポートします:

• 列 Aの行に勘定科目を指定し、縦方向に期間を指定します。
• 勘定科目の名前の変更が反映されるよう列 Aの勘定科目ディメンション・メンバーを変更
します。

付録 B
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• 期間は列 D-Sにあります(費用を週次レベルでプランニングしている場合は行 B - BA、収益
を週次レベルでプランニングしている場合は行 C - BB)。使用しない期間の列は削除しま
す。

• 「視点」列のデータを変更して、データのインポート先を指定します:

– OFS_Load - インポートするデータ値
– <カスタム・ディメンション> - 機能を有効化したときに追加したカスタム・ディメン
ション。

– OEP_No Entity - データのインポート先のビジネス階層内の部署を指定する、「エンテ
ィティ」ディメンションのメンバー

– 年なし - 年番号
– OEP_Actual - シナリオ・メンバー
– OEP_Working - バージョン・メンバー
– USD - 為替レート(複数通貨アプリケーション用)

• データ・ロード・キューブ名は OEP_FSである必要があります。
• FinStmt Balance Sheet Load Template.csvでは、「BegBalance」を使用して、
貸借対照表勘定科目の開始金額を格納します。

FinStmt Cash Flow Direct Assumptions.csvでは、次のガイドラインを使用してデー
タをインポートします:

• 行
– 列 Aの行のキャッシュ・フロー・ソースまたはキャッシュ・フロー使用勘定科目(ある
いはその両方)を識別します。

– 1列目は「勘定科目」ディメンション用です。「勘定科目」の名前が変更されている場
合は、対応するように更新します。

• 列
– 直説法キャッシュ・フロー仮定メンバーは、列 B - Fにあります。
– 列 Bは、特定の勘定科目に設定する現金回収または現金支払い期間を設定します。
– 列 C-Fは、特定の勘定科目の現金回収または現金支払いのタイミングを設定します。
入力した値は、4つの列で 100%である必要があります。

• 視点 - 「BegBalance」、製品なし、サービスなし、チャネルなし、顧客なし、セグメント
なし、OEP_No Entity、「年なし」、OEP_Plan、OEP_Working、「USD」をどこにロードす
るかを識別します
– BegBalance - 「直接法キャッシュ・フロー」仮定は、「BegBalance」にロードされま
す。

– 製品なし、サービスなし、チャネルなし、顧客なし、セグメントなし - 機能を有効化し
たときに設定した適用可能なカスタム・ディメンションを示します。カスタム・ディ
メンションを使用しない場合は、そのメンバーはシードされません。

– OEP_NoEntity - データのロード先のビジネス階層内の部署を指定する、「エンティテ
ィ」ディメンションのメンバー。

– 年なし - 「年」ディメンション・メンバーを示します。
– OEP_Plan - 「シナリオ」ディメンションのメンバー。
– OEP_Working - 「バージョン」ディメンションのメンバー。

付録 B
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– USD - 為替レート(複数通貨アプリケーション用)

• データ・ロード・キューブ名は OEP_FSである必要があります。
• 最初のデータ・インポートでは、データの処理と計算に必要な次のルールを実行します: 財
務: 実績の計算およびロールアップ。

要員データのインポート
アプリケーション内から、要員データ・インポート・テンプレートをダウンロードできます。
これらのテンプレートは、有効化した機能と、機能を有効化したときに追加したカスタム・デ
ィメンションに基づいて生成されます。データのインポートを参照してください。
データ・ロード・テンプレートに含まれる勘定科目にのみデータをロードします。

ノート:

最後のロード以降の変更済および新しい要員データをロードする場合、データ統合を
使用してロードのパフォーマンスを改善できます。増分要員データのロードおよび
計算を参照してください。

ノート:

データ統合を使用して、新規採用データを一括ロードできます。詳細は、データ統合の管理の要員新規採用データの一括ロードを参照してください。

ノート:

2020年 2月のリリース時点で、要員は新規の「開始日」プロパティをサポートして
います。データ・インポート・テンプレートには、「採用日」などのデータを
「OWP_Start Month」ではなく「OWP_Start Date」にロードするためのヘッダーおよ
び例が含まれています。データは引き続き「開始月」にロードでき、「ロードされた
データの処理」ルールにより、「開始月」勘定科目に指定された月の初日を使用して、
データが「開始日」に変換されます。したがって、「開始月」データに基づいた既存
のデータ統合は引き続き機能します。ただし、データを「開始日」にロードすると、
さらに正確な計算を取得できます。

これらのテンプレートは、「プランニングと予測の準備」構成タスクで設定した CurYrを反映
します。データをインポートしてキューブをリフレッシュした後で、ロードされたデータの処
理ルールを実行して、プランニングを行う年範囲の必要な期間にデータをコピーします。
各テンプレート名の接頭辞は、アプリケーションの粒度によって決まります:

• 従業員とジョブ・アプリケーションの場合、テンプレート名の前に EJ_が付きます。たと
えば、EJ_EmployeePropertiesDataLoad_Plan.csvのようになります。

• 従業員のみのアプリケーションの場合、テンプレート名の前に EO_が付きます。たとえば、
EO_EmployeePropertiesDataLoad_Plan.csvのようになります。

付録 B
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• ジョブのみのアプリケーションの場合、テンプレート名の前に JO_が付きます。たとえば、
JO_JobOtherCompensationDataLoad_Plan.csvのようになります。

従業員プロパティのインポート
次のテンプレートを使用して、既存の従業員のプロパティをインポートします:

• EmployeePropertiesDataLoad_Plan.csv - 従業員のプラン・プロパティをインポー
トします。(人数および部分的な支払係数は、これらの値を明示的に設定しないかぎり、ロ
ードする必要はありません。人数および部分的な支払値をロードしない場合、これらはす
べての従業員についてそれぞれ 1および 100%に設定されます。)

ノート:

EJ_EmployeePropertiesDataLoad_Plan.csvテンプレートの場合、「組合
コードなし」や「OWP_All Union Code」にロードしないでください。かわりに、
「組合コード合計」の新しい子メタデータ・メンバーを追加して使用してくださ
い。そうしない場合、同期ルールが適切に機能しない可能性があります。

• EmployeePropertiesDataLoad_Actuals.csv - 従業員の実績プロパティをインポー
トします。

ノート:

EJ_EmployeePropertiesDataLoad_Plan.csvおよび
EO_EmployeePropertiesDataLoad_Plan.csvを使用して、従業員マスター FTEデータ
を OEP_Home Entityにロードできます。OEP_Home Entityにロードされたデータ
は、「ロードされたデータの処理」を実行すると、ロード年の将来の期間(データ・ロ
ード月から開始)および将来の年にコピーされます。
「分割資金調達 FTE」を有効にした場合、各従業員のマスター FTE値を入力またはイ
ンポートする必要があります。

従業員報酬のインポート
EmployeeSalaryDataLoad_Plan.csvを使用して、給与の計算に使用するデータをインポ
ートします。
従業員の実績報酬のインポート
EmployeeCompensationDataLoad_Actuals.csvを使用して、従業員の実績報酬データを
インポートします。
このテンプレートを使用するには、次の「データ・ロードの設定」を設定します:

1. ホーム・ページで「ナビゲータ」 をクリックし、「統合」で、「データ・ロードの設定」
をクリックします。

2. データをインポートするための次のパラメータを設定します:

• データ・ロード・ディメンション: 勘定科目

付録 B
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• ドライバ・ディメンション: 期間。メンバー: BegBalance、ILvl0Descendants(YearTotal)

• データ・ロード・ディメンションの親:

– OWP_Total Earnings。ドライバ・ディメンションの一意の識別子: BegBalance

– OWP_Total Benefits。ドライバ・ディメンションの一意の識別子: BegBalance

– OWP_Total Taxes。ドライバ・ディメンションの一意の識別子: BegBalance

従業員その他報酬データのインポート
EmployeeOtherCompensationDataLoad_Plan.csvを使用して、福利厚生、税金、追加所
得など、従業員のその他報酬データをインポートします。
OWP_Valueは、オプションのフィールドです。テンプレートにレートの値を含めた場合、そ
のレートが、指定した従業員に対するプランニング年範囲にコピーされます。
給与等級のインポート
Salary Grade-Basis.csvおよび Salary Grade-Value.csvを使用して、給与等級を仮
定にインポートします。
追加所得、福利厚生および税金のプロパティおよびレートのインポート
追加所得、福利厚生および税金のプロパティおよびレートを福利厚生と税金ウィザードにイン
ポートする場合、次のテンプレートを例として使用します。
• Earnings,Benefits and Taxes-Properties.csv - 追加所得、福利厚生および税金
のプロパティをインポートします。

• Earnings,Benefits and Taxes-Rates.csv - 追加所得、福利厚生および税金のレー
トをインポートします。

ジョブ・プロパティのインポート
JobPropertiesDataLoad_Plan.csvを使用して、ジョブ・プロパティをインポートしま
す。
ジョブ給与のインポート
JobSalaryDataLoad_Plan.csvを使用して、ジョブの給与をインポートします。
ジョブのその他報酬データのインポート
JobOtherCompensationDataLoad_Plan.csvを使用して、福利厚生、税金、追加所得な
ど、ジョブのその他報酬データをインポートします。
ビデオ

目的 視聴するビデオ
データ統合を使用して Oracle HCM Cloudと要員
の間でデータを統合する方法を学習するには、この
ビデオを視聴してください。Oracle HCM Cloud
アプリケーションから選択したデータを統合する
と、プランの基礎として Oracle HCM Cloudから直
接データを使用して要員プランを準備できます。

 
Oracle HCM Cloudと要員プランニングの統合

付録 B
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増分の要員データのロードおよび計算
プランニング・サイクルの開始時に、特定のシナリオおよびバージョンのデータ全体をロード
できます。ただし、人事の変更の最新情報を維持するために、新しい情報および更新された情
報を頻繁にインポートできます。データ統合を使用して更新されたデータを要員にロードする
と、処理および計算のパフォーマンスが大幅に向上します。
データ統合機能を使用すると、ソース・データ・ファイルを前のバージョンのソース・データ・
ファイルと比較して、新しいレコードおよび最後のロード後に変更されたレコードのみをロー
ドできます。データ統合の増分ファイル・アダプタは、ロードが必要なデータを識別します。
また、要員は、データ・ロード・ファイル内の新しいデータおよび変更されたデータに応じて
適切な計算スクリプトを動的に生成するルールを備えており、変更された交差のデータのみを
計算します。
データ統合ロード・プロセスの後、新しいデータおよび変更されたデータが適切な要員フォー
ムに表示されます。このデータには、ロード・プロセスに適用された計算が反映されます。

ノート:

データ統合からデータをロードするたびに、データを将来の期間にコピーするために
次の要員ルールのいずれかを選択する必要があります。
• OWP_Incremental Process Data and Synchronize Defaults

• OWP_Incremental Process Data and Synchronize Definition

増分要員データのロードおよび要員増分ルールの処理(OWP_INCREMENTAL PROCESS
DATA WITH SYNCHRONIZE DEFAULTSなど)は、管理者のみが実行できます。データ統合か
ら要員増分ルールを実行するときには、データ統合の「ターゲット」オプション「管理ユーザ
ーに対してデータ・セキュリティを使用可能にする」が「いいえ」に設定されていることを確
認してください。このオプションは、管理者のみが設定できます。
詳細は、データ統合の管理の増分ファイル・アダプタを使用したデータのロードを参照してく
ださい。

プロジェクト・データのインポート
プロジェクト・テンプレートは、アプリケーションのディメンションに基づいており、機能を
有効化したときに追加したカスタム・ディメンションが含まれます。
分析およびレポートの場合、次のデータをインポートする必要があります。
• プロジェクトの詳細 - 予測のための既存のプロジェクトに関する情報。
• 労務 - 2つのテンプレート(要員との統合を含むものと含まないもの)が使用可能です。

– 予測と分析で使用するプロジェクトの労務仮定。
– レポートと分析のための労務費用と労務時間の実績。

• 設備 - 2つのテンプレート(資本との統合を含むものと含まないもの)が使用可能です。
– 予測と分析で使用するプロジェクトの設備仮定。
– レポートと分析のための設備費用実績。
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• 材料
– 予測と分析で使用するプロジェクトの材料仮定。
– レポートと分析のための材料費用と材料ユニットの実績。

• その他 - レポートと分析のためのその他の費用計画、予測または実績。
• 直接費 - レポートと分析のための直接費の計画、予測または実績。
• 収益

– 予測と分析で使用するプロジェクトの仮定。
– 分析とレポートのための実績。

• グローバル・レート仮定。
– 労務標準レート、材料標準レート、設備標準レートなど、プロジェクトの標準レート。
– 諸経費レート。

• プロジェクト・ベネフィット。
• 資産への費用配賦 – 資本が有効化されているとき、様々な資産への配賦をインポートしま
す。

プロジェクト詳細のインポート
Project Details Load Template.csvまたは Capital Project Details Load
Template.csvを使用して、プロジェクト詳細と関連する情報をインポートします。カスタ
ム・プロジェクト詳細の場合は、インポートするファイルの列に勘定科目を追加します。すべ
ての詳細は同じ交差にインポートされます。
• 「列 1」は「プロジェクト」ディメンションです。
• その他の列は、勘定科目ディメンションのメンバーを表します。リストされるメンバーは、

OPF_Propertiesの下にあるメンバーと一致する必要があります(「勘定科目」ディメンショ
ンの「フォーム」メンバー上)。プロジェクト詳細は、「年なし」、「BegBalance」のメンバ
ーにインポートされます。

• プロジェクト詳細は、「プロジェクト要素なし」および「リソース・クラスなし」のメンバ
ーにインポートされます。

• アプリケーションで簡易複数通貨を使用する場合、プロジェクト詳細は「通貨なし」メン
バーにインポートされます。

• OEP_No Entityは「エンティティ」ディメンションのものです。
• OEP_Planは「シナリオ」ディメンションのものです。
• OEP_Workingは「エンティティ」ディメンションのものです。
• ベンダーなしは、「ベンダー」ディメンションのものです(機能を有効化したときに追加し
た場合)。

• フェーズなしは、「フェーズ」ディメンションのものです(機能を有効化したときに追加し
た場合)。

プロジェクト労務仮定のインポート
要員を使用しない場合、Labor Assumption Load Template.csvを使用して労務仮定を
インポートします。要員を使用する場合、OEP_PFP Labor Assumption Template -WFP
Integration.csvを使用します。労務仮定は、「BegBalance」および「年なし」にインポー
トされます。
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• ライン 1は「プロジェクト要素」ディメンションを表します。
• 列には、必要な勘定科目メンバーが含まれます。次のメンバーが OPF_Labor Assumptions
に含まれます。
– OPF_Vendor - ライン・アイテムのベンダー・スマート・リスト・メンバーを設定しま
す。

– OPF_Phase - ライン・アイテムのフェーズ・スマート・リスト・メンバーを設定しま
す。

– OPF_Job - ライン・アイテムのジョブ・スマート・リスト・メンバーを設定します。
「ジョブ」リストはリソース要素ディメンションの「詳細ジョブ」の下にあります。

– WFP/PFPジョブ - 要員統合を含むアプリケーションでは、ジョブはリソース要素ディ
メンションではなく「要員」ディメンションから取得されます。これはファイルのフ
ォーマットには影響しません。異なるのは、スマート・リストに関連付けられた勘定
科目は OPF_Job_WFであるということのみです。

– 未指定の従業員 – ライン・アイテムについて従業員リソース・スマート・リスト・メ
ンバーを設定します。メンバーを従業員名にすることもできます。これは、「既存の従
業員」階層の下にあるプラン要素ディメンションのメンバーです。
WFP/PFP従業員 - 要員統合を含むアプリケーションでは、従業員はプラン要素ディメ
ンションではなく「要員」ディメンションから取得されます。ただし、これはファイ
ルのフォーマットには影響しません。異なるのは、スマート・リストに関連付けられ
た勘定科目は OPF_Employee Resource_WFであるということのみです。

• 「プロジェクトなし」は「プロジェクト」ディメンションのメンバーです。
• OPF_Laborは、リソース要素ディメンションの適切なメンバーです。
• OEP_No Entityは「エンティティ」ディメンションのものです。
• 労務費用仮定は、「年」ディメンションの「年なし」メンバーと「期間」ディメンションの
「BegBalance」にインポートされます。

• OEP_Planはシナリオ・ディメンションのものです。
• OEP_Workingは「バージョン」ディメンションのものです。
• ベンダーなしは、「ベンダー」ディメンションのものです(機能を有効化したときに追加し
た場合)。

• フェーズなしは、「フェーズ」ディメンションのものです(機能を有効化したときに追加し
た場合)。

• 「USD」は「通貨」ディメンションのメンバーです。
労務費用のインポート(要員なし)

要員を使用していない場合、Actual Labor Expense Load Template.csvを使用して、
既存のプロジェクトの実績費用または承認済プランをインポートします。詳細リソース・レベ
ルの労務費用のプランニング・データについては、時間、レートおよび労務費用の値をインポ
ートする必要があります。
行
行は勘定科目ディメンションを表します。
「労務時間」と「労務費用」を分析と比較のためにインポートする必要があります。労務レート
の実績のインポートは必要ありません。
実績データのインポート先の勘定科目は、プロジェクトのタイプによって異なります。
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• 「オンサイト労務時間」、「オフサイト労務時間」、「オンサイト労務費用」、「オフサイト労務
費用」は、「契約プロジェクト」の「実費清算」プロジェクトに固有です。

• 「労務時間」および「労務費用」勘定科目は、「契約プロジェクト – 固定価格」または「契
約プロジェクト – コスト加算」、「間接プロジェクト」および資本プロジェクトのために使
用されます。

列
「月」。一度に 1つの月をインポートすることも複数の月を同時にインポートすることもできま
す。
視点
• 詳しい時間や詳しい労務費用については、「プロジェクト要素」ディメンションの特定の従
業員メンバー、または「未指定の従業員」を使用します。

• 「プロジェクトなし」は「プロジェクト」ディメンションのものです。
• OPF_Detailed Jobsはリソース要素ディメンションのもの(特に「詳細ジョブ」階層のメン
バー)です。

• OEP_No Entityは「エンティティ」ディメンションのものです。
• ベンダーなしは、「ベンダー」ディメンションのものです(機能を有効化したときに追加し
た場合)。

• フェーズなしは、「フェーズ」ディメンションのものです(機能を有効化したときに追加し
た場合)。

• 「FY16」は「年」ディメンションのものです。複数の年を同時にインポートできます。
• OEP_Actualはシナリオ・ディメンションのものです。履歴のプランまたは予測情報をイン
ポートするには、このフィールドに対応するメンバーを設定します。

• OEP_Workingは「バージョン」ディメンションのものです。
• アプリケーションで簡易複数通貨を使用する場合、USDは「通貨」ディメンションのもの
です。

労務費用のインポート(要員あり)

要員も使用している場合、Actual Labor Expense WFP Load Template.csvを使用し
て、既存のプロジェクトの実績費用または承認済プランをインポートします。
行
行は勘定科目ディメンションを表します。
「労務費用」を分析と比較のためにインポートする必要があります。労務レートの実績のインポ
ートは必要ありません。従業員またはジョブ別の詳細労務時間分析は要員にあります。プロジ
ェクトに含まれるのはサマリー・レベルのみです。
実績データのインポート先の勘定科目は、プロジェクトのタイプによって異なります。
• 「オンサイト労務時間」、「オフサイト労務時間」、「オンサイト労務費用」、「オフサイト労務
費用」は、「契約プロジェクト」の「実費清算」プロジェクトに固有です。

• 「労務時間」および「労務費用」勘定科目は、「契約プロジェクト – 固定価格」または「契
約プロジェクト – コスト加算」、「間接プロジェクト」および資本プロジェクトのために使
用する必要があります。

列
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「月」。一度に 1つの月をインポートすることも複数の月を同時にインポートすることもできま
す。
視点
• ライン 1は「プロジェクト要素」ディメンションのメンバーです。各「労務費用」は、プ
ロジェクトごとに一意の「ライン・アイテム」にロードされる必要があります。

• OPF_Base Resourceは、リソース要素ディメンションのものです。
• 「プロジェクトなし」は「プロジェクト」ディメンションのものです。
• OEP_No Entityは「エンティティ」ディメンションのものです。
• 「FY16」は「年」ディメンションのものです。複数の年を同時にインポートできます。
• OEP_Actualはシナリオ・ディメンションのものです。履歴のプランまたは予測情報をイン
ポートする場合は、このフィールドに対応するメンバーを設定します。

• OEP_Workingは「バージョン」ディメンションのものです。
• アプリケーションで簡易複数通貨を使用する場合、USDは「通貨」ディメンションのもの
です。

• ベンダーなしは、「ベンダー」ディメンションのものです(機能を有効化したときに追加し
た場合)。

• フェーズなしは、「フェーズ」ディメンションのものです(機能を有効化したときに追加し
た場合)。

設備仮定のインポート
Equipment Assumption Load Template.csvを使用して、設備仮定をインポートします。
• ライン 1は「プロジェクト要素」ディメンションを表します。
• 列には、必要な勘定科目メンバーが含まれます。次のメンバーが OPF_Equipment

Assumptionsに含まれます。
– OPF_Vendor - ライン・アイテムのベンダー・スマート・リスト・メンバーを設定しま
す。

– OPF_Phase - ライン・アイテムのフェーズ・スマート・リスト・メンバーを設定しま
す。

– OPF_Equipment - ライン・アイテムのジョブ・スマート・リスト・メンバーを設定し
ます。「ジョブ」リストはリソース要素ディメンションの「詳細ジョブ」の下にありま
す。

– OPF_Equipment Descriptionはテキストです。
– OPF_Equipment Units – ユニット数。

• 「プロジェクトなし」は「プロジェクト」ディメンションのメンバーです。
• OPF_Equipmentsは、リソース要素ディメンションの適切なメンバーです。
• OEP_No Entityは「エンティティ」ディメンションのものです。
• 設備費用仮定は、「年」ディメンションの「年なし」メンバーと「期間」ディメンションの
「BegBalance」にインポートされます。

• OEP_Planはシナリオ・ディメンションのものです。
• OEP_Workingは「バージョン」ディメンションのものです。

付録 B
プロジェクト・データのインポート

B-11



• ベンダーなしは、「ベンダー」ディメンションのものです(機能を有効化したときに追加し
た場合)。

• フェーズなしは、「フェーズ」ディメンションのものです(機能を有効化したときに追加し
た場合)。

• 「USD」は「通貨」ディメンションのメンバーです。
設備実績費用のインポート
Actual Equipment Expense Load Template.csvまたは Actual Equipment
Expense CPX Load Template.csvを使用して、実績設備費用をインポートします。プロ
ジェクトを資本と統合している場合は、Actual Equipment Expense CPX Load
Template.csvを使用します。
行
行は勘定科目ディメンションを表します。
「設備費用」を分析と比較のためにインポートする必要があります。実績データのインポート先
の勘定科目は、プロジェクトのタイプによって異なります。
• 「設備費用」勘定科目は、「契約プロジェクト – 固定価格」または「契約プロジェクト – コ
スト加算」、「間接プロジェクト」および資本プロジェクトのために使用する必要がありま
す。

• 「設備費用 - 請求可能」は実費精算契約プロジェクトのみで使用する必要があります。
列
「月」。一度に 1つの月をインポートすることも複数の月を同時にインポートすることもできま
す。
視点
• ライン 1は「プロジェクト要素」ディメンションのメンバーです。各「設備費用」は、プ
ロジェクトごとに一意の「ライン・アイテム」にロードされる必要があります。

• 「プロジェクトなし」は「プロジェクト」ディメンションのものです。
• OPF_Detailed Equipmentは、リソース・クラス・ディメンションからのものです。Actual

Equipment Expense Load Template.csvのみに使用します。
• OPF_Base Resourceは、リソース要素ディメンションのものです。Actual Equipment

Expense CPX Load Template.csvのみに使用します。
• OEP_No Entityは「エンティティ」ディメンションのものです。
• ベンダーなしは、「ベンダー」ディメンションのものです(機能を有効化したときに追加し
た場合)。

• フェーズなしは、「フェーズ」ディメンションのものです(機能を有効化したときに追加し
た場合)。

• 「FY16」は「年」ディメンションのものです。複数の年を同時にインポートできます。
• OEP_Actualはシナリオ・ディメンションのものです。履歴のプランまたは予測情報をイン
ポートするには、このフィールドに対応するメンバーを設定します。

• OEP_Workingは「バージョン」ディメンションのものです。
• アプリケーションで簡易複数通貨を使用する場合、USDは「通貨」ディメンションのもの
です。
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材料仮定のインポート
Material Assumption Load Template.csvを使用して、材料仮定をインポートします。
• ライン 1は「プロジェクト要素」ディメンションを表します。
• 列には、必要な勘定科目ディメンション・メンバーが含まれます。次のメンバーが

OPF_Material Assumptionsに含まれます。
– OPF_Vendor - ライン・アイテムのベンダー・スマート・リスト・メンバーを設定しま
す。

– OPF_Phase - ライン・アイテムのフェーズ・スマート・リスト・メンバーを設定しま
す。

– OPF_Material - ライン・アイテムの材料スマート・リスト・メンバーを設定します。
材料スマート・リストは「リソース・クラス」ディメンションの「詳細材料」の下に
あります。

– OPF_Expense Cash Flow Incidence – キャッシュ・フロー計算の値を設定します。
– OPF_Billable – 実費精算プロジェクトのみに適用されます。費用を請求可能として設
定すべきかどうかを示します。

– OPF_Units - ユニット仮定は月ごとにインポートする必要があります。月ごとに個別
のラインを作成するか、月ごとの値を簡単にインポートするために「材料」の実績に
似たテンプレートを使用できます。

視点
• 「プロジェクトなし」は「プロジェクト」ディメンションのメンバーです。
• OPF_Materialsは、「リソース・クラス」ディメンションの適切なメンバーです。
• OEP_No Entityは「エンティティ」ディメンションのものです。
• 材料仮定は、「年」ディメンションの「年なし」メンバーと「期間」ディメンションの
「BegBalance」にインポートされます。

• OEP_Planはシナリオ・ディメンションのものです。または、「予測」メンバーを使用でき
ます。

• OEP_Workingは「バージョン」ディメンションのものです。
• ベンダーなしは、「ベンダー」ディメンションのものです(機能を有効化したときに追加し
た場合)。

• フェーズなしは、「フェーズ」ディメンションのものです(機能を有効化したときに追加し
た場合)。

• 「USD」は「通貨」ディメンションのメンバーです。
材料費用のインポート
Actual Material Expense Load Template.csvを使用して、材料費用をインポートし
ます。
行
行には、「材料費用」に関連する「勘定科目」ディメンションがあります。
「材料ユニット」と「材料費用」を分析と比較のためにインポートする必要があります。材料コ
スト/ユニットの実績のインポートは必要ありません。
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実績データのインポート先の勘定科目は、プロジェクトのタイプによって異なります。
「材料費用 - 請求可能」は、契約プロジェクトの「実費清算」タイプのみで使用する必要があり
ます。他のすべてのプロジェクト・タイプは「材料費用」勘定科目を使用する必要があります。
したがって、プロジェクトで使用される材料ごとに、実績データをインポートするための 2つ
のラインを使用します。
列
「月」。一度に 1つの月をインポートすることも複数の月を同時にインポートすることもできま
す。
視点
• OPF_Detailed Materialは、「リソース・クラス」ディメンションのもの(特に「詳細材料」
階層のメンバー)です。

• 「プロジェクトなし」は「プロジェクト」ディメンションのものです。
• ライン 1は「プロジェクト要素」ディメンションを表します。プロジェクトで使用される
異なる材料それぞれが、別のライン・メンバーにロードされる必要があります。

• OEP_No Entityは「エンティティ」ディメンションのものです。
• 「FY16」は「年」ディメンションのものです。複数の年を同時にインポートできます。
• OEP_Actualはシナリオ・ディメンションのものです。プランまたは予測情報をインポート
する場合は、このフィールドに対応するメンバーを設定します。

• OEP_Workingは「バージョン」ディメンションのものです。
• アプリケーションで簡易複数通貨を使用する場合、USDは「通貨」ディメンションのもの
です。

• ベンダーなしは、「ベンダー」ディメンションのものです(機能を有効化したときに追加し
た場合)。

• フェーズなしは、「フェーズ」ディメンションのものです(機能を有効化したときに追加し
た場合)。

その他費用実績のインポート
Actual Other Expense Load Template.csvを使用して、その他費用の実績をインポー
トします。
行
行には、「その他費用」に関連する「勘定科目」ディメンションがあります。
実績データのインポート先の勘定科目は、プロジェクトのタイプによって異なります。「その他
費用 - 請求可能」は、契約プロジェクトの「実費清算」タイプのみで使用する必要があります。
他のすべてのプロジェクト・タイプは「その他費用」勘定科目を使用する必要があります。
列
「月」。一度に 1つの月をインポートすることも複数の月を同時にインポートすることもできま
す。
視点
• ライン 1は「プロジェクト要素」ディメンションを表します。「その他費用」に複数のライ
ンがある場合は、別のライン・メンバーを使用する必要があります。
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• 「プロジェクトなし」は「プロジェクト」ディメンションのものです。
• OPF_Base Resourceは、「リソース・クラス」ディメンションのものです。
• OEP_No Entityは「エンティティ」ディメンションのものです。
• 「FY16」は「年」ディメンションのものです。複数の年を同時にインポートできます。
• ベンダーなしは、「ベンダー」ディメンションのディメンションに対応します(有効化の時
点で追加されている場合)。

• フェーズなしは、「フェーズ」ディメンションのディメンションに対応します(有効化の時
点で追加されている場合)。

• OEP_Actualはシナリオ・ディメンションのものです。プランまたは予測情報をインポート
する場合は、このフィールドに対応するメンバーを設定します。

• OEP_Workingは「バージョン」ディメンションのものです。
• アプリケーションで簡易複数通貨を使用する場合、USDは「通貨」ディメンションのもの
です。

その他費用仮定のインポート
Other Assumption Load Template.csvを使用して、その他費用仮定をインポートしま
す。
行
ライン 1は「プロジェクト要素」ディメンションを表します。インポートされる仮定ごとに 1
ラインを使用します。
列
勘定科目メンバーが仮定のインポートに必要です。次のメンバーが OPF_Other Assumptions
に含まれます。
• OPF_Resource Name

• OPF_Vendor - ライン・アイテムのベンダー・スマート・リスト・メンバーを設定します。
• OPF_Phase - ライン・アイテムのフェーズ・スマート・リスト・メンバーを設定します。
• OPF_Expense Cash Flow Incidence – キャッシュ・フロー計算の値を設定します。
• OPF_Billable – 実費精算プロジェクトのみに適用されます。費用を請求可能として設定す
べきかどうかを示します。

• OPF_Other Expenses - 費用金額仮定は月ごとにインポートする必要があります。月ごと
に個別のラインを作成するか、月ごとの値を簡単にインポートするために「その他費用」
の実績に似たテンプレートを使用できます。

視点
• 「プロジェクトなし」は「プロジェクト」ディメンションのものです。
• OPF_Otherは、「リソース・クラス」ディメンションのものです。
• OEP_No Entityは「エンティティ」ディメンションのものです。
• 「年なし」は、「スマート・リスト」および「請求可能」インジケータの適切なメンバーに
対応します。また、「FY16」は「費用金額」の「年」ディメンションのものです。複数の
年を同時にインポートできます。

• OEP_Planはシナリオ・ディメンションのものです。予測情報をインポートする場合は、
このフィールドに対応するメンバーを設定します。
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• OEP_Workingは「バージョン」ディメンションのものです。
• アプリケーションで簡易複数通貨を使用する場合、USDは「通貨」ディメンションのもの
です。

• 「BegBalance」は、実績の月がインポートされるスマート・リストの割当てに適用できま
す。

• ベンダー 1は、「ベンダー」ディメンションのディメンションに対応します(有効化の時点
で追加されている場合)。

• 「フェーズ 1」は、「フェーズ」ディメンションのディメンションに対応します(有効化の時
点で追加されている場合)。

直接費実績および直接収益実績のインポート
Actual Direct Expense Load Template.csvまたは Actual Direct Revenue
Load Template.csvを使用して、直接費および直接収益の実績をインポートします。
行
行には、「直接費」/「直接収益」に関連する「勘定科目」ディメンションがあります。
このファイル・フォーマットを使用してインポートされる勘定科目は、勘定科目ディメンショ
ンの OPF_Other Direct Costsにあります。実績データのインポート先の勘定科目は、プロジェ
クトのタイプによって異なります。名前に「請求可能」を含むすべての費用勘定科目は、契約
プロジェクトの「実費清算」タイプのみで使用する必要があります。
列
「月」。一度に 1つの月をインポートすることも複数の月を同時にインポートすることもできま
す。
視点
• ライン 1は「プロジェクト要素」ディメンションを表します。複数のラインがある場合は、
別のライン・メンバーを使用する必要があります。

• プロジェクト 1は「プロジェクト」ディメンションのメンバーを表します。
• OPF_Direct Resourceは、「リソース・クラス」ディメンションのものです。
• エンティティ 1は「エンティティ」ディメンションのものです。
• 「FY16」は「年」ディメンションのものです。複数の年を同時にインポートできます。
• OEP_Actualはシナリオ・ディメンションのものです。履歴のプランまたは予測情報をイン
ポートする場合は、このフィールドに対応するメンバーを設定します。

• OEP_Workingは「バージョン」ディメンションのものです。
• アプリケーションで簡易複数通貨を使用する場合、USDは「通貨」ディメンションのもの
です。

• ベンダーなしは、「ベンダー」ディメンションのものです(有効化時に追加した場合)。
• フェーズなしは、「フェーズ」ディメンションのものです(有効化時に追加した場合)。
• <カスタム・ディメンション> - 機能を有効化したときに追加したカスタム・ディメンショ
ン。
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直接費仮定および直接収益仮定のインポート
Direct Expense Assumption Load Template.csvを使用して直接費仮定をインポート
し、Direct Revenue Assumption Load Template.csvを使用して直接収益仮定をイン
ポートします。
行
ライン 1は「プロジェクト要素」ディメンションを表します。仮定ごとに 1つのラインを使用
してインポートします。
列
列には、仮定をインポートするために必要な勘定科目メンバーが含まれます。次のメンバーが
OPF_Direct Input Expense Assumptionsに含まれます。
• OPF_Expense Typeまたは OPF_Revenue Type – 仮定に関連付けられている勘定科目の
スマート・リスト

• OPF_Vendor - ライン・アイテムのベンダー・スマート・リスト・メンバー。
• OPF_Phase - ライン・アイテムのフェーズ・スマート・リスト・メンバー。
• OPF_Direct Expense Amountまたは OPF_Revenue Amount - 月単位でインポートする金
額。月ごとにラインを作成するか、月ごとの値をインポートするために OEP_PFP Actual
Other Expense.csvに似たテンプレートを使用します。

視点
• 「プロジェクトなし」は「プロジェクト」ディメンションのものです。
• OPF_Direct Entryは、「リソース・クラス」ディメンションのものです。
• OEP_No Entityは「エンティティ」ディメンションのものです。
• 「年なし」は、「スマート・リスト」および「請求可能」インジケータの適切なメンバーに
対応します。また、「FY16」は「費用金額」または「収益金額」の「年」ディメンション
のものです。複数の年を同時にインポートできます。

• OEP_Planはシナリオ・ディメンションのものです。予測情報をインポートする場合は、
このフィールドに対応するメンバーを設定します。

• OEP_Workingは「バージョン」ディメンションのものです。
• ベンダーなしは、「ベンダー」ディメンションのものです(機能を有効化したときに追加し
た場合)。

• フェーズなしは、「フェーズ」ディメンションのものです(機能を有効化したときに追加し
た場合)。

• アプリケーションで簡易複数通貨を使用する場合、USDは「通貨」ディメンションのもの
です。

• 「BegBalance」は、実績の月がインポートされるスマート・リストの割当てに適用できま
す。

契約実費精算プロジェクトの収益実績のインポート
Actual Revenue Time and Material Load Template.csvまたは Actual Revenue
Time and Material No Emp Load Template.csvを使用して、実費精算プロジェクトの
実績をインポートします。
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「プロジェクト収益」は、労務時間、設備ユニット、材料ユニット、およびそれらに関連する請
求レートに基づきます。標準請求レートのインポート(契約プロジェクトのみ)を参照してくだ
さい。
行
「フィールド 1」は「リソース・クラス」ディメンションを表します。
「詳細リソース」を行に配置する必要があります。リソースそのものは「リソース・クラス」デ
ィメンションの「詳細リソース」の下にあります。
• 詳細ジョブ
• 詳細材料
• 詳細設備
• OPF_Base Resourceは、実費精算プロジェクトの他のすべての収益で使用されます
列
期間。一度に 1つの月をインポートすることも複数の期間を同時にインポートすることもでき
ます。
視点
• 「未指定の従業員」はプラン要素ディメンションのものです。従業員がインポートされてい
る場合は、指定した従業員にインポートできます。

• 「プロジェクトなし」は「プロジェクト」ディメンションのものです。
• OPF_Contract Revenue – Labor、OPF_Contract Revenue – Material、OPF_Contract

Revenue – Equipmentは、すべて勘定科目ディメンションのものです。「リソース・クラ
ス」メンバーを勘定科目メンバーに合せます。
– OPF_Contract Revenue – Laborは、「詳細ジョブ」に適用できます。
– OPF_Contract Revenueは、「詳細材料」に適用できます。
– OPF_Contract Revenue – Equipmentは、「詳細設備」に適用できます。
– OPF_Contract Revenue – Othersは、「ベース・リソース」に適用できます。

• OEP_No Entityは「エンティティ」ディメンションのものです。
• ベンダーなしは、「ベンダー」ディメンションのものです(機能を有効化したときに追加し
た場合)。

• フェーズなしは、「フェーズ」ディメンションのものです(機能を有効化したときに追加し
た場合)。

• OEP_Actualはシナリオ・ディメンションのものです。履歴のプランまたは予測情報をイン
ポートする場合は、このフィールドに対応するメンバーを設定します。

• OEP_Workingは「バージョン」ディメンションのものです。
• アプリケーションで簡易複数通貨を使用する場合、USDは「通貨」ディメンションのもの
です。

コスト加算プロジェクトの収益仮定のインポート
Cost Plus Assumptions Load Template.csvを使用して、何をコスト加算プロジェク
トのドライバ(1つまたは複数)にするかを示す仮定をインポートします。
行
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行 1は「プロジェクト要素」ディメンションのものです。「コスト加算」契約の各レイヤーは
1つのラインに入力する必要があります。「コスト加算マージン%」が合計に対応している場合
は、1ラインのみになります。
列
OPF_Cost Plus Driverは、契約条件のスマート・リストを設定します。
OPF_Cost Plus Margin %は、契約の全体マージン(%)です。マージン%が年や月によって変わ
る場合は、コスト加算収益実績と似た方法でデータをインポートする必要があります。
視点
• OPF_Cost Plusは、リソース要素ディメンションのものです。
• 「プロジェクトなし」は「プロジェクト」ディメンションのものです。
• 「コスト加算」契約条件は、「BegBalance」および「年なし」に入力されます。
• OEP_No Entityは「エンティティ」ディメンションのものです。
• OEP_Planはシナリオ・ディメンションのものです。予測情報をインポートする場合は、
このフィールドに対応するメンバーを設定します。

• OEP_Workingは「バージョン」ディメンションのものです。
• アプリケーションで簡易複数通貨を使用する場合、USDは「通貨」ディメンションのもの
です。

• ベンダーなしは、「ベンダー」ディメンションのものです(機能を有効化したときに追加し
た場合)。

• フェーズなしは、「フェーズ」ディメンションのものです(機能を有効化したときに追加し
た場合)。

コスト加算プロジェクトの収益実績のインポート
Actual Revenue Cost Plus Load Template.csvを使用して、収益実績をインポートし
ます。
行
OPF_Contract Revenueは、コスト加算プロジェクトについて収益をインポートする対象の勘
定科目です
列
期間。一度に 1つの月をインポートすることも複数の期間を同時にインポートすることもでき
ます。
視点
• ライン 1は「プロジェクト要素」ディメンションを表します。複数のラインがある場合は、
別のライン・メンバーを使用する必要があります。

• 「プロジェクトなし」は「プロジェクト」ディメンションのものです。
• OPF_Base Resourceは、リソース要素ディメンションのものです。
• OEP_No Entityは「エンティティ」ディメンションのものです。
• 「FY16」は「年」ディメンションのものです。複数の年を同時にインポートできます。
• OEP_Actualはシナリオ・ディメンションのものです。履歴のプランまたは予測情報をイン
ポートする場合は、このフィールドに対応するメンバーを設定します。
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• OEP_Workingは「バージョン」ディメンションのものです。
• アプリケーションで簡易複数通貨を使用する場合、USDは「通貨」ディメンションのもの
です。

• ベンダーなしは、「ベンダー」ディメンションのものです(機能を有効化したときに追加し
た場合)。

• フェーズなしは、「フェーズ」ディメンションのものです(機能を有効化したときに追加し
た場合)。

諸経費のグローバル仮定のインポート
Overhead Assumptions Load Template.csvを使用して、グローバル仮定をインポート
します。
グローバル仮定は、フォームから手動で入力することも、プロジェクトにインポートすること
もできます。
行
「フィールド 1」は「勘定科目」ディメンションを表します。
列
OPF_Overhead Method - 各諸経費のタイプに諸経費方法のスマート・リストを設定します。こ
のファイル・フォーマットを使用してインポートされる勘定科目は、勘定科目ディメンション
の OPF_Indirect Expenseにあります。
視点
• 「プロジェクトなし」は「プロジェクト」ディメンションのものです。
• リソース・クラスなしは、「リソース・クラス」ディメンションのものです。
• OEP_No Entityは「エンティティ」ディメンションのものです。
• 「BegBalance」は「期間」ディメンションのものです。
• OEP_Planはシナリオ・ディメンションのものです。履歴の実績または予測情報をインポ
ートする場合は、このフィールドに対応するメンバーを設定します。

• OEP_Workingは「バージョン」ディメンションのものです。
• アプリケーションで簡易複数通貨を使用する場合、「通貨なし」は「通貨」ディメンション
のものです。

• ベンダーなしは、「ベンダー」ディメンションのものです(機能を有効化したときに追加し
た場合)。

• フェーズなしは、「フェーズ」ディメンションのものです(機能を有効化したときに追加し
た場合)。

諸経費レートのインポート
Overhead Rates Load Template.csvを使用して、諸経費レートをインポートします。
行
ライン 1は「勘定科目」ディメンションを表します。インポートした勘定科目メンバーは、
OPF_Indirect Expenseにロードされます。
列
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諸経費レートの年。
視点
• OPF_Overhead Rate - レートのインポート先の勘定科目。
• 「プロジェクトなし」は「プロジェクト」ディメンションのものです。
• リソース・クラスなしは、「リソース・クラス」ディメンションのものです。
• OEP_No Entityは「エンティティ」ディメンションのものです。
• 「BegBalance」は「期間」ディメンションのものです。
• ベンダーなしは、「ベンダー」ディメンションのものです(機能を有効化したときに追加し
た場合)。

• フェーズなしは、「フェーズ」ディメンションのものです(機能を有効化したときに追加し
た場合)。

• OEP_Planはシナリオ・ディメンションのものです。履歴の実績または予測情報をインポ
ートする場合は、このフィールドに対応するメンバーを設定します。

• OEP_Workingは「バージョン」ディメンションのものです。
• アプリケーションで簡易複数通貨を使用する場合、「通貨なし」は「通貨」ディメンション
のものです。

標準レートのインポート
Standard Equipment Rates Load Template.csv、Standard Labor Rates Load
Template.csvおよび Standard Material Rates Load Template.csvを使用して、費
用計算の標準レートをインポートします。メンバーは、「リソース・クラス」ディメンションに
インポートされます。
労務、設備、材料などの該当するすべての詳細リソース・メンバーの標準レートをインポート
します。それぞれには、レートのインポート先となる独自の勘定科目があります。
列には勘定科目メンバーが含まれます
• OPF_Detailed Equipment Standard Costは「詳細設備」リソースで使用されます。
• OPF_Detailed Jobs Standard Hourly Costは詳細労務リソースで使用されます。
• OPF_Detailed Materiall Standard Costは「詳細材料」リソースで使用されます。
視点
• 「プロジェクトなし」は「プロジェクト」ディメンションのものです。
• OPF_Standard Laborはプラン要素ディメンションのものであり、すべての「労務仮定」で
使用する必要があります。
OPF_Standard Equipmentと OPF_Standard Materialメンバーは、「勘定科目」ディメンシ
ョンのメンバーと一致する必要があります。

• OEP_No Entityは「エンティティ」ディメンションのものです。
• 「BegBalance」は「期間」ディメンションのものです。
• OEP_Planはシナリオ・ディメンションのものです。履歴の実績または予測情報をインポ
ートする場合は、このフィールドに対応するメンバーを設定します。

• OEP_Workingは「バージョン」ディメンションのものです。
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• OPF_Material Standard Cost、OPF_Equipment Standard Cost、OPF_Labor Standard
Hourly Cost。

• アプリケーションで簡易複数通貨を使用する場合、USDは「通貨」ディメンションのもの
です。

• ベンダーなしは、「ベンダー」ディメンションのものです(機能を有効化したときに追加し
た場合)。
レートがベンダーによって異なる場合、ファイルは同じ「リソース・クラス」について複
数の行を含む必要があります。

• フェーズなしは、「フェーズ」ディメンションのものです(機能を有効化したときに追加し
た場合)。

標準請求レートのインポート(契約プロジェクトのみ)

Standard Equipment Billing Rates Load Template.csv、Standard Labor
Billing Rates Load Template.csvおよび Standard Material Billing Rates
Load Template.csvを使用して、収益有効化アプリケーションの標準請求レートをインポー
トします。
行
「リソース・クラス」ディメンションのメンバーに標準請求レートをインポートします。標準請
求レートは、該当するすべての詳細リソース・メンバーについてインポートする必要がありま
す。「詳細リソース」プランニングは、「労務」、「設備」および「材料」に対応できます。それ
ぞれには、レートのインポート先となる独自の勘定科目があります。
列
列には、次の勘定科目が含まれます。
• OPF_Detailed Equipment Standard Billing Rate - 「詳細設備」リソース用
• OPF_Detailed Material Standard Billing Rate - 「詳細設備」リソース用
• OPF_Detailed Jobs - 詳細労務リソース用。
視点
• プロジェクトなし - 「プロジェクト」ディメンションから
• OPF_Standard Labor - プラン要素ディメンションから。これをすべての労務仮定に使用
します。

• OPF_Equipment Standard Billing Rateおよび OPF_Material Standard Billing Rateメンバ
ー - 「勘定科目」メンバーと一致します。

• OPF_Onsite and Offsite Standard Billing Rate - 詳細労務リソース用
• BegBalance - 期間ディメンションから。
• OEP_Plan - 「シナリオ」ディメンションから。履歴の実績または予測をインポートするに
は、対応するメンバーを指定します。

• OEP_Working - 「バージョン」ディメンションから。
• アプリケーションで簡易複数通貨を使用する場合、USDは「通貨」ディメンションのもの
です。

• ベンダーなしは、「ベンダー」ディメンションのものです(機能を有効化したときに追加し
た場合)。
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• フェーズなしは、「フェーズ」ディメンションのものです(機能を有効化したときに追加し
た場合)。

労働日数および労働時間数のインポート
「要員からの統合」が選択されていない場合、Working Days and Hours Load
Template.csvを使用して、標準労働日数および時間数をインポートします。列
勘定科目メンバーが含まれます。
• OPF_Working Hours per Day

• OPF_Working Days per Month

視点
• 労働日数および時間数は、「プロジェクト要素なし」および「リソース・クラスなし」のメ
ンバーにインポートされます。

• 「プロジェクトなし」は「プロジェクト」ディメンションのものです。
• OEP_No Entityは「エンティティ」ディメンションのものです。
• 「BegBalance」は「期間」ディメンションのものです。
• ベンダーなしは、「ベンダー」ディメンションのものです(機能を有効化したときに追加し
た場合)。

• フェーズなしは、「フェーズ」ディメンションのものです(機能を有効化したときに追加し
た場合)。

• OEP_Planはシナリオ・ディメンションのものです。
• OEP_Workingは「バージョン」ディメンションのものです。
• アプリケーションで簡易複数通貨を使用する場合、「通貨なし」は「通貨」ディメンション
のものです。

財務プロジェクト・ベネフィット仮定のインポート
Financial Benefit Assumption Load Template.csvを使用して、財務プロジェク
ト・ベネフィット仮定をインポートします。
行
OPF_PB Line 1は「プロジェクト要素」ディメンションのものです。各ベネフィットは、ベネ
フィットの異なるラインにロードされる必要があります。
列
• OPF_Impacted Accountは、ベネフィットと標準勘定科目をリンクする「スマート・リス
ト」を設定します。

• OPF_Financial Benefitsはテキスト・フィールドです。
• OPF_Financial Benefit Amountはベネフィットの値です。この仮定は、該当する月(1つま
たは複数)に入力する必要があります。

視点
• 「プロジェクトなし」は「プロジェクト」ディメンションのものです。
• OPF_Base Resourceはプロジェクト・リソース・ディメンションのメンバーです。
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• 「影響を受ける勘定科目」と「財務ベネフィット」のテキスト値は、「BegBalance」および
「年なし」に入力されます。

• OEP_No Entityは「エンティティ」ディメンションのものです。
• OEP_Planはシナリオ・ディメンションのものです。予測情報をインポートする場合は、
このフィールドに対応するメンバーを設定します。

• OEP_Workingは「バージョン」ディメンションのものです。
• アプリケーションで簡易複数通貨を使用する場合、USDは「通貨」ディメンションのもの
です。

• ベンダーなしは、「ベンダー」ディメンションのものです(機能を有効化したときに追加し
た場合)。

• フェーズなしは、「フェーズ」ディメンションのものです(機能を有効化したときに追加し
た場合)。

財務プロジェクト・ベネフィット実績のインポート
Actual Financial Benefit Load Template.csvを使用して、財務プロジェクト・ベネ
フィット実績をインポートします。
行
「フィールド 1」は、ベネフィットを適用できる「勘定科目」ディメンションを表します。
列
「月」。一度に 1つの月をインポートすることも複数の月を同時にインポートすることもできま
す。
視点
• OPF_PB Line 1は「プロジェクト要素」ディメンションのメンバーを表します。
• 「プロジェクトなし」は「プロジェクト」ディメンションのものです。
• OPF_Base Resourceは、「リソース・クラス」ディメンションのものです。
• OEP_No Entityは「エンティティ」ディメンションのものです。
• OEP_Actualはシナリオ・ディメンションのものです。複数の期間のプランまたは予測情報
をインポートする場合は、このフィールドに対応するメンバーを設定します。

• OEP_Workingは「バージョン」ディメンションのものです。
• アプリケーションで簡易複数通貨を使用する場合、USDは「通貨」ディメンションのもの
です。

• ベンダーなしは、「ベンダー」ディメンションのものです(機能を有効化したときに追加し
た場合)。

• フェーズなしは、「フェーズ」ディメンションのものです(機能を有効化したときに追加し
た場合)。

非財務プロジェクト・ベネフィット仮定のインポート
Non Financial Benefit Assumption Load Template.csvを使用して、非財務プロジ
ェクト・ベネフィット仮定をインポートします。
行
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OPF_PB Line 1は「プロジェクト要素」ディメンションのものです。各ベネフィットは、ベネ
フィットの異なるラインにロードされる必要があります。
列
• OPF_Non Financial Benefitsは、非財務ベネフィット・アイテムの「スマート・リスト」
を設定します。非財務ベネフィット・スマート・リストには、受け取るベネフィットのカ
スタマイズされたリストを移入する必要があります。

• OPF_Benefit Descriptionはテキスト・フィールドです。
• OPF_ OPF_Quantative Measureはベネフィットの値です。この仮定は、該当する月(1つ
または複数)に入力する必要があります。

視点
• 「プロジェクトなし」は「プロジェクト」ディメンションのものです。
• OPF_Base Resourceはプロジェクト・リソース・ディメンションのメンバーです。
• 「影響を受ける勘定科目」と「財務ベネフィット」のテキスト値は、「BegBalance」および
「年なし」に入力されます。OPF_Quantative Measureは、月ごとに入力する必要がありま
す。

• OEP_No Entityは「エンティティ」ディメンションのものです。
• OEP_Planはシナリオ・ディメンションのものです。予測情報をインポートする場合は、
このフィールドに対応するメンバーを設定します。

• OEP_Workingは「バージョン」ディメンションのものです。
• ベンダーなしは、「ベンダー」ディメンションのものです(機能を有効化したときに追加し
た場合)。

• フェーズなしは、「フェーズ」ディメンションのものです(機能を有効化したときに追加し
た場合)。

• アプリケーションで簡易複数通貨を使用する場合、USDは「通貨」ディメンションのもの
です。

費用配賦のインポート
プロジェクトを資本と統合している場合は、Allocate Expense To Assets Load
Template.csvを使用して、資本プロジェクト資産の費用配賦をインポートします。
行
行 1は「プロジェクト要素」ディメンションのものです。各行によって、費用のカテゴリの割
合(%)が資本の「CIP資産」(「建設仮勘定資産」)に配賦されます。
列
• OPF_Project Expenses - 配賦する必要があるプロジェクト費用勘定科目のスマート・リス
ト値を設定します。

• OPF_Capital Expenses - 「資本費用」勘定科目のスマート・リスト値を設定します。資産
に配賦する費用は、資本のこの勘定科目にロードされます。

• OPF_Capitalization - 資産に配賦する費用の割合(%)を指定します。
• OPF_Asset Class – 「資産クラス」勘定科目のスマート・リスト値を設定します。これは、

CIP資産が関連付けられている、資本の「資産クラス」メンバーに対応します。
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• OPF_Asset Details – 配賦が行われる CIP資産のスマート・リスト値を設定します。資産
は、資本の「資産の詳細」メンバーに対応します。

視点
• 「プロジェクトなし」は「プロジェクト」ディメンションのものです。
• リソース・クラスなしは、「リソース・クラス」ディメンションのものです。
• OEP_No Entityは「エンティティ」ディメンションのものです。
• 「年なし」は「年」ディメンションのものです。
• OEP_Workingは「バージョン」ディメンションのものです。
• アプリケーションで簡易複数通貨を使用する場合、USDは「通貨」ディメンションのもの
です。

• ベンダーなしは、「ベンダー」ディメンションのものです(機能を有効化したときに追加し
た場合)。

• フェーズなしは、「フェーズ」ディメンションのものです(機能を有効化したときに追加し
た場合)。

• 「BegBalance」は「期間」ディメンションのものです。

ノート:

最初のデータ・インポートでは、データの処理と計算に必要な次のルールを実行しま
す: OPF_Rollup Projectsおよびプロジェクト・キューブのロールアップ。実績をイ
ンポートした場合は、「詳細予測データの準備」および「概要レベル予測データの準
備」を実行します。

資本データのインポート
有効化した機能に応じて、次のテンプレートが資本の zipファイルで使用可能になります:

• ExistingIntangibleload.csv
• ExistingLeaseLoad.csv
• ExistingTangibleLoad.csv
• PeriodIntangibles.csv
• PeriodLease.csv
• PeriodTangibles.csv
テンプレートは、アプリケーションのディメンションに基づいて作成され、機能を有効化した
ときに追加したカスタム・ディメンションが含まれます。
次のテンプレートとガイドラインを使用して資本データをインポートします。
資産詳細のプロパティのインポート
次のテンプレートを使用して、資産詳細のプロパティ(ラップトップ名、価格、減価償却タイプ
など)をインポートします。
• ExistingTangibleLoad.csv
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• ExistingLeaseLoad.csv
• ExistingIntangibleload.csv
次のガイドラインを使用します:

• 列—「Column1」は「資産クラス」ディメンションを意味します。
• 行 - 各資産詳細には必ず 3行のデータがあります。

– 行 1は、NoYear、「USD」、「BegBalance」にデータをインポートします。これらの値
を変更して、正しい年、通貨などを指定します。

– 行 2は、「FY16」、通貨なし、「BegBalance」にデータをインポートします。必要に応
じてこれらの値を変更します。

– 行 3は、「年なし」、通貨なし、「BegBalance」にデータをインポートします。必要に応
じてこれらの値を変更します。

• 視点
視点の OEP_No Entityを実績エンティティで置き換えます。

実績のインポート
次のテンプレートを使用して、資産の実績をインポートします。
• PeriodTangibles.csv
• PeriodIntangibles.csv
• PeriodLease.csv
次のガイドラインを使用します:

• 列 - 勘定科目メンバーを参照します。
• 行

– 行 5 - 16 (1月、12月)は、FY16についてインポートする 1年の計算済実績費用を参照
します。FY15のデータをインポートする必要がある場合、FYの行セットを新たに追
加する必要があります。

– 行 17: NoYear -> BegBalance-USDの組合せで基本コストが計算されています。各資
産詳細の行は 1つのみである必要があります。

– 行 18: NoYear ->「BegBalance」->NoCurrencyのデータ。購入日、使用開始日、説明、
理由などの資産詳細情報をインポートします。

• 視点
– OCX_Total Major Assetsには、OCX_Total Major Assetsの実際の子を使用します。
– OCX_Tangible Assetsには、OCX_Tangible Assetsの実際のメンバーを使用します。
– OEP_No Entityには、エンティティの実際のメンバーを使用します。
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C
Planningモジュールの更新

ここで説明されている特定のリリースで使用可能な拡張機能では、アーティファクトをカスタ
マイズしている場合、一部の付属アーティファクトの更新が必要です。
• これらのアーティファクトを変更していない場合、アーティファクトおよび機能は、この
リリースで使用可能になります。

• 新しいリリース中、カスタマイズされたアーティファクトは更新されないため、これらの
アーティファクトをカスタマイズ済で、新機能を利用する場合は、次のステップを実行し
ます。

1. 更新後に全体バックアップを実行し、それをローカルにダウンロードします。
2. 変更されたアーティファクトのリストを確認し、そのうちのどれを変更したかを特定しま
す。変更済アーティファクトの確認を参照してください。

ヒント:

次にリストされている変更済アーティファクトについて、変更済アーティファク
トのコピーを作成して、それを変更の参照として使用することを検討してくださ
い。コピーは、カスタマイズを再実装した後に削除できます。

3. 更新後、識別したアーティファクトに対するカスタマイズを元に戻し、アーティファクト
を付属の形式に復元します。カスタマイズを元に戻すを参照してください。

4. 必要に応じてアーティファクトに対するカスタマイズを再実装します。
5. 復元された Calculation Managerのルールまたはテンプレートでは、それらが最終になった
後、影響を受けるアーティファクトのアプリケーションに、更新したルールまたはテンプ
レートを必ずデプロイしてください。カスタム・テンプレートの使用状況の表示およびビ
ジネス・ルールおよびビジネス・ルールセットのデプロイを参照してください。

6. 新しいルールをユーザーが使用できるようにするには、ユーザーにルールへのアクセス権
を付与する必要があります。これを行うには、ホームページで「ルール」、キューブ、新し
いルール、「権限」アイコンの順に選択します。

すべての Planningモジュールの更新
2023年 9月
23.09から、Planningモジュールの別名表を管理できるようになりました。この機能拡張の詳
細は、別名表の管理を参照してください。
23.08より前のリリースから 23.09 (以降)へのスナップショットをインポートしている場合、別
名表が作成されますが空であることがあります。この問題を解決するには、「既存の別名表の管
理」オプションを使用して必要な言語の別名を追加します。
この機能拡張の一環として、特定の言語の一部のメンバーの別名が追加されています。将来モ
ジュールが更新される場合、これらの別名がロードされます。同じ別名のカスタム・メンバー
がある場合、キューブ・リフレッシュ・エラーが発生する可能性があります。新規別名のリス
トを確認し、必要に応じてカスタム・メンバーを変更してください。
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23.09での新規別名
Table C-1    ハイブリッド・キューブをサポートしていない Essbaseバージョンの財務、要
員、資本およびプロジェクト

ディメンション メンバー
勘定科目 • OFS_Other Cash (3つの共有メンバー)

• OPF_% Complete
• OPF_Accrued Revenue
• OPF_Capitalizable (3つの共有メンバー)
• OPF_Cost Plus Revenue Assumptions
• OPF_Custom Direct Input Assumptions
• OPF_Equipment Description
• OPF_Financial Performance Measures
• OPF_KPIs
• OPF_Obligation Details
• OPF_Performance Metrics
• OPF_Project Detail Information
• OPF_Project Read Only Properties
• OPF_Required Equipment Assumptions
• OPF_Revenue Recognition %
• OPF_Total Expenses - Store
• OPF_When Period
• OPF_When Year
• OWP_Cut-off Date
• OWP_CYTD Gross Earnings
• OWP_CYTD Taxable Compensation
• OWP_FTE Variance
• OWP_FYTD Gross Earnings
• OWP_FYTD Taxable Compensation
• OWP_IsEmpty
• OWP_Rec.Merit % (2つの共有メンバー)
• OWP_Start Date (2つの共有メンバー)
• OWP_Workforce Planning Accounts for

Forms
• OWP_Workforce Planning Accounts for VC

ジョブ OWP_All Jobs
期間 プロジェクト財務マッピング
バージョン OEP_Target
リソース・クラス OPF_Load
年齢層 • 年齢層なし

• OWP_Total Age Band

性別 • 性別なし
• OWP_Total Gender

最終学歴 • 最終学歴なし
• OWP_Total Highest Education Degree

スキル・セット • スキル・セットなし
• OWP_Total Skill Set

組合コード • 組合コードなし
• OWP_All Union Code
• OWP_Total Union Code
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Table C-2    ハイブリッド・キューブをサポートしている Essbaseバージョンの財務、要員、
資本およびプロジェクト

ディメンション メンバー
勘定科目 • OCX_Impairment Value Assumptions

• OFS_Other Cash (3つの共有メンバー)
• OPF_% Complete
• OPF_Accrued Revenue
• OPF_Capital Integration Properties
• OPF_Capitalizable (3つの共有メンバー)
• OPF_Cost Plus Revenue Assumptions
• OPF_Custom Direct Input Assumptions
• OPF_Equipment Description
• OPF_Financial Performance Measures
• OPF_Indirect Integration Properties
• OPF_Integration Properties
• OPF_Integration Status Description (2つの

共有メンバー)
• OPF_KPIs
• OPF_Obligation Details
• OPF_Performance Metrics
• OPF_Project Detail Information
• OPF_Project Integration Status (2つの共有
メンバー)

• OPF_Project Read Only Properties
• OPF_Project Template - Capital (3つの共有
メンバー)

• OPF_Project Template - Indirect (3つの共有
メンバー)

• OPF_Recognized Revenue
• OPF_Reporting Properties
• OPF_Revenue Recognition %
• OPF_Standard Integration Properties
• OPF_Total Expenses - Store
• OPF_When Period
• OPF_When Year
• OWP_Cut-off Date
• OWP_CYTD Gross Earnings
• OWP_CYTD Taxable Compensation
• OWP_FTE Variance
• OWP_FYTD Gross Earnings
• OWP_FYTD Taxable Compensation
• OWP_IsEmpty
• OWP_Rec.Merit % (2つの共有メンバー)
• OWP_Start Date (2つの共有メンバー)
• OWP_Workforce Planning Accounts for

Forms
• OWP_Workforce Planning Accounts for VC
• OPF_Project Description

コンポーネント • OWP_Merit Increase
• OWP_No Grade

従業員 OWP_New Employees
エンティティ OEP_Home Entity
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Table C-2    (Cont.) ハイブリッド・キューブをサポートしている Essbaseバージョンの財務、
要員、資本およびプロジェクト

ディメンション メンバー
期間 プロジェクト財務マッピング
バージョン OEP_Target
リソース・クラス • OPF_Adjustment (+/-)

• OPF_Load

年齢層 • 年齢層なし
• OWP_Total Age Band

性別 • 性別なし
• OWP_Total Gender

最終学歴 • 最終学歴なし
• OWP_Total Highest Education Degree

スキル・セット • スキル・セットなし
• OWP_Total Skill Set

組合コード • 組合コードなし
• OWP_All Union Code
• OWP_Total Union Code

Table C-3    ハイブリッド・キューブをサポートしていない Essbaseバージョンの Strategic
Workforce Planning

ディメンション メンバー
勘定科目 • OWP_Average Compensation Rates

• OWP_CYTD Gross Earnings
• OWP_CYTD Taxable Compensation
• OWP_FYTD Gross Earnings
• OWP_FYTD Taxable Compensation
• OWP_IsEmpty
• OWP_Rec.Merit % (3つの共有メンバー)
• OWP_Start Date (3つの共有メンバー)
• OWP_Strategic Headcount Planning

Accounts for Forms
• OWP_Workforce Planning Accounts for

Forms
• OWP_Workforce Planning Accounts for VC

年齢層 年齢層なし
コンポーネント • OWP_Attrition Drivers

• OWP_Merit Increase
• OWP_No Grade

従業員 OWP_New Employees
エンティティ OEP_Home Entity
期間 • BegBalance

• 期間なし
• OEP_Yearly Plan

バージョン OEP_Target
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Table C-4    ハイブリッド・キューブをサポートしている Essbaseバージョンの Strategic
Workforce Planning

ディメンション メンバー
勘定科目 • OWP_Average Compensation Rates

• OWP_Cut-off Date
• OWP_CYTD Gross Earnings
• OWP_CYTD Taxable Compensation
• OWP_FYTD Gross Earnings
• OWP_FYTD Taxable Compensation
• OWP_FTE Variance
• OWP_FYTD Gross Earnings
• OWP_FYTD Taxable Compensation
• OWP_IsEmpty
• OWP_Rec.Merit % (3つの共有メンバー)
• OWP_Start Date (3つの共有メンバー)
• OWP_Strategic Headcount Planning

Accounts for Forms
• OWP_Workforce Planning Accounts for

Forms
• OWP_Workforce Planning Accounts for VC

年齢層 年齢層なし
コンポーネント • OWP_Attrition Drivers

• OWP_Merit Increase
• OWP_No Grade

従業員 OWP_New Employees
エンティティ OEP_Home Entity
期間 • BegBalance

• 期間なし
• OEP_Yearly Plan

バージョン OEP_Target

Table C-5    ハイブリッド・キューブをサポートしていない Essbaseバージョンの Sales
Planningの「目標プランニング」モジュール

ディメンション メンバー
メジャー OQP_Unit of Measures
期間 • 期間なし

• OEP_Qrtly Plan
• OEP_Weekly Plan

製品 製品なし
シナリオ OEP_Rolling Forecast
テリトリ OEP_Unspecified Territory
バージョン OEP_Working Bottom Up
年 年なし

付録 C
すべての Planningモジュールの更新

C-5



Table C-5    (Cont.) ハイブリッド・キューブをサポートしていない Essbaseバージョンの
Sales Planningの「目標プランニング」モジュール

ディメンション メンバー
プラン要素 • OGS_Total Plan

• OGS_Total Line Items
• OGS_Base Forecast
• OGS_Adjustment (+/-)
• ライン 2
• ライン 3
• ライン 4

ビュー • 定期
• YTD

Table C-6    ハイブリッド・キューブをサポートしている Essbaseバージョンの Sales
Planningの「目標プランニング」モジュール

ディメンション メンバー
メジャー OQP_Unit of Measures
期間 • 期間なし

• OEP_W1から OEP_W52
• OEP_Weekly Plan

製品 製品なし
シナリオ OEP_Scenarios
テリトリ OEP_Unspecified Territory
年 年なし

財務の更新
ここで説明されている特定のリリースで使用可能な拡張機能では、アーティファクトをカスタ
マイズしている場合、一部の付属アーティファクトの更新が必要です。
• これらのアーティファクト (このトピックで説明)を変更していない場合、アーティファクト
および機能はそのリリースで使用できます。

• 新しいリリース中、カスタマイズされたアーティファクトは更新されないため、これらの
アーティファクトをカスタマイズ済で、新機能を利用する場合は、次のステップを実行し
ます。

1. 更新後に全体バックアップを実行し、それをローカルにダウンロードします。
2. 変更されたアーティファクトのリストを確認し、そのうちのどれを変更したかを特定しま
す。変更済アーティファクトの確認を参照してください。

ヒント:

次にリストされている変更済アーティファクトについて、変更済アーティファク
トのコピーを作成して、それを変更の参照として使用することを検討してくださ
い。コピーは、カスタマイズを再実装した後に削除できます。
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3. 更新後、識別したアーティファクトに対するカスタマイズを元に戻し、アーティファクト
を付属の形式に復元します。カスタマイズを元に戻すを参照してください。

4. 必要に応じてアーティファクトに対するカスタマイズを再実装します。
5. 復元された Calculation Managerのルールまたはテンプレートでは、それらが最終になった
後、影響を受けるアーティファクトのアプリケーションに、更新したルールまたはテンプ
レートを必ずデプロイしてください。カスタム・テンプレートの使用状況の表示およびビ
ジネス・ルールおよびビジネス・ルールセットのデプロイを参照してください。

2022年 8月
新規ルール「バッチ・トレンド・ベースの計算」は財務で使用できます。新規ルールでは、特
定の年の複数のエンティティにわたる複数の勘定科目のトレンドおよび増加率または減少率を
計算できます。
既存のルール「トレンド・ベースの計算」は、選択したメンバー(フォームのゼロ・レベル・メ
ンバーのみ)のレベルでのみ実行されます。新規ルール「バッチ・トレンド・ベースの計算」で
は、多くのメンバーのバッチ計算を一度に実行でき、時間が節約されます。
詳細は、財務のルールを参照してください。
2022年 6月
2022年 6月のリリースから、「予測の準備」ルールが更新され、予測シナリオに実績データを
コピーする前に、予測シナリオ作業バージョンでクローズ期間のすべてのプラン要素メンバー
のデータがクリアされるようになりました。更新されたルールにより、計算が正しく動作し、
予測数(直接入力方法を使用して入力)がクローズ済期間の実績に追加されないようになりまし
た。
新規ルールの動作は、追加機能を有効にし、財務を再度有効にするか、スナップショットをイ
ンポートまたはエクスポートした場合のみ表示されます。
2021年 3月
2021年 3月以降、最初の年の「予測」に対するプランニング基準として「四半期ごと」を選択
すると、該当期間でのみ予測データの入力が許可されるように、指定された有効な交差が設定
されます。現在の月より前の四半期予測期間は更新できません。この機能拡張の一環として、
一部のルールが変更されています。
これらのアーティファクトにカスタマイズを行っている場合は、このトピックの手順に従って
アーティファクトを復元してからカスタマイズを再適用します。
変更されたルール
• OFS_Trend Based Calculation

• OFS_Prepare Forecast

2021年 2月
2021年 2月のリリース以降、EPM Planning財務には、「予算の改訂」および予算管理との統
合を有効にするオプションが用意されています。このオプションを追加で有効にすると(「機能
を使用可能にする」で「予算の改訂」を選択します)、次に示す統合をサポートするようにルー
ルが変更されます。このアーティファクトをカスタマイズした場合は、このトピックの手順に
従ってアーティファクトを復元してから、カスタマイズを再適用します。
変更されたルール: トレンド・ベースの計算
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プロジェクトの更新
ここで説明されている特定のリリースで使用可能な拡張機能では、アーティファクトをカスタ
マイズしている場合、一部の付属アーティファクトの更新が必要です。
• これらのアーティファクト (このトピックで説明)を変更していない場合、アーティファクト
および機能はそのリリースで使用できます。

• 新しいリリース中、カスタマイズされたアーティファクトは更新されないため、これらの
アーティファクトをカスタマイズ済で、新機能を利用する場合は、次のステップを実行し
ます。

1. 更新後に全体バックアップを実行し、それをローカルにダウンロードします。
2. 変更されたアーティファクトのリストを確認し、そのうちのどれを変更したかを特定しま
す。

ヒント:

次にリストされている変更済アーティファクトについて、変更済アーティファク
トのコピーを作成して、それを変更の参照として使用することを検討してくださ
い。

3. 更新後、識別したアーティファクトに対するカスタマイズを元に戻し、アーティファクト
を付属の形式に復元します。カスタマイズを元に戻すを参照してください。

4. 必要に応じてアーティファクトに対するカスタマイズを再実装します。
5. 復元された Calculation Managerのルールまたはテンプレートでは、それらが最終になった
後、影響を受けるアーティファクトのアプリケーションに、更新したルールまたはテンプ
レートを必ずデプロイしてください。カスタム・テンプレートの使用状況の表示およびビ
ジネス・ルールおよびビジネス・ルールセットのデプロイを参照してください。

2020年 11月更新
2020年 11月リリースより、EPM Planningプロジェクトに、Oracle Fusion Cloud Project
Management (プロジェクト管理)と統合するオプションが提供されます。この統合オプション
を追加で有効にすると(「機能を使用可能にする」で「プロジェクト管理クラウド統合」を選択
します)、下のリストのように統合をサポートするために一部のフォームおよびルールが変更さ
れます。これらのアーティファクトにカスタマイズを行っている場合は、このトピックの手順
に従ってアーティファクトを復元してからカスタマイズを再適用します。
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ノート:

このノートは、プロジェクト管理との統合を有効にしたり、プラン/予測を EPM
Planningプロジェクトにロードすることを望むお客様に重要です。ロードされたデ
ータと計算されたデータを分けるために、新規メンバー OPF_Loadが「リソース・
クラス」ディメンションに追加されています。EPM Planningプロジェクトへのデー
タのロードには OPF_Loadを使用するをお薦めします。このメンバーを使用する
と、ロードされたデータは計算実行時に上書きされなくなります。また、新規フォー
ムプロジェクト費用の確認および調整が追加され、これを使用してロードされたデー
タの確認および調整を行うことができます。データのロードに OPF_Loadを使用し
ていない場合、ロードされたデータはこのフォームに表示されません。
EPM Planningプロジェクトにプラン/予測をロードしないお客様は、引き続きデータ
のロードに OPF_Direct Resourceメンバーを使用できます。

表 C-7 EPM Planningプロジェクトの変更されたルール

ルール名 変更
プロジェクトの追加(OPF_Add Project) 新規プロジェクトの追加時に、既存の入力に加えて

RTP入力としてプロジェクト番号(プロジェクト
ID)およびテンプレートを含むように変更されまし
た。

プロジェクトの承認(OPF_Approve Project) プロジェクトの承認時に統合ステータスを設定す
るように変更されました。

プロジェクトのロール・アップ(OPF_Rollup
Project Cube)

ロールアップに OPF_Summary Resources階層
が追加されました。

プロジェクトの削除 プロジェクト管理クラウド統合が有効な場合は承
認済プロジェクトの削除を無効にするように変更
されました。

表 C-8 EPM Planningプロジェクトの変更されたフォーム

フォーム名 変更
OPF_Expense Actuals ロードの交差が OPF_Loadに変更されました。
OPF_Project Details 「プロジェクト統合ステータス」および「プロジェ

クト・テンプレート」などの統合に関連するプロパ
ティが追加されました。

要員の更新
月次更新から要員のコンテンツを更新した後、次の情報に注意してください。
概要
ここで説明されている特定のリリースで使用可能な機能拡張では、一部の付属アーティファク
トの更新が必要です。
• これらのアーティファクト (このトピックで説明)を変更していない場合、アーティファクト
および機能は、リリースで自動的に使用可能になります。
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• 新しいリリース中、カスタマイズされたアーティファクトは更新されないため、これらの
アーティファクトをカスタマイズ済で、新機能を利用する場合は、次のステップを実行し
ます。

1. 更新後に全体バックアップを実行し、それをローカルにダウンロードします。
2. 変更済アーティファクトのリストを確認して、アーティファクトに行った変更に月次更新
の機能拡張で対応するかどうかを検討します。新機能を利用するために変更済アーティフ
ァクトを復元するかどうかと、変更の一部または全部を再適用する必要があるかどうかを
評価します。

ヒント:

次にリストされている変更済アーティファクトについて、変更済アーティファク
トのコピーを作成して、それを変更の参照として使用することを検討してくださ
い。

ノート:

廃止されたアーティファクトは、引き続き使用できますが、今後は機能拡張され
ず、アクティブなフォーム、メニュー、ダッシュボードなどから削除できます。

3. 更新後、識別したアーティファクトに対するカスタマイズを元に戻し、アーティファクト
を付属の形式に復元します。カスタマイズを元に戻すを参照してください。

4. 必要に応じてアーティファクトに対するカスタマイズを再実装します。
5. 復元された Calculation Managerのルールまたはテンプレートでは、それらが最終になった
後、影響を受けるアーティファクトのアプリケーションに、更新したルールまたはテンプ
レートを必ずデプロイしてください。カスタム・テンプレートの使用状況の表示およびビ
ジネス・ルールおよびビジネス・ルールセットのデプロイを参照してください。

また、この付録を確認して新しいルールのリストを参照してください。新しいルールをユーザ
ーが使用できるようにするには、ユーザーにルールへのアクセス権を付与する必要があります。
これを行うには、ホームページで「ルール」、OEP_WFPキューブ、新しいルール、「権限」ア
イコンの順に選択します。
2024年 12月
次の情報では、2024年 12月更新の新規および変更済アーティファクトについて説明します。
要員の 2024年 12月コンテンツを更新した後、これらのタスクを実行してください。
2024年 12月より前の既存のお客様であり、環境でハイブリッド Oracle Essbaseが有効にな
っている場合、FixParallelディメンションを自動的に決定する新しいルールを利用できます。
2.0バージョンのルールを使用するには、次のアクション・メニューを変更します:

• 既存のアクション
• 新規採用アクション
要員のルール:

• デフォルトの同期 2.0

• 定義の同期 2.0
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• ロードされたデータの処理とデフォルトの同期
• ロードされたデータの処理と定義の同期
• すべての報酬の計算 2.0

表 C-9 2024年 12月

アーティファクト・タイプ 変更済アーティファクト 新規アーティファクト
テンプレート • OWP_Calculate Employee

Compensation_Te
• OWP_Calculate Job

Compensation_T

• OWP_Synchronize
Defaults_GT

• OWP_Synchronize
Definition_GT

• OWP_Process Loaded Data
with Synchronize
Defaults_GT

• OWP_Process Loaded Data
with Synchronize
Definition_GT

• OWP_Calculate
Compensation for all_GT

ルール • OWP_Calculate New Hire
Compensation

• OWP_Calculate Existing
Employee Compensation

• OWP_Calculate Job
Compensation

アクション・メニュー • OWP_Existing Actions
• OWP_New Hires Actions

フォーム • OWP_Manage Existing
Employees

• OWP_New Hire - Request
• OWP_Manage Existing

Jobs

2024年 5月
次の情報では、2024年 5月更新の新規および変更済アーティファクトについて説明します。
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表 C-10 2024年 5月

アーティファクト・タイプ 変更済アーティファクト 新規アーティファクト
テンプレート • OWP_Synchronize

Definition_T
• OWP_Synchronize

Defaults_T
• OWP_Process Loaded

Data_T
• OWP_Calculate Employee

Compensation_Te
• OWP_Assign Defaults_T
• OWP_Assign Target

Defaults
• OWP_Change Existing

Details_T
• OWP_Custom Template

ディメンション・メンバー OWP_Calculated Max Value

2023年 10月
次の情報では、2023年 10月更新の新規および変更済アーティファクトについて説明します。
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表 C-11 2023年 10月

アーティファクト・タイプ 変更済アーティファクト 新規アーティファクト
テンプレート • OWP_Add Requisition_T

• OWP_Assign Defaults_T
• OWP_Assign Target

Defaults
• OWP_Associate Employee
• OWP_Calculate Employee

Compensation_Te
• OWP_Calculate Job

Compensation_T
• OWP_Change Existing

Details_T
• OWP_Change Job
• OWP_Enable Job_T
• OWP_Plan Departure_T
• OWP_Process Loaded

Data_T
• OWP_Synchronize

Defaults_T
• OWP_Synchronize

Definition_T
• OWP_Transfer_T
• OWP_Transfer Heacount_T
• OWP_Transfer In_T
• OWP_Transfer Out_T
• OWP_Incremental Process

Data with Synchronize
Defaults_GT

• OWP_Incremental Process
Data with Synchronize
Definition_GT

• OWP_Add TBH (新しいアプ
リケーションで削除される
非推奨のルール)

• OWP_Change Employee
Status (新しいアプリケーシ
ョンで削除される非推奨の
ルール)

• OWP_ChangeHiringRequis
itionStatus (新しいアプリケ
ーションで削除される非推
奨のルール)

Groovyルール OWP_Invalid Smartlist
Mapping
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表 C-11 (続き) 2023年 10月

アーティファクト・タイプ 変更済アーティファクト 新規アーティファクト
フォーム • OWP_New Hire - Request

• OWP_Manage Existing
Employees

• OWP_Identify Invalid Data
• OWP_Identify Invalid

Data_JO
• OWP_Process Data and

Synchronize Definition
• OWP_Process Data and

Synchronize Definition_JO
• OWP_Process Data with

Synchronize Definition
• OWP_Process New Hires
• OWP_Process Data and

Synchronize Defaults
• OWP_Process Data and

Synchronize Defaults_JO
• OWP_Process Data with

Synchronize Defaults

OWP_Identify Invalid
Financials Mapping

メンバーの式 • OWP_Basic salary
• OWP_Merit

勘定科目ディメンションに追加
された新しいメンバー

• OWP_Earning11から
OWP_Earning30

• OWP_Benefit11から
OWP_Benefit30

• OWP_Tax11から
OWP_Tax30

プロパティ・ディメンションに追
加された新しいメンバー

OWP_Workforce Members For
Forms (共有階層)

2023年 5月の更新
次の情報では、2023年 5月更新の新規および変更済アーティファクトについて説明します。
表 C-12 2023年 5月

アーティファクト・タイプ 変更済アーティファクト 新規アーティファクト
フォーム • OWP_Process Data and

Synchronize Definition
• OWP_Process Data and

Synchronize Defaults
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表 C-12 (続き) 2023年 5月

アーティファクト・タイプ 変更済アーティファクト 新規アーティファクト
テンプレート • OWP_Change Job

• OWP_Transfer Heacount_T
• OWP_Process Data and

Synchronize Defaults
• OWP_Transfer_T
• OWP_Transfer Out_T
• OWP_Change Existing

Details_T
• OWP_Change

Requisition_GT
• OWP_Process Loaded

Data_T
• OWP_Plan Departure_T
• OWP_Assign Defaults_T
• OWP_Assign Target

Defaults
• OWP_Change Existing

Details_T
• OWP_Synchronize

Defaults_T
• OWP_Synchronize

Definition_T
• OWP_Assign Target

Defaults
• OWP_Change Existing

Details_T
• OWP_Synchronize

Defaults_T
• OWP_Synchronize

Definition_T

OWP_Custom Template
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表 C-12 (続き) 2023年 5月

アーティファクト・タイプ 変更済アーティファクト 新規アーティファクト
グローバル RTP これらのルールのルール・レベル

で作成された部門—グローバル
RTP:
• OWP_Add Benefit Defaults
• OWP_Add Earning

Defaults
• OWP_Add Salary Defaults
• OWP_Add Taxes Defaults
• OWP_Copy Rates across

Years
• OWP_Copy Rates from

Periodicities
• OWP_Remove

Compensation Defaults
• OWP_Associate Employee
• OWP_Change Job
• OWP_Transfer In
• OWP_Strategic Headcount
• OWP_Add Job
• OWP_Calculate Demand
• OWP_Calculate Demand

for All Data
• OWP_Calculate Supply
• OWP_Calculate Supply for

All Data

グローバル RTP これらのルールのルール・レベル
で作成された DepartmentFrom
—グローバル RTP:
• OWP_Remove Hiring

Requisition
• OWP_Transfer Out

勘定科目メンバー これらのメンバーについて式が
更新されました:
• OWP_Contractor

Headcount
• OWP_Temporary

Headcount
• OWP_Other Headcount
• OWP_Regular FTE
• OWP_Contractor FTE
• OWP_Temporary FTE
• OWP_Other FTE

2022年 11月更新
次の情報では、2022年 11月更新の新規および変更済アーティファクトについて説明します。
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表 C-13 2022年 11月更新

アーティファクト・タイプ 変更済アーティファクト 新規アーティファクト
Groovyテンプレート OWP_Process Master Data_T

2022年 10月更新
次の情報では、2022年 10月更新の新規および変更済アーティファクトについて説明します。
カスタマイズした可能性があるアーティファクトについて、次の重要な情報を確認してくださ
い:

• OWP_Change Existing Details_Tの「Calculation Manager」テンプレートを変更したが、
Groovyテンプレート(OWP_Change Requisition_GT)を変更していない場合、
「Calculation Manager」テンプレートを復元する必要があります。

• OWP_Enable Job_Tの「Calculation Manager」テンプレートを変更したが、Groovyテン
プレートを変更していない場合、「Calculation Manager」テンプレートを復元する必要があ
ります。

アーティファクトの復元の詳細は、カスタマイズを元に戻すを参照してください。
要員の 2022年 10月コンテンツを更新した直後、これらのタスクを実行してください。
• すべてのユーザーが、2つの新規ユーザー変数の値を設定する必要があります。「一括更
新」フォームを使用するには、次の変数が必須です:

– 従業員の親—新規採用や既存の従業員など、選択した「従業員の親」メンバーに基づ
いてフォームに表示する従業員を含めるか除外することができるようにすることで、
フォームを管理しやすくします。

– 期間 - 新規採用に対するコメントを、すべての従業員に対する「報酬合計」と同様に、
「一括更新」フォームに表示できます。

• データ・マップ「レポート用の人数および FTEデータ」を実行して、新しい詳細な勘定科
目データを使用して「要員」レポート・キューブにデータを再移入します。

• ルール OWP_Calculate existing employee compensationまたはいずれかの「同期」ル
ールを実行して、パートタイム従業員の功績が正しく計算されることを確認してください。

表 C-14 2022年 10月更新

アーティファクト・タイプ 変更済アーティファクト 新規アーティファクト
メンバーの式 • OWP_Merit Adjustment %

• OWP_Merit
• OWP_Basic Salary
• OWP_Skill Set_Reporting
• OWP_Gender_Reporting
• OWP_Age Band_Reporting
• OWP_Highest Education

Degree_Reporting (「プロパ
ティ」ディメンション)
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表 C-14 (続き) 2022年 10月更新

アーティファクト・タイプ 変更済アーティファクト 新規アーティファクト
Groovyルール • OWP_Copy Employee

Master Data across
Periodicities

• OWP_CopyYearlyAndQtrly
PlanDataToFirstPreiod

テンプレート • OWP_Add Requisition_GT
• OWP_Add Requisition_T
• OWP_Assign Defaults_T
• OWP_Incremental Process

Data with Synchronize
Defaults_GT

• OWP_Incremental Process
Data with Synchronize
Definition_GT

• OWP_Incremental
Synchronize Defaults_GT

• OWP_Incremental
Synchronize Definition_GT

• OWP_Process Loaded
Data_T

• OWP_Synchronize
Defaults_T

• OWP_Synchronize
Definition_T

• OWP_Associate Employee
• OWP_Calculate Employee

Compensation_Te
• OWP_Calculate Job

Compensation_T
• OWP_Change Job
• OWP_Enable Job_GT
• OWP_Enable Job_T
• OWP_Plan Departure_T
• OWP_Transfer Heacount_T
• OWP_Transfer In_T
• OWP_Transfer Out_T
• OWP_Transfer_T
• OWP_Change Existing

Details_T
• OWP_Change

Requisition_GT
• OWP_Assign target

Defaults

ルール • 増分的なデータの処理とデ
フォルトの同期

• 増分的なデータの処理と定
義の同期

• 増分的なデフォルトの同期
• 増分的な定義の同期
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表 C-14 (続き) 2022年 10月更新

アーティファクト・タイプ 変更済アーティファクト 新規アーティファクト
フォーム • 従業員プロパティ

• 既存の従業員の管理
• 新規採用 - 要求
• データの処理およびデフォ
ルトの同期

• データの処理とデフォルト
の同期

• Process Data and
Synchronize Defaults_JO

• データの処理および定義の
同期

• データの処理と定義の同期
• Process Data and

Synchronize Definition_JO
• デフォルトの同期
• 定義の同期
• 従業員情報の確認
• ジョブ情報の確認

• 新規採用の処理
• 従業員マスター・データ
• FTE割当分析

ユーザー変数 • 期間
• 従業員の親

データ・ロード・テンプレート • EJ_EmployeePropertiesDat
aLoad_Actuals

• EJ_EmployeePropertiesDat
aLoad_Plan

• EO_EmployeePropertiesDa
taLoad_Actuals

• EO_EmployeePropertiesDa
taLoad_Plan

• JO_JobPropertiesDataLoad
_Plan

レポート・キューブで有効な勘定
科目

• Descendants of OWP_Total
Headcount

• IDescendants of
OWP_Total FTE

データ・マップ レポート用の人数データ
メンバー • OWP_End Date (「勘定科目」

ディメンション)
• OEP_Home Entity (「分割資
金調達 FTE」が有効な場合、
「エンティティ」ディメンシ
ョン)

2021年 12月更新
次の情報では、2021年 12月更新のパフォーマンス強化に関連する新規および変更済アーティ
ファクトについて説明します。
すべての要員ルールおよび一部のメンバー式が、パフォーマンスを向上させるための変更で更
新されました。機能的な変更はありませんが、基礎となるテクノロジのパフォーマンス向上を
利用するためにロジックが更新されました。未変更のルールまたはメンバーは、これらのパフ
ォーマンス強化を自動的に受け取ります。変更したルールまたはメンバーは、これらのパフォ
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ーマンス強化がない現状のままになります。これらのアーティファクトを元の状態に復元し
て、これらのパフォーマンス強化を取り込み、必要に応じて、更新済のロジックに変更を再適
用することをお薦めします。
さらに、新規ルール「すべてのデータに関する従業員報酬の計算」(またはジョブのみのモデル
の「すべてのデータに関するジョブ報酬の計算」)により、管理者およびパワー・ユーザーは、
スコープ内のすべてのデータの報酬を計算できます。

ノート:

要員では、ハイブリッドが有効な場合、「従業員」および「ジョブ」ディメンション
はすべての親が動的に集計されて設定されるため、要員ではこれらのディメンション
が集計されません。前のリリースでは「要請の追加」が集計されましたが、21.12か
らは集計されません。
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表 C-15 2021年 12月更新

アーティファクト・タイプ 変更済アーティファクト 新規アーティファクト
Calculation Managerのテンプ
レート

• OWP_Calculate Employee
Compensation_Te

• OWP_Calculate Job
Compensation_T

• OWP_Process Loaded
Data_T

• OWP_Change Exsiting
Details_T

• OWP_Synchronize
Defaults_T

• OWP_Synchronize
Definition_T

• OWP_Assign Defaults_T
• OWP_Transfer In_T
• OWP_Transfer Out_T
• OWP_Transfer_T
• OWP_Incremental Process

Data with Synchronize
Definition_GT

• OWP_Incremental Process
Data with Synchronize
Defaults_GT

• OWP_Incremental
Synchronize Defaults_GT

• OWP_Incremental
Synchronize Definition_GT

• OWP_Plan Departure_T
• OWP_Change Job
• OWP_Assign Defaults

AGG_T
• OWP_Calculate Demand
• OWP_Calculate Supply
• OWP_Add Requisition_T
• OWP_Change

Requisition_T
• "OWP_Change Existing

Details_T"
• "OWP_Plan Departure_T"
• OWP_Enable Job_T
• OWP_Transfer

headcount_T
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表 C-15 (続き) 2021年 12月更新

アーティファクト・タイプ 変更済アーティファクト 新規アーティファクト
Calculation Managerのルール • OWP_Process Loaded Data

• OWP_Calculate Existing
Employee Compensation

• OWP_Calculate New Hire
Compensation

• OWP_Calculate Job
Compensation

• OWP_Process Loaded Data
• OWP_Synchronize

Defaults
• OWP_Synchronize

Definition
• OWP_Transfer In
• OWP_Transfer Out
• OWP_Transfer
• OWP_Incremental Process

Data with Synchronize
Defaults

• OWP_Incremental Process
Data with Synchronize
Definition

• OWP_Incremental
Synchronize Defaults

• OWP_Incremental
Synchronize Definition

• OWP_Change Job

• OWP_Calculate Employee
Compensation for All Data

• OWP_Calculate Job
Compensation for All Data

メンバー • OWP_CYTD(Prior) (「プロパ
ティ」ディメンション内)

• OWP_Tax1... Tax10 (「勘定
科目」ディメンション内)

ノート:

ルール・パフォーマンスをさらに向上させるには、「勘定科目」および「プロパティ」
の両方ですべての CYTD式を変更できます。
計画シナリオと予測シナリオの両方の年範囲を取得し、その年範囲に対してのみ動作
するように式を更新します。たとえば、計画シナリオの年範囲が FY21から FY24に
設定されており、予測シナリオの年範囲が FY22から FY24に設定されている場合、
式を FY21から FY24の年範囲で適切に更新します。
これらの変更は、1月が開始月ではないアプリケーションでのみ必要です。
これらの式の"Apr"をアプリケーションの最後の月で置き換えます。

• "OWP_CYTD Total Salary"式 =

/*プラン年および予測年の範囲を FY21から FY24に設定します*/ IF(@ISMBR("OWP_Expense Amount")) 
IF("Fiscal TP-Index"==1 and "Yr-Index"!=0) IF(@ISMBR("FY22")) "OWP_Total Salary" + 
"FY21"->"Apr"->"OWP_CYTD Total Salary"; /*会計アプリケーションの前年および最後の月にハードコ
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ードされます*/ ELSEIF(@ISMBR("FY23")) "OWP_Total Salary" + "FY22"->"Apr"->"OWP_CYTD 
Total Salary"; ELSEIF(@ISMBR("FY24")) "OWP_Total Salary" + "FY23"->"Apr"->"OWP_CYTD 
Total Salary"; ENDIF; ELSEIF("Cal TP-Index"==1) "OWP_Total Salary"; ELSE "OWP_Total 
Salary" + @PRIOR("OWP_CYTD Total Salary"); ENDIF; ENDIF;

• "OWP_CYTD Gross Earnings"式 =

IF(@ISMBR("OWP_Expense Amount")) IF("Fiscal TP-Index"==1 and "Yr-Index"!=0) 
IF(@ISMBR("FY22")) " OWP_Total Compensation" + "FY21"->"Apr"->"OWP_CYTD Gross 
Earnings"; ELSEIF(@ISMBR("FY23")) "OWP_Total Compensation" + "FY22"->"Apr"-
>"OWP_CYTD Gross Earnings"; ELSEIF(@ISMBR("FY24")) "OWP_Total Compensation" + "FY23"-
>"Apr"->"OWP_CYTD Gross Earnings"; ENDIF; ELSEIF("Cal TP-Index"==1) "OWP_Total 
Compensation"; ELSE "OWP_Total Compensation" + @PRIOR("OWP_CYTD Gross Earnings"); 
ENDIF; ENDIF;

• "OWP_CYTD Taxable Compensation"式 =

IF(@ISMBR("OWP_Expense Amount")) IF("Fiscal TP-Index"==1 and "Yr-Index"!=0) 
IF(@ISMBR("FY22")) "OWP_Total Compensation" + "FY21"->"Apr"->"OWP_CYTD Taxable 
Compensation"; ELSEIF(@ISMBR("FY23")) "OWP_Total Compensation" + "FY22"->"Apr"-
>"OWP_CYTD Taxable Compensation"; ELSEIF(@ISMBR("FY24")) "OWP_Total Compensation" + 
"FY23"->"Apr"->"OWP_CYTD Taxable Compensation"; ENDIF; ELSEIF("Cal TP-Index"==1) 
"OWP_Total Compensation"; ELSE "OWP_Total Compensation" + @PRIOR("OWP_CYTD Taxable 
Compensation"); ENDIF; ENDIF;

• プロパティからの"OWP_CYTD(Prior)"式 =

IF(@ismbr(@relative("OWP_Total Compensation",0))) IF("Fiscal TP-Index"=="Cal TP-
Index" OR ("Fiscal TP-Index"!="Cal TP-Index" and ("OWP_Payment Terms"-
>"BegBalance"==[OWP_PaymentTerms.FiscalMonth] OR "OWP_Payment Terms"-
>"BegBalance"==[OWP_PaymentTerms.FiscalQuarter] OR "OWP_Payment Terms"-
>"BegBalance"==[OWP_PaymentTerms.FiscalYear]))) @SUMRANGE("OWP_Expense Amount", 
@REMOVE(@CURRMBRRANGE("Period", LEV, 0, ,-1),@LIST("OEP_Yearly Plan","Qtrly 
1","Qtrly 2","Qtrly 3","Qtrly 4"))); ELSE IF("Fiscal TP-Index"==1 and "Yr-Index"!=0) 
IF(@ISMBR("FY22")) "FY21"->"Apr"->"OWP_Expense Amount"+"FY21"->"Apr"-
>"OWP_CYTD(Prior)"+"BegBalance"->"OWP_Expense Amount"; ELSEIF(@ISMBR("FY23")) "FY22"-
>"Apr"->"OWP_Expense Amount"+"FY22"->"Apr"->"OWP_CYTD(Prior)"+"BegBalance"-
>"OWP_Expense Amount"; ELSEIF(@ISMBR("FY24")) "FY23"->"Apr"->"OWP_Expense 
Amount"+"FY23"->"Apr"->"OWP_CYTD(Prior)"+"BegBalance"->"OWP_Expense Amount"; ENDIF; 
ELSEIF("Cal TP-Index"==1 AND "OWP_Start Date"->"No Property" != #MISSING) #MISSING; 
ELSE @PRIOR("OWP_Expense Amount",1,@Relative("YearTotal",0)) + 
@PRIOR("OWP_CYTD(Prior)",1,@Relative("YearTotal",0)); ENDIF; ENDIF; ENDIF;

2021年 8月更新
次の情報では、2021年 8月更新の要員拡張機能に関連する変更済アーティファクト、および新
機能を使用するためにアプリケーションに加える必要がある変更について説明します。
要員の 2021年 8月コンテンツを更新した直後、これらのタスクを実行してください。
レポート・キューブへのカスタム・ディメンションの追加
この更新では、新規アプリケーションの場合、初めて機能を有効にするときにカスタム・ディ
メンションをレポート・キューブ(OEP_REP)に追加するかどうかを選択できます。
既存のアプリケーションの場合、次回機能を有効にするときにカスタム・ディメンションをレ
ポート・キューブに追加する 1回かぎりのオプションがあります。機能を有効にする前に、
OEP_REPキューブ内のデータをクリアする必要があります。
レポート・キューブ(OEP_REP)にプッシュするディメンションを選択するには、レポート・キ
ューブへのカスタム・ディメンションの追加を参照してください:
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• 新規アプリケーションの場合、初めて機能を有効化するときにこのタスクを 1回のみ実行
できます。

• 既存のアプリケーションの場合、次回「機能を使用可能にする」で変更を加えるときにこ
のタスクを実行する 1回かぎりのオプションがあります。

功績仮定
• 新規ダッシュボード「要員および功績仮定」へのアクセス権をユーザーに付与します。
• 「功績仮定」を有効にしており、「グローバル」レベルでのプランニングを指定する場合、
「要員および功績仮定」ダッシュボードで会社仮定が使用され、エンティティは非表示にな
ります。「エンティティ当たり」レベルでのプランニングを指定する場合、「要員および功
績仮定」ダッシュボードでエンティティが使用され、会社仮定は非表示になります。

• 既存の顧客の場合、「功績仮定」を有効にして「エンティティ」または「グローバル」によ
るプランニングを選択する場合、「エンティティ」または「グローバル」レベルでの「功績
レート」、「功績月」および「カットオフ日」のデータを入力する必要があります。データ
管理またはデータ統合を使用して既存の従業員のデータをロードするとき、これらの仮定
は増分的なデータの処理と同期ルールの一部として従業員にコピーされます。または、「功
績月」あるいは「カットオフ日」を更新するときに必ず「ロードされたデータの処理」を
実行できます。

更新された「従業員の詳細」フォーム
「コンポーネント」ディメンションには新規メンバーの「功績昇給」があり、これは功績勘定科
目のスマート・リスト値として割り当てられます。既存の顧客の場合、2021年 8月のコンテン
ツを更新すると、「従業員の詳細」フォームの「功績」の行見出しに、新しいスマート・リスト
値ではなく 1が表示されます。「従業員の詳細」フォームを更新して新規メンバーの「功績昇
給」を表示するには、「報酬の計算」または「同期」ルールを実行します。
表 C-16 2021年 8月更新 - 要員の新規および変更済アーティファクト

アーティファクト・タイプ 変更済アーティファクト 新規アーティファクト
ダッシュボード 要員および功績仮定

新規ダッシュボード「要員および
功績仮定」へのアクセス権をユー
ザーに確実に付与します。

フォーム • 給与等級
• 功績レート
• 従業員プロパティ - 「功績月」
行が削除されました

• データの処理およびデフォ
ルトの同期 - 「功績月」行が
削除されました

• データの処理および定義の
同期 - 「功績月」行が削除さ
れました

• 給与マッピング
• 功績マッピング
• 功績仮定
• 財務勘定科目マッピング
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表 C-16 (続き) 2021年 8月更新 - 要員の新規および変更済アーティファクト

アーティファクト・タイプ 変更済アーティファクト 新規アーティファクト
テンプレート • OWP_Synchronize

Definition_T
• OWP_Synchronize

Defaults_T
• OWP_Assign Target

Defaults
• OWP_Assign Defaults_T
• OWP_Remove

Compensation Defaults
• OWP_Add Salary Defaults
• OWP_Add Tax Defaults
• OWP_Add Earning

Defaults
• OWP_Add Benefit Defaults
• OWP_Process Loaded

Data_T
• OWP_Transfer Out
• OWP_Transfer_T
• OWP_Change Job
• OWP_Change Existing

Details_T

• OWP_Copy Data across
Entities_GT

• OWP_Copy Data across
Entities

• OWP_Copy Data Across
Entities For Grades_GT

• OWP_Copy Data Across
Entities For Grades

• OWP_Remove Financial
Mappings

• OWP_Add Salary Mapping
For Financials

• OWP_Add Merit Mapping
For Financials

• OWP_Synchronize
Mappings For Financial
Accounts_T

ルール • 財務マッピングの除去
• 財務の給与マッピングの追
加

• 財務の功績マッピングの追
加

• 財務勘定科目のマッピング
の同期

勘定科目 • OWP_Merit -
HSP_NOLINK、
Hsp_ConvertNonCurrency
Value UDAを追加しました

• OWP_Skill Set、
OWP_Gender、OWP_Age
Band、OWP_Highest
Education Degree -
Hsp_ConvertNonCurrency
Value UDAを追加しました

• OWP_Merit Adjustment %
Cum - 式を更新しました

• OWP_Basic Salary - メンバ
ー式を更新しました

• OWP_Cut-Off Date - 「勘定
科目」ディメンションの新規
メンバー

• OWP_Merit Increase - 「コ
ンポーネント」ディメンショ
ンの新規メンバー

• OWP_No Grade - 「コンポー
ネント」ディメンションの新
規メンバー

データ・マップ レポート用の人数および FTEデ
ータ - レポート用の人数データは
レポート用の人数および FTEデ
ータに名前を変更され、
OWP_FTE勘定科目を含むように
更新されました。(名前変更され
た既存のデータ・マップ。)
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2020年 11月更新
次の情報では、2020年 11月更新の、要員の仮定に対する通貨換算計算の拡張機能に関連する
変更済アーティファクトについて説明します。
2020年 11月のリリースから、要員の仮定に対する通貨換算計算の機能拡張の一環として、次
の変更が行われています。
この更新では、Hsp_ConvertNonCurrencyValueという新規 UDAが、勘定科目ディメンション
のすべての所得、福利厚生、税金および基本給与と、プロパティ・ディメンションからのプロ
パティなしに追加されました。この通貨換算を使用して、バッチ計算では仮定(所得、福利厚
生、税金および基本給与のスマート・リスト値)が要員のレポート通貨にコピーされます。これ
によって、レポート用の報酬データ・データマップの実行後にレポート・キューブ内のコンポ
ーネント全体にデータが移入されます。

ノート:

「作成および管理」の下にある「通貨換算」を使用して、新規通貨換算スクリプトを
生成し、新たに更新されたスクリプトを生成します。
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表 C-17 2020年 11月更新 - 要員の変更済アーティファクト

アーティファクト・タイプ 変更済アーティファクト 新規アーティファクト
勘定科目 • OWP_Earning1

• OWP_Earning2
• OWP_Earning3
• OWP_Earning4
• OWP_Earning5
• OWP_Earning6
• OWP_Earning7
• OWP_Earning8
• OWP_Earning9
• OWP_Earning10
• OWP_Benefit1
• OWP_Benefit2
• OWP_Benefit3
• OWP_Benefit4
• OWP_Benefit5
• OWP_Benefit6
• OWP_Benefit7
• OWP_Benefit8
• OWP_Benefit9
• OWP_Benefit10
• OWP_Tax1
• OWP_Tax2
• OWP_Tax3
• OWP_Tax4
• OWP_Tax5
• OWP_Tax6
• OWP_Tax7
• OWP_Tax8
• OWP_Tax9
• OWP_Tax10
• OWP_Basic Salary

プロパティ プロパティなし

2020年 10月更新
次の情報では、2020年 10月更新の異動拡張機能に関連する変更済アーティファクトについて
説明します。
2020年 10月のリリースから、要員の異動機能拡張の一環として、次の変更が行われていま
す:

• この更新により、1ステップまたは 2ステップの異動で、カスタム・ディメンションおよ
びエンティティ全体にわたって従業員を異動できるようになりました。以前は、ジョブお
よびエンティティの変更にのみ異動が許可されていました。従業員を 1つのエンティティ
から別のエンティティに異動するときに、カスタム・ソースから同じまたは異なるターゲ
ットを選択することもできます。同じことがジョブのみのモデルの異動人数に適用されま
す。

• ソースの異動年に、FTEおよび人数など、従業員プロパティの大部分が異動月以降クリア
されます。「適用可能な組合コード」、「従業員タイプ」、「支払タイプ」および「ステータ
ス」はそのまま残りますが、「ステータス」は「転出」として表示されます。
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• 従業員異動月が異動の年の功績月よりも後の場合、功績レートはソースからコピーされま
す。ターゲット・エンティティの後続の年については、ターゲット・レートに基づいて功
績レートが計算されます。従業員がアクティブでない場合、推奨功績レートは移入されま
せん。従業員異動月が功績月よりも前の場合、功績レートはターゲットからコピーされま
す。

• ジョブのみのモデルでは、ジョブで使用可能な人数に応じて異動または退職可能な人数に
制限があります。これにより、ジョブから人数が離れた後にジョブ報酬の計算ルールを実
行する必要性がなくなります。

• 「合計 FTE」および「合計人数」が「新規採用 - 要求」フォーム、「従業員プロパティ」フ
ォームおよび「既存の従業員の管理」フォームに追加されました。「FTE」および「人数」
の別名が「FTE仮定」および「人数仮定」に変更されました。「FTE仮定」および「人数
仮定」は、計算を促進する入力仮定に使用されます。「合計 FTE」および「合計人数」はレ
ポート目的で使用されます。

• 異動年のソースの所得、福利厚生および支払済税金がターゲットしきい値の適用時に考慮
されます。ソースの計算済費用が、異動およびジョブの変更プロセスの一部として異動年
のターゲットにコピーされます。エンティティのデフォルトをターゲットの従業員に適用
した後、ソースおよびターゲットで同じである所得、福利厚生および税金にターゲットの
異動年のしきい値を適用するときに、コピーされた計算済費用額が考慮されます。ジョブ
のみのモデルの異動人数の一部として、ソースからターゲットの計算済費用は異動する人
数に基づきます。これは、従業員のみのモデルおよび従業員とジョブのモデルの従業員に
対する単一ステップおよび 2ステップの異動およびジョブの変更アクションと、ジョブの
みのモデルの異動人数アクションに適用されます。

表 C-18 2020年 10月更新 - 要員の変更済アーティファクト

アーティファクト・タイ
プ

変更済アーティファクト 新規アーティファクト 廃止アーティファ
クト

Calculation Manager
のテンプレート

• OWP_Transfer_T
• OWP_Transfer Out_T
• OWP_Transfer In_T
• OWP_Change Job
• OWP_Assign Target

Defaults
• OWP_Transfer

Headcount_T
• OWP_Synchronize

Definition_T
• OWP_Synchronize

Defaults_T
• OWP_Calculate

Employee
Compensation_Te

• OWP_Plan
Departure

• OWP_Change
Existing Details_T

Calculation Manager
のルール

• OWP_Transfer
• OWP_Transfer Out
• OWP_Transfer In
• OWP_Change Job
• OWP_Transfer

Headcount
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表 C-18 (続き) 2020年 10月更新 - 要員の変更済アーティファクト

アーティファクト・タイ
プ

変更済アーティファクト 新規アーティファクト 廃止アーティファ
クト

フォーム • 既存の従業員の管理
• 新規採用 - 要求
• 従業員プロパティ

勘定科目 • OWP_FTE
• OWP_Headcount
別名が「FTE」から「FTE
仮定」に、「人数」から「人
数仮定」に変更されました。

メンバー式 「勘定科目」ディメンショ
ン・メンバー:
• OWP_Earning1:OWP

_Earning10
• OWP_Benefit1:OWP_

Benefit10
• OWP_Tax1:OWP_Tax

10
「プロパティ」ディメンショ
ン・メンバー:
OWP_CYTD(Prior)

2020年 6月更新
次の情報では、20.06更新の計画および予測シナリオに対する異なるプランニング年に関連す
る新規および変更済アーティファクトについて説明します。
2020年 6月のリリースから、要員フォームおよびルールが更新され、計画および予測シナリオ
に対して異なるプランニング年を使用できるようになりました。以前は、要員の「プランニン
グと予測の準備」構成タスクで、計画シナリオに対して設定された年範囲および保存済の最終
モジュールに基づいて、両方のモジュールの計画および予測の両方のシナリオに対して、
&OEP_YearRange代替変数が設定されました。 この代替 変数への参照は停止中です。
2020年 6月のリリースにより、要員ではすべてのビジネス・ルールおよびテンプレートが更新
され、シナリオごとに個別に「プランニングと予測の準備」構成タスクから開始年と終了年を
読み取る方法を使用するようになりました。有効な交差を使用して、シナリオの開始期間と終
了期間に基づいてデータが表示されるようフォームが変更されます。更新が適用されたとき
に、これらのフォームとビジネス・ルールを変更していない場合、次のようになります。
• 事前定義済ビジネス・ルールおよびテンプレートが更新されます。
• 事前定義済フォームが更新されます。
新しいリリース中、カスタマイズされたアーティファクトは更新されないため、フォームまた
はビジネス・ルールをカスタマイズした場合、次に点に注意してください。
• &OEP_YearRange代替変数に依存するルールを変更した場合、次の関数(ビジネス・ルー
ルまたは Groovyルール内)を使用するようルールを更新してください。
– [[PlanningFunctions.getModuleStartYear("Workforce","ScenarioName")]]: 特定
のシナリオの開始年を返します

– [[PlanningFunctions.getModuleEndYear("Workforce","ScenarioName")]]: 特定の
シナリオの終了年を返します
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ノート:

モジュール名およびシナリオ名は二重引用符で囲む必要があります。

• OWP_Process Loaded Data_Tテンプレートを変更していないが、OWP_Process Loaded
Data_Tに依存する OWP_Process Loaded Dataルール、OWP_Incremental Process Data
with Synchronize Defaults_GTテンプレート、または OWP_Incremental Process Data with
Synchronize Definition_GTテンプレートを変更した場合、計画および予測シナリオに対し
て異なるプランニング年をサポートするために設計時プロンプト(DTP)値が含まれるよう
になったため、これらのアーティファクトを次のように更新してください:

– ルール・レベルで新たに必要になった DTP値を設定するために、OWP_Process
Loaded Dataルールを更新する必要があります。これを行うには、Calculation
Managerでこのルールを開き、ルール内で"OWP_Process Loaded_T"テンプレート・
オブジェクトをハイライト表示し(テンプレート自体を開かないでください)、鉛筆アイ
コンを選択して DTPを編集し、次の情報を更新/入力し、ルールを保存して再デプロイ
します。
* Set DTP Year Range =

[[PlanningFunctions.getModuleStartYear("WORKFORCE",{Scenario})]]:
[[PlanningFunctions.getModuleEndYear("WORKFORCE",{Scenario})]]

* Set DTP MODULENAME = "Workforce" (二重引用符を含む)

– OWP_Incremental Process Data with Synchronize Defaults_GTおよび
OWP_Incremental Process Data with Synchronize Definition_GTテンプレートは、ロー
カルにコピーまたはダウンロードする必要があります。これらのアーティファクトを
リストアし、変更を再適用して保存し、これらのテンプレートを再デプロイします。

• 要員のカスタム・フォームを更新し、&OEP_YearRangeのかわりに「すべての年」の
ILvl0Descendantsを使用するようにしてください。

ノート:

行の無効なデータの抑制および列の無効なデータの抑制を行うフォーム・プロパ
ティが選択されていることを確認します。
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表 C-19 2020年 6月更新 - 要員の変更済および新規アーティファクト

アーティファクト・タイ
プ

変更済アーティファクト 新規アーティファクト 廃止アーティファ
クト

Calculation Manager
のルール

計画および予測シナリオに
対して異なるプランニング
年を許可するために、ルー
ル、テンプレートおよびフ
ォームが更新されました:
• OWP_Associate

Employee
• OWP_Change Job
• OWP_Transfer In
• OWP_Transfer Out
• OWP_Transfer
• OWP_Synchronize

Defaults
• OWP_Synchronize

Definition
• OWP_Process

Loaded Data
• OWP_Transfer

Headcount
• OWP_Calculate

Existing Employee
Compensation

• OWP_Calculate New
Hire Compensation

• OWP_Compensation
Data for Reporting

• OWP_Non
Compensation Data
for Reporting

• OWP_Headcount
Data for Reporting

• OWP_Compensation
Data to FinStmt

• OWP_Non
Compensation Data
to FinStmt

• OWP_Copy Working
to Prior FCST

「プランニングと予測の準
備」構成タスクで現在の期
間が変更される前に、
OWP_Copy Working to
Prior FCSTルールを実行し
ます。このルールにより、
すべての期間の現在の予測
シナリオのバックアップが
作成され、"OEP_Working"
バージョンから"OEP_Prior
FCST"バージョンに、および
シナリオ開始年から終了年
にデータがコピーされま
す。

NA
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表 C-19 (続き) 2020年 6月更新 - 要員の変更済および新規アーティファクト

アーティファクト・タイ
プ

変更済アーティファクト 新規アーティファクト 廃止アーティファ
クト

Calculation Manager
のテンプレート

開始年および終了年を読み
取る方法を使用するため
に、すべてのテンプレート
が更新されました:
• OWP_Add

Requisition_GT
• OWP_Change

Requisition_GT
• OWP_Change

Existing Details_GT
• OWP_Enable Job_GT
• OWP_Change

Salary_GT
• OWP_Add

Requisition_T
• OWP_Change

Existing Details_T
• OWP_Associate

Employee_T
• OWP_Transfer
• OWP_Plan

Departure_T
• OWP_Process

Loaded Data_T
• OWP_Transfer

Headcount_T
• OWP_Calculate

Employee
Compensation_Te

• OWP_Incremental
Process Data with
Synchronize
Defaults_GT

• OWP_Incremental
Process Data with
Synchronize
Definition_GT

• OWP_Incremental
Synchronize
Defaults_GT

• OWP_Incremental
Synchronize
Definition_GT

OWP_Set Valid Years for
Scenario_T
OWP_Synchronize
Defaults_T
OWP_Synchronize
Definition_T
OWP_AGG_T
OWP_Assign Defaults_T
OWP_Assign Defaults
AGG_T
OWP_Copy Working to
Prior FCST_T
ノート: 現在の期間が変更
される前に OWP_Copy
Working to Prior FCST_T
ルールを実行してくださ
い。このルールにより、す
べての期間の現在の予測シ
ナリオのバックアップが作
成されます。

• OWP_Synchro
nize Defaults

• OWP_Synchro
nize
Definition

• OWP_Assign
Compensation
_T
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表 C-19 (続き) 2020年 6月更新 - 要員の変更済および新規アーティファクト

アーティファクト・タイ
プ

変更済アーティファクト 新規アーティファクト 廃止アーティファ
クト

フォーム 要員分析
• 報酬分析
• 詳細報酬分析
• 従業員の割当
• プロジェクト別 FTE
要件

• 功績昇給分析
• プロジェクトのスタッ
フ配属要求 - FTE

• 常勤 FTE vs契約社員
• 従業員稼働率の確認
• プロジェクト全体にお
ける FTE要件の確認

• 人数および FTEの確
認

• 合計人数および FTE

NA NA

フォーム 要員ダッシュボード報酬
• 報酬カテゴリ別予算
• FTEトレンド
• 人数トレンド
• 新規従業員費用トレン
ド

• 新規採用トレンド
• 従業員報酬合計
• 既存費用合計トレンド
• ジョブ別非報酬費用合
計

• 非報酬費用合計

NA NA
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表 C-19 (続き) 2020年 6月更新 - 要員の変更済および新規アーティファクト

アーティファクト・タイ
プ

変更済アーティファクト 新規アーティファクト 廃止アーティファ
クト

フォーム 要員 - プラン・シート - 報
酬
• 従業員の追加所得
• 従業員の福利厚生
• 従業員プロパティ
• 従業員の給与
• 従業員の税金
• 人数トレンド
• Identify Invalid

Data_JO
• 無効なデータの識別
• ジョブ・プロパティ
• 既存の従業員の管理
• 既存のジョブの管理
• 新規採用要求
• Process Data and

Synchronize
Defaults_JO

• データの処理およびデ
フォルトの同期

• Process Data and
Synchronize
Definition_JO

• データの処理および定
義の同期

• 従業員異動の照合
• ジョブ別の既存の従業
員の確認

• 保留中の異動の確認
• デフォルトの同期
• 定義の同期

NA NA

フォーム 要員ダッシュボード・デモ
グラフィクス
• 年齢層別要員費用
• 性別別要員費用
• 最終学歴別要員費用
• スキル・セット別要員
費用

NA NA

フォーム 要員プラン・シート管理
• Set Workforce

Assumptions_JO
• 要員仮定の設定
• 標準レート仮定

NA NA

フォーム 要員仮定
• 功績レート
• レート表
• レート表 - 簡易
• レート表 - しきい値
• 給与等級

NA NA
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表 C-19 (続き) 2020年 6月更新 - 要員の変更済および新規アーティファクト

アーティファクト・タイ
プ

変更済アーティファクト 新規アーティファクト 廃止アーティファ
クト

ディメンション 勘定科目 NA NA

メンバー式 OWP_Basic Salary NA NA

2020年 2月更新
次の情報では、20.02更新での新規の「開始日」プロパティのサポートに関連する新規および
変更済のアーティファクトについて説明します。
要員の 2020年 2月コンテンツの更新直後に、新規ルール「1回限り - 新規プロパティを移入」
を実行して、既存の「開始月」のデータを「開始日」勘定科目に変換する必要があります。こ
のルールは、コンテンツを更新した直後に、データのあるシナリオおよびバージョンの各組合
せに対して 1度のみ実行してください。データを再計算するシナリオおよびバージョンの組合
せのみを指定してください。たとえば、履歴データの再計算は必要ない場合があります。
最適なパフォーマンスのために、「1回限り - 新規プロパティを移入」の実行前に、ディメンシ
ョンを FIX文から FIX Parallelに移動し、FIX Parallel文に移動するディメンションのかわりに
エンティティ・メンバー選択を FIX文に移動することにより、プロセスの並列処理に適したデ
ィメンションを使用するように FIX Parallelディメンションを変更します。この変更は、
Calculation Managerの OWP_Populate New Properties_Tテンプレートで実行する必要があ
ります。変更内容を保存した後、OWP_Populate New Propertiesルールをデプロイします。

ノート:

このルールを更新直後に実行しないと、どのルールを実行しても、結果として一部の
データが失われる可能性があります。「1回限り - 新規プロパティを移入」の実行前に
誤ってルールを実行した場合は、「1回限り - 新規プロパティを移入」を実行した後
で、以前に実行したルールを再実行してください。
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表 C-20 2020年 2月更新 - 要員の変更済および新規アーティファクト

アーティファクト・タイ
プ

変更済アーティファクト 新規アーティファクト 廃止アーティファクト

Calculation Manager
および Groovyテンプ
レートおよびルール

要員の OEP_WFPキュ
ーブのすべての
Calculation Manager
および Groovyテンプレ
ートおよびルールは、「開
始日」を受け入れるよう
に更新されました。
ヒント: まだ利用してい
る廃止されたルールを変
更して、開始日を利用で
きます。

1回限り - 新規プロパテ
ィを移入
更新するお客様へのノー
ト: 2020年 2月コンテン
ツの更新直後に、新規ル
ール「1回限り - 新規プ
ロパティを移入」を実行
して、既存の「開始月」
のデータを「開始日」勘
定科目に変換する必要が
あります。このルール
は、コンテンツを更新し
た直後に、データのある
シナリオおよびバージョ
ンの各組合せに対して 1
度のみ実行してくださ
い。データを再計算する
シナリオおよびバージョ
ンの組合せのみを指定し
てください。たとえば、
履歴データの再計算は必
要ない場合があります。
ノート: このルールを更
新直後に実行しないと、
どのルールを実行して
も、結果として一部のデ
ータが失われる可能性が
あります。「1回限り - 新
規プロパティを移入」の
実行前に誤ってルールを
実行した場合は、「1回限
り - 新規プロパティを移
入」を実行した後で、以
前に実行したルールを再
実行してください。
最適なパフォーマンスの
ために、「1回限り - 新規
プロパティを移入」の実
行前に、ディメンション
を FIX文から FIX
Parallelに移動し、FIX
Parallel文に移動するデ
ィメンションのかわりに
エンティティ・メンバー
選択を FIX文に移動する
ことにより、プロセスの
並列処理に適したディメ
ンションを使用するよう
に FIX Parallelディメン
ションを変更します。こ
の変更は、Calculation
Managerの
OWP_Populate New
Properties_Tテンプレ
ートで実行する必要があ

NA
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表 C-20 (続き) 2020年 2月更新 - 要員の変更済および新規アーティファクト

アーティファクト・タイ
プ

変更済アーティファクト 新規アーティファクト 廃止アーティファクト

ります。変更内容を保存
した後、OWP_Populate
New Propertiesルール
をデプロイします。

勘定科目メンバー NA • OWP_Start Date
• TP-EndDate
• TP-Days

NA

メンバーの式 給与を計算するすべての
メンバー式が更新されま
した:
• 勘定科目:

– 基本給与
– 所得 1から所得

10
– 福利厚生 1から
福利厚生 10

– 税金 1から税金
10

• CYTD (前期)

NA NA

フォーム 「開始日」列を含めるため
に更新されました:
• 従業員プロパティ
• 既存の従業員の管理
• 新規採用 - 要求
• データの処理および
デフォルトの同期

• データの処理および
定義の同期

• ジョブ・プロパティ
• 既存のジョブの管理
• Process Data and

Synchronize
Defaults_JO

• Process Data and
Synchronize
Definition_JO

NA NA

データ・ロード・テンプ
レート

「開始月」列を「開始日」
と置換するために更新さ
れました:
• EJ_EmployeePrope

rtiesDataLoad_Pla
n

• EO_EmployeeProp
ertiesDataLoad_Pl
an

• JO_JobPropertiesD
ataLoad_Plan

NA NA
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2019年 6月更新
次の情報では、19.06更新での不都合の修正に起因する変更済アーティファクトについて説明
します。
表 C-21 2019年 6月更新 - 要員の変更済アーティファクト

アーティファクト・タイ
プ

変更済アーティファクト 新規アーティファクト 廃止アーティファクト

テンプレート OWP_Assign
Compensation Defaults

NA NA

Groovyテンプレート • OWP_Add
Requisition_GT

• OWP_Change
Requisition_GT

• OWP_Change
Existing Details_GT

NA NA

2019年 5月の更新
次の情報では、2019年 5月更新の拡張に関連する新規および変更済アーティファクトについて
説明します。
要員の 2019年 5月のコンテンツを更新した直後、新しいルール「1X BegBalanceから期間へ
の報酬の詳細のコピー」を実行する必要があります。これにより、報酬の詳細が BegBalance
メンバーからすべての月にコピーされます。このルールは、コンテンツを更新した直後に、デ
ータのあるアクティブなシナリオおよびバージョンの各組合せに対して 1度のみ実行してくだ
さい。このルールを実行するには、ホームページで「ルール」をクリックし、「すべてのキュー
ブ」をクリックして、「キューブ」ドロップダウン・リストから OEP_WFSCを選択します。
次に、ルール「BegBalanceから期間への報酬の詳細のコピー」の「起動」をクリックします。
表 C-22 2019年 5月の更新 - 要員の拡張

アーティファクト・タイ
プ

変更済アーティファクト 新規アーティファクト 廃止アーティファクト

Calculation Manager
のルール

• デフォルトの同期
• 定義の同期
• ロードされたデータ
の処理

• ジョブの変更
• 転入
• 転出
• 異動
• 従業員の関連付け
• 既存の従業員報酬の
計算

• 新規採用の報酬の計
算

BegBalanceから期間へ
の報酬の詳細のコピー
更新するお客様へのノー
ト: 2019年 5月のコンテ
ンツを更新した直後にル
ール「1X BegBalanceか
ら期間への報酬の詳細の
コピー」を 1回実行し、
BegBalanceからすべて
の期間に報酬の詳細をコ
ピーします。

• 従業員ステータスの
変更

• ジョブの追加
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表 C-22 (続き) 2019年 5月の更新 - 要員の拡張

アーティファクト・タイ
プ

変更済アーティファクト 新規アーティファクト 廃止アーティファクト

Calculation Manager
のテンプレート

• デフォルトの同期
• 定義の同期
• Process Loaded

Data_T
• ジョブの変更
• Assign

Compensation_T
• ターゲットのデフォ
ルトの割当て

• Calculate
Employee
Compensation_Te

• Transfer Out_T
• 従業員の関連付け

• Enable Job_T
• Change Existing

Details_T

• Change
Requisition_T

• Add Job_T
• Change Employee

Status_T
• 報酬のデフォルトの
割当て

Groovyルール • 増分的なデフォルト
の同期

• 増分的な定義の同期
• 増分的なデータの処

理と定義の同期
• 増分的なデータの処

理とデフォルトの同
期

NA NA

Groovyテンプレート • Add
Requisition_GT

• Change
Requisition_GT

• Incremental
Synchronize
Defaults_GT

• Incremental
Synchronize
Definition_GT

• Incremental
Process Data and
Synchronize
Definition_GT

• Incremental
Process Data and
Synchronize
Defaults_GT

• Enable Job_GT
• Change Salary_GT
• Change Existing

Details_GT

NA

フォーム • 従業員プロパティ
• ジョブ・プロパティ
• 無効なデータの識別
• データの処理および

定義の同期

NA NA

メニュー 既存のアクション • 従業員のアクション
• ジョブのアクション

NA

メンバーの式 OWP_Basic Salary NA NA

スマート・リスト NA 従業員のオプション NA
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2019年 2月更新
次の情報では、2019年 2月更新の増分データ・ロード機能に関連する新しいアーティファクト
および変更されたアーティファクトについて説明しています。
要員には、既存の従業員に関するデータを迅速に更新および処理するために 4つのフォームが
用意されています。各フォームは、変更されたデータのみを処理する Groovyルールに関連付
けられています。これらのフォームは、更新対象のデータの種類に応じて最適な処理を効率的
に実行できるよう設計されています。これらのフォームには、「一括更新」タブからアクセスし
ます。Planningモジュールの操作の従業員およびジョブの詳細の更新を参照してください。
これらのフォームでは基本的に、フレックス・ディメンションおよびエンティティ・ディメン
ションがページに含まれています。フォームのロードのパフォーマンスを分析してから、要件
に応じて特定のディメンションをページから行に移動することにより、これらのフォームのレ
イアウトを変更することをお薦めします。ページ上には年および期間もあります。変更したデ
ータをロードおよび処理するために選択した年および期間を使用することが想定されます。年
および期間の選択内容は、「ロードされたデータの処理」ルールの実行時プロンプト値と同等で
す。
複数の同時ユーザーの効率的な処理を実現するために、Groovyルールのデフォルトの並列度は
2に設定されています。ただし、プランナがこれらのフォームにアクセスできないようにする
場合、または低いレベルの同時性を想定している場合、設計時プロンプト(DTP)値を調整して
並列度を 4に上げることができます。これにより、データの大規模な変更の処理速度が上がり
ます。
表 C-23 2019年 2月更新 - 増分データ・ロードに関連する機能拡張

アーティファクト・タイ
プ

変更済アーティファクト 新規アーティファクト 廃止アーティファクト

Calculation Manager
のルール

NA NA NA

Calculation Manager
のテンプレート

• OWP_Process
Loaded Data_T

• OWP_Synchronize
Definition

• OWP_Synchronize
Defaults

• OWP_Fix
Parallel_T

NA NA

Groovyルール NA • OWP_Incremental
Process Data with
Synchronize
Defaults

• OWP_Incremental
Process Data with
Synchronize
Definition

• OWP_Incremental
Synchronize
Defaults

• OWP_Incremental
Synchronize
Definition

NA
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表 C-23 (続き) 2019年 2月更新 - 増分データ・ロードに関連する機能拡張

アーティファクト・タイ
プ

変更済アーティファクト 新規アーティファクト 廃止アーティファクト

Groovyテンプレート NA • OWP_Incremental
Process Data with
Synchronize
Defaults_GT

• OWP_Incremental
Process Data with
Synchronize
Definition_GT

• OWP_Incremental
Synchronize
Defaults_GT

• OWP_Incremental
Synchronize
Definition_GT

NA

フォーム NA • データの処理および
デフォルトの同期

• データの処理および
定義の同期

• デフォルトの同期
• 定義の同期

NA

垂直タブ NA 一括更新 NA
水平タブ NA • データの処理および

デフォルトの同期
• 更新されたデータの
処理

• デフォルトの同期
• 定義の同期

NA

データ・インポート・テ
ンプレート

• EJ_EmployeePrope
rtiesDataLoad_Pla
n

• EO_EmployeeProp
ertiesDataLoad_Pl
an

NA NA

2018年 11月更新
次の情報では、2018年 11月更新の採用要請の追加ルールでのパフォーマンス強化に関連する
新規および変更済アーティファクトについて説明します。
表 C-24 2018年 11月更新 - 採用要請の追加ルールに関連するパフォーマンス強化

アーティファクト・タイ
プ

変更済アーティファクト 新規アーティファクト 廃止アーティファクト

Calculation Manager
のルール

Add Requisition_GT NA NA

Calculation Manager
のテンプレート

• OWP_Add
Requisition_T

• OWP_Assign
Compensation_T

NA NA
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2018年 9月更新
次の情報では、2018年 9月更新のパフォーマンス強化に関連する新規および変更済アーティフ
ァクトについて説明します。
表 C-25 2018年 9月更新 - パフォーマンス向上に関連する機能拡張

アーティファクト・タイ
プ

変更済アーティファクト 新規アーティファクト 廃止アーティファクト

Calculation Manager
のルール

• OWP_Process
Loaded Data

• OWP_Synchronize
Defaults

• OWP_Synchronize
Definition

• OWP_Plan
Departure

NA NA

Calculation Manager
のテンプレート

• OWP_Process
Loaded Data_T

• OWP_Synchronize
Definition

• OWP_Synchronize
Defaults

• OWP_Add
Requisition_T

• OWP_Assign
Compensation_T

• OWP_Plan
Departure_T

OWP_Fix Parallel_T NA

メンバー OWP_Utilization NA NA

2018年 7月更新
次の情報では、2018年 7月更新の新規および変更済アーティファクトについて説明します。
• 要員の 2018年 7月コンテンツを更新した直後に、新しいルールの「1回限り - レートを月
にコピー」を実行して、レートを「BegBalance」メンバーからすべての月にコピーする必
要があります。このルールは、コンテンツを更新した直後に、データのあるアクティブな
シナリオおよびバージョンの各組合せに対して 1度のみ実行してください。このルールを
実行するには、ホームページで「ルール」をクリックし、「すべてのキューブ」をクリック
して、「キューブ」ドロップダウン・リストから OEP_WFSCを選択します。次に、「1回
限り - レートを月にコピー」ルールの「起動」をクリックします。

• 「支払頻度」の設定が「一括支払い」に構成されたコンポーネントの場合: 一括支払いオプ
ションを選択しないかぎり、コンポーネントの費用は、引き続き、選択した支払頻度の最
初の月に発生します。
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表 C-26 2018年 7月 - 要請の追加に関連する機能拡張

アーティファクト・タイ
プ

変更済アーティファクト 新規アーティファクト 廃止アーティファクト

Calculation Manager
のルール

NA • OWP_Add
Requisition_GT

• OWP_Change
Requisition_GT

• OWP_Add TBH
• OWP_ChangeHirin

gRequisitionStatus

Calculation Manager
のテンプレート

NA • OWP_Add
Requisition_T

• OWP_Assign
Compensation_T

• OWP_Change
Requisition_T

• OWP_Add TBH_T
• OWP_ChangeHirin

gRequisitionStatus
_T

スマート・リスト OWP_Status • OWP_Salary
Options

• OWP_Requisition
Options

NA

メニュー • 「新規採用アクショ
ン」メニュー・アイ
テム - 採用要請の追
加

• 要請ステータスの変
更

NA NA

2018年 7月更新 - 福利厚生と税金ウィザードの計算に関連する機能拡張

アーティファクト・タイ
プ

変更済アーティファクト 新規アーティファクト 廃止アーティファクト

Calculation Manager
のルール

• OWP_Synchronize
Defaults

• OWP_Synchronize
Definition

• OWP_Process
Loaded Data

• OWP_Transfer
• OWP_Transfer In
• OWP_Change Job
• OWP_Associate

Employee

• OWP_Copy Rates
Across Entities

• OWP_Copy Rates
to Months

• OWP_Copy Rates
from Periodicities

• OWP_Copy Rates
Across Years

NA

Calculation Manager
のテンプレート

• OWP_Synchronize
Defaults

• OWP_Synchronize
Definition

• OWP_ Assign
Compensation
Defaults

• OWP_ Assign
Target Defaults

• OWP_Copy Rates
Across Entities

• OWP_Copy Rates
to Months

• OWP_Copy Rates
from Periodicities

• OWP_Copy Rates
Across Years

• OWP_Check Rates
Availability at
Months_T

NA
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アーティファクト・タイ
プ

変更済アーティファクト 新規アーティファクト 廃止アーティファクト

メンバー • 各親の下位にある
10個すべての基本
勘定科目:
OWP_Total
Earnings、
OWP_Total
Benefits、および
OWP_Total Taxes

• OEP_WFSCキュー
ブの OWP_Tiersお
よび OWP_Options
の提供されている子
は、「残高」の「タイ
ム・バランス」プロ
パティに設定されて
います。親メンバー
の OWP_Optionsお
よび OWP_tiersの
下位に追加されたカ
スタム・メンバーの
「タイム・バランス」
プロパティも、「残
高」に変更する必要
があります。

「プロパティ」ディメンシ
ョン内:
• OWP_Custom

Expense
• OWP_One Time

Pay

NA

スマート・リスト OWP_Payment
Frequency

• OWP_Component
Type

• OWP_One Time
Pay

NA

フォーム • レート表
• レート表 - 簡易
• レート表 - しきい値

NA NA

メニュー NA OWP_Copy Rates NA
データ・ロード・テンプ
レート

• EJ_Earnings,Benefi
ts and Taxes-
Properties

• EO_Earnings,Benef
its and Taxes-
Properties

• JO_Earnings,Benefi
ts and Taxes-
Properties

• EJ_Earnings,Benefi
ts and Taxes -Rates

• EO_Earnings,Benef
its and Taxes -
Rates

• JO_Earnings,Benefi
ts and Taxes -Rates

NA NA
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資本の更新
概要
資本を使用している場合、一部の更新での製品の機能拡張では、特定のアーティファクトを変
更した場合、これらの更新が必要です。資本アーティファクトをカスタマイズした場合、この
セクションをレビューしてください。
• これらのアーティファクト (このトピックで説明)を変更していない場合、アーティファクト
および機能はそのリリースで使用できます。

• 新しいリリース中、カスタマイズされたアーティファクトは更新されないため、これらの
アーティファクトをカスタマイズ済で、新機能を利用する場合は、次のステップを実行し
ます。

1. 更新後に全体バックアップを実行し、それをローカルにダウンロードします。
2. 変更されたアーティファクトのリストを確認し、そのうちのどれを変更したかを特定しま
す。変更済アーティファクトの確認を参照してください。

ヒント:

次にリストされている変更済アーティファクトについて、変更済アーティファク
トのコピーを作成して、それを変更の参照として使用することを検討してくださ
い。コピーは、カスタマイズを再実装した後に削除できます。

3. 更新後、識別したアーティファクトに対するカスタマイズを元に戻し、アーティファクト
を付属の形式に復元します。カスタマイズを元に戻すを参照してください。

4. 必要に応じてアーティファクトに対するカスタマイズを再実装します。
5. 復元された Calculation Managerのルールまたはテンプレートでは、それらが最終になった
後、影響を受けるアーティファクトのアプリケーションに、更新したルールまたはテンプ
レートを必ずデプロイしてください。カスタム・テンプレートの使用状況の表示およびビ
ジネス・ルールおよびビジネス・ルールセットのデプロイを参照してください。

2021年 5月
2021年 5月の更新で、資本のルールが更新され、IRFS-16標準が有効な場合に、賃貸無料期間
と可変インデックス・レート基準がサポートされるようになりました。
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表 C-27 2021年 5月資本の変更済アーティファクト

アーティファクト・タイプ 変更済アーティファクト 新規アーティファクト
ルール • OCX_CalculateLeasedAss

et—賃貸無料期間をサポー
トするように変更されまし
た。

• OCX_AddLeasedAsset—
「年次」または「支払頻度」
のいずれかを選択するオプ
ションのある、新規勘定科目
OCX_Index Rate Basisを
追加するために変更されま
した。

Groovyルール:
• OCX_Free Rent Asset

BeforeLoad。「賃貸無料期
間」フォームに添付され、す
べてのセルを読取り専用に
し、支払頻度に従って該当す
るセルのみが編集可能にな
ります。

• OCX_Free Rent Period
Spread。「賃貸無料期間」フ
ォームに添付され、四半期/半
年ごと/年次を月次に分散し
ます。

フォーム 賃貸無料期間。IFRS-16が有効な
場合にのみ使用可能です。

勘定科目 • OCX_Index Rate Basis
• OCX_LeaseRentFreePeriod

2019年 4月
2019年 4月のリリースから、資本フォームおよびルールが更新され、プランおよび予測シナリ
オに対して異なるプランニング年を使用できるようになりました。以前は、資本の「プランニ
ングと予測の準備」構成タスクでは、プランシナリオと予測シナリオの両方に対して
&OEP_YearRange代替変数が設定されていました。この代替変数への参照は停止中です。
2019年 4月の更新により、資本ではすべてのビジネス・ルールが更新され、シナリオごとに個
別にプランニングおよび予測構成の開始年と終了年を読み取る方法を使用するようになりまし
た。シナリオの開始期間と終了期間に基づいてデータが表示されるようフォームが変更されま
す。更新が適用されたときに、これらのフォームとビジネス・ルールを変更していない場合、
次のようになります。
• 事前定義済フォームが更新されます。
• 事前定義済ビジネス・ルールが更新されます。
新しいリリース中、カスタマイズされたアーティファクトは更新されないため、フォームまた
はビジネス・ルールをカスタマイズした場合、次に点に注意してください。
• &OEP_YearRange代替変数に依存するルールを変更した場合、次の関数(ビジネス・ルー
ルまたは Groovyルール内)を使用するようルールを更新してください。
– [[PlanningFunctions.getModuleStartYear("CAPITAL",{Scenario})]] - 特定のシナ
リオの開始年を返します

– [[PlanningFunctions.getModuleENDYear("CAPITAL",{Scenario})]] - 特定のシナリ
オの終了年を返します

• 資本のカスタム・フォームを更新し、&OEP_YearRangeのかわりに「すべての年」の
ILvl0Descendantsを使用するようにしてください。
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D
Planningモジュールのベスト・プラクティス

これらの Planningモジュールのベスト・プラクティスを使用します。
次の表には、このガイドで説明したベスト・プラクティスへのリンクが用意されています。
Table D-1    Planningモジュールのベスト・プラクティス

ベスト・プラクティスの対象 この項を参照
EPMセンター・オブ・エクセレンスの作成および
実行

EPMセンター・オブ・エクセレンスの設置と運営
財務での独自の勘定体系の使用 独自の勘定体系を使用する財務でのベスト・プラク

ティス・プランニングの利用
ディメンションの順序の最適化 ディメンションの順序の最適化のベスト・プラクテ

ィス
要員のルールにおけるパフォーマンスの考慮事項 要員のルールにおけるパフォーマンスの考慮事項
さらに、Planningの管理の Planningのベスト・プラクティスで Planningのベスト・プラクテ
ィスを確認してください。

D-1

https://apexapps.oracle.com/pls/apex/f?p=44785:265:0:::265:P265_CONTENT_ID:23451
https://apexapps.oracle.com/pls/apex/f?p=44785:265:0:::265:P265_CONTENT_ID:23451
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